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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
六
）

鈴

木
　

滿　

訳
・
注

＊
凡
例

１
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, V

erlag von 
Georg W

igand. 1853. ; Reprint. N
abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

２
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

３
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von B

rüdern G
rim

m
. Zw

ei Bände in einem
 Band. M

ünchen, W
inkler V

erlag. 1981. V
ollständige 

A
usgabe, nach dem

 T
ext der dritten A

uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an Legends of the Brothers G

rim
m

. V
ol.1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 
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４
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、本
文
に
注
番
号
を
附
し
、

「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

５
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

６
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

７
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

８
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
一
）
の
伝
説

　
　
　

一　

ド
イ
ツ
の
大
河
ラ
イ
ン
の
話V

om
 deutschen Rheinstrom

.

　
　
　

二　

ス
イ
ス
の
民
の
起
源D
es Schw

eizervolkes U
rsprung.　

　
　

*D
S514 A

usw
anderung der Schw

eizer.

　
　
　

三　

聖
ザ
ン
ク
ト
ガ
ル
スSanct Gallus.

　
　
　

四　

聖
ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
の
修
道
士
た
ち
が
祈
り
を
捧
げ
て
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
授
か
るD

ie St. Galler M
önche erbeten W

ein.

　
　
　

五　

ダ
ゴ
バ
ー
ト
の
徴し
る
しD

agoberts Zeichen.　
　
　

*D
S439 D

agoberts Seele im
 Schiff. /　

*D
S440 D

agobert und seine H
unde.

　
　
　

六　

テ
ル
伝
説D

ie T
ellensage.　

　
　

*D
S298 D

ie drei T
elle. / *D

S515 D
ie O

chsen auf dem
 A

cker zu M
elchtal./ *D

S516 D
er 

Landvogt im
 Bad. / *D

S517 D
er Bund im

 Rütli./ *D
S518 W

ilhelm
 T

ell.

　
　
　

七　

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
ホ
ル
ン
と
殺
害
の
夜Luzerner H

örner und M
ordnacht.　

　
　

*D
S519 D

er K
nabe erzählt ,s dem

 O
fen. / *D

S520 
D

er Luzerner H
arschhörner.

　
　
　

八　

ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
の
殿
た
ちD

ie H
erren von H

ohensax. 

　
　
　

九　

イ
ー
ダ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
クIda von der T

oggenburg.　
　
　

*D
S513 Idda von T

oggenburg.



211

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その六）　鈴木　滿　訳・注

　
　

一
〇　

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
と
群ヘ
ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人D

er Pilatus und die H
erdm

anndli.　
　
　

*D
S150 D

ie Füße der Zw
erge.

　
　

一
一　

獣
と
魚
を
守
る
山ベ
ル
ク
マ
ン
ド
リ

の
小
人D

ie Bergm
anndli schützen H

eerden und Fische. 　

　
　

*D
S302 D

er Gäm
sjäger.

　
　

一
二　

群ヘ
ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
の
退
去D

ie H
erdm

anndli ziehen w
eg.　

　
　

*D
S148　

D
ie Zw

erge auf dem
 Baum

. / *D
S149 D

ie Zw
erge auf 

dem
 Felsstein.

　
　

一
三　

デ
ュ
ル
ス
トD

er D
ürst.　

　
　

*D
S 172 D

er w
ilde Jäger H

ackelberg. / *D
S270 D

er T
ürst, das Posterli und die Sträggele. / 

*D
S312 D

ie T
ut-O

sel.

　
　

一
四　

有ド
ラ
ッ
ヘ
翼
龍
た
ち
と
無リ
ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
た
ち
の
話V

on D
rachen und Lindw

ürm
en.　

　
　

*D
S217 D

er D
rache fährt aus.

　
　

一
五　

ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
と
無リ
ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍W

inkelried und der Lindw
urm

.　
　
　

*D
S218 W

inkelried und der Lindw
urm

. / *D
S220 D

as 
D

rachenloch.

　
　

一
六　

カ
ス
テ
レ
ン
高ア

ル

プ

原
牧
場K

astelen A
lpe.

　
　

一
七　

おブ
リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場Blüm

elis A
lpe.　
　
　

*D
S93 Blüm

elisalp.

　
　

一
八　

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
現
れ
た
永
遠
の
ユ
ダ
ヤ
人D

er ew
ige Jude auf dem

 M
atterhorn.　

　
　

*D
S344 D

er Ew
ige Jude auf dem

 
M

atterhorn. / *D
S345 D

er K
essel m

it Butter.

　
　

一
九　

巖い
わ
か
べ壁
の
聖
母M

utter Gottes am
 Felsen.　

　
　

*D
S348 D

as M
uttergottesbild am

 Felsen.

　
　

二
〇　

動
物
た
ち
の
楽
園D
as Paradies der T

hiere.　
　
　

*D
S300 D

ie Zirbelnüsse. / *D
S301 D

as Paradies der T
iere.

　
　

二
一　

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

魔
の
橋D
ie T

eufelsbrücke. 　

　
　

*D
S337 D

ie T
eufelsbrücke.

　
　

二
二　

牡シ
ュ
テ
ィ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

牛
の
小
川D

er Stierenbach. 　

　
　

*D
S143 D

er Stierenbach.

　
　

二
三　

よベ
ッ
サ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

り
良
き
石D

er Besserstein.

　
　

二
四　

十ク
ロ
イ
ツ
リ
ベ
ル
ク

字
架
山D

er K
reuzliberg. 　

　
　

*D
S340 D

er K
reuzliberg.

　
　

二
五　

骰ヴ
ュ
ル
フ
ェ
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ

子
が
原D

ie W
ürfelw

iese.

　
　

二
六　

バ
ー
ゼ
ル
の
時
の
鐘D

ie Basler U
hrglocke.

　
　

二
七　

ア
ウ
グ
ス
ト
近
郊
な
る
異ハ
イ
デ
ン
教
徒
穴
ロ
ッ
ホ
の
蛇
乙
女D

ie Schlangenjungfrau im
 H

eidenloch bei A
ugust. 　

　
　

*D
S13 D

ie Schlangenjungfrau.

　
　

二
八　

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
公
誓
言
を
守
るH

erzog Bernhard hält sein W
ort.

　
　

二
九　

忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
の
話V

om
 treuen Eckart.

　
　

三
〇　

ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
家
の
起
源D

er Zähringer U
rsprung.　

　
　

*D
S527 U

rsprung der Zähringer.
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三
一　

巨
人
の
玩お
も
ち
ゃ具D

as Riesenspielzeug. 　

　
　

*D
S17 D

as Riesenspielzeug. / *D
S325 D

ie Riesen zu Lichtenberg.
　
　

三
二　

蟇ク
レ
ー
テ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

蛙
の
椅
子K

rötenstuhl. 　

　
　

*D
S223 D

er K
rötenstuhl.

　
　

三
三　

粉
挽ひ

き
小
屋
の
熊く
まD

er M
ühlenbär.

　
　

三
四　

司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
王
ケ
ー
ニ
ヒChorkönig.

　
　

三
五　

聖
ザ
ン
ク
ト
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
アSankt O

ttilia.

　
　

三
六　

父
と
息
子V

ater und Sohn.

　
　

三
七　

大
聖
堂
の
時
計D

ie M
ünster-U

hr.

　
　

三
八　

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
射
撃
祭
と
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
粥か
ゆStraßburger Schießen und Zürcher Brei.

　
　

三
九　

ブ
レ
ッ
テ
ン
の
小
犬D

as H
ündchen von Bretten. 　

　
　

*D
S96 D

as H
ündlein von Bretta.

　
　

四
〇　

ト
リ
フ
ェ
ル
スT

rifels.

　
　

四
一　

カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
の
赤
デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト
髭

D
er Rotbart zu K

aiserslautern. 　

　
　

*D
S296 K

aiser Friedrich zu K
aiserslautern.

　
　

四
二　

舟
に
乗
る
修
道
士
た
ちD

ie schiffenden M
önche. 　

　
　

*D
S276 D

ie überschiffenden M
önche.

　
　

四
三　

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
鉢
シ
ュ
ッ
セ
ルD

ie Schw
abenschüssel.

　
　

四
四　

シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
弔
鐘D

ie T
odtenglocken zu Speier.

　
　

四
五　

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ちD

ie Juden in W
orm

s.

　
　

四
六　

ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
一
族
の
話V

on den D
ahlbergen.

　
　

四
七　

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
象
徴　

W
orm

ser W
ahrzeichen.

　
　

四
八　

ラ
イ
ン
の
王
女D

ie K
önigstochter vom

 Rhein.

　
　

四
九　

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
近
郊
の
スシ
ュ
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ゾ
イ
レ

ウ
ェ
ー
デ
ン
柱Schw

edensäule bei O
ppenheim

.

　
　

五
〇　

ジ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ムSiegenheim

.

　
　

五
一　

イイ
ェ
ッ
テ
ン
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

ェ
ッ
テ
の
丘
と
王ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子Jetten-Bühel und K

önigsstuhl.　
　
　

*D
S139 D

er Jettenbühel zu H
eidelberg.

　
　

五
二　

聖
ザ
ン
ク
ト
カ
タ
リ
ー
ナ
の
手
袋St. K

atharinen ,s H
andschuh.

　
　

五
三　

ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
進
発D

es Rodensteiners A
uszug. 　

　
　

*D
S170 Rodensteins A

uszug.

　
　

五
四　

エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
と
エ
マEginhart und Em

m
a. 　

　
　

*D
S457 Eginhart und Em

m
a.

　
　

五
五　

ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
一
族D

ie W
indecker.
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五
六　

ロ
ル
シ
ュ
の
タ
ッ
シ
ロT

hassilo in Lorsch.
　
　

五
七　

鬼
ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
火

D
er H

eerw
isch. 　

　
　

*D
S277 D

er Irrw
isch.

　
　

五
八　

草
地
の
乙
女
と
く
し
ゃ
みD

ie W
iesenjungfrau und das N

ießen. 　

　
　

*D
S224 D

ie W
iesenjungfrau. / *D

S225 D
as N

iesen im
 

W
asser.

　
　

五
九　

沈
ん
だ
修
道
院D

as versunkene K
loster.

　
　

六
〇　

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
無リ
ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍D

er Lindw
urm

 auf Frankenstein. 　

　
　

*D
S219 D

er Lindw
urm

 am
 Brunnen.

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
二
）
の
伝
説

　
　

六
一　

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
驢ろ

ば馬
扶ふ

ち持D
as Frankensteiner Eselslehen.

　
　

六
二　

黄
金
の
マ
イ
ン
ツD

as goldne M
ainz.

　
　

六
三　

ハ
ッ
ト
ー
、
ヘ
ー
リ
ガ
ー
、
ヴ
ィ
リ
ギ
スH

atto, H
eriger und W

illigis.　
　
　

*D
S242 D

er Binger M
äuseturm

. / *D
S474 D

as Rad 
im

 M
ainzer W

appen.

　
　

六
四　

マ
イ
ン
ツ
の
聖
な
る
十
字
架D

ie heiligen K
reuze zu M

ainz.

　
　

六
五　

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
女フ
ラ
ウ
エ
ン
ロ
ー
プ

人
讃
美
の
葬
礼H

einrich Frauenlob ,s Begängniß.

　
　

六
六　

聖
女
ビ
ル
ヒ
ル
デD
ie heilige Bilihilde.

　
　

六
七　

フ
ラ
ン
ク
族
の
渉フ

ル

ト
り
場D

er Franken Furt. 　

　
　

*D
S455 Erbauung Frankfurts.

　
　

六
八　

王
の
降ヴ
ァ
イ
ナ
ハ
ト

誕
祭D

es K
önigs W

eihnacht.

　
　

六
九　

エ
ッ
シ
ェ
ン
ハ
イ
ム
塔
の
話V

om
 Eschenheim

er T
hurm

. 

　
　

七
〇　

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ヴ
ェ
ー
ク

魔
の
道D

er T
eufelsw

eg auf Falkenstein. 

　
　

七
一　

エ
ッ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
一
族D

ie Eppsteiner.

　
　

七
二　

血ブ
ル
ー
ト
リ
ン
デ

の
科
の
木Blutlinde.

　
　

七
三　

神ノ
ー
ト
・
ゴ
ッ
テ
ス

の
難
儀N

oth Gottes.

　
　

七
四　

レ
ー
ダ
ー
ベ
ル
クRäderberg. 　

　
　

*D
S279 Räderberg.

　
　

七
五　

囁さ
さ
や

き
声D

ie W
isperstim

m
e.
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七
六　

燃
え
る
炭D

ie glühenden K
ohlen.

　
　

七
七　

死
を
告
げ
る
鳩は
とT

aube zeigt denT
od an.

　
　

七
八　

ト
ハ
ウ
ン
の
猿D

er A
ffe zu D

haun.
　
　

七
九　

坊
さ
ん
の
帽
子D

as Pfaffenkäppchen.

　
　

八
〇　

長
靴
一
杯
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒D

er Stiefel voll W
ein.

　
　

八
一　

荒デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師D

er w
ilde Jäger.

　
　

八
二　

シ
ュ
パ
ン
ハ
イ
ム
の
創
設Spanheim

s Gründung.

　
　

八
三　

モ
ー
ゼ
ル
葡ワ

イ

ン
萄
酒
の
起
源
の
話V

om
 U

rsprung des M
oselw

eins.

　
　

八
四　

聖
人
た
ち
の
墓D

er H
eiligen Gräber.

　
　

八
五　

メ
ッ
ツ
は
踊
る
の
お
断
りM

etz versagt den T
anz.

　
　

八
六　

ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
悪
魔
と
の
盟
約
者D
er T

eufelsbündner in V
irdung. 　

　
　

*D
S536 D

er V
irdunger Bürger.

　
　

八
七　

貞
女
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー
ナD

ie getreue Frau Florentina. 　
　
　

*D
S537 D

er M
ann im

 Pflug.

　
　

八
八　

ト
リ
ー
ア
の
齢よ
わ
いT

rier ,s A
lter.

　
　

八
九　

聖
ザ
ン
ク
ト
ア
ル
ヌ
ル
フ
の
指
環Sankt A

rnulf ,s Ring.

　
　

九
〇　

天
罰
覿て
き
め
ん面Frevel w

ird bestraft.

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
三
）
の
伝
説

　
　

九
一　

殉
教
者
た
ち
の
墓D

ie M
artyrer-Gräber.

　
　

九
二　

聖
女
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァD

ie heilige Genofeva. 　

　
　

*D
S538 Siegfried und Genofeva.

　
　

九
三　

ラ
イ
ン
河
畔
の
酒
神
た
ちD

ie W
eingötter am

 Rhein.

　
　

九
四　

七
人
姉
妹D

ie sieben Schw
estern.

　
　

九
五　

ル
ー
ル
ラ
イLurlei.

　
　

九
六　

聖
ザ
ン
ク
ト
ゴ
ア
ー
ル
の
奇
蹟Sankt Goars W

under.

　
　

九
七　

兄
と
弟D

ie Brüder.
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九
八　

さ
す
ら
い
歩
く
修
道
女D

ie w
andelnde N

onne.
　
　

九
九　

シ
ュ
タ
イ
ン
の
奥
方D

ie Frau von Stein.
　

一
〇
〇　

大
胆
不
敵
な
ク
ル
ツ
ホ
ル
トD

er kühne K
urzhold. 　

　
　

*D
S471 D

er kühne K
urzhold.

　

一
〇
一　

空
の
橋D

ie Luftbrücke.

　

一
〇
二　

ア
ル
テ
ン
ア
ー
ル
の
囚と
ら
わ
れ
人び
と
た
ちD

ie Gefangenen auf A
ltenahr.

　

一
〇
三　

ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ク
の
話V

om
 Siebenbürg.

　

一
〇
四　

ロロ
ー
ラ
ン
ツ
エ
ッ
ク

ー
ラ
ン
ト
の
角Rolandseck.

　

一
〇
五　

リ
ュ
ー
デ
リ
ヒ
の
鉱
夫
た
ちD

ie K
nappschaft im

 Lüderich. 

　

一
〇
六　

最
後
の
種
蒔ま

きD
ie letzte Saat.

　

一
〇
七　

古
き
ベ
ル
ク
一
門D

er A
lte-Berg.

　

一
〇
八　

修
道
院
の
驢ろ

ば馬D
er K

losteresel.

　

一
〇
九　

花
咲
け
る
司
教
杖D

er blühende Bischofstab.

　

一
一
〇　

蜜イ
ン
メ
ン
カ
ペ
レ

蜂
の
礼
拝
堂Im

m
enkapelle.

　

一
一
一　

ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
と
小
人
の
ゴ
ル
デ
マ
ー
ルN

ibelung von H
ardenberg und der Zw

erg Goldem
ar.

　

一
一
二　

聖
な
る
ケ
ル
ンD

as heilige K
öln.

　

一
一
三　

市
民
マ
ル
シ
リ
ウ
スD

er Bürger M
arsilius.

　

一
一
四　

ケ
ル
ン
大
聖
堂
の
伝
説D

ie K
ölner D

om
-Sage. 　

　
　

*D
S205 D

er D
om

 zu K
öln. 

　

一
一
五　

ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
スA

lbertus M
agnus. 　

　
　

*D
S495 A

lbertus M
agnus und K

aiser W
ilhelm

. 

　

一
一
六　

グ
リ
ュ
ー
ン
殿
と
獅ラ
イ
オ
ン子H

err Gryn und der Löw
e.

　

一
一
七　

床
の
穴
か
ら
覗の
ぞ

く
馬
た
ちD

ie Pferde aus dem
 Bodenloch. 　

　
　

*D
S341 D

ie Pferde aus dem
 Bodenloch.

　

一
一
八　

馬
で
回
っ
て
手
に
入
れ
た
森U

m
rittener W

ald.

　

一
一
九　

カ
ー
ル
皇
帝
の
林り
ん
ご檎
の
切
れ
端K

aiser K
arls A

pfelschnitze.

　

一
二
〇　

ア
ー
ヘ
ン
大
聖
堂D

om
 zu A

achen.　
　
　

*D
S187 D

er W
olf und der T

annenzapf.

　

一
二
一　

ポ
ネ
レ
ン
塔
ト
ゥ
ル
ム
の
悪
魔D

er T
eufel im

 Ponellenthurm
. 　

　
　

*D
S188 D

er T
eufel von A

ch.

　

一
二
二　

ア
ー
ヘ
ン
を
見
下
ろ
す
ロ
ー
ス
山ベ
ル
ク
の
話V

om
 Loosberg über A

achen.
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一
二
三　

蛇
の
指ゆ
び
わ環 Schlangenring. 　

　
　

*D
S459 D

er K
aiser und die Schlange.

　

一
二
四　

カ
ー
ル
皇
帝
の
帰
還K

aiser K
arl kehrt heim

.　
　
　

*D
S444 K

arls H
eim

kehr aus U
ngerland.

　

一
二
五　

フ
ァ
ス
ト
ラ
ー
ダ
の
愛
の
魔
法Fastrada ,s Liebeszauber. 　
　
　

*D
S448 D

er Ring im
 See bei A

achen. / *D
S459 D

er K
aiser und 

die Schlange.

　

一
二
六　

カ
ー
ル
大
帝
の
死
と
奥お
く
つ
き
津
城K

arl des Großen T
od und Grab. 　

　
　

*D
S481 O

tto III. in K
arls Grabe.

　

一
二
七　

ア
ー
ヘ
ン
の
神テ
ン
プ
ラ
ー
キ
ル
ヒ
ェ

殿
騎
士
教
会T

em
plerkirche zu A

achen.

　

一
二
八　

ア
ー
ヘ
ン
の
ヒ
ン
ツ
小ラ
イ
ン人
た
ちD

ie H
inzlein zu A

achen.

　

一
二
九　

ペ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
演
奏
し
た
屈く
ぐ
せ背
の
楽
士
た
ちD

ie buckligen M
usikanten auf dem

 Pervisch.

　

一
三
〇　

翔と

び
行
く
オ
ラ
ン
ダ
人D

er fliegende H
olländer.

　

一
三
一　

ス
パ
な
る
聖
レ
マ
ク
ル
ス
の
足
跡Sankt Rem

aclus Fuß zu Spaa.

　

一
三
二　

眠
れ
る
子
ど
も
た
ちD

ie schlafenden K
inder.

　

一
三
三　

駿し
ゅ
ん
め馬
バ
イ
ヤ
ー
ル
と
バ
イ
ヤ
ー
ル
の
城や
か
た館Roß Bayard und Schloß Bayard.

　

一
三
四　

ル
ー
ヴ
ェ
ン
の
死
者
た
ちD

ie T
odten in Löw

en.

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
四
）
の
伝
説

　

一
三
五　

白
鳥
の
騎
士D

er Schw
anritter. 　

　
　

*D
S544 D

er Schw
anritter./　

　
　

*D
S540 D

er Ritter m
it dem

 Schw
an.

　

一
三
六　
「
ゲ
ル
レ
、
ゲ
ル
レ
！
」,,Gerle, Gerle! ,,

　

一
三
七　

巨
人
の
手
を
投
げ
るD

es Riesen H
andw

erfen.

　

一
三
八　

レヘ
ー
ル
・
レ
ム

ム
殿H

err Lem
.

　

一
三
九　

ガ
ン
ゴ
ル
フ
の
泉Gangolfs Brunnen.

　

一
四
〇　

イ
ザ
ベ
ラ
色D

ie Isabellenfarbe.

　

一
四
一　

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
と
そ
の
悪
魔
ヨ
ー
ス
トD

octor Faust und sein T
eufel Jost.

　

一
四
二　

魔
術
師
ア
グ
リ
ッ
パ
の
話V

om
 Zauberer A

grippa.

　

一
四
三　

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
の
犬D

er H
und des Jan von N

ivelle.
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一
四
四　

聖
ザ
ン
ク
ト
〔
＝
聖シ
ン
ト
〕
ヨ
ハ
ニ
ス
の
林り
ん
ご檎St. Johannisäpfel.

　

一
四
五　

一
年
の
日
数
だ
け
の
子
ど
もSoviel K

inder als T
age im

 Jahre. 　

　
　

*D
S584 Soviel K

inder als T
ag , im

 Jahr.
　

一
四
六　

永
遠
の
猟
師D

er ew
ige Jäger.

　

一
四
七　

悪い
た
ず
ら戯

妖
精
ク
ル
ッ
デT

ückebold K
ludde.

　

一
四
八　

悪い
た
ず
ら戯
妖
精
ロ
ッ
ダ
ー
と
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ーD

ie T
ückebolde Lodder und lange W

apper.

　

一
四
九　

妖
精
オ
ッ
シ
ャ
ー
ル
トD

er Geist O
sschaert.

　

一
五
〇　

夢マ
ー
ル魔D

ie M
ahr.

　

一
五
一　

ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ
ン
ヒ
ェ
ン
人D

ie K
laubauterm

ännchen.

　

一
五
二　

ニ
ク
ス
の
フ
レ
ル
スN

ix Flerus.

　

一
五
三　

女メ
ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ちD

ie M
eerm

innen.

　

一
五
四　

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
の
妖
精
た
ちGeister in Friesland.

　

一
五
五　

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
起
源Stavorens U

rsprung.

　

一
五
六　

火
フ
ォ
イ
ア
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の
泉

D
er Feuer-Pütz.

　

一
五
七　

湧わ

き
溢あ
ふ
れ
る
水
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の
泉

D
er überquellende W

asser-Pütz.

　

一
五
八　

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
不
思
議
な
穀
物
と
奥フ
ラ
ウ
エ
ン
ザ
ン
ト

方
の
砂
山D

as W
underkorn von Stavoren und der Frauensand. 　

　
　

*D
S240 D

er Frauensand.

　

一
五
九　

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
凋ち
ょ
う
ら
く
落Stavorens U

ntergang. 　

　
　

*D
S239 D

er taube K
orn.

　

一
六
〇　

七
人
の
女メ
ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ちD

ie sieben M
eerm

innen.

　

一
六
一　

フ
リ
ー
ス
人
の
改
宗D

er Friesen Bekehrung. 　

　
　

*D
S452 D

es T
eufels goldnes H

aus. / 　

　
　

*D
S451 Ratbot läßt sich nicht 

taufen.

　

一
六
二　

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
洗
礼W

ittekinds T
aufe. 　

　
　

*D
S453 W

ittekinds T
aufe.

　

一
六
三　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
角ホ

ル

ン
型
杯D

as O
ldenburger H

orn.　
　
　

*D
S547 D

as O
ldenburger H

orn.

　

一
六
四　

獅デ
ア
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ジ
ー
ガ
ー

子
退
治
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒFriedrich, der Löw

ensieger.　
　
　

*D
S548 Friedrich von O

ldenburg.

　

一
六
五　

オ
ー
ゼ
ン
山ベ
ル
ク
の
小
人
族D

as Zw
ergvolk im

 O
senberge. 　

　
　

*D
S43 D

ie O
senberger Zw

erge.

　

一
六
六　

妖エ
ル
ベ精
た
ちD

ie Erben.

　

一
六
七　

聖ハ
イ
リ
ゲ
ラ
ン
ト

な
る
島D

as heilige Land.
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一
六
八　

フ
ォ
ジ
ー
テ
の
島Fositesland. 

　

一
六
九　

処ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

女
た
ち
の
御
座
お
よ
び
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
の
修
道
士D

er Jungfernstuhl und der M
önch auf H

elgoland.
　

一
七
〇　

マ
ニ
ヒ
フ
ア
ー
ルM

annigfual. 
　

一
七
一　

金ゲ
ル
ト
ゾ
ー
ト

の
泉D

er Geldsot.

　

一
七
二　

レ
ー
ヴ
ァ
ー
レ
ー
ヴ
ェRöw

erlöw
e.　

　

一
七
三　

ダ
ン
王K

önig D
an.

　

一
七
四　

千タ
ウ
ゼ
ン
ト
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ダ
ム

匹
悪
魔
堤
防
の
会
戦D

ie Schlacht auf dem
 T

ausendteufelsdam
m

e.

　

一
七
五　

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
奇
蹟
の
樹
木W

underbäum
e in D

itm
arschen und H

olstein. 

　

一
七
六　

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
荒デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師D

er w
ilde Jäger in D

itm
arschen.

　

一
七
七　

ア
ー
ベ
ル
王
の
狩
りK

önig A
bels Jagd.

　

一
七
八　

ヴ
ォ
ー
デD

er W
ode.

　

一
七
九　

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆D

ie U
nterirdischen.

　

一
八
〇　

キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フD

ie K
ielkröpfe. 　

　
　

*D
S83 D

ie W
echselbälge im

 W
asser.

　

一
八
一　

ニ
ッ
セ
と
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ケ
ンD
ie N

issen und die W
olterkens.

　

一
八
二　

ア
レ
リ
ュ
ン
ケ
ンA

llerünken.

　

一
八
三　

ラ
ン
ツ
ァ
ウ
の
幸
運D

as Glück der Ranzau. 　

　
　

*D
S41 D

ie A
hnfrau von Rantzau.

　

一
八
四　

剣つ
る
ぎ
づ
か遣
いSchw
ertm

ann.

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
五
）
の
伝
説

　

一
八
五　

黒
の
グ
レ
ー
ト
と
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
クD

ie schw
arze Greth und das D

anew
erk.

　

一
八
六　

王
女
テ
ュ
ー
ラPrinzessin T

hüra.

　

一
八
七　

ザ
ク
セ
ン
族
と
ユ
ー
ト
族D

ie Sassen und die Jüten.

　

一
八
八　

彷さ
ま
よ徨
え
る
髑し
ゃ
れ
こ
う
べ
髏T

otenkopf w
andert.

　

一
八
九　

黒
魔
術
の
学
校D

ie schw
arze Schule.
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一
九
〇　

北
国
版
嘲あ
ざ
け
り
綽あ
だ
な名
と
シ
ル
ダ
の
市
民Spottnam

en und Schildbürger im
 N

orden.
　

一
九
一　

ノ
ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
島
の
ル
ン
グ
ホ
ル
ト
村
の
住
民D

ie Rungholder auf N
ordstrand.

　

一
九
二　

老
女
の
真
心D

ie getreue A
lte.

　

一
九
三　

君き
み

信ま
こ
と実

あ
れ
ば
、
臣し
ん

信ま
こ
と実

あ
りT

reuer H
err, treuer K

necht.

　

一
九
四　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
大
聖
堂D

er D
om

 zu Schlesw
ig.

　

一
九
五　

夜
の
婚
礼D

ie nächtliche T
rauung.

　

一
九
六　

足
取
り
速
き
死
の
騎
行D

er schnelle Reiter T
od.

　

一
九
七　

プ
レ
ー
ン
の
魔
法
使
いD

er Zauberer von Plön.

　

一
九
八　

海
賊D

ie Seeräuber.

　

二
〇
〇　

殺
人
を
告
発
す
る
鴨か
も
た
ちEnten zeigen den M

ord an.

　

二
〇
一　

姉
妹
の
塔D

ie Schw
esternthürm

e.

　

二
〇
二　

墓
か
ら
出
た
手D

ie H
and aus dem

 Grabe.

　

二
〇
三　

ブ
リ
ュ
ー
ヒ
ャ
ー
司
教Bischof Blücher.

　

二
〇
四　

死
者
の
客D

er Gast des T
odten.

　

二
〇
五　

テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
墓T

ill Eulenspiegels Grab.

　

二
〇
六　

ボ
ル
ン
ホ
ル
ム
が
踊
っ
て
行
っ
ち
ゃ
うD

ort tanzt Bornholm
 hin.

　

二
〇
七　

三
人
の
親マ
イ
ス
タ
ー
方D

ie drei M
eister.

　

二
〇
八　

ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
の
薔ば

ら薇Rabundus Rose.　
　
　

*D
S265 Rebundus im

 D
om

 zu Lübeck.

　

二
〇
九　

森
が
来
るD

er W
ald kom

m
t.

　

二
一
〇　

ヘ
ル
タ
湖ゼ
ーD

er H
ertha-See. 　

　
　

*D
S365 D

er heilige See der H
ertha.

　

二
一
一　

パ
ー
ペ
・
デ
ー
ネ
の

鉄
グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ル

琴

Pape D
öne ,s Glockenspiel.

　

二
一
二　

極き
ょ
く
き
ょ
く極
老
女D

ie U
ruralte.

　

二
一
三　

古
き
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
クA

lt-M
eklenburg.

　

二
一
四　

侯
妃
の
夢D

er Fürstin T
raum

.

　

二
一
五　

悪
魔
の
格
子D

as T
eufels-Gitter. 
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二
一
六　

英
国
汗D

er englische Schw
eiß.

　

二
一
七　

水ヴ
ァ
ッ
サ
ー
ム
ー
メ

の
精D

ie W
asserm

uhm
e.

　

二
一
八　

聖プ
フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
の
踊
り
手
の
客D

er Gast des K
ornw

ucherers.
　

二
一
九　

悪
徳
穀
物
取
引
人
の
客D

er Gast des K
ornw

ucheres.

　

二
二
〇　

聖
な
る
堤
防D

er heilige D
am

m
.

　

二
二
二　

グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
の
聖
ザ
ン
ク
ト
ニ
コ
ラ
ウ
スSankt N

icolaus in Greifsw
ald. 　

　
　

*D
S134 D

er heilige N
iklas und der D

ieb.

　

二
二
三　

ヴ
ィ
ネ
タV

ineta.

　

二
二
四　
「
災
い
な
る
か
な
ポ
ン
メ
ル
ラ
ン
ト
」„W

eh über Pom
m

erland! ,,　
　
　

*D
S343 D

as w
eissagende V

öglein.

　

二
二
五　

ユ
ー
リ
ンJulin.

＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
六
）
の
伝
説

　

二
二
六　

ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王
と
ブ
ル
ー
テ
ノ
王D

ie K
önige W

idew
uto und Bruteno.

　

二
二
七　

ロ
モ
ー
フ
ェRom
ove.

　

二
二
八　

自
ら
を
生い

け
に
え贄
に
捧
げ
た
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王K

önig W
idew

uto opfert sich selbst. 

　

二
二
九　

聖
ザ
ン
ク
ト

ア
ー
ダ
ル
バ
ー
トSankt A

dalbert.

　

二
三
〇　

聖ハ
イ
リ
ゲ
ン
バ
イ
ル

者
の
斧H

eiligenbeil.

　

二
三
一　

琥こ
は
く珀

令D
as Bernsteinrecht.

　

二
三
二　

ニ
ッ
デ
ン
の
女ニ

ク

セ

の
水
の
精D

ie N
ixe von N

idden.

　

二
三
三　

メ
ー
メ
ル
の
グ
ロ
ー
ム
ス
袋D

er Glom
ssack zu M

em
el.

　

二
三
四　

城し
ろ
も
り守D

er Schloßvogt.
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二
三
五　

ロ
ン
ビ
ヌ
ス
山
上
の
生い

け
に
え贄
石D

er O
pferstein auf dem

 Rom
binus.

　

二
三
六　

飛
ぶ
死
者
た
ちD

ie fliegenden T
odten.

　

二
三
七　

バ
イ
ア
ー
ブ
ル
ク
の
白
衣
の
乙
女D

ie w
eiße Jungfrau der Baierburg.

　

二
三
八　

霧
中
の
会
戦Schlacht im

 N
ebel.

　

二
三
九　

山
の
王D

er K
önig im

 Berge.

　

二
四
〇　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒD

anzig.

　

二
四
一　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
聖マ

リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
マ
リ
ア
教
会M

arienkirche zu D
anzig.

　

二
四
二　

ハ
イ
リ
ゲ
ン
ブ
ル
ン
の
泉D
er Spring in H

eiligenbrunn.

　

二
四
三　

ヘ
ラH

ela.

　

二
四
四　

人
ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼
、
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
、
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

下
の
小
人
た
ちW

ärw
ölfe, V

am
pire und U

nterirdische.

　

二
四
五　

青
い
袖D

ie blaue A
erm

el.

　

二
四
六　

十
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
スD

ie zw
ölf Johannes.

　

二
四
七　

嘴
く
ち
ば
し

靴ぐ
つSchnabelschuhe.

　

二
四
八　

宝
物
探
し
の
修
道
士
た
ちD

ie Schatzgräber-M
önche.

　

二
四
九　

ヨ
ド
ク
ス
の
柏

ア
イ
ヒ
ェJodocus Eiche.

　

二
五
〇　

タ
ピ
ア
ウ
の
飢
餓
の
地
下
牢D

er H
ungerkerker in T

apiau.

　

二
五
一　

ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
近
郊
の
城

シ
ュ
ロ
ス
ベ
ル
ク
山D

er Schloßberg bei K
reuzburg.

　

二
五
二　

騎
士
た
ち
と
修
道
女
た
ちD

ie Ritter und die N
onnen.
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二
五
三　

バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
バ
ル
テ
ルBartensteiner Bartel.

　

二
五
四　

ミ
リ
ゲ
ー
ドM

iligedo.
　

二
五
五　

ア
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
小
人
た
ちD

ie A
llensteiner Zw

ergm
ännlein.

　

二
五
六　

白し
ろ
は
と鳩
た
ちD

ie w
eißen T

auben.

　

二
五
七　

バ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ケ
ンD

ie Barstukken.

　

二
五
八　

聖
な
る
科リ

ン

デ
の
木H

eilige Linde.

　

二
五
九　

ホ
ラ
ン
ト
を
守
護
す
る
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
クSankt Georg schützt H

olland.

　

二
六
〇　

三
つ
の
聖ホ

ス
チ
ア餅D

ie drei H
ostien.

　

二
六
一　

マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
の
奇き

せ
き蹟D
ie W

under der M
arienburg.

　

二
六
二　

修
道
会
食
堂
の
柱D

er Rem
pterpfeiler.

　

二
六
三　

乳バ
タ
ミ
ル
ク漿
塔D

er Butterm
ilchthurm

. 　

　
　

*D
S180 Butterm

ilchturm
.

　

二
六
四　

聖
女
ド
ロ
テ
ー
アD

ie heilige D
orothea.

　

二
六
六　

迷
宮D

er Irrgarten.

　

二
六
八　

ク
ル
ム
の
聖
堂
教
会Culm

er Pfarrkirche.

　

二
六
九　

ク
ル
ム
の
女
た
ちD

ie Frauen zu Culm
.

　

二
七
〇　

ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
の
冗
談Sw

entipols Scherz.

　

二
七
一　

柏
ア
イ
ヒ
ェ

の
樹
か
ら
で
き
た
ト
ル
ンT

horn aus einer Eiche.

　

二
七
二　

泥
棒
ト
ル
ン
を
救
うEin D

ieb rettet T
horn.
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二
七
三　

ちフ
ィ
ン
ガ
ー
リ
ン
グ

び
指
の
花
嫁D

ie Fingerlingsbraut.
　

二
七
四　

家コ
ー
ボ
ル
ト

の
精
た
ちD

ie K
obolde.

　

二
七
五　

ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ンH

inzelm
ann. 　

　
　

*D
S76 H

inzelm
ann.

　

二
七
六　

ホ
ー
ヤ
伯
爵D

er Graf von H
oya. 　

　
　

*D
S35 D

er Graf von H
oia.

　

二
七
七　

グ
リ
ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶D

er Grinken-Schm
ied. 　

　
　

*D
S157 Grinkenschm

idt.

　

二
七
八　

猟
師
の
奥
の
手Jägerstücklein. 　

　
　

*D
S258 D

er herum
ziehende Jäger.

　

二
七
九　

エユ
ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自Jungfer Eli.　
　
　

*D
S122 Jungfer Eli.

　

二
八
〇　

三
種
の
貢
ぎ
物D

ie drei A
uflagen.

　

二
八
一　

ヒ
ュ
ッ
ゲ
レ
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶H

üggele-Schm
ied.

　

二
八
二　

聖
な
る
湖う

みD
as heilige M

eer.

　

二
八
三　

奇
妙
な
泉Seltsam

e Brunnen.

　

二
八
四　

ケ
ー
タ
ー
山ベ

ル
クK

öterberg.　
　
　

*D
S20 D

er K
öterberg.

　

二
八
五　

デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
クD

eesenberg.

　

二
八
六　

パ
ー
ド
ベ
ル
ク
伯
爵
エ
ル
ポGraf Erpo von Padberg.

　

二
八
七　

三
角
形
の
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
城ブ

ル
クD

ie dreieckte W
evelsburg.

　

二
八
八　

ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
の
鋳
鐘D

er Glockenguß zu A
ttendorn. 　

　
　

*D
S127 D

er Glockenguß zu A
ttendorn. 
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二
二
六　

ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王
と
ブ
ル
ー
テ
ノ
王

　

往
古
の
異
教
時
代
の
こ
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
地

─
ま
だ
こ
の
名
を
冠
し
て
は
い
な
か
っ
た
が

─
に
、
二
人
の
兄
弟
が
い
た
。
兄

弟
は
キ
ン
ブ
リ
族
の
首
長
で
、
筏い

か
だ

を
利
用
し
て
バ
ル
ト
海
沿
岸
に
来
航
、
土
地
を
占
有
し
て
、
率
い
る
部
族
と
も
ど
も
居
住
地
を
建

設
し
た
。
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王
は
蜂メ

ー

ト
蜜
酒
と
い
う
陶
酔
性
の
飲
料
の
製
法
を
発
明
し
た
し
、
ブ
ル
ー
テ
ノ
王
は
最
高
祭
司
と
し
て
部
族

の
神
神
に
仕
え
た
。
両
者
な
が
ら
高
齢
に
な
る
ま
で
生
き
た
。
ブ
ル
ー
テ
ノ
が
百
三
十
二
歳
、
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
が
百
十
六
歳
を
迎
え

た
時
、
二
人
は
部
族
民
を
悉

こ
と
ご
と

く
召
集
し
て
大
犠
牲
祭
を
催
し
、
国
土
を
分
割
し
た
。
リ
ト
ゥ
オ
な
る
名
の
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
の
長
男

は
、
神
神
に
従
い
神
神
を
崇
敬
す
る
こ
と
を
誓
い
、
片
手
を
父
の
頭か

し
ら

に
、
片
手
を
聖
な
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
樹
に
触
れ
な
が
ら
、
二
つ
の
河
川

ブ
リ
コ
と
ニ
ュ
エ
モ
（
ブ
ク
と
ニ
ー
メ
ン
）
か
ら
タ
ム
ゾ
ア
ン
の
森
に
至
る
ま
で
の
領
域
を
継
承
し
た
。
こ
の
地
は
彼
に
因ち

な

ん
で
リ
ト

ア
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ザ
ー
モ
な
る
名
の
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
の
次
男
が
同
じ
く
誓
い
を
立
て
、
同
じ
儀
式
に

よ
り
ク
ロ
ノ
と
ハ
イ
リ
ボ
の
川
か
ら
ス
カ
ラ
川
ま
で
の
地
を
継
承
し
た
。
こ
の
地
は
以
後
ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ザ
ー
モ
に
は
プ
レ
ゴ
ッ
ラ
と
い
う
妻
が
い
た
が
、
後
に
ス
カ
ラ
川
で
溺で

き
し死
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
川
に
は
プ
レ
ー
ゲ
ル
な
る
名
が
付
け
ら

れ
た
。
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
の
残
り
の
息
子
た
ち
は
な
お
十
人
あ
っ
た
が
、
彼
ら
も
皆
全
て
封
土
を
与
え
ら
れ
、
そ
こ
を
治
め
始
め
た
。

ブ
ル
ー
テ
ノ
は
最
高
祭
司
と
し
て
神
神
に
仕
え
る
身
だ
っ
た
の
で
子
は
無
か
っ
た
が
、
こ
の
邦
と
民
は
彼
に
因
ん
で
ブ
ル
ー
テ
ニ
エ
ン

と
ブ
ル
ー
テ
ン
と
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
ブ
ル
ー
テ
ン
人
に
敵
対
し
た
マ
ゾ
ヴ
ィ
ア
の
民
は
彼
ら
を
ブ
ル
ー
テ
ィ
と
呼
ん
だ
。

─
そ
こ

で
戦
が
起
こ
っ
た
。
ブ
ル
ー
テ
ン
人
は
ブ
ル
ー
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
「
畜
生
ど
も
」
と
罵の

の
し

ら
れ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で

マ
ゾ
ヴ
ィ
ア
の
民
は
分
別
を
取
り
戻
し
、
ブ
ル
ー
テ
ン
人
を
プ
ル
デ
ン
テ
ス
と
か
プ
ラ
エ
ス
キ
イ
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
「
弁わ

き
ま

え
の
あ

る
人
た
ち
」
の
意
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
プ
ル
ス
キ
と
か
プ
ロ
イ
セ
ン
な
る
呼
称
が
派
生
す
る
に
至
っ
た
。
民
た
ち
は
こ
の
呼
称
が
な
か

（　

）
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）
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な
か
気
に
入
り
、
他
の
よ
り
も
こ
れ
を
選
び
、
保
持
し
続
け
た
。

二
二
七　

ロ
モ
ー
フ
ェ

　

古
プ
ロ
イ
セ
ン
の
聖
な
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
樹
が
聳そ

び

え
て
い
た
場
所
に
は
大
き
な
町
が
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
に
ま
で
進
軍
し
た
こ
の
町
の
建
設
者

た
ち
は
こ
れ
を
新ロ

ー
マ
・
ノ
ウ
ァ

ろ
ー
ま
と
命
名
し
た
。
や
が
て
時
代
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
ロ
モ
ー
フ
ェ
と
な
っ
た
。
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
樹
は
差
し
渡
し
六
尺エ

レ

に
も
及
び
、
夏
冬
通
じ
て
緑
で
あ
り
続
け
、
こ
ん
も
り
繁し

げ

っ
た
枝
葉
は
雨
も
雪
も
通
さ
な
か
っ
た
。
周
囲
に
は
高
さ
八
尺エ

レ

の
絹
の
帳と

ば
り

が
繞め

ぐ

ら
さ
れ
、
局
外
者
に
幹
が
見
え
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
聖
な
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
樹
下
で
は
三
柱
の
神
神
が
祀ま

つ

ら
れ
た
。
雷
神
ペ

ル
ク
ノ
ス
、
死
の
神
ピ
コ
ッ
ロ
ス
、
戦
争
と
豊ほ

う
じ
ょ
う饒
の
神
ポ
ト
リ
ン
ポ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
神
神
に
は
異
教
を
信
仰
す
る
プ
ロ
イ
セ

ン
人
た
ち
の
手
に
落
ち
た
全
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
生い

け
に
え贄
と
し
て
捧
げ
ら
れ
た
。

　

古
プ
ロ
イ
セ
ン
の
地
に
は
こ
の
聖
樹
の
他
に
も
聖
な
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
民
衆
の
尊
崇
の
的
で
あ
り
、
篤あ

つ

く
庇
護
さ
れ
て
い

た
。
一
本
は
ヴ
ェ
ー
ラ
ウ
近
郊
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
か
ら
ラ
グ
ニ
ー
ト
へ
向
か
う
街
道
沿
い
に
、
一
本
は
フ
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖
か
ら

程
遠
か
ら
ぬ
バ
ッ
ハ
ナ
ウ
と
い
う
小
川
の
畔ほ

と
り

に
、
一
本
は
ト
ー
レ
ン
の
町
か
ら
海
岸
へ
一
時
間
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

聖
な
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

は
も
と
よ
り
、
そ
れ
ら
が
聳そ

び

え
て
い
る
場
所
す
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
が
も
う
と
っ
く
に
火
と
剣
と
を
も
っ
て
弘ぐ

ほ
う法
さ
れ
て

い
た
の
に
、
長
い
間
民
衆
に
崇
敬
さ
れ
続
け
た
。

　

火
と
剣
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
布
の
後
、
ロ
モ
ー
フ
ェ
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
教
会
と
修
道
院
が
建
立
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
も
か

の
町
と
同
じ
く
や
が
て
終し

ゅ
う
え
ん焉
を
迎
え
た
。
町
も
教
会
も
修
道
院
も
、
そ
の
痕こ

ん
せ
き跡
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
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二
二
八　

自
ら
を
生い

け
に
え贄
に
捧
げ
た
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王

　

ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト

─
あ
る
い
は
ヴ
ァ
イ
デ
ヴ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
る

─
王
は
、
身
は
高
齢
に
達
し
、
国
土
は
息
子
た
ち
全
て
に
分

け
与
え
、
か
つ
、
自
分
は
も
は
や
敵
に
雄
雄
し
く
立
ち
向
か
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
、
と
感
じ
た
の
で
、
ロ
モ
ー
フ
ェ
の
聖
な
る

柏
ア
イ
ヒ
ェ

の
傍
ら
に
薪た

き
ぎ

の
山
を
積
ん
で
、
獣
の
生
贄
を
供
え
さ
せ
る
と
、
蜂メ

ー

ト
蜜
酒
を
な
み
な
み
と
満
た
し
た
杯
を
手
に
持
ち
、
黒
い
牡お

う
し牛

の
金き

ん
ぱ
く箔
を
貼は

っ
た
角
の
間
に
こ
れ
を
注
ぎ
、燃
え
る
炬た

い
ま
つ火
を
手
に
手
に
赤
赤
と
炎
上
す
る
薪
の
山
の
周
り
を
囲
ん
で
い
る
民
衆
を
前
に
、

神
神
に
向
か
っ
て
こ
う
祈
っ
た
。「
大
地
と
海
原
、光
明
と
暗
黒
を
治し

ろ
し
め
す
な
べ
て
の
神
神
よ
、雷
神
ペ
ル
ク
ノ
ス
、死
の
神
ピ
コ
ッ

ロ
ス
、
戦
争
と
豊ほ

う
じ
ょ
う饒
の
神
ポ
ト
リ
ン
ポ
ス
よ
。
我
そ
な
た
ら
に
告
げ
ん
、
御お

ん

眼ま
な
こ

を
我
に
向
け
た
ま
わ
ん
こ
と
を
。
王
た
る
我
は
我
が

民
の
た
め
こ
の
身
を
生
贄
に
捧
げ
ん
。
我
が
民
が
永と

こ
し
え久
に
勝
利
し
、
名
誉
栄
光
の
裡う

ち

に
存
続
せ
ん
こ
と
を
祈
っ
て
」。
王
は
こ
う
語
り

終
え
る
と
、
燃
え
熾さ

か

る
烈
火
の
中
に
毅き

ぜ
ん然
と
し
て
跳
び
込
み
、
民
草
は
手
に
し
た
炬
火
を
王
の
体
に
投
げ
掛
け
た
。
そ
し
て
悲
嘆
の
叫

び
を
挙
げ
、
戦
の
唄う

た

を
歌
っ
た
。
戦
士
た
ち
は
盾
を
殷い

ん
い
ん殷
と
打
ち
鳴
ら
し
、
そ
の
響
き
に
大
気
は
び
り
び
り
震
え
、
周
囲
の
森
は
轟と

ど
ろ

轟と
ど
ろ

と
谺こ

だ
ま

を
返
し
た
。

二
二
九　

聖
ザ
ン
ク
ト

ア
ー
ダ
ル
バ
ー
ト

　

福
音
の
光
明
を
古
プ
ロ
イ
セ
ン
の
地
に
運
ん
だ
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
は
聖
者
ア
ー
ダ
ル
バ
ー
ト
で
あ
る
。
彼
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

出
身
で
、そ
の
地
で
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
説
き
、次
い
で
今
日
の
クク

ル
マ
ー
・
ラ
ン
ト

ル
ム
の
地
、そ
れ
か
ら
更
に
ポポ

メ
ザ
ー
ニ
エ
ン

メ
ゾ
の
邦
で
神
の
御み

詞こ
と
ば

を
伝
え
た
。

そ
こ
か
ら
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
と
ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
に
赴
い
た
。
し
か
し
琥こ

は
く珀
の
産
地
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ゼ
ン
近
傍
の
あ
る
場
所

─
そ
こ
の
バ
ル

（　
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ト
海
の
岸
辺
で
は
い
ま
だ
に
聖

ザ
ン
ク
ト

ア
ー
ダ
ル
バ
ー
ト
礼
拝
堂
の
廃は

い
き
ょ墟
が
ひ
っ
そ
り
と
彼
の
死
を
悼
ん
で
い
る

─
で
異
教
の
祭
司
た
ち

が
こ
の
聖
人
に
襲
い
掛
か
り
、七
つ
の
傷
を
負
わ
せ
て
殺
し
た
。こ
の
兇き

ょ
う
こ
う行
を
聞
き
知
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ボ
レ
ス
ラ
ウ
ス
・
ゴ
ル
ヴ
ィ

ン
は
聖
な
る
殉
教
者
の
亡な

き
が
ら骸
の
返
還
を
望
ん
だ
。
が
、
祭
司
た
ち
は
代
償
と
し
て
亡
骸
と
同
じ
重
さ
の
黄
金
を
要
求
。
王
は
多
量
の
黄

金
を
送
り
届
け
た
が
、
そ
れ
で
は
亡
骸
と
同
じ
重
さ
に
な
ら
ず
、
亡
骸
が
乗
っ
て
い
る
天て

ん
び
ん秤
の
秤は

か
り
ざ
ら皿
は
動
き
も
し
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
王
の
使
節
た
ち
が
持
ち
合
わ
せ
の
黄
金
を
加
え
た
が
、
だ
め
だ
っ
た
。
ア
ー
ダ
ル
バ
ー
ト
が
洗
礼
を
施
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
ら
が
や
っ
て
来
て
、
所
持
の
黄
金
を
あ
り
っ
た
け
出
し
た

─
が
、
悉

こ
と
ご
と

く
だ
め
だ
っ
た
。
そ
こ
へ
一
人
の
貧
し
い
老
女
が

通
り
掛
か
り
、
人
人
が
秤
皿
に
黄
金
を
投
げ
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
も
僅
か
な
が
ら
喜
捨
を
し
た
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
老
女
に
は

プ
フ
ェ
ニ
ヒ
銀
貨
が
た
っ
た
二
枚
し
か
な
か
っ
た
。
老
女
が
こ
れ
を
黄
金
の
山
に
載
せ
る
と
、
な
ん
と
、
即
座
に
秤
皿
が
ぐ
っ
と
傾
き
、

亡
骸
が
横
た
わ
っ
て
い
る
方
の
皿
は
上
に
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
今
度
は
置
か
れ
て
い
た
黄
金
を
取
り
除
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
と
う
と
う
皿
の
上
に
残
っ
た
の
は
女
の
二
枚
の
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
銀
貨
の
み

─
と
そ
の
時
、
二
枚
の
秤
皿
は
ぴ
た
り
と
同
じ
重
さ
と

な
り
、
聖
者
の
亡
骸
は
釣
り
合
い
が
取
れ
た
の
で
あ
る
。

二
三
〇　

聖ハ
イ
リ
ゲ
ン
バ
イ
ル

者
の
斧

　

異
教
の
祭
司
た
ち
が
プ
ロ
イ
セ
ン
の
バ
ル
ト
海
の
岸
辺
で
聖
者
ア
ー
ダ
ル
バ
ー
ト
を
惨
殺
し
た
時
、
こ
れ
を
聞
い
た
エ
ル
メ
ラ
ン
ト

の
司
教
ア
ン
ゼ
ル
ム
ス
は
出
発
し
て
、
聖
な
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
大
樹
の
許も

と

に
赴
い
た
。
こ
の
樹
下
に
は
異
教
の
神
が
一
柱
祀ま

つ

ら
れ
て
お
り
、

ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王
が
そ
の
兄
、
最
高
祭
司
の
ブ
ル
ー
テ
ノ
と
と
も
に
自
ら
を
聖
別
し
た
の
は
や
は
り
こ
こ
だ
っ
た
。
こ
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

は
ロ

モ
ー
フ
ェ
の
聖
樹
と
く
ら
べ
て
小
さ
い
わ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
夏
冬
通
じ
て
緑
で
あ
り
続
け
た
。
さ
て
新
た
な
使
徒
は
こ
こ
へ
来
る

（　
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と
、
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
傍そ

ば

で
説
教
を
始
め
、
伴
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
、
神
聖
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
木
の
幹
を
斧お

の

で
傷
つ
け
る
よ
う
命
じ
た
。
し
か

し
そ
の
男
が
最
初
の
一
撃
を
木
に
加
え
る
や
い
な
や
、
斧
の
頭
が
柄
か
ら
外
れ
、
跳
ね
返
っ
て
男
の
頭
部
に
当
た
っ
た
の
で
、
男
は
た

ち
ど
こ
ろ
に
倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
異
教
徒
た
ち
は
雀こ

躍
り
し
て
歓
呼
し
た
。
け
れ
ど
も
敬け

い
け
ん虔
な
ア
ン
ゼ
ル
ム
ス
は
び
く

と
も
せ
ず
、
新
し
い
斧
を
手
に
取
る
と
、
一
撃
ま
た
一
撃
と
木
に
切
り
つ
け
た
。
格
別
な
兆き

ざ

し
は
一
向
現
れ
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
ア
ン
ゼ
ル
ム
ス
は
神
神
も
ろ
と
も
柏

ア
イ
ヒ
ェ

を
燃
や
さ
せ
、
そ
の
場
所
に
教
会
を
一
宇
建
立
さ
せ
た
。
例
の
斧
は
こ
の
教
会
の
中
に
祀ま

つ

ら
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
れ
か
ら
教
会
を
中
心
と
し
て
町
が
創
建
さ
れ
、
聖ハ

イ
リ
ゲ
ン
バ
イ
ル

者
の
斧
と
命
名
さ
れ
た
。
な
る
ほ
ど
こ
の
斧
自
体
は
時
の
経

つ
に
つ
れ
て
失な

く
な
っ
た
が
、
町
は
古
名
を
存
続
、
斧
を
そ
の
紋
章
と
し
て
い
る
。

二
三
一　

琥こ
は
く珀
令

　

そ
の
昔
フ
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖
沿
岸
で
は
琥
珀
と
い
う
尊
い
自
然
の
恵
み
が
殊
の
外
豊
か
だ
っ
た
。
さ
り
な
が
ら
人
間
の
我
欲
は
し
ば

し
ば
こ
う
し
た
神
の
祝
福
す
ら
侵
害
す
る
。
か
つ
て
は
海
が
海
岸
に
打
ち
寄
せ
る
琥
珀
を
だ
れ
が
拾
い
集
め
よ
う
と
自
由
だ
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
は
昔
む
か
し
の
お
話
。
ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
に
進
出
し
た
聖マ

リ

ー

エ

ン

オ

ル

デ

ン

母
マ
リ
ア
兄
弟
団
は
琥
珀
の
所
有
権
を
独
占
し
た
。
ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
の

代フ
ォ
ー
ク
ト官
ア
ン
ゼ
ル
ム
ス
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
修
道
士
は
、
新
し
い
法
令
を
公
布
し
て
、
修
道
会
の
認
可
な
い
し
委
任
を
受
け

ず
に
琥
珀
を
集
め
た
者
は
絞
首
刑
に
処
す
る
、
と
し
た
。
地
面
に
散
ら
ば
っ
て
い
て
、
だ
れ
が
所
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
物
を
拾

い
上
げ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
は
民
衆
に
は
到
底
理
解
し
難
い
こ
と
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
海
の
波
浪
が
時
折
乗
っ
て
い
る
舟
に
こ
れ

ら
を
ぽ
い
と
投
げ
込
ん
で
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
漁
民
に
と
っ
て
は
。
け
れ
ど
も
代フ

ォ
ー
ク
ト官
は
法
令
を
厳
酷
に
守
り
、
琥
珀
を
拾
っ
た
、
と

告
発
さ
れ
、
そ
れ
を
認
め
た
者
は
、
情
け
容
赦
の
あ
ら
ば
こ
そ
、
最
寄
り
の
木
に
吊
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
代フ

ォ
ー
ク
ト官
ア
ン
ゼ
ル
ム
ス
の
死
後
、

（　
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そ
の
魂
は
ど
う
も
う
ま
く
安
息
を
見
出
せ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
海
が
琥
珀
を
最
も
大
量
に
岸
辺
に
投
げ
上
げ
る
嵐
の
夜
と
も
な
る
と
、

ア
ン
ゼ
ル
ム
ス
の
迷
え
る
亡
霊
が
海
岸
を
彷さ

ま
よ徨
う
の
が
見
ら
れ
、「
お
お
、
神
よ
、
琥
珀
は
自
由
、
琥
珀
は
自
由
」
と
叫
ぶ
の
が
聞
こ

え
た
。

　

こ
う
し
て
い
と
も
夥

お
び
た
だ

し
い
数
の
人
間
が
琥
珀
の
た
め
に
牢
獄
に
繫つ

な

が
れ
、
責
め
苛さ

い
な

ま
れ
、
恣

ほ
し
い
ま
ま

に
殺
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
見
つ
か
る
琥
珀
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
り
、
海
は
か
つ
て
の
千
分
の
一
も
打
ち
寄
せ
て
く
れ
な
く
な
っ
た
。
昔
は
琥
珀
を
材
料
に
、

貴
重
な
装
飾
を
ぎ
っ
し
り
縦
横
に
鏤ち

り
ば

め
た
教
会
の
祭
壇
、
聖
像
、
大
き
く
き
ら
び
や
か
な
聖
遺
物
箱
、
見
事
な
容
器
の
数
数
が
拵こ

し
ら

え

ら
れ
た
も
の
だ
が
、
今
日
で
は
め
っ
た
に
そ
う
し
た
作
品
は
で
き
な
い
。
ど
れ
も
こ
れ
も
ち
っ
ぽ
け
な
小
間
物
の
類た

ぐ
い

で
あ
る
。

　

獲
物
は
な
い
か
、
と
鵜う

の
目
鷹た

か

の
目
で
い
る
騎
乗
や
徒
歩
の
海
岸
監
視
吏
が
、
岸
辺
近
く
に
大
き
な
、
素
晴
ら
し
い
琥
珀
の
塊
が
浮

い
て
い
る
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
男
ど
も
が
道
具
を
揃そ

ろ

え
て
舟
を
漕こ

ぎ
寄
せ
、
採
ろ
う
と
す
る
と

─
つ
ま
ら
ぬ
間
違
い
、

泡あ
ぶ
く

か
何
か
。

二
三
二　

ニ
ッ
デ
ン
の
女ニ

ク

セ

の
水
の
精

　

ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖
の
ほ
と
り畔
に
あ
る
ニ
ッ
デ
ン
村
は
ミ
ッ
デ
ン
と
呼
ん
で
も
よ
か
ろ
う
。
ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
砂ネ

ー
ル
ン
グ嘴

─
こ
の
辺
り
で

最
も
長
い
半
島

─
の
丁
度
真ミ

ッ
テ
ン

ん
中
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
晩
方
独
り
で
歩
き
回
る
に
は
ど
う
も
薄
気
味
悪
い
土
地
柄
で
、

こ
ん
な
体
験
を
し
た
者
が
少
な
く
な
い
。
ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖
の
滑
ら
か
な
湖
面
に
沿
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
岸
辺
か
ら
遠
か
ら
ぬ

と
こ
ろ
に
さ
し
て
大
き
く
な
い
島
が
見
え
、
そ
こ
か
ら
花
の
芳
香
が
漂
っ
て
来
て
、
人
を
蠱こ

わ
く惑
す
る
甘
い
歌
声
が
聞
こ
え
る
。
島
に
は

白
衣
の
乙
女
が
佇た

た
ず

み
、
手
招
き
し
な
が
ら
面ヴ

ェ
ー
ル紗
を
靡な

び

か
せ
、
遙
か
ラ
イ
ン
河
畔
の
ル
ー
ル
ラ
イ
の
よ
う
に
歓
喜
に
満
ち
満
ち
た
歌
声
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）
 30

（　

）
 31

（　

）
 32



230

武蔵大学人文学会雑誌　第 46 巻第 1 号

を
響
か
せ
る
の
だ
。
彼
女
の
喜
び
溢あ

ふ

れ
る
島
で
睦む

つ

ま
じ
く
二
人
き
り
で
過
ご
す
幸
せ
の
讃さ

ん
か歌
で
あ
る
こ
の
唄
の
抗あ

ら
が

い
難
い
力
に
心
奪

わ
れ
、
か
つ
は
、
焦こ

が
れ
悶も

だ

え
る
風
情
で
手
を
差
し
伸
べ
、
ま
す
ま
す
近
づ
く
美
女

─
と
い
う
の
も
、
彼
女
が
い
る
島
は
浮
島
な
の

で

─
の
魔
力
に
誘い

ざ
な

わ
れ
た
若
者
が
そ
ち
ら
へ
泳
い
で
行
こ
う
と
す
る
と
、
島
は
泳
ぎ
手
か
ら
ひ
ょ
い
と
逃
げ
去
り
、
若
者
は
島
に

も
陸
地
に
も
決
し
て
辿た

ど

り
着
け
ず
、
遂
に
は
目
の
前
で
乙
女
と
島
は
沈
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
深
み
へ
と

引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
あ
て
に
な
ら
な
い
幸
せ
に
唆

そ
そ
の
か

さ
れ
た
者
は
だ
れ
一
人
戻
る
こ
と
な
く
、
水み

な
そ
こ底
に
棲す

む
海
の
妖
精

は
そ
の
死
体
す
ら
返
し
て
く
れ
な
い
。

二
三
三　

メ
ー
メ
ル
の
グ
ロ
ー
ム
ス
袋

　

グ
ロ
ー
ム
ス
袋
と
い
う
の
は
リ
ト
ア
ニ
ア
産
グ
ロ
ー
ム
ス
乾チ

ー
ズ酪
が
保
存
さ
れ
る
袋
の
こ
と
。
こ
の
乾チ

ー
ズ酪
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
領
ヘ
ン

ネ
ベ
ル
ク
の
ズ
ー
ラ
で
で
き
る
乾チ

ー
ズ酪
の
よ
う
に
小
さ
く
な
い
。
後
者
は
お
そ
ら
く
世
界
最
小
の
乾チ

ー
ズ酪
な
の
で
、
脚き

ゃ
は
ん絆
の
釦ぼ

た
ん

と
呼
ば
れ
、

と
び
き
り
食
欲
を
そ
そ
る
逸
品
だ
が
…
…
。
さ
て
以
前
メ
ー
メ
ル
城
塞
の
外そ

と
ぼ
り濠
に
架
か
る
撥は

ね
橋
に
は
こ
の
リ
ト
ア
ニ
ア
産
乾チ

ー
ズ酪
袋
を

か
た
ど
っ
た
重
さ
二
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
の
鋳
物
が
吊
り
下
が
っ
て
い
て
、
橋
を
上
げ
下
げ
す
る
際
の
錘お

も
り

の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
。

　

メ
ー
メ
ル
は
か
つ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
エ
ー
リ
ヒ
に
厳
し
く
攻
囲
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
都
市
は
勇
猛
果
敢
に
防
衛
し
た
が
、

何
も
か
も
欠
乏
し
て
行
き
、
遂
に
糧
食
は
マ
タ
イ
伝
の
最
後
の
文
句
〔
＝
世
の
終
わ
り
〕
と
あ
い
な
り
、
骨シ

ュ
マ
ー
ル
ハ
ン
ス

皮
筋
右
衛
門
が
で
ん
と
構

え
て
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房
を
と
り
し
き
っ
た
〔
＝
飢
餓
状
態
に
陥
っ
た
〕。
兵ひ

ょ
う
ろ
う糧
の
残
り
と
い
え
ば
一
切
合
切
で
グ
ロ
ー
ム
ス
乾チ

ー
ズ酪
の
手
頃
の
塊
が

一
個
あ
る
だ
け
。
そ
こ
で
籠ろ

う
じ
ょ
う城
側
は
考
え
た
。「
ど
う
せ
我
ら
は
降
服
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
が
、
そ
の
前
に
こ
の
乾チ

ー
ズ酪
を
喰く

っ
て
し

ま
っ
た
も
の
か
ど
う
か
」
と
。
結
局
彼
ら
は
乾チ

ー
ズ酪
と
グ
ロ
ー
ム
ス
袋
を
持
っ
て
来
て
、
乾チ

ー
ズ酪
を
袋
に
入
れ
る
と
、
投と

う
て
き擲
機
に
装そ

う
て
ん塡
、
敵
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）
 33

（　

）
 34

（　

）
 35

（　

）
 36

（　

）
 37

（　

）
 38

（　

）
 39

（　

）
 40



231

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その六）　鈴木　滿　訳・注

陣
に
射
出
し
た
。
さ
あ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
は
「
こボ

ン
ベ
ン
・
ウ
ン
ト
・
グ
ラ
ナ
ー
テ
ン

い
つ
ぁ
ぶ
っ
た
ま
げ
た
。
忌い

ま
い
ま忌
し
い
爆ボ

ン
ベ弾
が
降
っ
て
来
お
っ
た
の
か
」
と
思
っ
た

も
の
。

─
そ
れ
か
ら
交こ

も
ご
も交
語
ら
っ
た
。「
な
ん
と
で
っ
か
い
乾チ

ー
ズ酪
だ
わ
い
。
こ
ん
な
に
食
い
物
が
う
ん
と
こ
さ
あ
る
と
こ
ろ
に
ゃ
あ
、

お
れ
た
ち
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
飲
み
物
は
持
ち
込
め
ま
い
て
。あ
の
乾チ

ー
ズ酪
喰
ら
い
ど
も
は
う
っ
ち
ゃ
ら
か
す
ほ
ど
持
っ
て
や
が
る
の
に
、

こ
ち
ら
の
陣
営
じ
ゃ
足
り
な
い
物
だ
ら
け
。
メ
ー
メ
ル
か
ら
引
き
揚
げ
る
の
に
越
し
た
こ
と
は
ね
え
」。

─
彼
ら
は
こ
う
言
っ
て
、

グ
ロ
ー
ム
ス
乾チ

ー
ズ酪
を
賞
味
し
、
撤
退
し
た
。
メ
ー
メ
ル
市
民
は
こ
の
あ
り
が
た
い
想お

も

い
出
の
た
め
に
グ
ロ
ー
ム
ス
乾チ

ー
ズ酪
が
一
個
入
っ
た

グ
ロ
ー
ム
ス
袋
の
鋳
物
を
作
り
、
本
物
の
乾チ

ー
ズ酪
が
放
り
投
げ
ら
れ
た
そ
の
場
所
に
吊
り
下
げ
た
し
だ
い
。

二
三
四　

城し
ろ
も
り守

　

メ
ー
メ
ル
川
の
す
ぐ
岸
辺
近
く
の
町
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
を
見
下
ろ
す
丸
い
城
山
の
上
で
家
畜
の
番
を
し
て
い
る
国ケ

ン
メ
ラ
イ
ド
ル
フ

有
村
ア
ル
ト
・
プ

ロ
イ
セ
ン
の
男
の
子
た
ち
が
、
城
山
の
丁
度
真
ん
中
に
あ
っ
て
地
中
深
く
に
通
じ
て
い
る
穴
の
傍そ

ば

に
立
っ
て
頭
を
悩
ま
し
、
ど
う
い
う

わ
け
で
こ
ん
な
得
体
の
知
れ
な
い
穴
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
、
と
あ
れ
こ
れ
お
互
い
に
語
り
合
っ
た
。

─
昔
む
か
し
、
こ
の
山
の
上
に
は

お
城
が
あ
っ
て
、
途
方
も
な
い
宝
物
で
一
杯
だ
っ
た
。
そ
の
お
城
の
深
い
濠ほ

り

だ
と
か
二
重
の
城
壁
な
ん
か
は
今
で
も
跡
が
残
っ
て
る
。

こ
の
お
城
は
一
晩
で
急
に
沈
ん
じ
ま
っ
た
。
こ
の
穴
は
こ
の
城
山
の
天て

っ
ぺ
ん辺
ま
で
届
い
て
る
煙
突
な
ん
だ
。
時
時
城
守
の
姿
を
見
掛
け
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
髪
の
毛
が
雪
の
よ
う
に
白
く
て
灰
色
衣
装
の
爺じ

い

さ
ん
小
人
な
ん
だ
っ
て
よ

─
。
そ
う
こ
う
す
る
内
牧
童
た
ち

は
、
こ
の
穴
の
深
さ
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、
こ
の
穴
を
使
っ
て
何
か
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
か
、
知
り
た
く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
っ
た
。
そ

こ
で
綱
を
一
本
用
意
し
て
、
仲
間
の
中
で
一
番
年
の
若
い
子
を

─
厭い

や

だ
、
厭
だ
、
と
じ
た
ば
た
し
て
金
切
り
声
を
挙
げ
た
が

─
こ

の
綱
に
括く

く

り
付
け
、
下
へ
降
ろ
し
た
。
綱
の
長
さ
は
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
の
ド
イ
ツ
教
会
の
塔
の
二
倍
は
あ
っ
た
が
、
降
ろ
さ
れ
て
い
る
少
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年
の
悲
鳴
が
と
っ
く
に
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
か
ら
も
、
ま
だ
ぴ
ん
と
張
っ
て
い
た
。
で
も
や
っ
と
こ
さ
っ
と
こ
緩
ん
で
軽
く
な
っ
た
の

で
、
ど
う
や
ら
底
に
着
い
た
の
だ
ろ
う
。
で
、
上
に
い
る
者
た
ち
は
下
に
向
か
っ
て
大
き
な
声
で
呼
び
掛
け
た
。

─
何
も
か
も
し
い

ん
と
静
ま
り
か
え
っ
た
ま
ま
。
皆
心
配
し
い
し
い
長
い
こ
と
待
っ
た
。
と
う
と
う
綱
を
引
っ
張
り
あ
げ
て
み
た

─
軽
く
て
、
そ
し
て

─
何
も
結
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
。
皆
怯お

び

え
き
っ
て
山
か
ら
駈か

け
降
り
た
。
翌
朝
城
山
の
頂
き
へ
ま
た
登
る
勇
気
の
あ
る
者
は
一
人
も

い
な
か
っ
た
。

　

決
心
の
付
か
な
い
ま
ま
の
ろ
の
ろ
と
町
の
通
り
で
家
畜
を
追
っ
て
い
る
と
、
な
ん
と
ま
あ
、
昨
日
自
分
た
ち
が
山
の
穴
の
下
に
置
い

て
き
ぼ
り
に
し
た
子
が
向
こ
う
か
ら
ぴ
ん
ぴ
ん
し
て
や
っ
て
来
る
で
は
な
い
か
。
そ
の
服
の
隠ポ

ケ
ッ
トし
と
い
う
隠ポ

ケ
ッ
トし
、
そ
れ
か
ら
手
に
し
た

縁
な
し
帽
は
金
貨
で
一
杯
だ
っ
た
。
少
年
は
、
ど
う
し
た
、
ど
う
し
た
、
と
周
り
を
ど
っ
と
取
り
囲
ん
だ
仲
間
た
ち
に
、
体
験
し
た
こ

と
を
物
語
っ
た
。

　

い
わ
く
「
お
い
ら
は
ね
、
大
き
な
台
所
に
着
い
た
ん
だ
。
そ
ん
中
は
そ
こ
い
ら
じ
ゅ
う
す
て
き
な
料
理
道
具
や
皿
小こ

ば
ち鉢
で
ピ
ッ
カ

ピ
ッ
カ
光
っ
て
た
。
そ
う
す
っ
と
灰
色
装
束
の
爺
さ
ん
小
人
が
出
て
来
た
。
あ
り
ゃ
多
分
例
の
城
守
だ
っ
た
に
違ち

げ

え
ね
え
。
小
人
は
よ
、

お
い
ら
に
あ
い
そ
よ
く
挨あ

い
さ
つ拶
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。『
わ
し
を
訪
ね
て
来
る
と
は
感
心
な
子
だ
。
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
』。
そ
う
し
て

綱
か
ら
お
い
ら
を
ほ
ど
い
て
、
城
中
を
一
部
屋
一
部
屋
案
内
し
て
く
れ
た
。
ど
れ
も
こ
れ
も
黄き

ん金
と
宝
物
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
た
。
そ
れ

か
ら
お
い
ら
が
く
た
び
れ
ち
ゃ
う
と
、
城
守
は
綺
麗
な
寝
台
に
お
い
ら
を
連
れ
て
っ
た
。
そ
こ
で
、
お
い
ら
豪
勢
に
寝
た
の
さ
。
今
朝

ん
な
っ
て
、
た
っ
ぷ
り
眠
っ
た
お
い
ら
の
と
こ
ろ
へ
爺
さ
ん
小
人
が
丁
度
来
て
、
お
い
ら
を
起
こ
し
、
お
い
ら
の
帽
子
と
あ
り
っ
た
け

の
隠ポ

ケ
ッ
トし
と
両
手
を
黄き

ん金
で
一
杯
に
し
て
言
っ
た
。『
こ
れ
は
城
守
が
褒
美
と
し
て
お
ま
え
に
や
る
の
だ
』
っ
て
ね
。

─
そ
れ
か
ら
お

い
ら
を
狭
い
門
の
と
こ
へ
連
れ
て
っ
て
、
鍵
を
開
け
る
と
、
外
へ
出
ろ
、
と
言
っ
た
。
外
へ
出
る
と
、
そ
こ
は
山
の
下
の
谷
だ
っ
た
。

振
り
返
っ
た
ら
、
門
は
城
守
ご
と
消
え
ち
ま
っ
て
た
」。
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牧
童
た
ち
は
こ
の
話
を
聴
い
て
ひ
ど
く
び
っ
く
り
し
た
。
仲
間
が
貰も

ら

っ
た
た
く
さ
ん
の
黄こ

が
ね金
が
羨う

ら
や

ま
し
く
て
し
か
た
が
な
い
。
そ

も
そ
も
こ
の
金
貨
は
自
分
ら
が
、
厭
だ
、
と
言
う
子
を
無
理
強
い
し
て
、
あ
げ
く
の
果
て
あ
り
つ
か
せ
て
や
っ
た
の
だ
、
と
思
う
と
な

お
さ
ら
。
そ
こ
で
、
あ
の
煙
突
を
抜
け
て
黄
金
城
に
降
り
、
金か

ね

を
手
に
入
れ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
、
と
考
え
、
で
き
る
だ
け
急
い

で
城
山
に
登
っ
て
、
彼
ら
の
内
だ
れ
が
ま
ず
降
ろ
し
て
も
ら
う
か
、
籤く

じ

を
引
い
た
。
そ
し
て
籤
に
当
た
っ
た
子
を
穴
の
中
に
降
ろ
し
た
。

貰
っ
た
物
は
山
分
け
と
い
う
条
件
で
。
今
度
も
全
く
同
じ
こ
と
、
綱
の
端
は
ま
た
し
て
も
何
も
結
ば
ず
に
上
が
っ
て
来
た
。
翌
朝
一
同

は
穴
に
降
ろ
し
た
仲
間
を
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
〔
町
の
通
り
に
〕
迎
え
に
行
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
子
は
や
っ
て
来
な
か
っ
た
。
今
日

に
至
る
も
ま
だ
戻
ら
な
い
と
の
こ
と
。
以
来
、
穴
の
底
へ
降
ろ
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
人
間
は
い
な
い
。

二
三
五　

ロ
ン
ビ
ヌ
ス
山
上
の
生い

け
に
え贄
石

　

メ
ー
メ
ル
河
畔
の
町
ラ
グ
ニ
ー
ト
近
郊

─
も
っ
と
も
川
の
向
こ
う
側
な
の
だ
が

─
に
樹
木
の
生
い
繁
っ
た
ご
つ
ご
つ
し
た
山
が

聳そ
び

え
て
い
る
。
ロ
ン
ビ
ヌ
ス
と
い
う
名
で
あ
る
。
往
古
山
上
に
は
昔
の
リ
ト
ア
ニ
ア
人
の
最
も
名
高
く
最
も
大
き
な
聖
所
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
神
ポ
ト
リ
ン
ポ
ス
に
生
贄
が
捧
げ
ら
れ
た
巨
大
な
石
の
祭
壇
が
設し

つ
ら

え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
石
を
こ
の
場
所
に
置
い
た
の
は
神

自
身
で
あ
り
、
石
の
下
に
は
黄こ

が
ね金
の
鉢は

ち

と
白し

ろ
が
ね銀
の
馬ま

ぐ
わ鍬
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
神
は
豊ほ

う
じ
ょ
う饒
と
収

穫
の
神
で
あ
る
か
ら
。
か
つ
て
ロ
ン
ビ
ヌ
ス
山
上
で
の
供く

ぎ犠
は
絶
え
間
な
か
っ
た
。
当
時
既
に
こ
ん
な
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
。
こ
の
石

が
山
上
に
あ
る
限
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
繁
栄
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ど
、
石
が
取
り
去
ら
れ
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
山
自
体
が

崩
壊
し
、災
厄
が
国
土
に
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
、と
。
こ
の
伝
承
は
ロ
ン
ビ
ヌ
ス
山
上
で
の
供
犠
が
も
は
や
と
っ
く
に
行
わ
れ
な
く
な
っ

て
か
ら
も
、
世
紀
か
ら
世
紀
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。
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一
八
一
一
年
の
こ
と
だ
そ
う
だ
が
、
あ
る
ド
イ
ツ
人
粉
挽ひ

き
が
ロ
ン
ビ
ヌ
ス
北
東
の
寒
村
バ
ル
テ
ン
（
バ
ル
デ
ー
ネ
ン
）
へ
や
っ
て

来
た
。
こ
こ
に
新
し
い
風
車
を
二
基
設
置
す
る
計
画
だ
っ
た
。
そ
し
て
堅け

ん
ろ
う牢
な
石
を
求
め
て
界か

い
わ
い隈
を
歩
き
回
っ
た
。
こ
う
し
て
ロ
ン
ビ

ヌ
ス
に
も
登
っ
て
み
る
と
、
例
の
生
贄
石
が
自
分
の
工
事
に
も
っ
て
こ
い
だ
と
思
わ
れ
た
。
附
近
の
住
民
が
、
こ
の
石
を
持
ち
去
っ
て

は
な
ら
な
い
、
こ
の
地
方
の
幸
せ
は
こ
の
石
し
だ
い
な
の
だ
か
ら
、
と
告
げ
た
が
、
粉
挽
き
は
、
皆
の
衆
は
い
ま
だ
に
異
教
の
迷
信
に

囚と
ら

わ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
言
い
返
し
、
知

ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
事
の
許も

と

に
赴
き
、
石
を
持
ち
去
っ
て
よ
い
、
と
の
書
面
に
よ
る
許
可
を
申
請
し
た
。
こ

れ
は
手
に
入
っ
た
。
な
に
し
ろ
知
事
と
し
て
は
ド
イ
ツ
人
粉
挽
き
な
ん
ぞ
に
負
け
ず
劣
ら
ず
開
明
家
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
か
っ
た

の
で
。
し
か
し
な
が
ら
許
可
書
は
一
向
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
界か

い
わ
い隈
の
労
働
者
は
、
粉
挽
き
が
、
ご
く
た
っ
ぷ
り
賃
金
を
は
ず
む
、
と

言
っ
て
も
、
ま
る
き
り
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
う
な
る
と
粉
挽
き
は
ま
ず
こ
の
地
方
を
旅
し
て
回
り
、
大
胆
で
迷
信
を
意
に
介
さ
な
い
連

中
を
捜
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
さ
ん
ざ
ん
骨
を
折
っ
た
あ
げ
く
向
こ
う
見
ず
な
若
者
を
三
人
見
つ
け
た
。
彼
ら
は
生
贄

石
を
打
ち
砕
い
て
山
か
ら
運
び
降
ろ
そ
う
と
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
も
ロ
ン
ビ
ヌ
ス
周
辺
の
者
で
は
な
い
。
一
人

は
グ
ン
ビ
ン
ネ
ン
出
身
、
も
う
一
人
は
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
出
身
。
三
人
目
は
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
近
郊
ア
ル
ト
・
プ
ロ
イ
セ
ン
出
身
だ
っ
た
。

─
さ
て
四
人
の
男
ど
も
は
ロ
ン
ビ
ヌ
ス
に
登
っ
て
行
き
、
仕
事
を
始
め
た
。
石
に
最
初
の
一
撃
を
加
え
た
の
は
粉
挽
き
だ
っ
た
。
す

る
と
石
か
ら
欠か

け
ら片
が
二
つ
跳
ね
飛
ん
で
、
粉
挽
き
の
両
眼
に
中あ

た

っ
た
。
そ
こ
で
粉
挽
き
は
す
ぐ
さ
ま
盲め

し

い
て
、
生
涯
目
が
見
え
な
い
ま

ま
だ
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
今
で
も
生
き
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
。
第
二
撃
を
加
え
た
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
の
若
者
は
そ
の
際
腕
を
し
た

た
か
に
傷
つ
け
た
の
で
腕
の
腱け

ん

が
切
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
き
り
何
も
で
き
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
他
の
二
人
に
は
何
事
も
起
こ
ら
ず
、

警
告
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
石
を
始
末
し
て
し
ま
い
、
山
か
ら
運
び
出
し
た
。
だ
が
故
郷
へ
帰
ろ
う
と
し
た
グ
ン
ビ
ン
ネ
ン
の
若
者

は
結
局
辿た

ど

り
着
け
な
か
っ
た
。
路
傍
の
生
け
垣
の
蔭か

げ

で
惨
め
に
息
を
引
き
取
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
伝
え
に
あ
る
黄
金
の
鉢
と
白
銀
の

馬
鍬
は
だ
れ
に
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
石
が
無
く
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
メ
ー
メ
ル
の
流
れ
が
し
だ
い
に
山
を
削
り
麓ふ

も
と

を
抉え

ぐ

（　

）
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る
よ
う
に
な
り
、
一
八
三
五
年
の
九
月
の
こ
と
、
夜
雷
鳴
の
よ
う
な
大
音
響
が
起
こ
り
、
ロ
ン
ビ
ヌ
ス
の
大
き
な
部
分
が
崩
落
し
た
。

そ
し
て
多
く
の
人
人
が
、
崩
落
は
も
っ
と
も
っ
と
続
く
の
で
は
な
い
か
、
古

い
に
し
え

の
災
厄
の
予
言
が
成
就
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
危き

ぐ惧

し
た
。

二
三
六　

飛
ぶ
死
者
た
ち

　

ラ
グ
ニ
ー
ト
の
町
に
は
教
会
墓
地
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
ド
イ
ツ
人
共
同
体
用
、
も
う
一
つ
は
リ
ト
ア
ニ
ア
人
共
同
体
用
で
、
前
者

は
町
の
東
方
、
後
者
は
町
の
南
西
に
位
置
し
て
い
る
。
二
つ
の
墓
地
は
こ
う
離
れ
て
い
は
す
る
が
、
そ
の
間
に
は
家
も
柵さ

く

も
、
樹
木
も

生
け
垣
も
、
塀
も
な
い
。
そ
こ
で
と
り
わ
け
嵐
の
夜
な
ど
に
は
、
生
前
お
互
い
に
親
し
く
つ
き
あ
っ
て
い
た
二
つ
の
共
同
体
の
死
者
た

ち
が
訪
問
し
合
う
の
で
あ
る
。
夜
気
を
つ
い
て
何
百
、
い
や
何
千
と
群
れ
を
な
し
て
教
会
墓
地
か
ら
教
会
墓
地
へ
と
飛
ぶ
。
空
高
く
舞

い
上
が
る
の
で
は
な
く
、
地
表
す
れ
す
れ
真
っ
直
ぐ
に
。
だ
れ
も
が
そ
れ
を
目
撃
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
曜
日
の
真
夜
中
に
生

ま
れ
た
者
に
は
こ
の
お
ど
ろ
ど
ろ
し
い
死
者
の
飛ひ

ぎ
ょ
う行
が
見
え
る
。
何
物
も
飛
行
を
阻は

ば

め
な
い
。
あ
る
男
が
他
の
土
地
か
ら
ラ
グ
ニ
ー
ト

に
引
っ
越
し
、
町
の
南
端
に
堅
固
で
小
綺
麗
な
家
を
建
て
て
住
み
着
い
た
。
と
こ
ろ
が
最
初
の
嵐
の
夜
こ
れ
が
瓦が

れ
き礫
の
山
と
化
し
た
。

何
軒
か
の
壊
れ
か
け
た
古
家

─
も
っ
と
も
こ
れ
ら
は
ち
ょ
っ
と
脇
に
あ
っ
た
が

─
が
無
事
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
で
あ
る
。
余よ

そ所

者
は
家
を
再
建
し
た
が
、
ま
た
し
て
も
全
く
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
、
土
曜
か
ら
日
曜
に
掛
け
て
の
真
夜
中
に
生
ま
れ
た
男

が
「
あ
ん
た
の
家
は
飛
ん
で
行
く
死し

び
と人
の
道
筋
に
建
っ
て
い
る
の
だ
」
と
教
え
て
、
同
じ
方
角
に
あ
る
納
屋
を
指
し
た
。「
あ
の
納
屋

は
屋
根
の
棟
の
先
っ
ち
ょ
だ
け
が
こ
の
道
筋
に
突
き
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
い
つ
も
い
つ
も
、
何
遍
修
理
し
た
っ
て
ま
た
ま
た
も
ぎ
取

ら
れ
て
し
ま
う
の
さ
」。そ
こ
で
余
所
者
は
家
を
ず
ら
し
て
、飛
ぶ
死
者
た
ち
の
道
筋
か
ら
外
し
た
。こ
う
し
て
こ
の
家
は
い
ま
だ
に
建
っ
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て
お
り
、
二
度
と
再
び
被
害
を
蒙こ

う
む

っ
た
こ
と
は
な
い
。

二
三
七　

バ
イ
ア
ー
ブ
ル
ク
の
白
衣
の
乙
女

　

一
三
三
七
年
強
大
な
兵
力
を
率
い
て
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
加
勢
に
来
た
バ
イ
エ
ル
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
メ
ー
メ
ル
河
畔
に
あ
っ

た
古
い
修オ

ル
デ
ン
ス
ハ
ウ
ス

道
会
会
館
の
向
か
い
側
に
攻
守
両
用
の
城じ

ょ
う
さ
い塞
を
建
設
し
た
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
巨
大
か
つ
堅
固
で
、
ババ

イ

ア

ー

ブ

ル

ク

イ
エ
ル
ン
城
と
命

名
さ
れ
た
。
目
的
は
地
域
全
体
を
異
教
の
リ
ト
ア
ニ
ア
人
か
ら
防ぼ

う
ぎ
ょ禦
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
大
司
教
座
が
置
か
れ
る
大
都
市
を
営
む
こ

と
だ
っ
た
。
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
修オ

ル
デ
ン
ス
・
ホ
ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
は
バ
イ
ア
ー
ブ
ル
ク
に
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
と
四
十
人
の
騎
士
を
駐
屯
さ
せ
た
。
そ

の
本
務
は
城
塞
を
保
持
し
、
城
塞
内
で
の
敬け

い
け
ん虔
な
日
常
。
し
か
し
彼
ら
は
こ
れ
に
全
く
背は

い
ち馳
、
快
楽
三ざ

ん
ま
い昧
贅ぜ

い
た
く沢
三
昧
で
、
飲
酒
、 

賭と
ば
く博
、
色
事
に
耽ふ

け

っ
た
。
あ
る
時
、
身
分
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
乙
女
を
拐か

ど

わ
か
し
、
無
理
や
り
己お

の
れ

た
ち
の
罪
業
に
染
ま
ら
せ
よ
う

と
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
肯う

べ
な

お
う
と
し
な
か
っ
た
乙
女
は
進
退
窮き

わ

ま
っ
て
、
自
分
の
苦
し
み
と
騎
士
ど
も
の
お
ぞ
ま
し
い
悪

行
を
終
わ
ら
せ
て
欲
し
い
、
と
神
に
呼
び
掛
け
た
。
す
る
と
大
地
が
裂
け
、
城
と
騎
士
ど
も
と
乙
女
を
呑
み
込
ん
だ
。
さ
り
な
が
ら
乙

女
は
そ
の
純
潔
の
ゆ
え
に
、
地
域
の
守
護
霊
と
し
て
時
時
出
現
し
、
人
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
彼
女
は
、
悪
を
犯
さ
ず

善
を
行
う
よ
う
人
人
に
教
え
る
。
城
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
深
淵
奈な

ら
く落
が
ぽ
っ
か
り
口
を
開
け
て
い
た
。
そ
の
昔
こ
の
中
に
子
ど
も
が

一
人
転
落
し
た
こ
と
が
あ
る
。
両
親
は
な
す
す
べ
も
な
く
奈
落
の
縁
で
嘆
き
悲
し
ん
で
い
た
。
あ
え
て
底
へ
降
り
て
行
こ
う
と
す
る
者

な
ど
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
穴
の
中
か
ら
無
傷
の
子
ど
も
を
抱
き
締
め
た
白
衣
の
乙
女
が
上
が
っ
て
来
て
、
子
ど
も
を
返

す
と
、
姿
を
消
し
た
。
彼
女
は
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
に
恩
恵
を
施
し
た
。
地
中
に
沈
ん
だ
城
の
財
宝
は
彼
女
が
守
護
し
て
い
る
の
だ

が
、
こ
れ
と
て
諸
人
に
頒わ

け
与
え
た
が
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
黒
装
束
の
悪
魔
が
彼
女
と
と
も
に
穴
の
底
に
い
て
、
そ
う
さ
せ
な
い
。

（　

）
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い
つ
の
日
に
か
白
衣
の
乙
女
が
黒
装
束
の
悪
魔
を
打
ち
負
か
し
、
守
護
し
て
き
た
宝
物
を
悉

こ
と
ご
と

く
土
地
の
人
た
ち
に
分
配
し
て
く
れ
よ

う
。

二
三
八　

霧
中
の
会
戦

　

ドド
イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
が
行
っ
た
リ
ト
ア
ニ
ア
の
異
教
徒
に
対
す
る
戦
い
の
一
つ
で
、
一
三
九
四
年
修
道
会
の
軍
勢
が
こ
の
邦
の
首し

ゅ
ゆ
う邑

ヴ
ィ
ル
ナ
に
至
る
ま
で
侵
攻
、
こ
の
都
市
を
攻
囲
し
た
こ
と
が
あ
る
。
攻
囲
軍
の
補
給
路
を
断
つ
た
め
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
ヴ
ィ
ト

ウ
ト
は
強
力
な
兵
力
を
繰
り
出
し
、
敵
陣
を
襲
っ
た
。
修マ

イ

ス

タ

ー

道
会
総
長
は
補
給
路
防
衛
に
四
つ
の
旗バ

ナ

ー

幟
部
隊

─
各
隊
の
兵
員
百

─
を

派
遣
、
こ
れ
ら
は
レ
ー
デ
ミ
ュ
ン
ネ
近
郊
で
ヴ
ィ
ト
ウ
ト
大
公
お
よ
び
ゼ
ヴ
ェ
ー
リ
エ
ン
の
君
侯
カ
リ
ェ
ブ
ー
ト
率
い
る
大
軍
に
遭そ

う
ぐ
う遇

し
た
。
も
っ
と
も
修
道
会
の
戦
士
ら
と
リ
ト
ア
ニ
ア
軍
の
間
に
は
細
流
と
い
お
う
か
沼
沢
地
と
い
お
う
か
、
そ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
迂う

か
い回
し
た
前
者
は
、
敵
軍
が
多
勢
で
、
敵
十
人
に
キ
リ
ス
ト
教
軍
の
騎
馬
兵
一
騎
の
比
率
だ
、
と
看み

て
取
っ
た
が
、
そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
勇
ま
し
く
攻
撃
を
敢
行
し
た
。
そ
の
時
神
が
湿
地
帯
か
ら
濃
霧
を
立
ち
昇
ら
せ
た
の
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
軍
は
相
手
が
小こ

ぜ
い勢
で

あ
る
こ
と
が
分
か
ら
ず
、
総
長
が
全
修
道
会
軍
を
率
い
て
向
か
っ
て
来
た
も
の
と
思
い
込
ん
だ
。
そ
し
て
十
字
軍
の
騎
士
た
ち
が
大
胆

不
敵
に
猛
攻
を
加
え
た
の
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
軍
は
支
え
き
れ
ず
、
四
方
八
方
へ
逃
げ
散
っ
た
。
夥

お
び
た
だ

し
い
異
教
徒
が
討
ち
死
に
し
た
戦

闘
の
間
、
風
が
霧
の
幕
を
寸
断
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（　
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二
三
九　

山
の
王

　

一
五
九
六
年
の
こ
と
、
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
カ
ッ
ス
ー
ベ
ン
の
あ
る
山
の
頂
き
に
不
気
味
な
裂
け
目
が
生
じ
た
。
市
参
事
会
は
そ

の
深
さ
お
よ
び
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
た
が
っ
た
。
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
に
は
二
人
の
囚
人
が
お
り
、
彼
ら
は
死
刑
判
決
を

受
け
た
罪
人
だ
っ
た
。
参
事
会
は
、
あ
え
て
深
み
に
降
り
、
下
で
何
を
目
撃
し
た
か
情
報
を
持
ち
帰
れ
ば
、
命
と
自
由
を
与
え
よ
う
、

と
両
人
に
提
案
し
た
。
罪
人
た
ち
は
下
へ
降
り
た
。
際
限
も
な
く
深
く
降
り
、
と
う
と
う
山
の
底
に
着
い
た
。
彼
ら
が
見
た
の
は
、
美

し
い
大
庭
園
だ
っ
た
。
庭
園
に
は
可か

れ
ん憐
な
白
い
花
が
咲
い
て
い
る
木
が
一
本
聳そ

び

え
て
い
た
。
木
の
下
に
は
子
ど
も
が
一
人
立
っ
て
い
て
、

こ
の
子
は
男
ら
を
手
招
き
し
、
広
い
野
原
を
通
っ
て
館や

か
た

に
連
れ
て
行
っ
た
。
館
の
中
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
弦
楽
器
の
調
べ
と
快
い
さ

ん
ざ
め
き
が
は
っ
き
り
響
い
て
来
た
。
子
ど
も
が
男
ら
に
玄
関
の
扉
を
開
く
と
、
中
に
は
広
間
が
あ
り
、
そ
こ
で
一
人
の
王
が
白し

ろ
が
ね銀
の

椅い

す子
に
坐す

わ

っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
王
は
片
手
に
黄こ

が
ね金
の
笏し

ゃ
く

を
、
も
う
一
方
の
手
に
は
一
通
の
書
簡
を
持
っ
て
い
た
。
王
は
こ
の
書

簡
を
子
ど
も
に
手
渡
し
、
子
ど
も
は
罪
人
た
ち
に
渡
し
た
。
罪
人
た
ち
は
穴
か
ら
上
が
っ
て
こ
れ
を
〔
市
参
事
会
に
〕
持
ち
帰
っ
た
。

そ
れ
か
ら
彼
ら
は
永
遠
に
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
釈
放
さ
れ
た
。
書
簡
に
何
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
、
だ
れ
に
も
分
か

ら
な
か
っ
た
。

二
四
〇　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ

　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
と
い
う
名
の
起
源
に
つ
い
て
は
た
く
さ
ん
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
昔
「
ダ
ン
ツ
」
と
書
い
た
踊タ

ン
ツり
か
ら
来
て
い
る
と
い

う
の
は
当
た
っ
て
い
る
と
も
い
な
い
と
も
。
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
す
ぐ
近
く
に
婚

ホ
ッ
ホ
ツ
ァ
イ
ト
礼
な
る
村
が
あ
る
が
、
な
る
ほ
ど
踊
り
だ
っ
た
ら
婚

（　
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礼
に
は
付
き
も
の
か
。

─
と
も
あ
れ
こ
う
い
う
説
が
あ
る
。
バ
ル
ト
海
の
岸
辺
の
ヴ
ィ
ー
ク
な
る
村
に
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
豪
族
が
住

ん
で
い
た
。
こ
の
男
は
大
海
賊
で
、
悪
名
を
轟と

ど
ろ

か
せ
、
ヴ
ィ
ー
ク
に
略
奪
し
た
財
宝
を
埋
め
た
。
周
辺
の
住
民
は
村
に
「
ダ
ン
ス
ケ

＝
ヴ
ィ
ー
ク
」

─
「
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
ヴ
ィ
ー
ク
」

─
と
い
う
名
を
付
け
た
。
そ
れ
が
時
と
と
も
に
訛な

ま

っ
て
ダ
ン
ス
ヴ
ィ
ー
ク
、

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
に
な
っ
た
の
だ
、
と
。
こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
人
が
周
辺
地
域
の
領
主
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
伝
説
に
よ
れ
ば
、
近
く

の
雹

ハ
ー
ゲ
ル
ベ
ル
ク
山
山
上
に
居
を
構
え
て
暴
虐
な
支
配
を
行
い
、
雹

ハ
ー
ゲ
ル

〔
＝
嫌
わ
れ
者
〕
と
呼
ば
れ
た
者
に
な
っ
た
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。

と
に
か
く
こ
の
地
方
の
統
治
者
の
許も

と

に
ヴ
ィ
ー
ク
村
の
住
民
た
ち
が
来
て
、
町
を
建
設
し
た
い
の
で
、
自
分
ら
の
腕
で
囲
め
る
だ
け
の

土
地
を
与
え
て
く
だ
さ
い
、
と
請
願
し
た
。
い
や
、
町
を
築
い
た
君
侯
は
初
代
ポ
ン
メ
レ
ン
公
ゾ
ビ
ス
ラ
ウ
ス
だ
、
と
の
説
も
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
王
ヴ
ォ
ル
デ
マ
ー
ル
に
侵
攻
さ
れ
た
の
に
国
内
に
し
か
る
べ
き
要よ

う
し
ょ
う衝
の
地
を
持
た
な
か
っ
た
彼
は
、
自
身
こ
れ
を
築
き

た
い
と
思
っ
た
の
だ
、
と
。
そ
こ
で
ヴ
ィ
ー
ク
の
人
人
に
町
の
建
設
に
要
す
る
土
地
と
木
材
を
献
上
す
る
よ
う
命
じ
た
の
だ
が
、
村
の

住
民
は
自
分
ら
の
腕
で
囲
め
る
だ
け
の
地
所
を
〔
町
の
中
に
〕
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
に
、
と
頼
ん
だ
。
そ
し
て
承
諾
さ
れ
る
と
、
日
を

決
め
て
、
男
も
女
も
歩
け
る
限
り
の
年
齢
の
村
民
は
全
て
集
ま
り
、
拡ひ

ろ

げ
た
両
手
を
繫つ

な

ぎ
合
っ
て
大
き
な
円
を
作
っ
た
。
囲
い
込
ん
だ

の
が
後
に
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
旧
市
街
と
な
っ
た
地
所
。
こ
れ
ぞ
最
大
に
し
て
最
初
の
大
輪
舞
で
あ
っ
て
、
輪ル

ン
ト
タ
ン
ツ

踊
り
と
い
う
の
は
こ
の
時
初

め
て
誕
生
し
た
の
だ
、
と
か
。

二
四
一　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
聖マ

リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
マ
リ
ア
教
会

　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
聖マ

リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
マ
リ
ア
教
会
（
大
聖
堂
主
任
司
祭
教
会
）
に
は
至
る
と
こ
ろ
で
語
ら
れ
て
い
る
世
に
も
不
思
議
な
物
が
数
数
あ

る
。
聖

ザ
ン
ク
ト

ヘ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
礼
拝
堂
の
上
に

─
人
に
よ
っ
て
は
一
万
一
千
人
の
処
女
礼
拝
堂
の
前
だ
と
い
う
が

─
木
彫
り
の
救
世
主
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）
 61

（　

）
 62

（　

）
 63



240

武蔵大学人文学会雑誌　第 46 巻第 1 号

磔た
く
け
い刑
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
美
し
さ
は
卓
絶
し
て
お
り
、
そ
の
写
実
は
真
に
迫
っ
て
恐
ろ
し
い
。
こ
の
木
像
を
彫
り
上
げ
た
名
工

は
あ
る
美
青
年
を
見
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
約
束
を
し
て
誘
い
寄
せ
た
。
青
年
が
恋
し
て
い
た
自
分
の
娘
を
妻
に
し
て
や
る
と
い
う
の
も

約
束
の
一
つ
だ
っ
た
。
し
か
し
本
物
の
生
き
て
い
る
人
間
を
作
品
の
題
材
と
す
る
た
め
、
ま
ず
青
年
の
意
識
を
失
わ
せ
る
と
、
十
字
架

に
そ
の
手
足
を
打
ち
付
け
、
死
に
行
く
様
を
観
察
し
、
彫
像
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
愛い

と

し
い
男
の
死
に
娘
の
心
臓
も
張
り
裂

け
た
の
で
、
名
工
は
後
悔
に
駈か

ら
れ
、
自
殺
し
て
生
涯
を
終
え
た
。

　

同
教
会
に
は
素
晴
ら
し
く
優
美
な
聖
母
マ
リ
ア
の
陶
像
を
安
置
し
た
聖せ

い
ひ
つ櫃
が
あ
る
。
こ
れ
を
仕
上
げ
た
名
匠
が
作
業
を
行
っ
た
の
は

死
を
待
つ
獄
中
だ
っ
た
。
像
を
完
成
す
る
と
、
形
見
と
し
て
聖マ

リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
マ
リ
ア
教
会
に
奉
納
し
て
欲
し
い
、
と
市
参
事
会
に
送
っ
た
。
像
を

目
に
し
た
者
は
そ
の
美
し
さ
と
表
情
の
純
潔
な
愛
ら
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
市
参
事
た
ち
も
全
民
衆
も
同
じ
こ
と
を
考
え
た
。

こ
の
よ
う
な
名
匠
に
は
敬け

い
け
ん虔
で
崇
高
な
精
霊
が
宿
っ
た
の
で
あ
り
、
犯
し
た
罪
は
許
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
そ
こ
で
そ
う
計
ら
わ
れ
、

名
匠
は
そ
の
後
も
長
い
こ
と
人
人
に
尊
敬
さ
れ
て
暮
ら
し
た
。

　

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
大
聖
堂
と
同
様
、ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
大プ

フ

ァ

ル

キ

ル

ヒ

ェ

聖
堂
主
任
司
祭
教
会
に
も
見
事
な
時
計
装
置
が
あ
っ
た
。こ
れ
は
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
出
身
の
親マ

イ
ス
タ
ー方

─
そ
の
名
は
ハ
ン
ス
・
デ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ー

─
が
仕
上
げ
た
も
の
。
二
つ
の
大
き
な
円
盤
が
太
陽
・
惑
星
・

月
の
運
行
、
黄こ

う
ど
う道
十
二
宮き

ゅ
う

の
も
ろ
も
ろ
の
象か

た
ち

、
聖
祝
日
、
そ
し
て
時
刻
を
示
し
た
。
意
味
深
い
形
で
表
現
さ
れ
た
聖
福
音
が
日
曜
か

ら
日
曜
ま
で
敬
虔
な
信
徒
た
ち
の
目
の
前
を
ゆ
っ
く
り
と
動
い
て
行
っ
た
。
一
日
の
時
刻
を
表
し
た
十
二
使
徒
が
円
を
描
い
て
歩
み
出

た
。
使
徒
た
ち
の
上
方
で
ア
ダ
ム
と
エ
ー
フ
ァ
が
正
時
と
十
五
分
毎
に
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
、
四
季
も
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

装
置
が
ち
ゃ
ん
と
作
動
し
て
い
た
時
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
し
、
世
界
の
驚
異
と
い
う
べ
き
存
在
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ

ル
ク
と
同
じ
こ
と
が
こ
こ
で
も
起
こ
っ
た
の
だ
。
嫉そ

ね

み
妬ね

た

み
と
い
う
や
つ
が
目
を
覚
ま
し
、
こ
の
名
工
が
か
か
る
類た

ぐ
い

の
傑
作
を
〔
他

の
都
市
の
た
め
に
〕
ま
た
と
作
れ
ぬ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
と
な
っ
た
。

─
そ
こ
で
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
盲め

し
い目
に
さ
れ
た
が

─
も
う
一
度
時
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計
装
置
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
口
実
で
、
装
置
の
中
に
入
れ
て
も
ら
い
、
ち
ょ
っ
と
手
を
触
れ
た
だ
け
で
装
置
の
運
行

を
永
遠
に
止
め
、
次
い
で
教
会
の
塔
か
ら
身
を
投
げ
た
。

　

聖マ
リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
マ
リ
ア
教
会
の
最
高
の
誇
り
、
最
高
の
飾
り
は
最
後
の
審
判
を
描
い
た
絵
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
の
有
名
な
画
家
ヤ
ン
・
フ
ァ

ン
・
エ
イ
ク
と
そ
の
兄
弟
ヘ
オ
ル
ヘ
の
神
技
の
彩
管
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
絵
を
注
文
し
た
の
は
教
皇
で
ロ
ー
マ
の

た
め
に
だ
っ
た
の
だ
が
、
天
の
配
剤
で
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
に
来
た
。
こ
れ
を
聖
都
に
運
ぶ
船
が
海
賊
に
略
奪
さ
れ
、
こ
の
海
賊
船
と
闘
っ
て

征
服
し
た
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
船
乗
り
が
絵
を
手
に
入
れ
、
故
郷
の
町
に
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
異
説
も
あ
る
。
絵
を
運
ん
で
い
た
オ
ラ
ン
ダ

船
が
難
破
し
、
絵
が
そ
れ
を
詰
め
た
箱
ご
と
海
原
遙
か
に
漂
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
船
に
発
見
さ
れ
た
の
だ
、
と
。
フ
ラ

ン
ス
王
が
黄
金
一
噸ト

ン

で
こ
の
絵
を
買
い
取
ろ
う
と
交
渉
し
た
が
徒
労
に
終
わ
っ
た
。

　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
聖マ

リ
ー
エ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

母
マ
リ
ア
教
会
で
は
石
に
な
っ
た
麵パ

ン麭
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
言
い
伝
え
は
一
つ
に
留
ま
ら
な
い
。
い

わ
く
。
か
つ
て
大
飢き

き
ん饉
が
あ
っ
た
時
、
あ
る
修
道
士
が
法
衣
の
中
に
麵パ

ン麭
を
一
個
持
っ
て
歩
い
て
い
た
。
腹
を
空
か
せ
た
女
が
、
痩や

せ

衰
え
た
子
ど
も
の
た
め
に
一ひ

と

欠か
け
ら片
恵
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
、
と
懇
願
し
た
。
と
こ
ろ
が
修
道
士
は
、
麵パ

ン麭
な
ど
持
っ
て
お
ら
ぬ
、
持
っ

て
い
る
の
は
石
に
過
ぎ
ぬ
、
と
言
っ
た
。
女
が
悲
嘆
の
声
を
挙
げ
る
や
い
な
や
麵パ

ン麭
は
石
こ
ろ
に
変
わ
っ
た
、
と
。

　

も
っ
と
も
こ
う
も
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
同
じ
飢
饉
年
の
こ
と
、
あ
る
裕
福
な
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
女
性
が
、
綺
麗
で
小
さ
い
愛い

と

し
子
が

体
を
汚
し
た
の
で
、
白
麵パ

ン麭
を
む
し
っ
て
拭ぬ

ぐ

っ
た
。
子
ど
も
の
か
よ
わ
い
肌
に
は
布
も
海
綿
も
充
分
柔
ら
か
い
と
は
思
え
な
か
っ
た
か

ら
。
と
こ
ろ
が
拭
う
手
の
下
で
麵パ

ン麭
は
ご
つ
い
石
に
変
わ
り
、
子
ど
も
の
肌
を
引
き
裂
い
て
血
ま
み
れ
に
し
た
。
こ
の
子
は
こ
の
傷
が

決
し
て
癒い

え
な
か
っ
た
の
で
死
ん
で
し
ま
い
、
母
親
は
そ
れ
が
も
と
で
気
が
触
れ
た
。

　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
修
道
士
の
石
麵パ

ン麭
の
話
と
全
く
同
じ
伝
説
が
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
近
郊
の
オ
リ
ー
フ
ァ
修
道
院
（
一
六
六
〇
年
の
和
平
条
約

で
有
名
）
に
も
あ
る
。
こ
の
修
道
院
に
は
い
ま
だ
に
石
麵パ

ン麭
が
吊
り
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
の
と
同
じ
も
の
の
他
に
ま
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だ
幾
つ
か
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
こ
の
石
麵パ

ン麭
は
本
物
の
麵パ

ン麭
の
よ
う
な
香
り
が
す
る
と
か
。

二
四
二　

ハ
イ
リ
ゲ
ン
ブ
ル
ン
の
泉

　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
あ
る
富
裕
な
商
人
の
娘
が
不
運
な
こ
と
に
重
病
を
患わ

ず
ら

っ
た
後
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
医
師
た
ち
の
腕
を
も
っ
て

し
て
も
、
失
わ
れ
た
視
力
を
取
り
戻
し
て
や
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
も
う
一
年
が
経た

っ
た
が
、
こ
の
乙
女
が
両
親
と
一

緒
に
ヨヨ

ハ
ネ
ス
ベ
ル
ク

ハ
ネ
の
山
を
歩
い
て
い
た
折
、
懊お

う
の
う悩
の
あ
げ
く
力
も
尽
き
果
て
、
自
ら
の
薄
幸
を
嘆
い
て
泣
い
た
。
そ
こ
で
近
く
の
泉
か
ら
水

を
汲
ん
で
来
て
、
彼
女
の
痛
む
目
を
濡ぬ

ら
し
、
火ほ

て照
り
を
冷
や
し
た
。
す
る
と
な
ん
と
、
乙
女
が
こ
の
水
で
両
眼
を
湿
す
と
、
思
い
が

け
ず
目
が
開
い
て
、
再
び
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
父
と
母
と
娘
は
熱
烈
な
祈
り
を
捧
げ
て
天
の
救
い
主
に
お
礼
を
申
し
上
げ
、
至
る

と
こ
ろ
で
泉
の
持
つ
奇き

せ
き蹟
の
治
癒
の
力
を
誉
め
讃た

た

え
た
。
そ
こ
で
地
方
全
域
に
評
判
が
行
き
渡
り
、
沢
山
の
盲
人
が
視
力
を
回
復
、
泉

は
聖
な
る
泉
と
さ
れ
、
泉
の
周
り
に
で
き
た
村
は
聖ハ

イ
リ
ゲ
ン
ブ
ル
ン

な
る
泉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
奇
蹟
な
ん
ぞ
あ
る
も
ん
か
、

と
嘲あ

ざ
け

る
皮
肉
屋
が
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ブ
ル
ン
村
に
や
っ
て
来
た
。
盲め

し
い目
の
痩や

せ
馬
に
跨ま

た
が

り
、「
お
ぬ
し
ら
の
泉
に
不
思
議
な
効
き
目
が
あ

る
な
ら
、
こ
の
畜ち

く
し
ょ
う生
に
も
効
く
に
違
い
な
い
。
お
れ
の
廃す

た

れ
馬
の
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ゃ
あ
、
お
れ
だ
っ
て
信
じ
る
わ
い
」
と

呼
ば
わ
る
な
り
、
泉
に
向
か
っ
て
馬
を
進
め
、
じ
か
に
馬
に
水
を
飲
ま
せ
た
。
馬
が
頭
を
そ
っ
く
り
泉
の
中
に
沈
め
、
ま
た
水
か
ら
上

げ
る
と
、
乗
っ
て
い
た
男
に
は
馬
の
目
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
が
分
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
男
の
方
は
そ
の
後
何
も
見
え
な
く
な
っ
た
。

両
眼
と
も
に
夜
の
闇
に
覆
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
か
ら
泉
は
癒い

や
し
の
力
を
失
っ
た
。
忌
ま
わ
し
い
神
聖
冒
瀆
に
遭あ

っ
た
他
の

奇
蹟
の
泉
で
も
そ
う
な
っ
た
よ
う
に
。
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二
四
三　

ヘ
ラ

　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
と
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
川
の
河
口
か
ら
真
っ
直
ぐ
北
東
、
ちプ

ッ
ツ
ガ
ー
・
ヴ
ィ
ー
ク

っ
ぽ
け
な
入
江
を
バ
ル
ト
海
か
ら
隔
て
て
い
る
半
島
の
突
端
に

さ
さ
や
か
な
町
が
あ
っ
て
、
そ
の
名
を
ヘ
ラ
と
い
う
。
ど
う
も
こ
い
つ
は
陰
陰
滅
滅
た
る
名
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ

ア
神
話
の
死
の
女
神
は
ヘ
ラ
な
る
名
で
、
硬
直
、
寒
気
、
冥め

い
ふ府
の
概
念
な
の
で
。
ド
イ
ツ
語
の
「
地ヘ

レ獄
」H

ölle

は
こ
れ
に
由
来
す
る

の
だ
、
と
主
張
す
る
向
き
も
少
な
か
ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
現
在
ヘ
ラ
が
位
置
す
る
地
点
、
別
し
て
数
千
歩
バ
ル
ト
海
岸
寄
り
の
場
所
に
は

そ
の
昔
あ
っ
た
の
は
地ヘ

レ獄
な
ど
で
は
な
く
、
た
だ
も
う
こ
の
地
上
の
壮
麗
光
輝
の
み
。
も
っ
と
も
何
百
年
も
前
の
話
だ
が
…
…
。
そ
こ

に
は
東
洋
・
西
洋
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
が
訪
れ
る
、
盛
ん
な
商
業
で
大お

お

賑に
ぎ

わ
い
の
、
裕
福
で
絢け

ん
ら
ん爛
た
る
大
都
市
が
栄
え
て
い
た
。
ス
タ
ー

フ
ォ
レ
ン
や
ヴ
ィ
ネ
タ
や
ユ
ー
リ
ン
の
よ
う
に
。
さ
り
な
が
ら
こ
れ
ら
全
盛
だ
っ
た
町
町
と
同
様
の
こ
と
が
ヘ
ラ
に
も
起
こ
っ
た
の
で

あ
る
。
膨
れ
上
が
る
富
の
せ
い
で
人
人
は
放ほ

う
ら
つ埒
無
道
に
な
っ
た
。
し
か
し
聖
書
に
も
あ
る
で
は
な
い
か
。
お
の
れ
の
富
を
恃た

の

む
も
の
は

仆た
ほ

れ
ん
、
と
。

─
そ
し
て
ヘ
ラ
は
そ
の
罪
業
の
真
っ
只
中
で
滅
亡
し
た
の
で
あ
る
。
滅
亡
が
起
こ
っ
た
の
は
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
当
日
か
ら

翌
日
に
掛
け
て
の
一
夜
の
内
で
、
轟ご

う
ご
う轟
と
押
し
寄
せ
る
高
潮
に
よ
っ
て
だ
っ
た
由
。
つ
ま
り
商
売
熱
心
が
昂こ

う

じ
て
人
人
は
安
息
日
も
祝

日
も
尊
ぼ
う
と
せ
ず
、
こ
れ
ら
も
仕
事
日
に
し
て
い
た
も
の
だ
か
ら
。
現
代
に
し
て
も
哀
れ
な
働
き
人に

ん

た
ち
か
ら
日
曜
日
を
取
り
上
げ

よ
う
と
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
な
。

─
さ
て
、
こ
の
大
祭
日
〔
＝
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
〕
に
限
る
け
れ
ど
も
、
海
が
凪な

い
で
い
る

と
、
大
洋
に
呑
み
込
ま
れ
た
ヘ
ラ
の
町
を
〔
水み

な
そ
こ底
に
〕
時
折
覗の

ぞ

き
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
豊
か
な
街
並
の
間
を
豪ご

う
し
ゃ奢
な
身
な
り
の
住

民
た
ち
が
忙せ

わ

し
な
く
行
き
交
い
、
取
引
に
い
そ
し
む
様
子
が
見
え
、
時
計
が
鳴
り
、
教
会
の
鐘
が
響
く
の
が
聞
こ
え
る
。
し
か
し
、
教

会
に
お
詣ま

い

り
す
る
人
の
姿
は
皆
無
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
人
人
は
貪
欲
の
魔
神
マ
ン
モ
ン
を
追
い
求
め
て
い
る
う
ち
に
す
っ
か
り
そ
ん
な

こ
と
を
忘
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
の
で
。
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聖プ
フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
当
日
が
平
穏
で
、
水
底
に
ヘ
ラ
を
垣か

い
ま間
見
ら
れ
た
時
は
い
つ
も
そ
う
な
の
だ
が
、
日
没
と
と
も
に
北
東
の
風
が
吹
き
起

こ
り
、
大お

お
う
な
ば
ら

海
原
に
波
を
逆
巻
か
せ
る
。
さ
な
が
ら
昔
の
あ
の
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
の
嵐
を
再
来
さ
せ
、
岬
全
体
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
お
う
と
で

も
い
う
か
の
よ
う
に
。
船
乗
り
や
漁
夫
は
急
い
で
大
小
の
船
舶
を
退
避
さ
せ
、
安
全
な
岸
辺
に
寄
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
バ
ル
ト
海
の

北
東
海
岸
一
帯
に
は
恐
ろ
し
い
激
浪
が
荒
れ
狂
う
か
ら
で
あ
る
。

二
四
四　

人
ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼
、
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
、
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

下
の
小
人
た
ち

　

広
く
バ
ル
ト
海
沿
岸
、
東
西
両
プ
ロ
イ
セ
ン
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
内
陸
部
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
遙
か
セ
ル
ビ
ア
、
ボ

ス
ニ
ア
、
ト
ル
コ
に
も
至
る
地
域
に
お
け
る
俗
信
・
迷
信
で
こ
う
し
た
魔
性
の
存
在
に
つ
い
て
語
る
も
の
は
夥

お
び
た
だ

し
く
、
従
来
こ
れ
だ

け
で
も
本
数
冊
を
満
た
す
の
に
足
り
た
。

　

人
ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼
と
は
、
魔
力
に
よ
り
夜
間
危
険
な
野
獣
、
特
に
狼

お
お
か
み

に
変
身
し
、
人
畜
を
襲
い
、
そ
の
心
臓
か
ら
暖
か
い
血
を
貪む

さ
ぼ

り
飲
む

人
間
、と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
人

ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼
が
戸
外
で
、覚
醒
し
て
い
る
者
に
行
う
所
業
を
、吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
は
室
内
で
、眠
っ
て
い
る
者
に
行
う
。

人
ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼
は
ま
だ
生
き
て
い
る
う
ち
に
変
身
す
る
が
、
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
は
墓
か
ら
起
き
上
が
っ
た
死
人
で
、
人
間
の
喉の

ど

を
襲
う
。
こ
れ
ら
が
両

者
の
共
通
点
と
特
異
点
な
の
だ
が
、
密
接
な
近
縁
関
係
が
あ
る
こ
と
は
更
に
証
拠
立
て
ら
れ
る
。
人

ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼
が
死
ん
で
埋
葬
さ
れ
る
と
、

こ
れ
も
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
に
な
っ
て
墓
か
ら
戻
り
、
決
し
て
鎮
ま
る
こ
と
の
な
い
渇
き
に
駈か

ら
れ
、
生
者
の
血
を
求
め
て
殺
し
回
る
。
屍
衣
の

尖せ
ん
た
ん端
な
い
し
面ヴ

ェ
ー
ル紗
や
屍
体
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
た
布
の
端
っ
こ
に
口
が
届
く
死
者
が
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
死
者

は
そ
の
布
を
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
吸
う
。
そ
の
よ
う
に
吸
え
る
限
り
、
死
者
は
墓
か
ら
起
き
上
が
っ
て
、
生
き
血
を
吸
っ
て
歩
く
魔
力
を
得
、

行
使
で
き
る
の
で
あ
る
。
吸
血
は
最
近
親
者
か
ら
始
め
る
。
従
っ
て
家
族
が
悉

こ
と
ご
と

く
、
そ
れ
か
ら
一
村
の
村
民
全
体
が
〔
次
次
に
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吸ヴ
ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
と
化
し
て
〕
死
に
絶
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
の
あ
る
猟
師
が
自
分
の
猟
区
を
歩
い
て
い
る
と
、
突
然
異
常
に
巨
大
な
狼
が
襲
い
掛
か
っ
て
来
た
。
し
か
し
用
意
お
さ

お
さ
怠
り
な
か
っ
た
の
で
、
す
か
さ
ず
発
砲
し
た
。
弾
丸
は
狼
の
右
の
前
脚
を
砕
い
た
。
狼
は
絶
叫
し
て
脚
を
引
き
ず
り
な
が
ら
逃
げ

出
し
た
。
猟
師
は
銃
に
弾
丸
を
装そ

う
て
ん塡
し
直
し
て
か
ら
、
血
の
跡
を
追
っ
た
。
見
事
な
狼
の
毛
皮
を
手
に
入
れ
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

血け
っ
こ
ん痕
を
辿た

ど

っ
て
行
く
と
、
森
の
中
の
小
屋
に
行
き
着
い
た
。
中
に
入
る
と
、
女
と
男
が
い
た
。
女
は
男
の
右
手
を
布
で
縛
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
こ
の
手
は
銃
弾
で
打
ち
砕
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
猟
師
は
こ
の
件
を
届
け
出
、
男
は
拘
引
さ
れ
、
自
分
が
人

ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼

で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
生
き
な
が
ら
火
刑
に
処
さ
れ
た
。

　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
近
郊
に
あ
り
海
岸
に
面
し
た
ク
ラ
バ
ウ
（
ク
ラ
カ
ウ
と
の
表
記
も
少
な
く
な
い
）
村
で
、
あ
る
時

─
ま
だ
そ
う
昔
の

こ
と
で
も
な
い

─
続
け
て
人
死
に
が
起
こ
っ
た
。
と
り
わ
け
花
も
盛
り
の
年
頃
の
娘
た
ち
が
命
を
奪
わ
れ
、
だ
れ
も
が
瞬
く
間
に
死

ん
で
、
心
臓
の
部
分
に
小
さ
な
傷き

ず
あ
と痕
が
あ
っ
た
。
と
う
と
う
村
の
長
老
た
ち
は
、
も
し
か
す
る
と
村
の
教
会
墓
地
に
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
が
埋
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
、
と
思
い
至
り
、
た
く
さ
ん
の
墓
と
柩ひ

つ
ぎ

を
開
か
せ
た
。
す
る
と
や
は
り
、
他
の
者
の
よ
う
に
腐
敗
し
て
お
ら
ず
、

手
足
の
爪
と
髭ひ

げ

の
毛
が
伸
び
て
い
る
死
骸
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
唇
に
は
鮮
血
が
付
着
し
て
い
た
。
す
ぐ
さ
ま
周
知

の
方
法

─
遠
く
セ
ル
ビ
ア
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
同
地
で
は
極
め
て
頻
繁
に
行
わ
れ
た

─
が
取
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
死
者
の
頭
部

は
円シ

ャ
ベ
ル匙
で
胴
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
、心
臓
に
は
茨い

ば
ら

の
木
で
作
っ
た
杭く

い

が
打
ち
込
ま
れ
、更
に
死
骸
全
部
が
灰
に
な
る
ま
で
燃
や
さ
れ
た
。

以
来
〔
妙
な
〕
人
死
に
は
途
絶
え
た
。

　

か
つ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ア
ル
バ
ー
ト
公
の
法
廷
に
農
民
た
ち
が
捕
ら
え
た
男
を
突
き
出
し
、
人

ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼
だ
、
と
告
発
し
た
。
そ
こ
で

公
爵
は
そ
の
男
が
狼
に
変
身
す
る
か
ど
う
か
、
変
身
す
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
か
、
き
ち
ん
と
見
届
け
る
よ
う
命
じ
た
。
す
る
と
男

は
自
発
的
に
こ
う
告
白
し
た
。
自
分
は
毎
年
ヨヨ

ハ
ン
ニ
ス
フ
ェ
ス
ト

ハ
ン
ニ
ス
祭
と
降ヴ

ァ
イ
ナ
ハ
テ
ン

誕
祭
の
頃
な
ん
と
も
か
と
も
狂
お
し
く
な
り
、
恐
ろ
し
い
苦
し
み
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の
裡う

ち

に
体
中
狼
の
剛
毛
が
生
え
て
来
て
、
人
間
や
動
物
を
ず
た
ず
た
に
し
た
い
、
と
い
う
激
し
く
ど
う
し
よ
う
も
な
い
衝
動
に
襲
わ
れ

る
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
自
分
は
農
民
た
ち
の
家あ

ひ
る鴨
や
鵞が

ち
ょ
う鳥
を
何
羽
も
、
羊
を
何
頭
も
引
き
裂
い
た
か
も
知
れ
な
い
、
と
。
も
っ
と
も
、

こ
の
捕
ま
っ
た
男
の
場
合
、
狼
へ
の
変
身
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

　

リ
ー
フ
ラ
ン
ト
の
人
人
は
こ
ん
な
こ
と
を
語
る
。
クク

リ

ス

ト

ナ

ハ

ト

リ
ス
マ
ス
の
夜
が
過
ぎ
る
と
、
跛は

こ
う行
す
る
若
者
が
村
村
を
歩
き
回
り
、
牧
人
が

畜
群
を
集
め
る
よ
う
に
悪
人
た
ち
を
呼
び
集
め
る
。
も
う
一
人
背
高
の
っ
ぽ
の
男
が
、
従
お
う
と
し
な
い
者
ど
も
を
棘と

げ

だ
ら
け
の
針
金

の
笞む

ち

で
む
ご
た
ら
し
く
叩
き
の
め
し
、
後
ろ
か
ら
無
理
や
り
追
い
立
て
る
。
悪
人
た
ち
は
、
こ
の
牧
人
に
随つ

き
従
っ
て
行
く
う
ち
、
狼

の
姿
を
取
り
、
見
つ
け
し
だ
い
家
畜
の
群
れ
に
襲
い
掛
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
間
は
こ
の
狼
ど
も
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

人
ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼
の
指
導
者
は
携
え
て
い
る
杖つ

え

な
い
し
笞
で
流
水
を
打
っ
て
分
け
、
全
員
が
足
を
濡
ら
さ
ず
に
渡
れ
る
よ
う
に
す
る
。
か
か
る

怪
奇
現
象
は
降ヴ

ァ
イ
ナ
ハ
テ
ン

誕
祭
初
日
〔
＝
十
二
月
二
十
五
日
〕
か
ら
三ド

ラ
イ
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
タ
ー
ク

王
来
朝
日
な
い
し
大

グ
ロ
ー
セ
ス
・
ノ
イ
ヤ
ー
ル

新
年
ま
で
の
十
二
夜
の
間
続
く
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
時
期
が
終
わ
る
と
こ
の
お
ぞ
ま
し
い
怪
物
ど
も
は
人

ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼
の
恰か

っ
こ
う好
を
去
っ
て
、
元
の
人
間
の
姿
に
戻
る
。

　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
周
辺
の
民
間
信
仰
に
よ
れ
ば
、
地
面
の
下
に
棲す

む
小
人
た
ち
（
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
）
も
血け

っ
こ
ん痕
に
付
き
纏ま

と

い
、
人
間
の
血

が
流
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
留
ま
る
の
が
大
好
き
だ
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
近
郊
の
あ
る
村
だ
が
、
下
男
が
一
人
〔
農
家
の
〕

厩う
ま
や

で
射
殺
さ
れ
た
。
す
る
と
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
が
こ
の
厩
を
棲す

み
か処
と
定
め
、
使
用
人
た
ち
を
苦
し
め
て
寄
せ
つ
け
ず
、
件く

だ
ん

の
厩
が
焼

き
払
わ
れ
る
ま
で
動
か
な
か
っ
た
。
こ
の
地
方
の
住
民
は
こ
う
し
た
地
霊
の
性
格
を
他
地
方
の
よ
う
に
親
切
と
悪い

た
ず
ら戯
好
き
が
混
ざ
っ
た

も
の
と
は
せ
ず
、
徹
頭
徹
尾
邪
悪
で
、
ひ
と
の
不
幸
を
喜
び
、
人
間
嫌
い
で
あ
り
、
ス
ラ
ヴ
圏
の
魔
界
の
暗
黒
面
に
完
全
に
属
す
る
、

と
規
定
す
る
。
こ
の
連
中
も
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
を
産
室
に
連
れ
込
み
、
人
間
の
綺
麗
な
子
の
代
わ
り
に
そ
れ
を
置
い
て
行
く
。

　

か
つ
て
あ
る
羊
飼
い

─
手て

だ練
れ
の
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
弾
き
だ
っ
た

─
が
夜
更
け
て
家
に
帰
る
途
中
、
黄
色
ず
く
め
の
装
束
を
纏
っ
た
小
人

に
出
く
わ
し
た
。
小
人
は
羊
飼
い
に
、
一
緒
に
来
て
、
演
奏
を
や
り
、
金
を
儲も

う

け
る
気
は
な
い
か
、
と
訊た

ず

ね
た
。
羊
飼
い
に
と
っ
て
こ
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ん
な
結
構
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
喜
ん
で
同
行
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
、
明
る
く
照
ら
さ
れ
た
大
広
間
に
何
百
も
の
小
人
の
男
と

乙
女
た
ち
が
お
り
、
皆
黄
色
い
衣
装
だ
っ
た
。
一
同
列
を
作
っ
て
舞
踏
を
始
め
、
羊
飼
い
は
、
ア
ー
ヘ
ン
の
ペ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
演
奏

し
た
あ
の
楽
士
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
も
う
こ
れ
以
上
は
だ
め
、
と
な
る
ま
で
演
奏
し
た
。
す
る
と
隠ポ

ケ
ッ
トし
と
い
う
隠ポ

ケ
ッ
トし
を
金
で
一
杯
に
し

て
く
れ
た
の
は
い
い
が
、
家
に
帰
り
着
く
ま
で
こ
れ
に
触
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
と
申
し
渡
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
外
へ
連
れ
出
さ
れ
た
。

く
た
く
た
に
疲
れ
て
、
家
で
横
に
な
っ
て
い
る
み
た
い
な
気
分
に
な
っ
た
。
目
を
覚
ま
す
と
、
自
分
の
じ
ゃ
が
芋
畑
に
あ
る
一
本
の
木

の
下
に
寝
っ
転
が
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
は
脇
に
置
い
て
あ
っ
た
。
太
陽
は
既
に
中
天
高
く
昇
っ
て
い
た
。
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
弾
き
に
は

何
も
か
も
夢
の
よ
う
だ
っ
た
が
、
貰も

ら

っ
た
た
っ
ぷ
り
の
報
酬
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
隠ポ

ケ
ッ
トし
に
手
を
突
っ
込
ん
だ
。
隠ポ

ケ
ッ
トし
に
は
ど
れ
も

こ
れ
も
樅も

み

の
種
鱗う

ろ
こ

と
毬き

ゅ
う
か果
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
。「
え
え
も
う
、忌
忌
し
い
芥ご

み
く
ず屑
だ
あ
」
と
羊
飼
い
は
ぶ
つ
く
さ
か
き
く
ど
き
、

ぷ
ん
ぷ
ん
し
な
が
ら
隠ポ

ケ
ッ
トし
を
全
部
空
に
し
た
。
さ
て
、
家
に
入
り
、
上
衣
を
脱
い
だ
時
、
隠ポ

ケ
ッ
トし
の
一
つ
で
何
か
チ
リ
ン
と
音
が
し
た
。

そ
こ
で
探
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
引
っ
張
り
出
し
た
の
は
数
枚
の
極
く
古
い
ママ

リ

ー

エ

ン

グ

ロ

ッ

シ

ェ

ン

リ
ア
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

服
の
裏
地
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
わ
け
。
か
っ
と
頭
に
血
が
上
っ
た
男
は
急
い
で
家
を
跳
び
出
し
て
、
風
通
し
の
良
い
あ
の
寝
場
所
に

戻
っ
た
。

─
け
れ
ど
も
何
も
も
う
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
ど
う
も
、
高
い
木
の
大
枝
の
辺
り
と
下
の
じ
ゃ
が
芋
の
葉
っ
ぱ
の
中

で
、
い
い
気
味
だ
な
あ
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
く
す
く
す
笑
い
が
聞
こ
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

二
四
五　

青
い
袖

　

ル
ダ
ウ
の
会
戦
は
惨さ

ん
た
ん憺
た
る
も
の
で
、
敵
軍
は
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
を
敗
退
さ
せ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
旗
手
が

斃た
お

れ
、
修
道
会
の
軍
旗
も
倒
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
勇
敢
な
若
者
が
駆
け
つ
け
、
旗き

し幟
を
摑つ

か

み
取
る
と
、
欣き

ん
ぜ
ん然
と
し
て
振
り
立
て
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た
。
こ
れ
は
ザ
ガ
ン
の
ハ
ン
ス
と
い
う
名
の
靴
屋
の
徒
弟
で
ク
ナ
イ
プ
ホ
ー
フ
市
民
の
息
子
だ
っ
た
。
ク
ナ
イ
プ
ホ
ー
フ
は
古
都
ケ
ー

ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
一
部
で
、
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ニ
プ
ロ
ー
ベ
が
建
設
し
た
も
の
。
既
に
逃
げ
散
り
つ
つ
あ
っ

た
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵
は
再
び
押
し
立
て
ら
れ
た
軍
旗
の
下も

と

に
挙こ

ぞ

っ
て
再
結
集
し
、
雄
雄
し
く
敵
に
立
ち
向
か
い
、
会
戦
に
勝
利
を
収
め
、
戦
場
を

我
が
も
の
と
し
た
。
と
こ
ろ
で
ク
ナ
イ
プ
ホ
ー
フ
の
住
人
ザ
ガ
ン
の
ハ
ン
ス
は
青
い
袖
の
服
を
着
て
い
た
。
戦
い
が
完
勝
に
終
わ
る
と
、

修
道
会
が
こ
の
勇
猛
果
敢
な
若
者
に
大
変
な
恩
恵
を
蒙こ

う
む

っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
総
長
は
ハ
ン
ス
に
、
修
道
会
か
ら
な
ん
な
り
と
報
償

を
求
め
る
が
よ
い
、
と
申
し
渡
し
た
。
す
る
と
ハ
ン
ス
は
、
毎
年
昇ヒ

ン
メ
ル
フ
ァ
ー
ル
ト

天
祭
当
日
修
道
会
の
費
用
で
ク
ナ
イ
プ
ホ
ー
フ
の
人
人
に
饗

宴
を
開
い
て
戴い

た
だ

き
た
い
、と
望
ん
だ
。
頼
み
は
承
諾
さ
れ
、以
後
こ
の
大お

お
ば
ん盤
振ぶ

る
舞ま

い
は
「
麦シ

ュ
メ
ッ
ク
ビ
ー
ア

酒
を
飲
め
や
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
も
っ
と
も
総
長
が
し
た
の
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
冠
を
握
っ
た
青
い
袖
の
手
を
ク
ナ
イ
プ
ホ
ー
フ
の
紋
章
の
図
柄
に
加
え
た

の
で
あ
る
。
ザ
ガ
ン
の
ハ
ン
ス
が
あ
の
危
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
会
戦
で
修
道
会
の
た
め
に
い
わ
ば
王
冠
と
支
配
権
を
し
っ
か
と
握
り
締

め
て
く
れ
た
記
念
と
し
て
。

二
四
六　

十
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
ス

　

昔
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
に
、
い
ず
れ
も
ヨ
ハ
ネ
ス
な
る
名
の
男
が
十
二
人
い
た
。
こ
の
連
中
、
ヨ
ハ
ネ
ス
な
る
名
の
者
に
悪
魔
は
何

も
手
出
し
で
き
な
い
、
と
い
う
俗
説
を
聞
き
込
ん
だ
。
実
は
悪
魔
が
彼
ら
を
ひ
ど
く
騙だ

ま

く
ら
か
し
た
の
だ
が
…
…
。
な
に
し
ろ
、
こ
の

十
二
人
の
若
者
は
悪
魔
を
召
喚
し
、
貧
し
さ
を
訴
え
、
金
持
ち
に
し
て
も
ら
お
う
、
と
仲
間
に
な
り
、
連
れ
立
っ
て
町
を
出
る
と
、
グ

ラ
ッ
ペ
ン
山ベ

ル
ク

─
現
在
は
ロ
ル
山ベ

ル
ク

と
呼
ば
れ
る

─
に
登
り
、
地
面
に
円
を
描
く
と
そ
の
中
に
立
ち
、
悪
魔
を
呪じ

ゅ
も
ん文
で
呼
び
出
し
始

め
た
の
で
。
彼
ら
が
と
り
わ
け
望
ん
だ
の
は
子こ

孵か
え

し
を
し
続
け
て
く
れ
る
シ
リ
ン
グ
銀
貨
を
お
の
お
の
に
一
枚
ず
つ
だ
っ
た
。
こ
の
よ
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う
な
召
喚
者
に
悪
魔
は
シ
リ
ン
グ
銀
貨
を
十
三
枚
持
っ
て
来
る
、
銀
貨
の
内
一
枚
は
悪
魔
の
分
、
籤く

じ

引
き
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
不
運

な
巡
り
合
わ
せ
で
、
悪
魔
の
シ
リ
ン
グ
を
受
け
取
ら
さ
れ
た
者
の
魂
は
死
ぬ
と
悪
魔
の
手
に
落
ち
る
が
、
他
の
十
一
人
は
そ
れ
を
免
れ

る
、
こ
れ
が
彼
ら
の
考
え
。
け
れ
ど
も

─
と
彼
ら
は
当
て
込
ん
だ
の
だ

─
悪
魔
は
自
分
た
ち
に
害
は
加
え
ら
れ
な
い
、
だ
っ
て
だ

れ
も
か
れ
も
ヨ
ハ
ネ
ス
と
い
う
名
だ
か
ら
。
何
も
危
な
い
こ
と
は
な
い
。
悪
魔
は
シ
リ
ン
グ
銀
貨
を
持
っ
て
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

災
厄
の
銀
貨
は
手て

も
と許
に
お
い
て
お
く
ほ
か
な
く
、
そ
う
し
た
け
れ
ば
や
つ
自
身
を
地
獄
へ
連
れ
て
行
く
ほ
か
あ
る
ま
い
、
と
。

─
け

れ
ど
も
結
果
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
悪
魔
は
子
孵
し
銭
を
恵
む
よ
う
な
鷹お

う
よ
う揚
な
ご
機
嫌
で
は
な
か
っ
た
。
出
現
は
し
た
。

そ
れ
も
手
を
変
え
品
を
代
え
い
ろ
い
ろ
な
恰か

っ
こ
う好
で
。
そ
れ
か
ら
己お

の
れ

を
呼
び
出
し
た
連
中
と
長
話
を
、
そ
れ
も
あ
ら
ゆ
る
言
語
で
や
ら

か
し
、
相
手
の
精
神
を
混
濁
さ
せ
た
の
で
、
内
四
人
は
ば
っ
た
り
倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
い
、
も
う
四
人
は
完
全
に
気
が
触
れ
た
。
残
り

四
人
は
逃
げ
走
り
、
冒ぼ

う
と
く瀆
行
為
の
贖し

ょ
く
ざ
い罪
と
し
て
サ
ン
テ
ィ
ア
ー
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
へ
の
巡
礼
を
誓
っ
た
。

　

こ
れ
が
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
に
起
こ
っ
た
の
は
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
テ
ィ
ー
フ
ェ
ン
支
配
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
十
二

人
の
ヨ
ハ
ネ
ス
が
あ
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
古
伝
説
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
に
。
こ
れ
は
毎
日

一
回
世
界
を
回
る
幸
運
の
船
を
持
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
族
の
王
の
話
。
こ
の
船
の
乗
り
組
み
は
い
ず
れ
も
ヨ
ハ
ネ
ス
な
る
名
の
十
二
人

の
弟
子
で
、
毎
年
悪
魔
が
そ
の
内
の
一
人
を
連
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
最
後
の
一
人
を
悪
魔
は
エ
ア
フ
ル
ト
近
郊
の

─

以
前
は
バ
ー
バ
ー
ス
山ベ

ル
ク

と
い
っ
た

─
ペ
ー
タ
ー
ス
山ベ

ル
ク

山
上
に
落
と
し
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
な
る
名
は
、
今
日
で
も
な
お
ド
イ
ツ
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
間
に
、
と
り
わ
け
田
舎
で
は
大
層
あ
り
ふ
れ
て
い
る
が
、
邪

よ
こ
し
ま

な
者
〔
＝
悪
魔
〕
に
対
す
る
庇
護
の
力
を
証
明
し
た
た
め

し
は
か
つ
て
な
い
。
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二
四
七　

嘴
く
ち
ば
し

靴ぐ
つ

　

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
十
二
人
の
ヨ
ハ
ネ
ス
に
よ
っ
て
悪
魔
召し

ょ
う
か
ん喚
が
行
わ
れ
た
の
と
同
じ
時
代
の
こ
と
、
流フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン行
と
い
う
狂
気
の

沙さ

た汰
が
先
の
尖と

が

っ
た
嘴
状
の
靴
の
着
用
と
い
う
莫ば

か迦
げ
た
こ
と
を
流は

や行
ら
せ
た
。
こ
の
嘴
、
最
初
は
指
一
本
分
の
長
さ
だ
っ
た
が
、
次

い
で
一
指シ

ュ
パ
ン
ネ尺
に
な
り
、
や
が
て
半
腕エ

レ尺
も
あ
る
の
を
履
い
て
歩
き
回
り
、
ど
う
だ
、
大
し
た
も
ん
だ
ろ
う
、
と
得
得
と
し
て
い
る
連

中
も
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
短プ

ル
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ

寛
袴
を
ひ
け
ら
か
し
た
後
世
の
軍
人
た
ち
や
中
国
風
に
長
く
指
の
爪
を
伸
ば
し
た
近
代
の
身
分
あ
る

方
方
の
同
類
で
あ
る
。
そ
の
頃
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
出
身
の
あ
る
隊
長
の
息
子
が
悪
魔
に
乗
り
移
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

若
者
に
取
り
憑つ

い
た
悪
魔
が
出
て
行
く
よ
う
に
祓は

ら

わ
れ
る
と
、悪
魔
は
こ
の
青
年
貴
族
の
体
内
か
ら
こ
う
告
げ
た
。「
お
れ
は
出
て
行
っ

て
も
い
い
。
い
い
け
れ
ど
も
、
出
た
後
何
に
潜
り
込
み
ゃ
あ
い
い
の
か
、
ま
ず
教
え
て
も
ら
わ
に
ゃ
な
ら
ん
。
あ
ん
た
ら
、
お
れ
が
嘴

靴
に
入
る
の
を
許
し
ち
ゃ
あ
く
れ
ま
い
か
。
思
う
に
、
あ
ん
中
な
ら
一
万
の
悪
魔
だ
っ
て
楽
楽
だ
。
そ
れ
に
な
、
何
で
も
か
ん
で
も
悪

魔
の
靴
に
押
し
込
ま
れ
る
〔
＝
悪
魔
の
せ
い
に
さ
れ
る
〕
ん
だ
か
ら
、
た
ま
に
ゃ
あ
お
れ
様
自
身
を
靴
の
中
に
入
れ
た
っ
て
よ
か
ろ
う

て
」。

─
許
可
が
出
る
と
、
悪
魔
は
嘴
靴
の
中
に
入
り
込
ん
だ
。
こ
の
こ
と
が
プ
ロ
イ
セ
ン
中
の
評
判
に
な
る
と
、
も
う
こ
の
種
の

靴
を
履
こ
う
と
す
る
者
は
い
な
く
な
り
、
流
行
は
衰
え
、
最
後
に
は
全
く
跡
を
絶
っ
た
。
さ
て
、
嘴
靴
が
も
う
無
く
な
っ
て
か
ら
、
こ

の
話
の
悪
魔
が
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
、
確
か
な
こ
と
は
何
も
分
か
ら
な
い
が
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
十ク

ロ
イ
ツ
ト
ー
ア

字
門
に
引
っ
越
し
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
こ
の
門
は
都ブ

ル
ク
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト

市
の
自
由
通
り
の
端
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
馬ロ

ス

庭ガ
ル
テ
ン園
が
始
ま
っ
た
。
隣
の
右
手
隅
に
は
古
い

聖ク
ロ
ス
タ
ー
・
ツ
ム
・
ハ
イ
リ
ゲ
ン
・
ク
ロ
イ
ツ

十
字
架
修
道
院
の
建
物
が
あ
っ
た
。
こ
の
門
は
か
つ
て
い
つ
も
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
後
世
〔
宗
教
改
革
の
結
果
〕
修
道

士
た
ち
が
追
放
さ
れ
る
と
、
悪
魔
が
門
に
入
り
込
ん
で
、
開
け
っ
放
し
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
く
ら
注
意
深
く
錠
を
下
ろ
し
て
も

だ
め
な
の
で
あ
る
。
結
局
こ
の
門
は
一
七
〇
五
年
に
完
全
に
取
り
壊
さ
れ
た
。
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二
四
八　

宝
物
探
し
の
修
道
士
た
ち

　

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
近
く
に
ぽ
つ
ん
と
離
れ
た
山
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
い
。
山
の
名
は
ガ
ル
ト
ガ
ル
テ
ン

山ベ
ル
ク

、
あ
る
い
は
リ
ー
ナ
ウ
と
い
う
。
山
の
周
り
に
は
ご
く
僅
か
の
住
民
し
か
い
な
い
。
リ
ー
ナ
ウ
の
高
み
か
ら
周
囲
を
眺
め
る
と
、

眼
下
に
は
古
き
王

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
タ
ッ
ト

の
町
、
北
方
に
は
村
落
の
点
在
す
る
平
野
、
そ
の
彼か

な
た方
の
右
手
に
は
ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖
、
左
手
に
は
バ
ル

ト
海
の
渺び

ょ
う
ぼ
う茫
た
る
水み

な
も面
、
両
者
の
間
に
は
目め

じ路
遙
か
に
次
第
に
薄
れ
て
行
く
ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
砂ネ

ー
ル
ン
グ嘴
、
そ
し
て
南
東
に
は
フ
リ
ッ
シ
ュ

海ハ

フ
岸
湖
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
峰
に
は
昔
や
は
り
異
教
の
聖
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
特
に
リ
ゴ
な
る
名
の
偽
神

─
春
と
歓
喜

の
神

─
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
た
由
。
こ
の
神
に
つ
い
て
は
僅
か
の
知
識
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
も
し
か
す
る
と
こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
が
リ
ギ
チ
ュ
と
呼
ん
だ
安
寧
と
和
解
の
神
と
同
一
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
神
に
は
純
潔
な
乙
女
ら
が
聖
火
を
絶
や
さ
ず
奉
献
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
後
に
、
ヴ
ァ
イ
デ
ヴ
ー
ト
王
の
息
子
の
一
人
ザ
ー
モ
の
後こ

う
え
い裔
た
る
ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
の
領
主
た
ち
が
山
上
に
居
住
、

こ
こ
の
聖
な
る
社や

し
ろ

の
一
つ
で
彼
ら
の
神
神
、
と
り
わ
け
食し

ょ
く
ぜ
ん膳
の
楽
し
み
の
神
ク
ル
ヒ
ョ
あ
る
い
は
ゴ
ル
ヒ
ョ
、
畜
群
の
神
ヴ
ァ
ル
ス

カ
イ
ト
、
お
よ
び
家か

き
ん禽
の
神
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ブ
ラ
ー
ト
を
祀
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
三
柱
の
神
神
は
プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
太
古
の
神

話
で
は
最
高
神
ペ
ル
ク
ン
ノ
ス
、
ピ
コ
ッ
ル
ス
、
ポ
ト
リ
ン
プ
ス
に
次
い
で
第
二
の
地
位
に
あ
っ
た
。
と
ど
の
つ
ま
り

ドド

イ

チ

ャ

ー

・

オ

ル

デ

ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
が
ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
を
も
征
服
、
諸
処
の
異
教
の
聖
地
を
破
却
、
更
に
ず
っ
と
後
代
に
な
る
と
ル
タ
ー
の
教
説
が

聖マ

リ

ー

エ

ン

オ

ル

デ

ン

母
マ
リ
ア
兄
弟
団
を
も
駆
逐
、
修
道
院
は
廃
棄
さ
れ
、
修
道
士
・
修
道
女
ら
は
牧
人
を
失
っ
た
家
畜
の
群
れ
同
然
と
な
っ
た
。
さ
て

そ
う
し
た
十
四
人
の
修
道
士
が
い
た
。
彼
ら
は
も
は
や
何
も
生
き
る
す
べ
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
秘
密
の
こ
と
ど
も
に
は
か
な
り
通
じ

て
お
り
、
リ
ー
ナ
ウ
の
山
上
に
少
な
か
ら
ぬ
量
の
宝
物
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
宝
物
探
し
に
必
要
な

道
具
を
全
て
携
え
て
登
り
、
古
い
壁
の
廃は

い
き
ょ墟
に
行
き
当
た
る
と
、
こ
れ
を
掘
り
に
掛
か
っ
た
。
や
が
て
穴
蔵
を
発
見
し
た
。
穴
蔵
に
は
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大
き
な
骨こ

つ
つ
ぼ壺
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
ど
の
骨
壺
の
傍か

た
わ

ら
に
も
黒
犬
が
一
頭
ず
つ
寝
そ
べ
っ
て
お
り
、
口
か
ら
煙
を
吐
い
た
が
、

こ
れ
は
毒
気
で
あ
っ
て
、
五
人
の
修
道
士
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
倒
れ
て
死
に
、
他
の
者
は
逃
げ
出
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
の
三
人
は
翌

日
息
絶
え
た
。
後
の
六
人
の
修
道
士
は
宝
物
探
し
に
必
要
な
物
を
全
て
用
意
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、話
し
合
っ
て
、

と
に
か
く
も
う
一
度
や
っ
て
み
よ
う
、
だ
が
も
っ
と
良
い
武
器
を
持
っ
て
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
再
度
の
登
山
に
携
え
た
の
は
聖

油
を
塗
布
し
た
聖
像
の
数
数
、
そ
れ
か
ら
い
と
も
聖
な
る
品
〔
＝
聖
体
〕。
聖
体
を
穴
の
縁
に
安
置
し
、
聖
な
る
弥ミ

サ撒
を
執
り
行
い
、

連リ
タ
ニ禱
を
唱
え
た
。
す
る
と
犬
ど
も
は
消
え
失
せ
、
毒
気
は
も
は
や
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
骨
壺
を
持
ち
去
る
に
は
問
題
は
な
く

な
っ
た
が
、
た
だ
極
め
て
重
か
っ
た
。
修
道
士
た
ち
は
嬉う

れ

し
く
て
堪た

ま

ら
ず
、
め
い
め
い
が
大
き
く
重
い
骨
壺
を
山
の
下
へ
運
び
降
ろ
す

の
も
ど
う
っ
て
こ
と
は
な
い
で
は
な
い
か
、
と
思
え
た
。
汗
だ
く
で
喘あ

え

ぎ
喘
ぎ
の
仕
事
だ
っ
た
が
。
な
に
し
ろ
壺
の
丈
と
き
た
ら
数

脚フ
ー
ス尺
も
あ
り
、
壺
の
腹
は
修
道
士
の
腹
同
様
ぼ
っ
て
り
膨
ら
ん
で
い
た
の
で
ね
。
司
教
と
執
事
立
ち
会
い
の
下
、
修
道
士
た
ち
は
こ
の

異
教
の
骨
壺
の
中
身
を
注
意
深
く
調
べ
始
め
た
。
す
る
と
出
て
来
た
の
は
い
や
も
う
結
構
な
代
物
の
数
数

─
粘
土
、
砂
、
炭
の
小
塊
、

骨
の
一
部
、遺
灰
と
い
っ
た
具
合
、た
だ
し
金
属
は
、い
わ
ん
や
貴
金
属
は
欠か

け
ら片
も
あ
り
は
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
修
道
士
た
ち
は
し
ょ

ん
ぼ
り
が
っ
く
り
。
な
に
せ
古
代
研
究
者
で
は
な
か
っ
た
か
ら
。
も
し
そ
う
だ
っ
た
ら
、空
っ
ぽ
の
骨
壺
だ
っ
て
充
分
喜
び
の
種
に
な
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
壊
さ
ず
に
ま
る
ま
る
リ
ー
ナ
ウ
か
ら
運
び
降
ろ
せ
た
こ
と
に
欣き

ん
き
じ
ゃ
く
や
く

喜
雀
躍
し
た
だ
ろ
う
け
れ
ど
。
さ
て
、
彼
ら
に
は

憤ふ
ん
ま
ん懣
の
遣や

り
場
が
な
か
っ
た
か
ら
、
結
局
悪
魔
が
責
任
を
取
ら
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
悪
魔
の
奴
め
が
壺
の
中
の
黄
金
を
け
し
か
ら
ん
灰

や
炭
に
変
え
お
っ
た
の
だ
、
と
。
哀
れ
な
悪
魔
は

─
何
で
も
か
ん
で
も
自
分
の
靴
に
押
し
込
ま
れ
て
し
ま
う
〔
＝
自
分
の
せ
い
に
さ

れ
て
し
ま
う
〕
哀
れ
な
悪
魔
は
、
そ
ん
な
こ
と
ま
る
っ
き
り
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
…
…
。
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二
四
九　

ヨ
ド
ク
ス
の

柏
ア
イ
ヒ
ェ

　

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
か
ら
さ
し
て
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
ラ
ビ
ア
ウ
の
町
が
あ
る
。
こ
こ
の
川
縁べ

り

に
昔
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
大
木
が
聳そ

び

え
て
い
て
、

聖
者
ヨ
ド
ク
ス

─
あ
ら
ゆ
る
水
の
守
護
聖
人

─
に
奉
献
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

に
は
空う

ろ洞
が
あ
り
、
ダ
イ
メ
川
を
行
き
交
う

舟ふ
な
び
と人
は
こ
こ
を
通
り
過
ぎ
る
た
び
に
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銅
貨
一
枚
の
賽さ

い
せ
ん銭
を
投
げ
込
ん
だ
。
そ
う
す
れ
ば
聖
者
が
嵐
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
の

だ
っ
た
。
舟
人
は
喜
ん
で
賽
銭
を
奉
納
し
た
。
彼
ら
に
は
父
祖
の
時
代
か
ら
何
と
も
い
え
な
い
感
動

─
聖
な
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

に
対
す
る
古
代

異
教
の
崇
拝
心
を
受
け
継
い
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
日
一
人
の
悪
党
が
盗
み
心
を
起
こ
し
、
空
洞
の
中
の
お
宝
に
賤い

や

し
い
手
を
伸

ば
し
、
見
つ
け
た
有
り
金
を
全
部
か
っ
攫さ

ら

っ
た
。
こ
れ
は
四
十
マ
ル
ク
に
近
か
っ
た
。
そ
の
時
か
ら
柏

ア
イ
ヒ
ェ

は
枯
れ
、
柏

ア
イ
ヒ
ェ

が
萎な

え
枯
れ

る
と
、
泥
棒
の
手
も
萎
え
枯
れ
た
。
舟
人
ら
は
今
な
お
柏

ア
イ
ヒ
ェ

が
立
っ
て
い
た
場
所
を
心
得
て
お
り
、
彼
ら
の
中
で
い
ま
だ
に
信
心
深
い

者
た
ち
は
こ
の
場
所
を
通
過
す
る
折
相
変
わ
ら
ず
賽
銭
を
流
れ
に
投
じ
る
。
聖
者
ヨ
ド
ク
ス
も
も
う
随
分
以
前
か
ら
こ
の
地
方
で
は
ほ

と
ん
ど
だ
れ
の
記
憶
に
も
残
っ
て
い
な
い
の
だ
が
…
…
…
。
こ
の
水
の
聖
者
は
、
携
え
た
杖
で
地
面
を
突
き
刺
し
、
そ
こ
か
ら
泉
が

迸
ほ
と
ば
し

り
出
て
い
る
姿
で
描
か
れ
た
。

二
五
〇　

タ
ピ
ア
ウ
の
飢
餓
の
地
下
牢

　

タ
ピ
ア
ウ
城
の
地
下
深
く
に
穴
蔵
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
教
会
の
聖
具
室
と
隣
り
合
っ
て
い
る
。
こ
の
穴
蔵
に
は

ま
こ
と
に
お
ぞ
ま
し
い
伝
説
が
あ
る
。
騎
士
修
道
会
の
騎
士
が
行
っ
た
残
忍
非
道
な
所
業
で
あ
る
。

　

修ホ
ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
時
代
、
敬け

い
け
ん虔
に
し
て
学
識
あ
る
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ー
バ
と
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い
う
御
仁
が
い
た
。
彼
は
両
法
学
博
士
で
あ
り
、
二
人
の
教
皇

─
パ
ウ
ル
ス
二
世
と
そ
の
後
継
者
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
〔
四
世
〕

─
の

寵
愛
を
蒙こ

う
む

り
、
後
者
は
彼
を
ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
の
司
教
に
任
命
し
た
。
こ
の
任
命
は
ドド

イ
チ
ュ
オ
ル
デ
ン
ス
マ
イ
ス
タ
ー

イ
ツ
騎
士
修
道
会
総
長
と
そ
の
司
教
座
聖
堂
参
事

会
の
意
向
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
の
で
、新
司
教
は
拘
禁
さ
れ
た
。
な
に
せ
修
道
会
は
荒
荒
し
い
気
風
で
、教
皇
お
気
に
入
り
の
ロ
ー

マ
者
な
ん
ぞ
ふ
る
ふ
る
ご
免
蒙こ

う
む

り
た
か
っ
た
し
、
そ
の
行ぎ

ょ
う
じ
ゅ
う
ざ
が

住
坐
臥
は
聖
職
者
と
い
う
よ
り
騎
士
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
司
教

は
教
皇
の
庇
護
の
下
堕
落
し
た
修
道
会
を
改
善
・
改
革
し
よ
う
と
志
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
世
の
中
を
う
ま
く
改
革
し
よ
う
と
思
う
者

は
、
黒く

ろ
が
ね鉄
の
拳こ

ぶ
し

、
青
銅
の
額
、
焰ほ

の
お

の
心
臓
の
持
ち
主
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
成
功
し
っ
こ
な
い
。
世
の
中
と
い
う

も
の
は
改
革
・
改
善
さ
れ
た
が
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ー
バ
司
教
の
気
性
で
は
、
騎
士
ら
し
く
誇
り
高

く
勇
猛
果
敢
な
夥

お
び
た
だ

し
い
騎
士
聖
職
者
ら
に
単
独
で
立
ち
向
か
う
に
は
不
足
だ
っ
た
。
修
道
会
の
幹
部
た
ち
は
彼
を
捕
ら
え
、
タ
ピ
ア

ウ
の
城
へ
連
行
さ
せ
た
。
司
教
は
そ
こ
で
ま
ず
は
身
分
相
応
、
鄭て

い
ち
ょ
う重
に
拘
禁
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
け
し
か
ら
ぬ
背
信
行
為
が
囚と

ら

わ
れ

の
司
教
を
罠わ

な

に
陥
れ
た
。
司
教
は
逃
亡
を
試
み
る
よ
う
甘
言
を
弄ろ

う

さ
れ
、
そ
の
現
場
を
発
見
さ
れ
た
。
か
く
て
破
滅
が
決
定
し
、

修ホ
ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
と
修
道
会
参
事
会
は
こ
の
不
幸
な
男
に
餓
死
刑
を
宣
告
。
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
先
に
述
べ
た
穴
蔵
に
入
れ
ら
れ
、
壁
に
鎖
で

繫つ
な

が
れ
、
飲
み
物
も
食
べ
物
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
た
。
八
日
間
と
い
う
も
の
、
彼
は
こ
こ
で
際
限
も
な
い
苦
し
み
を
味

わ
い
な
が
ら
衰
え
て
行
っ
た
。
八
日
目
、
教
会
に
い
た
会
衆
は
こ
う
呻う

め

き
叫
ぶ
嗄し

ゃ
が

れ
た
声
を
耳
に
し
た
。
聖
具
室
の
扉
が
た
ま
た
ま

開
き
っ
放
し
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
我
が
神
、
我
が
神
、
な
ん
ぞ
我
を
見
棄
て
た
ま
い
し
や
。
我
が
神
、
我
が
神
、
我
を
憐あ

わ

れ

み
た
ま
え
」。

　

こ
の
叫
び
声
は
司
教
の
亡な

き
が
ら骸
が
と
っ
く
に
埋
葬

─
こ
れ
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
で
行
わ
れ
た

─
さ
れ
て
か
ら
も
し
ば
し
ば
聞
か

れ
た
。
か
の
非
道
な
行
為
は
評
判
に
な
り
、
教
皇
は
修
道
会
に
対
し
激
怒
し
た
が
、
修
道
会
は
無
罪
を
誓
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し

て
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
は
重
病
に
な
っ
た
。
幸
い
恢か

い
ふ
く復
し
始
め
た
時
、
突
然
が
ば
と
起
き
上
が
る
と
、
こ
う
叫
ん
だ
「
わ
し
の
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
を
。
わ
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し
の
駒こ

ま

を
。
あ
の
司
教
が

─
わ
し
は
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

─
あ
の
司
教
が
神
の
審
判
へ
と
わ
し
を
召
喚
し
て
お
る
。
主し

ゅ

な
る
我
が
神

よ
、
我
を
憐
れ
み
た
ま
え
」。

─
そ
し
て
く
ず
お
れ
て
死
ん
だ
。

二
五
一　

ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
近
郊
の
城

シ
ュ
ロ
ス
ベ
ル
ク山

　

ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
を
見
下
ろ
す
山
上
に
昔
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
騎
士
た
ち
が
城じ

ょ
う
さ
い塞
を
築
い
た
。
そ
の
廃は

い
き
ょ墟
は
い
ま
だ
に
見
ら
れ
、

山
上
に
は
不
気
味
な
雰ふ

ん
い
き

囲
気
が
漂
う
。
城

シ
ュ
ロ
ス
ベ
ル
ク
山
と
城
塞
の
廃
墟
に
纏ま

つ

わ
る
伝
説
は
大
抵
そ
う
し
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
も
白
衣
の
乙

女
が
出
没
、
救
済
を
求
め
る
と
か
。
瓦が

れ
き礫
の
下
に
は
今
な
お
隠
さ
れ
た
財
宝
が
ど
っ
さ
り
眠
っ
て
い
る
。
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
が

か
わ
い
そ
う
に
崩
れ
か
か
っ
た
地
下
の
穴
蔵
に
た
ま
た
ま
落
ち
て
し
ま
う
と
、
白
衣
の
乙
女
が
現
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
帽
子
を
金
貨

で
一
杯
に
し
て
く
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
き
ゃ
あ
き
ゃ
あ
喜
ん
で
贈
り
物
を
持
ち
帰
り
、
悲
嘆
の
涙
に
昏く

れ
て
い
た
両
親
た
ち
は
ほ
っ

と
し
て
あ
り
が
た
が
る
。
こ
う
し
た
賜た

ま
も
の物
を
羨う

ら
や

ん
だ
他
人
が
穴
蔵
に
這は

い
込
む
と
、
出
く
わ
し
た
の
は
蝦が

ま蟇
や
ら
蟇ひ

き
が
え
る蛙
ば
っ
か
り
で
、

宝
を
授
け
て
く
れ
る
乙
女
な
ど
お
れ
ば
こ
そ
。
あ
る
宵
の
こ
と
、靴
屋
仲
間
が
寄
り
合
っ
て
例
年
の
記
念
日
を
祝
い
、し
た
た
か
に
酔
っ

払
っ
た
。
二
人
の
職
人
が
、
城

シ
ュ
ロ
ス
ベ
ル
ク
山
の
白
衣
の
乙
女
を
訪
ね
に
行
く
の
も
悪
く
な
い
な
、
そ
れ
く
ら
い
の
勇
気
は
あ
ら
あ
、
と
考
え
、

そ
の
夜
千ち

ど
り鳥
足
で
山
に
登
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
当
に
乙
女
が
坐
っ
て
い
る
を
目
に
し
た
。
乙
女
の
衣
装
は
眩め

ま
い暈
が
す
る
ほ

ど
美
し
か
っ
た
。
乙
女
は
金
貨
が
詰
ま
っ
た
醸
造
鍋な

べ

を
前
に
し
、
白し

ろ
が
ね銀
の
杓し

ゃ
く
し子
を
手
に
し
て
い
た
。
靴
屋
の
職
人
た
ち
は
丁
寧
に
、
お

晩
で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
ご
挨あ

い
さ
つ拶
を
申
し
上
げ
、〔
旅
修
業
に
出
る
た
め
の
〕
路
用
を
少
少
戴い

た
だ

け
ま
い
か
、
と
お
願
い
し
た
。
す
る
と
乙

女
は
二
人
に
、
彼
ら
が
し
て
い
る
皮
の
前
掛
け
を
持
ち
上
げ
る
よ
う
身
振
り
で
示
し
、
杓
子
で
山
盛
り
の
金
貨
を
醸
造
鍋
か
ら
前
掛
け

に
入
れ
て
く
れ
た
。
か
く
し
て
職
人
た
ち
は
ふ
う
ふ
う
言
い
な
が
ら
重
荷
を
持
ち
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
靴
屋
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
衆
と
職
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人
連
は
興
味
津し

ん
し
ん津
、〔
祝
宴
会
場
の
〕
靴
屋
組
合
集
会
所
で
大
胆
な
仲
間
を
待
っ
て
い
た
。
や
っ
と
こ
さ
っ
と
こ
山
か
ら
戻
っ
て
来
た

─
途
中
頭
は
重
く
な
る
一
方
、
前
掛
け
は
軽
く
な
る
一
方
だ
っ
た
が

─
二
人
は
歓
声
を
挙
げ
て
お
宝
を
卓テ

ー
ブ
ル子
に
ぶ
ち
撒ま

け
た
。

─
お
ん
や
、
畜
生
、
な
ん
て
え
こ
っ
た

─
こ
れ
が
金
貨
だ
っ
ち
ゅ
う
の
か
。
黄
色
い
蠑い

も
り螈
、
緑
の
蛙か

え
る

、
茶
色
の
蝦
蟇
、
腐
っ
た

木
切
れ
…
…
。
気
味
悪
い
生
き
物
ど
も
は
そ
こ
い
ら
へ
ん
を
這
い
回
る
は
、
プ
ッ
ツ
ィ
ガ
ー
麦ビ

ー
ア酒
や
ダダ

ン
ツ
ィ
ガ
ー
・
ゴ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

ン
ツ
ィ
ヒ
黄
金
水
の
酒さ

か
ず
き杯
の
中

に
跳
び
込
む
は
、
と
い
う
騒
ぎ
で
、
い
や
も
う
ひ
ど
い
こ
と
に
あ
い
な
っ
た
。
職
人
二
人
は
散
散
に
ぶ
ん
殴
ら
れ
た
。
だ
っ
て
ね
え
、

靴
製
造
同
業
組
合
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
り
ゃ
あ
こ
い
つ
ら
が
わ
ざ
と
や
ら
か
し
た
ろ
く
で
も
な
い
悪
ふ
ざ
け
だ
、
と
し
か
思
え
な
か
っ

た
も
の
な
あ
。

二
五
二　

騎
士
た
ち
と
修
道
女
た
ち

　

ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
の
古
い
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
に
そ
の
昔
極
め
て
古
い
市ラ

ー
ト
ハ
ウ
ス

庁
舎
が
建
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
新
月
の
真
夜
中
、
奇
妙
な
亡
霊
が

出
現
す
る
の
を
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
城

シ
ュ
ロ
ス
ベ
ル
ク
山
か
ら
ず
っ
と
下
っ
て
来
る
い
わ
ゆ
る
教キ

ル
ヒ
ェ
ン
ヴ
ェ
ー
ク

会
路
を
お
そ
ろ
し
く
年
代
物
の
無
蓋
馬
車

が
四
輛り

ょ
う

、
ど
れ
も
四
頭
立
て
、
最
初
の
二
輛
は
白
馬
、
残
り
の
二
輛
は
黒
馬
に
牽ひ

か
れ
て
来
た
。
白
馬
は
静
か
な
足
取
り
だ
が
、
黒

馬
は
騒
が
し
く
、
棹さ

お

立
ち
に
な
っ
た
り
、
鼻
孔
か
ら
火
花
を
噴
い
た
り
す
る
。

　

前
の
二
輛
に
は
そ
れ
ぞ
れ
六
人
、
合
わ
せ
て
十
二
人
の
修
道
女
が
白
い
修
道
会
服
を
纏ま

と

い
、
ス
カ
プ
ラ
リ
オ
と
念ロ

ザ
リ
オ珠
を
携
え
て
腰
掛

け
て
い
る
が
、
首
が
な
い
。
後
の
車
輌
に
は
鎧
に
身
を
固
め
た
騎
士
が
十
二
人
乗
っ
て
お
り
、
め
い
め
い
冑か

ぶ
と

を
片
腕
に
抱
え
て
い
る
。

冑
に
は
騎
士
の
首
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
一
行
は
し
ん
と
物
音
一
つ
立
て
ず
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
を
三
回
廻ま

わ

る
。
蹄ひ

づ
め

の
音
も
響
か
ず
、
車
輪
が

ご
ろ
ご
ろ
い
う
の
も
聞
こ
え
な
い
。
修
道
女
た
ち
の
馬
車
の
馭ぎ

ょ
し
ゃ者
は
白
い
仔こ

羊
、
騎
士
た
ち
の
馭
者
は
黒
い
牡お

山や

ぎ羊
で
あ
る
。
最
後
に
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一
行
が
古
い
市ラ

ー
ト
ハ
ウ
ス

庁
舎
に
入
っ
て
行
く
と
、
中
で
荒
荒
し
い
音
楽
が
始
ま
る
。
騎
士
た
ち
の
喧や

か
ま

し
く
耳
障
り
な
声
、
修
道
女
た
ち
の
優

し
く
甘
美
な
声
、
酒
宴
の
唄
と
調
べ
も
麗
し
い
讃さ

ん
び
か

美
歌
が
混
じ
り
合
っ
て
聞
こ
え
て
来
る
。
そ
の
さ
ま
は
か
の
ラ
イ
ン
河
畔
ニ
ー
ダ
ー

ラ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
近
郊
の
呪
わ
れ
た
修
道
院
に
お
け
る
の
と
同
様
。
真
夜
中
を
告
げ
る
鐘
が
鳴
り
始
め
た
途
端
、
馬
車
の
群
れ
は
乗

員
も
ろ
と
も
市ラ

ー
ト
ハ
ウ
ス

庁
舎
か
ら
姿
を
現
し
、
ま
た
し
て
も
三
回
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
を
廻
る
。
そ
れ
か
ら
今
度
は
教キ

ル
ヒ
ェ
ン
ヴ
ェ
ー
ク

会
路
を
戻
る
の
で
は
な
く
、

城
シ
ュ
ロ
ス
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

通
り
を
通
っ
て
〔
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
か
ら
〕
出
て
行
く
。
た
だ
こ
の
時
な
ん
と
も
陰
惨
奇
怪
な
光
景
が
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
騎
士
た
ち

の
胴
体
に
修
道
女
た
ち
の
頭
が
、
修
道
女
た
ち
の
胴
体
に
冑
を
被か

ぶ

っ
た
騎
士
た
ち
の
頭
が
乗
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

一
八
一
八
年
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
に
面
し
た
建
物
が
古
い
市ラ

ー
ト
ハ
ウ
ス

庁
舎
と
も
ど
も

─
た
っ
た
一
つ
の
古
家
を
除
い
て

─
焼
け
落
ち
て
し
ま
っ
た

時
、
騎
士
た
ち
と
修
道
女
た
ち
が
出
現
し
た
。
け
れ
ど
も
お
の
お
の
自
分
の
頭
を
正
し
い
場
所
に
載の

せ
て
。
彼
ら
は
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
の
煙
る

余よ
じ
ん燼
や
瓦が

れ
き礫
の
上
を
九
回
馬
車
で
廻
っ
て
か
ら
、
一
軒
残
っ
た
古
家
の
中
で
夜
の
祭
を
行
っ
た
。
し
か
し
以
前
の
よ
う
に
荒
荒
し
く
も

喧
し
く
も
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
洋オ

ル
ガ
ン琴
の
調
べ
と
敬け

い
け
ん虔
な
聖
歌
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
を
再
建
す
る
際
、
焼
け
損
じ
た

例
の
古
家
も
、
新
た
な
広
場
を
前
の
も
の
よ
り
拡
張
す
る
た
め
、
取
り
壊
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
る
と
撤
去
が
行
わ
れ
た
後
の
最

初
の
新
月
の
夜
、
そ
れ
が
あ
っ
た
場
所
で
ま
こ
と
に
穏
や
か
で
優
し
い
音
楽
と
「
願
ハ
ク
ハ
父
ト
子
ト
聖
霊
ト
ニ
栄
ヱ
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」

な
る
歓
喜
溢あ

ふ

れ
る
合
唱
が
聞
こ
え
た
。
こ
う
し
て
騎
士
た
ち
と
修
道
女
た
ち
は
こ
の
世
に
別
れ
を
告
げ
、
永
遠
の
安
息
に
赴
い
た
の
で

あ
る
。

二
五
三　

バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
バ
ル
テ
ル

　

バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
町
の
傍
ら
を
ア
レ
川
が
流
れ
、
そ
の
穏
や
か
な
河
水
を
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
へ
と
注
い
で
い
る
。
町
の
近
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く
に
河
面
を
す
ぐ
下
に
見
晴
る
か
す
高
み
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
い
ま
だ
に
城じ

ょ
う
さ
い塞
の
廃は

い
き
ょ墟
が
あ
り
、
人
間
の
姿
に
似
て
い
な
く
も
な
い

巨
大
な
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
の
巌が

ん
か
い塊
が
立
っ
て
い
る
。丘
の
上
の
城
塞
は
か
つ
て
こ
の
地
方
を
治
め
た
領
主

─
名
は
バ
ル
ト

─
の
居
城
だ
っ
た
。

彼
の
城
は
魔
法
の
呪
い
を
掛
け
ら
れ
て
地
の
底
に
沈
ん
だ
が
、
バ
ル
ト
は
石
に
さ
れ
て
空
の
下
に
留
ま
っ
て
い
る
。
民
衆
は
こ
の
石
を

バ
ル
テ
ル
と
呼
ぶ
。
丘
の
麓
の
町
は
こ
れ
に
因ち

な

ん
で
名
付
け
ら
れ
た
由
。
山
中
に
は
莫
大
な
宝
物
が
ま
だ
隠
さ
れ
て
い
る
と
か
、
地
下

道
が
ア
レ
川
の
下
を
か
い
く
ぐ
っ
て
隣
村
の
一
つ
の
教
会
の
中
に
通
じ
て
い
る
と
か
。
た
だ
、
ど
こ
の
村
の
教
会
や
ら
さ
っ
ぱ
り
。
教

会
が
あ
れ
ば
、
近
く
の
ババ

ル
テ
ル
ス
ド
ル
フ

ル
テ
ル
の
村
が
最
有
力
候
補
か
も
知
れ
な
い
。

　

以
前
は
バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ヨヨ

ハ
ネ
ス
キ
ル
ヒ
ェ

ハ
ネ
教
会
に
も
う
一
つ
人
間
に
似
た
巌
塊
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
現
在
修レ

ク
ト
ラ
ー
ト
ガ
ル
テ
ン

道
院
長
庭
園

に
立
っ
て
い
る
。
あ
る
市
民
の
娘

─
伝
説
は
こ
の
子
の
名
前
さ
え
グ
ス
テ
・
バ
ル
デ
と
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
い
る

─
が
母
親
の
言
い

付
け
で
弥ミ

サ撒
に
出
掛
け
た
。
し
か
し
見み

え
ぼ
う

栄
坊
で
、
服
が
あ
ん
ま
り
上
等
で
は
な
い
、
と
文
句
た
ら
た
ら
だ
っ
た
娘
は
、
母
親
に
逆
ら
っ

て
聖
歌
の
合
唱
に
加
わ
る
の
を
拒
ん
だ
。〔
そ
う
し
て
石
の
よ
う
に
黙
り
こ
く
っ
て
い
た
の
で
〕
母
親
は
か
ん
か
ん
に
な
っ
て
叫
ん
だ
。

「
そ
う
か
い
、
お
ま
え
、
そ
れ
じ
ゃ
石
に
な
っ
ち
ま
え
ば
い
い
、
こ
の
お
洒し

ゃ
れ落
好
き
の
莫ば

か迦
娘
」。
す
る
と
娘
は
す
っ
か
り
石
に
変
わ
っ

て
し
ま
い
、
今
日
に
至
る
ま
で
石
の
ま
ん
ま
と
い
う
わ
け
。

二
五
四　

ミ
リ
ゲ
ー
ド

　

ドド
イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
騎
士
た
ち
が
四
百
人
の
武
装
兵
と
と
も
に
立
て
籠こ

も
っ
た
バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
を
異
教
徒
の
プ
ロ
イ
セ

ン
人
が
攻
囲
し
た
。
率
い
る
頭
領
は
マ
テ
ィ
ン
ゴ
な
る
名
だ
っ
た
。
城
の
守
備
隊
の
中
に
逞た

く
ま

し
い
巨
漢
が
い
て
、
こ
れ
は
ミ
リ
ゲ
ー

ド
と
い
っ
た
。
元
は
異
教
徒
だ
っ
た
の
だ
が
、
改
宗
し
て
聖
母
マ
リ
ア
兄
弟
団
の
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
異
教
徒
側
は
彼
を
非
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常
に
恐
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
無
敵
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
ミ
リ
ゲ
ー
ド
よ
り
死
ん
だ
ミ
リ
ゲ
ー
ド
の
顔
を
是
非
と
も
拝
み
た

い
も
の
だ
、
と
思
っ
た
異
教
徒
軍
は
、
彼
に
対
し
て
あ
る
謀は

か

り
ご
と
を
企
て
た
。
ま
ず
代
表
戦
士
が
出
て
、
ミ
リ
ゲ
ー
ド
を
一
対
一
の

決
闘
に
誘
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ミ
リ
ゲ
ー
ド
は
た
っ
た
独
り
で
現
れ
、
携
え
た
武
器
は
棍こ

ん
ぼ
う棒
だ
け
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
軽
く
は
な
く
、

そ
の
ず
ん
ぐ
り
丸
い
頭
部
に
は
鉛
が
充じ

ゅ
う
て
ん填
さ
れ
て
い
た
。
さ
て
闘
士
が
進
み
出
て
彼
に
立
ち
向
か
っ
た
が
、
更
に
二
十
人
も
の
プ
ロ

イ
セ
ン
兵
が
ご
く
近
く
に
う
ま
く
姿
を
隠
し
て
潜
ん
で
い
た
。
ミ
リ
ゲ
ー
ド
は
敵
に
絶
妙
な
一
撃
を
お
見
舞
い
申
し
、
冑か

ぶ
と

を
文
字
通

り
頭
蓋
に
叩
き
込
ん
だ
の
で
、
相
手
は
ば
っ
た
り
く
ず
お
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
潜
伏
し
て
い
た
二
十
人
の
敵
兵
が
立
ち
現

れ
、
猟
犬
の
群
れ
が
牡エ

ー
デ
ル
ヒ
ル
シ
ュ

角
鹿
を
攻
め
立
て
る
よ
う
に
、
ど
っ
と
襲
い
掛
か
っ
た
。
ミ
リ
ゲ
ー
ド
は
棍
棒
を
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
振
り
回
し
、

中あ
た

る
と
こ
ろ
、草
も
生
え
な
か
っ
た〔
＝
恐
ろ
し
い
打
撃
を
喰く

ら
わ
せ
た
〕。
ほ
ん
の
僅
か
な
間
に
十
五
人
が
あ
え
な
く
斃た

お

れ
、ミ
リ
ゲ
ー

ド
は
手
傷
一
つ
負
わ
な
い
と
い
う
有
様
。
残
り
の
敵
は
逃
げ
走
り
、ミ
リ
ゲ
ー
ド
は
悠
然
と
バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
に
引
き
揚
げ
た
。

二
五
五　

ア
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
小
人
た
ち

　

ア
レ
川
沿
い
を
更
に
遡

さ
か
の
ぼ

る
と
ア
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
小
さ
な
町
が
あ
る
。
そ
の
名
を
与
え
た
の
は
ア
レ
川
で
、
川
か
ら
も
っ

と
離
れ
た
内
陸
に
あ
る
ア
レ
ン
ブ
ル
ク
も
全
く
同
様
。
ア
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
は
小
人
た
ち
が
夥

お
び
た
だ

し
く
棲す

ん
で
い
る
。
あ
る
裕
福
な

市
参
事

─
名
は
シ
ェ
レ
ン
ド
ル
フ

─
の
妻
が
あ
る
晩
独
り
で
自
室
に
い
た
。
女
中
た
ち
は
家
事
で
忙
し
く
し
て
い
た
が
、
妻
は
骨

休
め
で
灯あ

か
り火
も
点つ

け
ず
だ
っ
た
。
ぼ
ん
や
り
物
思
い
に
耽ふ

け

っ
て
い
る
と
、
部
屋
の
扉
が
一
杯
に
開
い
て
、
男
の
小
人
た
ち
が
う
よ
う
よ

入
っ
て
来
た
。
い
ず
れ
も
先
っ
ち
ょ
の
尖と

が

っ
た
帽
子
を
被
り
、
青
い
火
の
燃
え
て
い
る
ち
い
ち
ゃ
い
角ラ

ン
タ
ン灯
を
提さ

げ
、
て
ん
で
に
こ
の
上

な
く
着
飾
っ
た
小
人
の
婦
人
か
小
人
の
乙
女
を
連
れ
て
い
た
。
シ
ェ
レ
ン
ド
ル
フ
夫
人
は
び
っ
く
り
仰
天
、
両
手
で
目
を
覆
っ
た
が
、
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指
の
間
か
ら
覗の

ぞ

い
て
、
組
に
な
っ
た
小
人
の
男
女
が
輪
舞
の
配
置
に
就
い
て
、
す
ぐ
さ
ま
い
と
も
優
雅
に
踊
り
始
め
る
の
を
眺
め
た
。 

と
、
突
然
一
人
の
男
の
小
人
が
踊
り
の
輪
か
ら
離
れ
て
夫
人
の
前
に
来
る
と
、
吼ほ

え
る
よ
う
な
声
で
こ
う
怒
鳴
っ
た
。「
何
を
覗
い
て

る
。
覗
い
ち
ゃ
い
か
ん
。
ち
ゃ
ん
と
目
を
瞑つ

ぶ

れ
」。

─
で
も
夫
人
は
そ
う
し
な
い
で
、
指
の
間
か
ら
覗
き
見
し
続
け
た
。
男
の
小
人

は
も
う
一
度
言
っ
た
。「
奥
さ
ん
、
言
わ
れ
た
通
り
目
を
瞑
り
な
」。

─
そ
れ
で
も
夫
人
は
そ
う
し
な
か
っ
た
。
す
る
と
男
の
小
人
は

も
う
一
人
に
こ
う
言
っ
た
。「
窓
を
閉
め
ち
ま
え
」。

─
す
ぐ
さ
ま
そ
の
別
の
小
人
が
夫
人
の
前
に
歩
み
寄
り
、
彼
女
の
両
眼
に
ふ
っ

と
息
を
吹
き
込
ん
だ
。
そ
の
瞬
間
か
ら
夫
人
は
何
も
見
え
な
く
な
り
、
生
涯
盲め

し
い目
の
ま
ま
だ
っ
た
。

二
五
六　

白し
ろ
は
と鳩
た
ち

　

一
三
二
五
年
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
彼
ら
が
支
配
権
を
主
張
し
て
い
る
地
域
を
防
衛
し
、
堅
固
な
拠
点
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
考
え
、
ガガ

リ

ン

デ

ィ

エ

ン

リ
ン
ド
の
地
に
ヴ
ァ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
城
（
こ
れ
も
ア
レ
河
畔
に
あ
る
）、
ババ

ル
テ
ン
ラ
ン
ト

ル
ト
の
地
に
ゲ
ル
ダ

ウ
エ
ン
城
を
築
い
た
。
両
城
の
周
り
に
は
後
に
小
さ
な
町
が
建
設
さ
れ
た
。
聖
職
者
で
あ
る
騎
士
修
道
会
が
厳
か
な
盛
式
ミ
サ
を
執
り

行
っ
て
こ
れ
ら
二
つ
の
城じ

ょ
う
さ
い塞
を
聖
別
す
る
と
、
ヴ
ァ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
城
の
上
空
で
は
一
羽
の
、
ゲ
ル
ダ
ウ
エ
ン
城
で
は
二
羽
の
純
白

の
家
鳩
が
飛
び
回
っ
た
。
こ
の
地
方
で
家
鳩
が
目
撃
さ
れ
た
の
は
こ
れ
を
嚆こ

う
し矢
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、
当
時
国
土
の
あ
ら
か
た
は
一

円
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
陰い

ん
う
つ鬱
な
松
林
が
点
在
す
る
広
漠
た
る
荒
野
に
過
ぎ
ず
、
林
に
は
野
鳩
が
棲す

ん
で
い
る
だ
け
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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二
五
七　

バ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ケ
ン

　

ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
の
町
お
よ
び
そ
の
近
傍
に
も
小
人
族
が
棲す

ん
で
い
て
、
同
地
で
は
バ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ケ
ン
な
る
変
て
こ
な
名
で

通
っ
て
い
る
。
ちフ

ィ
ン
ガ
ー
リ
ン
グ

び
指
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
連
中
は
も
っ
と
北
方
に
棲
ん
で
い
る
別
の
小
人
族
ほ
ど
意
地
悪
で
は
な
い
。
と
り
わ

け
聖
な
る
科ハ

イ
リ
ゲ
・
リ
ン
デ

の
木
村
の
近
く
の
あ
る
丘
の
中
を
家
と
し
て
い
る
。
こ
の
丘
の
上
に
は
異
教
時
代
極
め
て
大
き
な
科リ

ン

デ
の
木
が
聳そ

び

え
て
い

た
由
。
こ
の
木
の
下
で
は
当
時
の
習
俗
に
従
い
神
神
に
対
す
る
祭さ

い
し祀
が
行
わ
れ
た
。

　

バ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ケ
ン
は
人
助
け
の
好
き
な
家
の
精
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
看
護
人
が
ま
ど
ろ
む
と
、
病
人
の
看み

と取
り
を
し
て
く

れ
る
。
特
に
月
夜
だ
と
。
好
き
な
人
間
に
は
、自
分
た
ち
に
親
切
に
ふ
る
ま
わ
な
か
っ
た
人
間
か
ら
奪
っ
た
物
を
持
っ
て
来
て
く
れ
る
。

昔
は
彼
ら
に
き
ち
ん
と
し
た
軽
い
食
事
の
支
度
を
し
て
や
る
の
が
習
い
だ
っ
た
。
麵パ

ン麭
、
牛バ

タ
ー酪
、
乾チ

ー
ズ酪
、
麦ビ

ー
ル酒
、
乳ミ

ル
ク

と
い
っ
た
簡
素

な
品
で
よ
い
。
彼
ら
は
そ
れ
で
満
足
し
て
綺
麗
に
平
ら
げ
た
も
の
で
あ
る
。
何
も
手
を
付
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

凶
兆
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
バ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ケ
ン
が
そ
の
家
の
持
ち
主
と
も
う
関
わ
り
た
く
な
い
、
家
の
使
用
人
た
ち
の
た
め
に
家
事

を
し
て
や
る
つ
も
り
は
な
い
、と
の
意
思
表
示
な
の
だ
っ
た
。バ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ケ
ン

─
ベ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ケ
ン
と
も

─
は
プ
シ
ュ

カ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
自
分
た
ち
の
神
を
持
っ
て
い
た
。
接に

わ
と
こ

骨
木
の
繁し

げ

み
の
下
が
こ
の
神
と
小
人
族
の
住
ま
い
だ
っ
た
。

二
五
八　

聖
な
る
科リ

ン

デ
の
木

　

ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
近
傍
の
神
神
の
聖
所
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
民
衆
に
と
っ
て

─
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
て
い
た
も
の
の

─
こ
の
場
所
は
あ
り
が
た
く
大
切
な
場
所
で
あ
り
続
け
た
。
か
の
丘
の
上
に
は
科リ

ン

デ
の
木
の
若
木
が
植
え
ら
れ
た
。
昔
、
も
う
何
百
年

（　
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も
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
一
人
の
罪
人
が
ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
の
牢
獄
で
死
を
待
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
処
刑
予
定
の
前
日
聖
処
女
が

─
彼
は
悔
い
改
め
て
い
た
か
ら
だ
が

─
そ
の
前
に
姿
を
現
し
、
慰
め
の
言
葉
を
掛
け
、
一い

っ
ち
ょ
う挺
の
小
刀
と
木
切
れ
を
一
つ
渡
し
て

い
わ
く
「
こ
の
木
切
れ
か
ら
そ
な
た
が
彫
り
た
い
も
の
を
彫
り
な
さ
い
。
そ
し
て
そ
の
像
を
科リ

ン

デ
の
木
の
上
に
立
て
な
さ
い
」。
男
が
言

わ
れ
た
通
り
木
切
れ
を
刻
み
始
め
た
と
こ
ろ
、
翌
朝
に
は
こ
の
上
も
な
く
見
事
な
彫
刻
が
完
成
し
た
。
そ
れ
は
な
ん
と
も
素
晴
ら
し
い

幼お
さ
な
ご児
イ
エ
ス
を
抱
い
た
マ
リ
ア
像
だ
っ
た
。
囚
人
が
こ
の
奇き

せ
き蹟
の
顕
現
を
物
語
る
と
、
ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
の
市
参
事
会
は
囚
人
を
処
刑

し
よ
う
と
せ
ず
。
彼
が
マ
リ
ア
の
言
い
付
け
を
実
行
で
き
る
よ
う
釈
放
し
た
。
そ
こ
で
男
は
ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
を
後
に
し
て
レ
ッ
フ
ェ

ル
に
赴
き
、
四
日
と
い
う
も
の
彷さ

ま
よ徨
い
歩
い
て
と
う
と
う
一
本
の
科リ

ン

デ
の
木
を
見
つ
け
た
。
こ
れ
は
昔
の
神
神
の
丘
の
上
に
あ
っ
た
。
男

は
こ
の
木
の
上
に
御お

像
を
立
て
た
。
さ
て
こ
の
場
所
は
ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
そ
う
遠
く
は
な
い
が
、
レ
ッ
フ
ェ
ル
に
よ
り
近
い
。
現

在
双
方
を
繫つ

な

ぐ
街
道
が
そ
の
傍そ

ば

を
走
っ
て
い
る
。
御
像
が
科リ

ン

デ
の
木
の
上
に
立
て
ら
れ
る
と
、
木
は
夏
も
冬
も
葉
が
緑
の
ま
ま
と
な
り
、

御
像
は
奇
蹟
を
示
し
始
め
た
。
グ
リ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
な
る
科リ

ン

デ
の
木
の
下
に
立
つ
幼
児
を
抱
い
た
奇き

せ
き蹟
を
行
う
聖
処
女
像

─
今
日
で
も

ま
だ
あ
る

─
の
よ
う
に
。
人
に
連
れ
ら
れ
て
近
く
を
通
り
掛
か
っ
た
盲
人
が
、
煌こ

う
こ
う煌
た
る
輝
き
を
感
じ
て
そ
の
跡
を
慕
い
、
科リ

ン

デ
の
木

に
手
を
触
れ
る
と
、
両
眼
が
開
い
た
。
な
に
よ
り
も
ま
ず
見
え
た
の
は
聖
母
像
で
、
彼
は
感
謝
の
祈
り
を
捧さ

さ

げ
た
。
駈か

り
立
て
ら
れ
て

木
の
傍
に
来
た
家
畜
が
聖
像
に
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
た
。
御
像
の
噂
を
耳
に
し
た
ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
の
人
人
は
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
で
お
祀ま

つ

り
し
、

大
切
に
お
守
り
し
た
い
、
と
考
え
、
大
行
列
を
作
り
、
ポ
ス
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
と
ペ
ッ
チ
ェ
ン
ド
ル
フ
を
通
っ
て
そ
の
丘
に
向
か
い
、
聖
像

を
持
ち
帰
っ
た
。
し
か
し
像
は
翌
朝
失な

く
な
っ
て
、
ま
た
元
の
場
所
に
戻
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
市
民
は
も
っ
と
盛
大

な
行
列
を
編
成
、
ま
た
も
や
出
掛
け
て
行
っ
て
、
像
を
運
ん
で
来
た
。
け
れ
ど
も
再
び
同
じ
結
果
と
あ
い
な
っ
た

─
聖
像
は
科リ

ン

デ
の
木

に
戻
っ
て
、
そ
こ
に
立
ち
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
な
る
し
だ
い
で
そ
の
場
所
に
礼
拝
堂
が
建
立
さ
れ
、
盛
ん
に
巡
礼
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
村
が
一
つ
で
き
、聖ハ

イ
リ
ゲ
・
リ
ン
デ

な
る
科
の
木
と
呼
ば
れ
た
。
ペ
ッ
チ
ェ
ン
ド
ル
フ
、ベ
ー
ス
ラ
ッ
ク
、カ
ッ
ト
メ
ー
デ
ィ

（　
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エ
ン
、
ラ
ヴ
ォ
ー
ベ
ン
四
箇か

村

─
そ
の
丁
度
中
心
点
に
聖
な
る
科リ

ン

デ
の
木
が
聳そ

び

え
て
い
る

─
間
の
地
域
に
生
え
て
い
る
樹
木
は
悉

こ
と
ご
と

く
、
梢こ

ず
え

を
か
の
礼
拝
堂
に
向
か
っ
て
傾
け
て
い
る
。

　

伝
説
が
し
ば
し
ば
語
る
こ
と
だ
が
、
マ
リ
ア
像
の
同
様
の
移
動
は
ク
ル
ム
で
も
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
聖
像
が
教
会
か
ら
再
三
市
壁
の

上
へ
逃
避
し
た
。

二
五
九　

ホ
ラ
ン
ト
を
守
護
す
る
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク

　

修ホ
ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
戦
っ
た
時
、ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
は
エ
ル
ビ
ン
グ
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
プ
ロ
イ
ス
ィ
シ
ュ
・

ホ
ラ
ン
ト
な
る
小
さ
な
町
ま
で
侵
攻
、
兵
八
千
で
攻
囲
し
た
。
町
に
戦
闘
員
は
ご
く
僅
か
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
攻
囲
軍
は

大
損
害
を
蒙こ

う
む

り
、
ホ
ラ
ン
ト
を
落
と
せ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
が
突
撃
を
敢
行
す
る
た
び
に
、
風
変
わ
り
な
古
め
か
し
い
冑か

ぶ
と

を

被か
ぶ

り
、
燦さ

ん
ぜ
ん然
た
る
鎧よ

ろ
い

に
身
を
固
め
、
そ
の
上
に
十
字
を
描
い
た
白
の
陣サ

ー
コ
ー
ト

羽
織
を
着
用
し
た
十
字
軍
の
騎
士
が
戦
士
ら
の
先
頭
に
立
ち
、

防ぼ
う
ぎ
ょ禦
側
が
敗
色
を
見
せ
る
と
、果
敢
に
闘
っ
て
盛
り
返
し
た
か
ら
で
あ
る
。こ
れ
は
あ
る
攻
撃
の
際
虜と

り
こ囚
に
な
っ
た
者
ど
も
が
自
身
語
っ

た
こ
と
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
二
千
の
兵
を
失
う
と
、
攻
囲
は
取
り
止
め
と
な
っ
た
。
敵
軍
が
町
に
撃
ち
込
ん
だ
砲
弾
さ
え
何
の
効
果

も
挙
げ
な
か
っ
た
。
あ
る
凶ノ

ー
ト
シ
ュ
ラ
ン
ゲ

蛇
砲
か
ら
発
射
さ
れ
た
弾
丸
が
揺
り
籠か

ご

に
命
中
し
た
。
中
に
は
子
ど
も
が
二
人
眠
っ
て
い
た
が
、
ど
ち

ら
も
怪
我
一
つ
せ
ず
に
済
ん
だ
。
明
ら
か
に
至
高
の
神
の
ご
加
護
の
徴し

る
し

だ
っ
た
。

　

同
様
に
神
が
エ
ル
ビ
ン
グ
の
町
を
上
天
か
ら
救
援
し
た
も
う
た
こ
と
が
あ
る
。
一
二
六
〇
年
異
教
徒
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
大
軍
で
攻

囲
し
た
時
の
こ
と
。
黒
十
字
を
描
い
た
白
外マ

ン
ト套
の
兵
た
ち
が
焰ほ

の
お

の
剣つ

る
ぎ

を
振
り
か
ざ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
軍
の
先
頭
に
立
ち
、
攻
囲
軍

は
木こ

っ
端ぱ

微み
じ
ん塵
に
撃
破
さ
れ
、
大
混
乱
に
陥
り
、
蒼そ

う
こ
う惶
と
し
て
退
却
し
た
。 （　

）
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二
六
〇　

三
つ
の
聖ホ

ス
チ
ア餅

　

危
難
時
の
救
護
者
、
無
敵
の
聖
人
騎
士
ゲ
オ
ル
ク
の
た
め
、
エ
ル
ビ
ン
グ
に
す
こ
ぶ
る
美
し
く
、
装
飾
豊
か
な
教
会
が
建
立
さ
れ
、

奉
献
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
四
〇
〇
年
こ
の
教
会
は
火
災
に
遭あ

い
、
土
台
ま
で
消
失
し
た
。
な
に
し
ろ
石
造
で
は
な
く
木
造
建
築

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
教
会
の
あ
ら
ゆ
る
宝
具
、
富
、
装
飾
は
焰ほ

の
お

で
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
小
さ
い
容
器
が
一
つ
、
何
の
損
傷
も

な
く
、
完
全
無
欠
の
状
態
で
瓦が

れ
き礫
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
中
に
は
聖
別
さ
れ
た
小
さ
い
聖ホ

ス
チ
ア餅
が
三
つ
入
っ
て
い
た
。
こ
の
至
聖
の

秘ひ
せ
き蹟
は
盛
大
な
儀
式
・
礼
拝
を
も
っ
て
取
り
出
さ
れ
、
あ
る
教
会
に
安
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
は
ヘ
ル
ヴ
ィ
ン
グ
・
シ
ュ
ヴ
ァ

ン
グ
修
道
士
を
遣
わ
し
て
灰か

い
じ
ん燼
に
帰
し
た
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
オ
ル
ク
教
会
の
跡
地
に
新
た
な
石
造
の
教
会
を
造
営
さ
せ
、「
イツ

ム
・
ラ
イ
ヒ
ナ
ー
ム
・
イ
エ
ズ
ー

エ
ス
の
御
聖
体
」

教
会
と
命
名
し
た
。
例
の
小
容
器
は
厳
か
に
こ
こ
に
奉
安
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
数
多
く
の
奇
蹟
が
こ
の
教
会
で
起
こ
っ
た
。

二
六
一　

マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
の
奇き

せ
き蹟

　

ドド
イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
騎
士
た
ち
が
ま
だ
聖
地
に
あ
っ
て
、エ
ル
サ
レ
ム
に
居
を
構
え
て
い
た
折
、同
地
に
お
け
る
彼
ら
の
城じ

ょ
う
さ
い塞
は
、

救
世
主
が
使
徒
た
ち
と
と
も
に
最
後
に
滞
在
し
、
晩ば

ん
さ
ん餐
を
摂と

っ
た
の
と
同
じ
家
だ
っ
た
。
さ
て
、
ド
イ
ツ
へ
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
る

と
、
騎
士
た
ち
は
こ
の
家
か
ら
切
石
を
一
つ
取
っ
て
、
海
を
越
え
て
持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
本
拠
マ
リ
ー
エ
ン
ブ

ル
ク
の
礎
石
と
し
て
奉
献
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
主し

ゅ

は
こ
の
建
築
を
祝
福
し
た
ま
い
、
か
く
し
て
こ
の
城
郭
は
非
常
に
巨
大
、
堅
固
、
か
つ

見
事
な
も
の
と
な
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
依
然
と
し
て
昔
日
の
壮
麗
さ
を
保
っ
て
い
る
。
何
千
も
の
城
塞
が
廃は

い
き
ょ墟
に
な
っ
て
い
る
の
に

…
…
。
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伝
承
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
夥

お
び
た
だ

し
い
奇き

せ
き蹟
が
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
で
起
こ
っ
た
由
。
城
附
属
教
会
の
外
面
に
は
遙
か
彼か

な
た方
か

ら
も
望
め
る
、
き
ら
き
ら
輝
く
巨
大
な
マ
リ
ア
像
が
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ン
ギ
ン
ゲ
ン
が

据
え
さ
せ
た
も
の
。
あ
る
篤
信
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
が
丈
十
二
尺エ

レ

も
の
こ
の
彫
像
を
こ
し
ら
え
、
そ
れ
に
自
ら
の
〔
残
り
の
〕
全
生
涯
〔
を
修
道

会
が
養
う
〕
と
い
う
値
を
付
け
た
。
御お

像
が
完
成
し
、
予
定
の
場
所
へ
運
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
大
事
な
御
像
と
別
れ
る

の
が
辛
く
て
堪た

ま

ら
ず
、
お
供
え
の
蠟ろ

う
そ
く燭
を
何
本
も
そ
の
前
に
点と

も

し
、
祈
り
を
捧さ

さ

げ
て
、
悲
痛
な
涙
を
流
し
た
。
す
る
と
全
て
の
恩お

ん
ち
ょ
う寵

の
御お

ん

母
が
に
こ
や
か
に
自
分
を
ご
覧
に
な
り
、
御み

手
を
挙
げ
て
差
し
招
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
し
て
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
御
像
の
前
で
久く

お
ん遠

の
安
息
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。

　

修
道
会
が
撃
破
さ
れ
た
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
戦
い
の
後
、
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
は
騎
士
た
ち
の
最
後
の
防
衛
拠
点
と
な
る
が
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
軍
の
重
囲
の
下
、
猛
攻
を
受
け
た
。
こ
の
時
、
荒
れ
狂
う
怒ど

と
う濤
の
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵
を
、
い
わ
ば
異
教
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
永と

わ久
の

勝
利
の
象
徴
の
よ
う
に
高
高
と
見
下
ろ
し
て
い
る
、
黄
金
の
寄モ

ザ

イ

ク

せ
細
工
で
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
壮
麗
な
マ
リ
ア
像
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
あ
る
君
侯
の
癇か

ん

に
障さ

わ

り
、
こ
れ
を
ぶ
ち
壊
す
か
、
汚
損
す
る
か
し
た
く
な
っ
た
。「
あ
の
マ
リ
ア
を
射
よ
。
あ
れ
の
両
眼
を
射
潰つ

ぶ

し

て
し
ま
え
」

─
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
君
侯
は
子
息
の
一
人
に
こ
う
命
じ
た
。
子
息
は
弩

い
し
ゆ
み

の
弦つ

る

を
張
り
、
ず
っ
し
り
し
た
太ふ

と
や箭
を
装そ

う
て
ん塡
、

像
の
目
に
狙ね

ら

い
を
定
め
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
突
然
弩
を
下
ろ
す
と
叫
ん
だ
。「
父
上
、
い
っ
た
い
像
は
ど
こ
に
ご
ざ
る
。
わ
た
し
に

は
も
う
見
え
ま
せ
ぬ
。
目
の
前
が
真
っ
暗
で
す
」。

─
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
若
殿
は
急
に
盲め

し
い目
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
か
っ
と
し

た
君
侯
は
自
身
弩
を
手
に
取
る
と
よ
く
よ
く
狙
い
を
定
め
て
発
射
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
命
中
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
箭
は
御
像

の
前
で
く
る
り
と
筋と

ん
ぼ斗
返が

え

り
し
、
君
侯
の
心
臓
の
ま
ん
真
ん
中
を
し
ゅ
っ
と
射
貫ぬ

い
た
。

　

昔
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
に
相
思
相
愛
の
男
女
が
い
た
。
し
か
し
修
道
会
の
家
は
こ
の
世
の
快け

ら
く楽
を
諦あ

き
ら

め
る
家
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
情
念
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
恋
人
た
ち
は

─
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
あ
る
巨き

ょ
が
ん巌
に
変
じ
た
修
道
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士
と
修
道
女
の
よ
う
に

─
石
に
な
っ
た
。
二
体
の
石
は
長
い
こ
と
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
に
あ
り
、
彼
ら
が
苦
し
み
の
あ
ま
り
塩
辛
い

涙
を
流
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
六
二　

修
道
会
食
堂
の
柱

　

マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
包
囲
さ
れ
た
時
、
大
い
な
る
奇き

せ
き蹟
の
御み

し
る
し徴
が
こ
の
城
に
示
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
は
一

人
の
悪
た
れ
小
僧
を
捕
ら
え
、
こ
の
城
郭
の
最
大
の
弱
点
は
ど
こ
か
、
ど
こ
を
砲
撃
す
れ
ば
最
も
甚
大
な
被
害
を
与
え
ら
れ
る
か
、
建

築
仕
様
を
問
い
質た

だ

し
た
。
解
放
す
る
ば
か
り
か
、
高
額
の
報
酬
を
や
る
、
と
約
束
し
て
。
小
僧
は
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
に
怨
み
を
抱
い
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
修
道
会
食
堂
の
宏こ

う
そ
う壮
な
丸
天
井
は
食
堂
の
真
ん
中
に
立
つ
一
本
の
巨
大
な
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
こ

の
柱
が
も
し
砲
弾
で
破
壊
さ
れ
れ
ば
、
丸
屋
根
全
体
が
崩
れ
落
ち
る
だ
ろ
う
、
と
敵
側
に
説
明
し
た
。

─
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
と
っ
て

こ
れ
は
も
っ
て
こ
い
の
情
報
で
、
修
道
会
の
残
存
騎
士
を
一
挙
に
抹
殺
す
る
の
も
容た

や
す易
い
こ
と
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
裏
切
り
者

の
少
年
と
の
間
に
、
騎
士
修
道
士
全
員
が
食
事
の
た
め
食
堂
に
会
す
る
時
、
ど
う
い
う
合
図
を
出
す
か
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
そ
れ
か

ら
最
大
・
最
強
の
大
砲
が
食
堂
の
柱
に
向
け
て
標
準
さ
れ
、
小
僧
は
自
由
の
身
と
な
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
騎
士
た
ち
が
悉

こ
と
ご
と

く

食
堂
に
集
合
し
た
、と
看み

て
取
っ
た
小
僧
が
、取
り
決
め
通
り
あ
る
窓
か
ら
赤
い
帽
子
を
振
る
と
、ポ
ー
ラ
ン
ド
陣
営
の
ア
ル
ケ
ビ
ュ
ー

ズ
が
巨
弾
を
発
射
、
食
堂
内
に
雷
鳴
の
よ
う
な
音
が
轟と

ど
ろ

い
た
。
し
か
し
柱
は
安
泰
な
ま
ま
。

─
砲
弾
は
こ
れ
に
は
中あ

た

ら
ず
、
壁
を

突
き
破
り
は
し
た
が
、
煖だ

ん
ろ炉
の
上
部
に
穴
を
開
け
た
に
留と

ど

ま
っ
た
。
こ
の
箇
所
は
今
日
で
も
な
お
壁
で
囲
ま
れ
て
保
存
さ
れ
、
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
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二
六
三　

乳バ
タ
ミ
ル
ク漿
塔

　

マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
リ
ヒ
テ
ナ
ウ
に
性
悪
な
農
夫
た
ち
が
住
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
傲ご

う
ま
ん慢
、
陰
険
、
無
道
こ
の
上
な

か
っ
た
。
金
持
ち
だ
っ
た
の
で
。
書
物
に
も
記
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
富
は
罪
に
誘
ひ
、
至
福
へ
の
道
の
妨
げ
と
な
ら
ん
、
と
。

こ
の
輩や

か
ら

の
奸
計
や
悪
事
の
数
数
は
い
ま
だ
に
こ
の
界か

い
わ
い隈
の
語
り
種ぐ

さ

で
あ
る
。
村
の
司
祭
に
対
し
て
や
ら
か
し
た
の
が
最
も
ひ
ど
い
悪

さ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
あ
の
邪

よ
こ
し
ま

な
ノ
ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
島
の
ル
ン
グ
ホ
ル
ト
村
の
住
民
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
。
す
な

わ
ち
司
祭
に
無
理
強
い
し
て
牝め

ぶ
た豚
に
聖
体
拝
領
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
と
申
す
の
も
こ
の
司
祭

─
名
は
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
リ

ン
ダ
ウ

─
が
こ
や
つ
ら
に
厳
し
い
真
実
の
鏡
を
突
き
つ
け
、
そ
の
破は

れ
ん
ち

廉
恥
な
日
常
を
遠
慮
会
釈
な
く
説
教
壇
か
ら
叱
責
・
懲
戒
し
た

か
ら
で
あ
る
。
さ
て
司
祭
が
一
計
を
案
じ
て
凌り

ょ
う
じ
ょ
く辱
か
ら
逃
れ
、
そ
れ
か
ら

─
リ
ヒ
テ
ナ
ウ
の
者
ど
も
が
酒
場
に
屯た

む
ろ

し
て
鯨げ

い
い
ん飲
を

続
け
て
い
る
間
に

─
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
の
管
理
官
が
住
ま
う
ノ
イ
エ
ン
タ
イ
ヒ
目
指
し
て
急
い
で
馬
を
走
ら
せ
て
行
っ
た
の
で
、

農
夫
た
ち
は
ま
す
ま
す
沙さ

た汰
の
限
り
の
所
業
を
働
き
、
牝
豚
に
自
分
た
ち
の
手
で
聖ホ

ス
チ
ア餅
を
与
え
た
。
こ
の
聖ホ

ス
チ
ア餅
は
、
恐
ろ
し
い
神
の
審

判
が
下
っ
た
あ
の
ハ
レ
の
大
学
生
た
ち
の
よ
う
に
蕪か

ぶ
ら

か
ら
切
り
取
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
…
…
。
ま
さ
し
く
そ
の
現
場
へ
管
理
官
が
何

人
か
の
手
の
者
を
連
れ
て
到
着
、農
夫
た
ち
に
打
っ
て
掛
か
っ
た
。し
か
し
農
夫
た
ち
も
手
を
拱こ

ま
ね

い
て
お
ら
ず
、そ
の
上
す
っ
か
り
酔
っ

払
っ
て
い
た
こ
と
と
て
逆
襲
し
、
も
ぎ
取
っ
た
椅い

す子
の
脚
で
管
理
官
の
部
下
た
ち
を
散
散
に
叩
き
の
め
し
て
追
い
散
ら
し
、
あ
ま
つ
さ

え
管
理
官
そ
の
人
を
と
っ
捉つ

か

ま
え
、
豊
か
な
顎あ

ご
ひ
げ髯
を
引
っ
張
っ
て
、
居
酒
屋
の
扉
の
節
穴
に
通
す
と
、
楔く

さ
び

を
打
ち
込
ん
で
留
め
て
し

ま
い
、
性
悪
で
ぐ
で
ん
ぐ
で
ん
の
農
夫
ど
も
の
言
い
た
い
放
題
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
罵ば

り
ぞ
う
ご
ん

詈
雑
言
を
浴
び
せ
掛
け
た
。
し
か
し
そ
う
こ
う

す
る
内
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク

─
そ
こ
へ
は
管
理
官
が
あ
ら
か
じ
め
使
い
を
急
派
し
て
お
い
た
し
、
ま
た
彼
の
部
下
た
ち
が
蒼そ

う
こ
う惶
と
し

て
逃
げ
て
行
っ
た
先
で
も
あ
っ
た
が

─
か
ら
も
っ
と
多
勢
の
修
道
会
の
兵
が
押
し
寄
せ
て
来
て
、
管
理
官
を
解
放
し
、
農
夫
た
ち
を
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制
圧
し
た
。
こ
の
前
代
未
聞
の
瀆と

く
し
ん神
行
為
に
実
際
手
を
下
し
た
者
ど
も
と
関
係
者
は
悉

こ
と
ご
と

く
逮
捕
の
上
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
へ
連
行
さ

れ
、
城
の
深
い
地
下
牢ろ

う

へ
投
げ
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
農
夫
た
ち
へ
の
刑
が
峻し

ゅ
ん
げ
ん厳
に
判
決
さ
れ
た
。
彼
ら
は
リ
ヒ
テ
ナ
ウ
の
居
酒
屋
か

ら
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
ま
で
の
街
道
全
行
程
に
ママ

リ

ー

エ

ン

グ

ロ

ッ

シ

ェ

ン

リ
ア
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
枚
一
枚
ず
ら
り
と
並
べ

て
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
傲
慢
不ふ

そ
ん遜
の
源
〔
だ
っ
た
富
〕
は
著
し
く
吸
い
取
ら
れ
た
。
次
い
で
彼
ら
は
ノ
ガ
ー
ト
河
畔
に
塔

を
一
つ
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
用
い
る
漆モ

ル
タ
ル喰
に
水
を
使
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
周
知
の
ご
と
く
よ
り
強
い
接
着

力
を
生
む
乳バ

タ
ミ
ル
ク漿
で
混
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
乳バ

タ
ミ
ル
ク漿
は
リ
ヒ
テ
ナ
ウ
の
み
が
貢
納
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
塔
は
乳バ

タ
ミ
ル
ク漿
塔

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
な
お
存
在
す
る
。
さ
て
こ
の
塔
が

─
そ
れ
も
ま
こ
と
に
頑
丈
堅
固
に

─
で
き
あ
が
る
と
、
牝
豚

聖
体
拝
領
者
で
あ
る
リ
ヒ
テ
ナ
ウ
の
農
夫
連
は
塔
の
中
に
這は

い
込
ま
さ
れ
、
一
年
と
六
週
間
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
そ
の

間
水
と
麵パ

ン麭
し
か
貰も

ら

え
ず
、
か
く
し
て
彼
ら
の
邪
な
悪わ

る
じ
ゃ
れ

洒
落
と
不
敬
行
為
は
徹
底
的
に
矯き

ょ
う
せ
い正
さ
れ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

　

乳バ
タ
ミ
ル
ク漿
塔
の
由
来
に
つ
い
て
、
こ
れ
と
は
違
っ
た
説
を
唱
え
る
向
き
も
少
な
く
な
い
。
君

ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
ー
デ
侯
ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ
ス
・
コ
ス
ト
ゥ
カ
が

あ
る
村
に
使
い
を
派
遣
、
乳バ

タ
ミ
ル
ク漿
を
い
く
ら
か
所
望
さ
せ
た
。
す
る
と
農
夫
た
ち
は
使
者
を
嘲ち

ょ
う
ば罵
し
て
追
い
返
し
た
。
そ
れ
な
の
に
翌

日
丸
丸
一ひ

と

樽た
る

も
の
乳バ

タ
ミ
ル
ク漿
を
君

ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
ー
デ
侯
に
引
き
渡
し
た
。
冗
談
を
解
さ
な
い
君

ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
ー
デ
侯
は
持
参
し
た
者
た
ち
を
捕
ら
え
さ
せ
、
あ
る
塔
に

投
げ
込
ん
だ
。
そ
し
て
彼
ら
が
届
け
た
乳バ

タ
ミ
ル
ク漿
の
樽
を
塔
の
中
で
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
た
。
農
夫
た
ち
は
こ
の
乳バ

タ
ミ
ル
ク漿
を

─
こ
れ
が

凝カ
ー
ド乳
と
化
し
た
最
後
の
最
後
ま
で
平
ら
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
漸よ

う
や

く
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
外
に
出
て

来
た
時
、
顔
色
が
「
乾チ

ー
ズ酪
の
よ
う
に
白
く
」
な
っ
て
い
た
の
に
不
思
議
は
な
い
。
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二
六
四　

聖
女
ド
ロ
テ
ー
ア

　

昔
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
に
ド
ロ
テ
ー
ア
な
る
奇き

せ
き蹟
を
行
う
敬け

い
け
ん虔
な
女に

ょ
に
ん人
が
い
た
。
彼
女
は
予
知
の
能
力
を
授
か
っ
て
お
り
、

ドド
イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
凋ち

ょ
う
ら
く落
を
も
予
言
し
た
。
数
知
れ
ぬ
奇
蹟
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
巡
礼
行
を
果
た
し
た
後
、
マ
リ
ー
エ
ン
ヴ
ェ

ル
ダ
ー
大
聖
堂
の
懺ざ

ん
げ悔
室
に
閉
じ
籠こ

も
り
、
最
期
が
近
づ
い
た
の
を
感
じ
る
と
、
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ
ン
・
マ
リ
ー
エ
ン

ヴ
ェ
ル
ダ
ー
を
呼
ば
せ
、
臨
終
告
解
を
聴
聞
し
て
も
ら
っ
た
。
刻
限
が
真
夜
中
に
な
る
と
、
天
界
の
光
明
が
告
解
を
し
て
い
る
篤
信
の

女
人
の
狭
い
部
屋
を
取
り
巻
き
、
調
べ
も
麗
し
い
天
使
の
声
の
合
唱
が
二
時
間
と
い
う
も
の
僧
房
の
周
り
に
響
き
渡
っ
た
。
そ
の
間
に

ド
ロ
テ
ー
ア
の
霊
魂
は
神
の
御み

も
と許
に
運
び
去
ら
れ
、
大
聖
堂
の
鐘
が
自お

の

ず
と
鳴
り
始
め
、
こ
れ
は
天
界
の
歌
唱
が
終
わ
る
ま
で
続
い
た
。

ド
ロ
テ
ー
ア
は
司
教
座
聖
堂
の
小
さ
な
内
陣
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
も
彼
女
の
墓
で
は
大
い
な
る
奇
蹟
が
幾
つ
も
起
こ
り
、
信

心
深
い
巡
礼
者
が
群
れ
を
な
し
て
こ
こ
に
詣も

う

で
た
。
民
衆
は
ド
ロ
テ
ー
ア
を
聖
女
と
呼
ん
だ
。
ロ
ー
マ
教
皇
は
列
聖
し
な
か
っ
た
が
。

そ
れ
と
い
う
の
も
ロ
ー
マ
教
会
は
既
に
こ
の
名
の
聖
女

─
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
の
時
代
に
殉
教
し
た

─
を
持
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

同
名
の
別
の
聖
女
が
皇
帝
ネ
ロ
の
時
代
姉
妹
の
エ
ウ
フ
ェ
ミ
ア
と
と
も
に
斬
首
さ
れ
て
い
る
し
、
も
う
一
人
、
こ
れ
も
信
仰
を
守
っ

た
た
め
に
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
カ
エ
サ
レ
ア
で
や
は
り
同
じ
刑
を
受
け
た
。

二
六
五　

ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク
の
亡
霊
た
ち

　

今
日
ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク
の
町
が
あ
る
と
こ
ろ
は
か
つ
て
異
教
徒
の
砦と

り
で

で
、
聖マ

リ

ー

エ

ン

オ

ル

デ

ン

母
マ
リ
ア
兄
弟
団
に
長
い
こ
と
攻
囲
さ
れ
た
。
遂
に
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聖ク

リ

ス

ト

ナ

ハ

ト

な
る
降
誕
祭
に
砦
は
修
道
会
に
占
拠
さ
れ
、
以
後
占
有
さ
れ
た
。
こ
の
日
に
因ち

な

ん
で
ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
城じ

ょ
う
さ
い塞
が
新
た
に
築
造
さ
れ
、
ま
す
ま
す
堅
固
な
も
の
と
な
り
、
長
年
に
亘わ

た

り
異
教
に
対
す
る
頑
強
な
防
塁
だ
っ
た
。
修
道

会
が
勇
猛
果
敢
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
と
戦
端
を
開
く
羽
目
に
陥
っ
た
時
、
ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク
の
城
を
預
か
っ
て
い
た
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長

は
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ガ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
だ
っ
た
。
彼
は
こ
の
戦
争
が
不
幸
な
結
末
を
迎
え
る
に
違
い
な
い
と
予
見
し
て
お
り
、

こ
れ
を
思
い
留と

ど

ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
多
数
決
で
破
れ
、
軍
旅
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
城
か
ら
の
出
兵
が
開

始
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
折
、
一
人
の
司コ

ー

ル

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿
が
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
に
「
こ
の
城
は
だ
れ
に
お
任
せ
あ
そ
ば
す
ご
所
存
な
り
や
」
と
訊た

ず

ね
た
。

─
す
る
と
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ガ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
語
気
も
荒
荒
し
く
こ
う
応
じ
た
。「
こ
の
戦
を
や
ろ
う
と
発
言
い
た
し
お
っ

た
あ
ん
た
と
全
て
の
性
悪
な
亡
霊
ど
も
に
じ
ゃ
」。

─
こ
の
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
の
返
答
に
司コ

ー

ル

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿
は
い
た
く
驚き

ょ
う
が
く愕
、
熱
病
に
取

り
憑つ

か
れ
て
、
翌
日
息
を
引
き
取
っ
た
。
以
来
そ
の
亡
霊
は
ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク
の
城
に
出
没
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
悲
惨
な

タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
戦
い

─
他
の
夥

お
び
た
だ

し
い
戦
士
に
混
じ
っ
て
ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク
の
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
も
討
ち
死
に
し
た

─
が
終
わ
る
と
、

修
道
会
を
ほ
と
ん
ど
根
こ
そ
ぎ
に
し
た
こ
の
壊
滅
的
な
戦
い
に
賛
成
の
発
言
を
し
た
十
字
軍
士
全
て
の
亡
霊
が
ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク
に
引

き
揚
げ
、
不
気
味
に
化
け
て
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
亡
霊
た
ち
に
掛
か
っ
て
は
だ
れ
も
安
閑
と
し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
、
何
も
か

も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
騒
ぎ
。
料
理
番
が
仕
事
を
始
め
よ
う
と
す
る
た
び
に
、
馬
ど
も
が
不
意
に
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房
に
現
れ
る
、
下
僕
た
ち
が
馬
の

飼
料
を
取
り
に
厩う

ま
や

の
二
階
に
上
が
る
た
び
に
、
酒さ

か

樽だ
る

が
転
が
っ
て
い
る
、
酒
庫
管
理
人
が
地
下
の
酒
類
貯
蔵
室
に
入
る
た
び
に
、
馬

の
水み

ず
ぶ
ね槽
や
水
運
び
の
桶
が
ご
ろ
ご
ろ
、
と
い
う
有
様
。
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
と
い
う
名
の
新
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
は
こ
の
呪の

ろ

わ
れ
た
城
に

居
た
た
ま
れ
な
か
っ
た
。
亡
霊
ど
も
は
彼
を
井
戸
の
中
に
吊
る
し
た
り
、
城
の
建
物
の
最
も
高
い
屋
根
の
棟
に
坐す

わ

ら
せ
た
り
、
髭ひ

げ

に
火

を
点つ

け
て
藁わ

ら

箒ぼ
う
き

の
よ
う
に
燃
や
し
た
り
し
た
。

─
そ
こ
で
と
う
と
う
逃
げ
出
し
た
の
で
あ
る
。
城
に
留と

ど

ま
る
騎
士
は
皆
無
と
な
り
、

城
は
放
棄
さ
れ
、
荒
廃
し
て
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
の
こ
と
、
ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク
出
身
の
あ
る
鍛か

じ

や
冶
屋
が
巡
礼
行
か
ら
戻
り
、
騎
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士
修
道
士
た
ち
が
食
事
し
よ
う
と
す
る
と
、
皿
が
血
で
一
杯
に
な
っ
た
と
か
、
祈
り
を
捧さ

さ

げ
よ
う
と
す
る
と
、
手
に
持
っ
て
い
る
の
は

聖
務
日
課
書
で
は
な
く
て
博ば

く
ち奕
用
の
骨カ

ル
タ牌
だ
っ
た
と
か
い
う
、
山
上
の
城
中
で
起
こ
っ
た
亡
霊
騒
ぎ
の
こ
と
を
耳
に
し
た
。
そ
こ
で
鍛

冶
屋
は
自
身
荒
れ
果
て
た
城
へ
登
っ
て
行
き
た
い
、
と
考
え
た
。
た
だ
し
実
際
に
登
っ
た
の
は
賢
明
に
も
晩
方
で
は
な
く
明
る
い
真
っ

昼ぴ
る
ま間
だ
っ
た
。
城
の
撥は

ね
橋
ま
で
や
っ
て
来
る
と
、
す
ぐ
に
知
り
人び

と

に
出
逢あ

っ
た
。
こ
れ
は
鍛
冶
屋
の
代
父
で
あ
る
上
、
鍛
冶
屋
の
子

ど
も
の
一
人
の
洗
礼
に
も
立
ち
会
っ
て
〔
＝
代
父
に
も
な
っ
て
〕
く
れ
た
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ガ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
騎
士
修

道
士
だ
っ
た
。
鍛
冶
屋
は
嬉う

れ

し
が
っ
て
大
声
で
呼
び
掛
け
、
再
会
を
喜
ん
だ
。

─
「
だ
け
れ
ど
お
れ
は
代
父
様
が
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク

の
戦
か
ら
お
帰
り
に
ゃ
あ
な
ら
な
か
っ
た
、
と
聞
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
…
…
。
下
の
町
の
連
中
は
こ
の
お
城
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な

妙
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
て
ま
す
が
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
に
」。

─
騎
士
い
わ
く
「
わ
た
し
に
随つ

い
て
お
い
で
。
ど
ん
な
こ
と
に

な
っ
て
い
る
か
、
見
せ
て
あ
げ
よ
う
」。
そ
し
て
〔
城
門
を
潜く

ぐ

り
〕
九つ

づ

ら
十
九
折
り
の
隘あ

い
ろ路
を
通
り
、〔
城
郭
内
の
〕
幾
つ
も
の
広
間
を
案

内
し
て
、
放
逸
無む

ざ
ん慙
な
所
業
が
数
数
行
わ
れ
て
い
る
様
子
を
示
し
た
の
で
、
鍛
冶
屋
は
髪
の
毛
が
逆
立
つ
思
い
だ
っ
た
。
二
人
が
ま
た

城
か
ら
出
る
と
、
背
後
か
ら
堕
地
獄
の
罰
を
受
け
た
者
ど
も
の
よ
う
な
喚わ

め

き
声
泣
き
声
が
響
い
て
来
た
が
、
地
獄
の
ど
ん
底
で
も
こ
れ

よ
り
恐
ろ
し
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
騎
士
は
鍛
冶
屋
に
こ
う
言
っ
た
。「
お
ま
え
が
こ
こ
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
新
し
い

修ホ
ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
に
告
げ
る
が
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
の
光
景
が
か
つ
て
我
ら
の
日
常
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
う
し
て
今
は
我
ら
の
永
遠
の
苦

し
み
な
の
だ
。
修
道
会
を
改
革
せ
よ
、
と
申
す
の
だ
ぞ
」。

─
こ
う
語
り
終
わ
る
と
、
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
の
姿
は
鍛
冶
屋
の
目
の
前
か
ら
忽こ

つ
ぜ
ん然

と
消
え
た
。
鍛
冶
屋
は
ぞ
っ
と
し
た
。
自
分
が
亡
霊
の
一
人
と
関
わ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
。
こ
の
騎
士
修
道
士
は
や
は
り
タ
ン

ネ
ン
ベ
ル
ク
の
戦
い
か
ら
帰
還
し
な
か
っ
た
の
だ
。

　

管コ
ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
の
頼
み
を
や
っ
て
の
け
よ
う
と
、
鍛
冶
屋
は
新
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
の
許も

と

ま
で
出
向
き
、
何
も
か
も
あ
り
の
ま
ま
申
し
立
て
た
。
し

か
し
な
が
ら
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
は
、
鍛
冶
屋
が
い
と
も
畏か

し
こ

き
修
道
会
を
誹ひ

ぼ
う謗
し
よ
う
と
し
た
か
の
よ
う
に
こ
の
報
告
に
激
怒
し
、
逮
捕
さ
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せ
て
、
溺で

き
し死
刑
の
判
決
を
下
し
た
。

二
六
六　

迷
宮

　

エ
ル
サ
レ
ム
へ
出
征
し
て
こ
の
聖
都
を
庇
護
・
防
衛
、
あ
る
い
は
既
に
敵
手
に
落
ち
て
い
た
ら
奪
回
す
る
、
こ
れ
が
ドド

イ
チ
ャ
ー
・

イ
ツ

騎リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

士
修
道
会
の
そ
も
そ
も
の
目
的
で
あ
り
使
命
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
う
し
た
志
が
修
道
会
で
衰
退
す
る
と
、
立
て
た
誓
願
を
見
掛
け
だ

け
成
就
さ
せ
る
方
便
が
考
え
出
さ
れ
た
。
修
道
会
の
数
数
の
城じ

ょ
う
さ
い塞
の
近
く
に
濠ほ

り

や
堡ほ

う
る
い塁
を
設
け
た
迷
宮
が
作
ら
れ
、
こ
れ
を
聖
都
に

見
立
て
て
エ
ル
サ
レ
ム
と
命
名
、
攻
撃
側
と
防ぼ

う
ぎ
ょ禦
側
に
分
か
れ
て
軍
事
演
習
が
行
わ
れ
た
。
し
ば
ら
く
は
騎
士
た
ち
も
こ
れ
に
真
剣
に

取
り
組
ん
だ
が
、
や
が
て
遊
び
事
、
気
晴
ら
し
に
堕
し
て
し
ま
い
、
終
了
す
る
と
飽
食
三ざ

ん
ま
い昧
の
大
宴
会
と
い
う
始
末
。
リ
ー
ゼ
ン
ブ
ル

ク
近
郊
に
も
こ
う
し
た
迷
宮
が
あ
り
、
大
き
な
十
字
架
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
て
こ
ん
な
話
が
あ
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
征
服
と
い
う

真し
ん
し摯
な
行
為
を
遊
び
事
に
変
え
て
し
ま
っ
た
騎
士
た
ち
は
迷
宮
の
間
を
亡
霊
に
な
っ
て
彷さ

ま
よ徨
い
、
大
い
な
る
責
め
苦
に
遭あ

わ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
十
字
架
の
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と
、
亡
霊
ど
も
は
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。
昔
騎
士
た
ち
は
部
下
の
従
士
ら
を
迷

宮
の
中
で
追
い
回
し
た
も
の
だ
が
、
今
度
は
従
士
ら
が
騎
士
た
ち
を
追
い
回
し
、
こ
の
従
士
ら
は
更
に
悪
魔
ど
も
に
追
い
回
さ
れ
た
。

こ
の
て
ん
や
わ
ん
や
の
亡
霊
騒
ぎ
は
夜
毎
続
き
、
一
番
鶏ど

り

が
鳴
く
と
終
わ
っ
た
。

二
六
七　

馬
を
乗
り
回
す
耕
牧
地
測
量
師

　

あ
り
ふ
れ
た
伝
説
だ
が
、
不
正
直
な
耕
牧
地
測
量
師
は
死
後
自
分
が
生
前
い
ん
ち
き
な
測
量
を
し
た
耕
牧
地
を
さ
す
ら
わ
ね
ば
な
ら

（　
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な
い
。
何
か
の
偶
然
で
救
済
さ
れ
れ
ば
別
だ
が
、
た
い
て
い
は
救
済
も
望
め
ぬ
ま
ま
、
最
後
の
審
判
ま
で
そ
れ
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
河
畔
の
グ
ラ
ウ
デ
ン
ツ
近
郊
で
は
、
あ
る
村
の
共
同
保
有
地
の
地
割
を
不
公
平
に
測
量
し
た
測
量
師
た
ち
が
夜
毎
幽
霊

騎
者
と
な
っ
て
徘は

い
か
い徊
す
る
の
が
目
撃
さ
れ
る
。
彼
ら
は
灼し

ゃ
く
ね
つ熱
の
測
鎖
と
測そ

く
か
ん桿
を
手
に
、
鬣

た
て
が
み

が
燃
え
熾さ

か

り
焰ほ

の
お

を
吐
く
黒
馬
に
跨ま

た
が

っ
て

広
野
を
駈か

け
て
行
く
。
こ
の
界か

い
わ
い隈
の
住
民
の
多
く
が
、
そ
う
し
た
姿
を
目
に
し
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。

二
六
八　

ク
ル
ム
の
聖
堂
教
会

　

ク
ル
ム
の
あ
の
美
し
く
尊
い
聖
堂
教
会
が
建
立
さ
れ
た
時
、
建
築
の
棟と

う
り
ょ
う梁
は
、
当
時
の
様
式
に
従
い
、
二
つ
並
ん
だ
同
じ
丈
の
高

塔
を
附
け
よ
う
、
と
考
え
た
。
け
れ
ど
も
決
め
ら
れ
た
期
日
に
す
っ
か
り
竣し

ゅ
ん
こ
う工
す
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
、
そ
れ
を
確
約
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
、
周
知
の
ご
と
く
、
建
築
な
ん
て
も
の
は
物
の
分
か
ら
ぬ
連
中
が
思
う
よ
う
に
そ
う
早
く
で
き
っ

こ
な
い
し
、
決
め
ら
れ
た
期
日
に
一
切
完
成
し
て
い
る
な
ん
て
こ
と
も
決
し
て
な
い
。
ク
ル
ム
の
教
会
造
営
の
場
合
も
同
様
で
、
最
終

期
限
が
近
づ
い
て
も
、
教
会
本
体
と
塔
一
つ
が
で
き
た
だ
け
で
、
も
う
一
つ
の
塔
は
や
っ
と
こ
半
途
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
親マ

イ
ス
タ
ー方
は

約
束
を
違た

が

え
た
く
な
く
、
無
理
に
で
も
守
ろ
う
と
、
労
務
者
の
数
を
増
や
し
、
週
日
は
も
と
よ
り
日
曜
も
祝
日
も
工
事
の
手
を
止
め
さ

せ
な
か
っ
た
。
実
際
の
話
、
塔
は
期
日
ま
で
に
ち
ゃ
ん
と
完
成
、
奉
献
祭
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
日
天
は
暗
雲
に

覆
わ
れ
、
嵐
が
お
ど
ろ
ど
ろ
し
い
雲
と
と
も
に
接
近
、
そ
の
雲
の
中
か
ら
主し

ゅ

の
御み

使
い
が
焰ほ

の
お

の
剣つ

る
ぎ

を
一い

っ
せ
ん閃
し
て
、
二
つ
目
の
塔
の
塔

冠
に
中あ

て
た
の
で
、
塔
は
炎
上
し
、
全
て
燃
え
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
残
り
の
建
物
は
全
く
無む

き
ず疵
で
残
っ
た
の
で
あ
る
。

─

そ
の
後
も
う
一
度
塔
を
再
建
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
塔
が
で
き
あ
が
る
や
い
な
や
、
ま
た
し
て
も
天
の
稲
妻
が
命
中
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
塔
は
以
降
世
世
代
代
ず
っ
と
で
き
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。
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二
六
九　

ク
ル
ム
の
女
た
ち

　

ポ
ン
メ
ル
ラ
ン
ト
の
支
配
者
で
カ
シ
ュ
ー
ブ
人
を
統
治
し
て
い
た
ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
な
る
名
の
さ
る
公
爵
は
キ
リ
ス
ト
教
に
改

宗
し
た
も
の
の
、
胸
の
裡う

ち

で
は
依
然
と
し
て
異
教
徒
の
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
こ
で
異
教
徒
の
プ
ロ
イ
セ
ン
人
と
ひ
そ
か
に
好よ

し
み誼
を
通
じ
、

遂
に
は
あ
か
ら
さ
ま
に
教
会
か
ら
離
反
し
て
キ
リ
ス
ト
教
と
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
敵
対
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
背
教
者
と
な
っ

た
彼
は
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
川
沿
い
の
諸
城じ

ょ
う
さ
い塞
の
武
備
を
固
め
、
修
道
会
と
公
然
た
る
戦
い
を
行
う
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
多
数
の
命
を

手
中
に
収
め
、
う
ま
く
葬
り
去
れ
そ
う
な
ら
、
詭き

け
い計
を
弄ろ

う

す
る
こ
と
も
吝や

ぶ
さ

か
で
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
大
兵
力
で
ク
ル
ム
へ
押
し
寄

せ
た
公
は
、
こ
の
都
市
を
乗
っ
取
り
た
い
の
は
山
山
だ
っ
た
が
、
数
度
の
攻
撃
で
も
一
向
成
果
が
挙
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、
退
陣
す
る

ふ
り
を
装
い
、
そ
の
軍
勢
と
と
も
に
ロ
ン
ゼ
ン
と
呼
ば
れ
る
じ
め
じ
め
し
た
沼
沢
地
に
潜
ん
だ
。
程
な
く
籠
城
し
て
い
た
者
た
ち
が
周

辺
の
村
落
か
ら
糧
食
を
徴
発
す
る
た
め
に
出
て
来
る
だ
ろ
う
、と
当
て
込
ん
だ
の
で
あ
る
。け
れ
ど
も
期
待
し
た
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
は
率
い
る
軍
勢
も
ろ
と
も
埋
伏
場
所
か
ら
打
っ
て
出
て
、
騎
士
・
従
士
ら
を
悉

こ
と
ご
と

く
撃
破
、
こ
れ
で
楽
楽

ク
ル
ム
を
占
領
で
き
る
、
と
思
っ
た
。
し
か
し
市
側
は
逃
げ
て
来
た
者
か
ら
、
敵
が
奇
襲
を
掛
け
、
今
や
接
近
中
、
と
の
報し

ら

せ
を
受
け

て
お
り
、
女
た
ち
が
既
婚
未
婚
を
問
わ
ず
ぞ
く
ぞ
く
と
集
結
、
男
装
し
て
武
具
に
身
を
固
め
、
市
壁
守
備
の
配
置
に
就
き
、
生
死
を
賭と

し
て
市
を
防ぼ

う
ぎ
ょ禦
す
る
、
と
決
意
し
て
い
た
。
自
分
た
ち
が
異
教
徒
ど
も
か
ら
ど
ん
な
目
に
遭あ

わ
さ
れ
る
か
、
よ
く
よ
く
心
得
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
多
数
か
つ
戦
備
万
全
の
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵
が
ど
の
市
壁
の
上
に
も
い
る
の
を
遠
望
し
た
ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
は
、
甚
大
な
損
害
を

蒙こ
う
む

る
こ
と
な
く
ク
ル
ム
を
奪
取
す
る
の
は
難
し
い
、
と
考
え
、
撤
退
し
た
。
か
く
も
勇
敢
に
敵
を
近
づ
け
ま
い
と
し
た
の
で
、
ク
ル

ム
の
婦
人
・
乙
女
ら
は
大
層
名
声
・
栄
誉
を
博
し
、
こ
の
こ
と
は
後
世
に
も
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
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二
七
〇　

ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
の
冗
談

　

同
じ
く
、
ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
公
が
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
と
対た

い
じ峙
し
て
い
た
時
の
こ
と
、
公
は
ポポ

メ
ザ
ー
ニ
エ
ン

メ
ゾ
の
邦
に
あ
る
ヴ
ァ
イ
ク
セ

ル
河
畔
の
楽
し
い
村

─
ク
ル
ム
と
ト
ル
ン
の
ほ
ぼ
中
間

─
の
近
く
で
野
営
、
上
上
の
ご
機
嫌
で
い
た
。
と
こ
ろ
で
ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ

ポ
ー
ル
の
宮
廷
に
は
修
道
会
の
騎
士
を
恐
れ
る
こ
と
、
悪
魔
よ
り
も
甚
だ
し
い
と
い
う
男
が
お
り
、
ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
は
常
日
頃

そ
の
臆
病
の
廉か

ど

で
こ
の
男
を
か
ら
か
っ
て
い
た
。
で
、
公
は
ま
た
し
て
も
う
ま
い
冗
談
を
思
い
つ
き
、
気
心
の
知
れ
た
召
使
い
に
命
じ

て
、
食
事
中
、「
騎
士
だ
、
騎
士
が
来
た
」
と
叫
ば
せ
る
こ
と
に
し
た
。
例
の
宮
廷
人
の
怖
が
り
よ
う
を
楽
し
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
軍
の
指
揮
官
た
ち
に
も
あ
ら
か
じ
め
、
召
使
い
が
叫
ん
で
も
、
泰
然
と
し
て
い
る
よ
う
に
言
っ
て
お
い
た
。
さ
て
全
員
が
一
堂

に
会
し
て
の
食
事
が
始
ま
り
、
召
使
い
が
折
を
見
計
ら
っ
て
主
人
の
言
い
付
け
を
実
行
し
よ
う
と
食
堂
の
外
に
立
ち
、
何
気
な
く
平
野

を
見
遣や

る
と
、
本
当
に
修
道
会
の
騎
士
た
ち
が
陣
営
目
掛
け
て
馬
を
駈か

っ
て
来
る
の
を
目
撃
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
恐
れ
戦お

の
の

き
、

食
堂
に
転
げ
込
む
な
り
「
十
字
軍
士
が
来
ま
す
。
正
真
正
銘
、
ほ
ん
と
で
す
。
奴
ら
が
来
ま
す
。
お
助
け
く
だ
さ
い
」
と
叫
ん
だ
。

─
こ
の
叫
び
を
聞
く
や
い
な
や
、
か
の
怖
が
り
屋
の
宮
廷
人
は
ま
こ
と
に
結
構
な
食し

ょ
く
ぜ
ん膳
か
ら
ぱ
っ
と
離
れ
、
慌
て
ふ
た
め
い
て
表

へ
飛
び
出
し
、
う
ま
く
逃
げ
お
お
せ
、
近
く
の
繁
み
に
辿た

ど

り
着
い
て
一
命
を
拾
っ
た
。
ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
と
隊
長
た
ち
は
一
斉
に

こ
の
臆
病
者
を
嘲あ

ざ
け

っ
て
大
笑
い
し
た
が
、
召
使
い
は
「
さ
あ
、
さ
あ
、
立
っ
て
、
立
っ
て
。
騎
士
ど
も
が
来
ま
す
」
と
叫
び
続
け
た
。

─
そ
こ
で
ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
が
怒
鳴
り
つ
け
た
。「
好
い
加
減
に
口
を
閉
じ
よ
、
こ
こ
な
莫ば

か迦
者
め
。
も
う
た
く
さ
ん
だ
。
分

か
ら
ん
の
か
」。

─
「
で
も
来
る
ん
で
す
、
騎
士
ど
も
が
。
や
っ
て
参
り
ま
す
」。
召
使
い
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
そ
う
叫
ん
だ
が
、
そ

れ
も
長
い
こ
と
で
は
な
く
、
騎
士
た
ち
が
本
当
に
や
っ
て
来
て
、
襲
撃
を
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
敵
に
激
し
く
打
ち
掛
か
り
、
ス
ヴ
ェ

ン
テ
ィ
ポ
ー
ル
を
除
い
て
全
員
が
斃た

お

さ
れ
た
。
公
と
部
下
の
一
人
だ
け
が
な
ん
と
か
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
川
ま
で
逃
げ
延
び
、
流
れ
に
身
を
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投
じ
て
泳
ぎ
、
苦
心
惨さ

ん
た
ん憺
し
た
あ
げ
く
や
っ
と
助
か
っ
た
。

二
七
一　

柏
ア
イ
ヒ
ェ

の
樹
か
ら
で
き
た
ト
ル
ン

　

現
在
ト
ル
ン
の
あ
る
地
に
は
、
異
教
時
代
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
で
最
も
名
高
い
聖
な
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
樹
の
四
本
目
が
聳そ

び

え
て
い
た
。
そ
の
樹

下
で
祭
司
た
ち
と
民
衆
と
が
三
柱
の
最
高
の
国く

に
つ
が
み

津
神
ペ
ル
ク
ノ
ス
、
ピ
コ
ッ
ロ
ス
、
ポ
ト
リ
ン
プ
ス
、
そ
れ
か
ら
三
柱
の
次
位
の
神
神
、

お
よ
び
そ
の
他
諸も

ろ
も
ろ諸
の
群
小
の
神
神
を
崇あ

が

め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
樹
の
胴
回
り
は
な
ん
と
も
巨
大
で
、丈
も
望
楼
の
よ
う
に
高
か
っ
た
。

初
代
地ラ

ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー

方
長
官
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
バ
ル
ケ
が
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
に
や
っ
て
来
る
と
、
異
教
徒
を
駆
逐
、
彼
ら
の
数
数
の
聖
所
を
征

服
、そ
の
防ぼ

う
ぎ
ょ禦
施
設
を
活
用
し
た
。
ヘ
ル
マ
ン
は
他
の
聖
な
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

を
伐き

り
倒
し
た
熱
狂
信
仰
家
よ
り
ず
っ
と
利
巧
で
、我
が
物
と
な
っ

た
こ
の
樹
を
そ
の
ま
ま
聳
え
さ
せ
て
お
き
、
こ
れ
を
城
塞
の
塔
の
一
つ
と
し
、
樹
上
に
胸き

ょ
う
し
ょ
う牆
を
設
け
、
敵
を
効
果
的
に
防
い
だ
。
そ

こ
で
こ
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

は
ト
ル
ン
、
す
な
わ
ち
塔

ト
ゥ
ル
ム

と
呼
ば
れ
、
後
に
同
地
に
町
が
で
き
る
と
、
こ
れ
も
ト
ル
ン
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
あ
ま
り
に
も
頻
繁
に
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
町
は
す
ぐ
に
放
棄
さ
れ
、
一
哩マ

イ
ル

離
れ
た
と
こ
ろ
に
再
建
さ
れ
た
。
こ
れ
が
今
日

の
ト
ル
ン
と
な
っ
た
。
往
昔
の
聖
所
に
は
い
ま
だ
に
遺
跡
が
残
っ
て
お
り
、
人
が
近
寄
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
に
は
化
け
物
ど
も
や

亡
霊
が
出
没
し
て
な
ん
と
も
不
気
味
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
言
い
伝
え
は
、
ト
ル
ン
が
ト
ゥ
ラ
ン
ド
ゥ
ス
と
か
い
う
ロ
ー
マ

人
に
建
設
さ
れ
た
と
か
、
例
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
神
話
の
ト
ー
ル
神
を
祀ま

つ

っ
た
樹
な
の
だ
、
ト
ー
ル
と
ペ
ル
ク
ノ
ス
は
ど

ち
ら
も
雷
神
と
考
え
ら
れ
、
い
わ
ば
同
一
な
の
だ
か
ら
、
と
か
主
張
す
る
他
の
伝
承
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
信
じ
ら
れ
る
し
、
ド

イ
ツ
的
で
も
あ
る
。
な
に
し
ろ
ペ
ル
ク
ノ
ス
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
古
代
異
教
神
話
に
お
け
る
最
高
神
だ
が
、
ト
ー
ル
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ

ヴ
ィ
ア
神
話
で
は
最
高
神
で
は
な
い
。
こ
れ
で
は
っ
き
り
判
断
が
つ
く
と
申
す
も
の
。
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二
七
二　

泥
棒
ト
ル
ン
を
救
う

　

三
十
年
戦
争
時
代
の
こ
と
、古
き
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
一
円
で
も
怒ど

と
う濤
の
よ
う
な
軍
勢
が
幾
つ
も
各
地
に
破
滅
を
齎も

た
ら

し
つ
つ
荒
れ
狂
っ

て
い
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
佐
ヘ
ル
モ
ル
ト
・
ヴ
ラ
ン
ゲ
ル

─
通
称
狂デ

ア
・
ト
レ
・
ヘ
ル
ム

暴
冑

─
が
迅じ

ん
そ
く速
に
ト
ル
ン
に
兵
を
進
め
、
そ
の

狂
暴
な
遣や

り
口
で
市
を
奇
襲
、
奪
取
し
よ
う
と
し
た
。
ほ
と
ん
ど
成
功
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
適
切
な
日
時
の
選
択
を
誤
っ
た
の
で
失

敗
し
た
。
そ
れ
は
こ
う
い
う
し
だ
い
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
そ
の
日
そ
の
時
ト
ル
ン
市
民
た
ち
は
あ
る
泥
棒
を
絞
首
刑
に
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
泥
棒
が
梯は

し
ご子
の
上
に
立
ち
、
絞
首
索
が
そ
の
頸く

び

の
周
り
に
巻
か
れ
よ
う
と
し
た
折
、
遠
く
平
野
に
目
を
や
る
と
、
敵
の
軍
勢
が

こ
ち
ら
へ
攻
め
寄
せ
て
来
る
の
が
見
え
た
か
ら
、
突
拍
子
も
な
い
声
で
「
敵
だ
、
敵
だ
あ
」
と
叫
ん
だ
も
の
。

─
そ
こ
で
皆
町
を
目

指
し
て
走
っ
た
。
裁
判
官
た
ち
も
走
っ
た
。
捕
吏
た
ち
も
走
っ
た
。
刑
吏
も
泥
棒
を
梯
子
か
ら
落
と
し
て
走
っ
た
。
泥
棒
も
走
っ
た
。

ト
ル
ン
市
内
に
群
が
り
着
く
と
一
同
鐘
を
鳴
ら
し
、
敵
を
防
ご
う
と
我
勝
ち
に
武
器
を
取
っ
た
。
そ
こ
で
狂デ

ア
・
ト
レ
・
ヘ
ル
ム

暴
冑
が
市
門
に
来
た

時
に
は
、
市
門
は
ぴ
た
り
と
閉
ざ
さ
れ
、
市
壁
の
上
か
ら
は
手
ひ
ど
い
弾
丸
の
ご
挨
拶
が
お
出
迎
え
し
た
。
そ
こ
で
大
佐
ヘ
ル
モ
ル

ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ラ
ン
ゲ
ル
は
回
れ
右
を
し
て
、
ト
ル
ン
市
に
後
ろ
を
見
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
市
門
の
外
で
途
方
に
暮
れ
た
が
、

ど
う
し
た
も
の
や
ら
分
か
ら
な
い
ま
ま
皆
と
一
緒
に
市
内
へ
走
り
込
ん
だ
例
の
哀
れ
な
泥
棒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
助
命
さ
れ
た
。

二
七
三　

ちフ
ィ
ン
ガ
ー
リ
ン
グ

び
指
の
花
嫁

　

古
き
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
の
幾
つ
か
の
町
村
で
は
（
小
人
族
の
）
バ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ケ
ン
を
ちフ

ィ
ン
ガ
ー
リ
ン
グ

び
指
と
も
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
姿
形

が
小
さ
い
た
め
。
昔
小
都
市
レ
ー
ネ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
の
プ
ラ
ッ
セ
ン
城
に
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
男
爵
家
と
い
う
剛ご

う
き毅
な
一
族
が
居
を
構
え
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て
い
た
。
折
し
も
プ
ラ
ッ
セ
ン
城
に
は
う
ら
若
い
姫
君
が
い
た
が
、
い
と
も
あ
て
に
愛
ら
し
く
、
小
さ
い
体
つ
き
だ
っ
た
。
こ
の
姫
を

見
た
ちフ

ィ
ン
ガ
ー
リ
ン
グ

び
指
族
の
王
は
妻
に
所
望
し
た
く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
家
来
の
小
人
た
ち
の
使
節
団
を
遣
わ
し
て
姫
の
父
母
に

恭
う
や
う
や

し
く
縁
談
を
申
し
入
れ
、
こ
う
言
わ
せ
た
。「
ご
両
親
が
ご
息
女
を
嫁と

つ

が
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
な
ら
、
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
の
ご
一

族
は
い
つ
の
世
に
も
ご
繁
栄
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
か
か
る
幸
せ
を
あ
る
黄こ

が
ね金
の
指
環
に
籠こ

め
て
お
き
ま
す
る
。
し
た
が
、
こ
の
指
環
は

注
意
深
く
大
事
に
持
ち
続
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ず
、
決
し
て
お
失な

く
し
に
な
ら
ぬ
よ
う
。
姫
君
様
は
お
幸
せ
に
な
ら
れ
ま
し
ょ
う
」
と
。

こ
の
申
し
出
を
と
っ
く
り
思
案
し
た
両
親
は
、
同
意
す
る
の
が
な
に
よ
り
と
考
え
た
。
な
に
し
ろ
、
一
族
の
将
来
を
永
遠
に
保
証
さ
れ

た
く
な
い
な
ど
と
い
う
者
は
い
っ
こ
な
い
か
ら
ね
。
婚
儀
が
承
諾
さ
れ
る
と
、
小
人
の
使
節
団
は
こ
う
頼
ん
だ
。「
プ
ラ
ッ
セ
ン
の
ご

城
中
に
お
若
い
花
嫁
が
お
入
り
に
な
る
部
屋
を
一
つ
お
決
め
あ
れ
。
覗の

ぞ

き
見
、
立
ち
聞
き
は
一
切
ご
遠
慮
願
い
ま
す
る
。
バ
ル
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ケ
ン
の
王
は
こ
の
部
屋
で
姫
君
様
を
お
迎
え
あ
そ
ば
し
ま
し
ょ
う
」。
そ
の
通
り
に
事
が
運
ば
れ
、
姫
君
は
そ
の
部
屋
に
連
れ

込
ま
れ
た
。
そ
れ
か
ら
姫
の
姿
を
見
掛
け
た
人
間
、
姫
の
行
方
が
分
か
っ
た
人
間
は
全
く
い
な
い
。
後
に
な
っ
て
、
こ
の
部
屋
の
中
で

ちフ
ィ
ン
ガ
ー
リ
ン
グ

び
指
た
ち
が
何
か
し
て
い
る
の
を
認
め
た
、
と
主
張
す
る
者
が
何
度
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
好
奇
心
が
膨
れ
上
が
り
、
知
り

た
が
り
屋
が
立
ち
聞
き
や
覗
き
見
を
も
く
ろ
む
よ
う
に
な
る
と
、
ちフ

ィ
ン
ガ
ー
リ
ン
グ

び
指
た
ち
は
城
を
立
ち
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
彼
ら
が

約
束
し
た
幸
運
は
こ
の
一
族
に
留と

ど

ま
り
続
け
、
男
爵
家
は
伯
爵
家
に
な
っ
た
。

　

プ
ラ
ッ
セ
ン
城
の
後
世
の
あ
る
城
主
が
食
卓
に
着
い
て
い
る
と
、例
の
部
屋
に
行
っ
て
「
赤ロ

ー
ト
エ
ー
ア
ヒ
ェ
ン

耳
小
人
よ
、金ゲ

ル
ト
エ
ー
ア
ヒ
ェ
ン

耳
小
人
が
死
ん
だ
ぞ
や
」

と
声
を
掛
け
る
よ
う
に
、
と
だ
れ
か
が
囁さ

さ
や

い
た
。
城
主
が
言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
と
、
だ
れ
か
が
こ
う
応こ

た

え
た
。「
え
、
金ゲ

ル
ト
エ
ー
ア
ヒ
ェ
ン

耳
小
人
が

死
ん
だ
と
な
。
お
お
、
な
ん
て
悲
し
い
こ
っ
た
。
な
ん
て
悲
し
い
こ
っ
た
」
と
。

─
以
来
プ
ラ
ッ
セ
ン
城
に
は
ちフ

ィ
ン
ガ
ー
リ
ン
グ

び
指
の
い
る
気

配
が
と
ん
と
な
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
赤ロ

ー
ト
エ
ー
ア
ヒ
ェ
ン

耳
小
人
、
金ゲ

ル
ト
エ
ー
ア
ヒ
ェ
ン

耳
小
人
と
い
う
こ
の
二
つ
の
名
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
の
細
流
シ
ュ
プ
ロ
イ

に
棲す

む
か
ら
か
い
好
き
な
水
の
精
細
長シ

ュ
リ
ッ
ツ
エ
ー
ア
ヒ
ェ
ン

耳
小
人
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
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二
七
四　

家コ
ー
ボ
ル
ト

の
精
た
ち

　

古
き
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
の
バ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ケ
ン
に
相
当
す
る
の
が
、
北
西
ド
イ
ツ
や
も
っ
と
南
の
ド
イ
ツ
の
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
地
方
に
お
け
る
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
の
名
称
は
極
め
て
夥

お
び
た
だ

し
く
、
多た

き岐
に
亘わ

た

っ
て
い
る
。
ハ
イ
ン
ツ
ヒ
ェ
ン
（
ア
ー
ヘ
ン
ま
で
）、

帽ヒ
ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
と
皺ハ

イ
ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン

く
ち
ゃ
小
人
（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
地
方
ま
で
）、
下ク

ネ
ヒ
ト
ヒ
ェ
ン

男
小
人
、
ク
ル
ト
・
ヒ
ー
ム
ヒ
ェ
ン
、
家ハ

イ
ム
ヒ
ェ
ン

小
人
（
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン

ト
）、帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
と
悪ヴ

ィ
ヒ
ト
ラ
イ
ン

戯
小
人（
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
と
フ
ラ
ン
ケ
ン
。
そ
れ
か
ら
ボ
ヘ
ミ
ア
ま
で
）と
い
っ
た
具
合
。
彼
ら
が
人
間
に
や
っ

て
く
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
ど
こ
で
も
同
じ
で
、
家
事
、
台
所
仕
事
、
野の

ら良
仕
事
、
地
下
貯
蔵
庫
仕
事
、
厩う

ま
や

仕
事
な
ど
。
そ
の
礼
に
は
小

さ
い
深
皿
に
食
べ
物
か
乳ミ

ル
ク

を
入
れ
て
、
置
い
て
お
け
ば
よ
い
。
彼
ら
の
外
見
は
人
間
の
目
に
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。

─
た

い
て
い
は
醜
く
、
し
ば
し
ば
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
。
裸
体
だ
っ
た
り
、
屠と

ち
く畜
用
の
小
刀
を
背
中
に
突
き
刺
さ
れ
た
小
さ
な
子
ど
も
の
姿
の

こ
と
も
あ
る
。
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
ア
ウ
の
あ
る
城
に
棲す

み
つ
い
て
い
た
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
は
戸ク

ロ
プ
フ
ァ
ー

叩
き
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
長
い
こ
と
ま
め
に
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
こ
な
し
て
来
た
が
、
あ
る
時
召
使
い
の
一
人
が
、
な
ん
と
し
て
も
そ
の
姿
を
見
た
い
、
と
言
い
張
る
と
、
戸ク

ロ
プ
フ
ァ
ー

叩
き
は

か
ん
か
ん
に
怒
っ
て
し
ま
い
、
焰ほ

の
お

に
な
っ
て
煙
突
か
ら
飛
び
出
す
と
、
城
に
火
を
放
っ
た
の
で
、
城
壁
に
至
る
ま
で
根
こ
そ
ぎ
燃
え

て
し
ま
っ
た
。
カ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
城
に
い
た
同
様
の
家

ハ
ウ
ス
ガ
イ
ス
ト
精
は
長

シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル
靴
と
い
う
名
で
、
ク
レ
ー
フ
ェ
公
爵
領
の
エ
ル
テ
ン
村
近
郊
の

は
エ
ー
カ
ー
ケ
ン
（
栗

ア
イ
ヒ
ヘ
ル
ン
ヒ
ェ
ン
鼠
）
と
い
っ
た
。
こ
い
つ
は
全
く
の
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
気
質
で
、
人
間
を
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
よ
り
悪い

た
ず
ら戯
、
か
ら

か
い
が
好
き
だ
っ
た
。
時
時
だ
が
こ
れ
が
人
間
の
子
ど
も
の
よ
う
な
ち
い
ち
ゃ
い
手
を
し
て
い
る
の
が
見
え
た
も
の
。

　

と
こ
ろ
で
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
中
の
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
だ
っ
た
の
は
そ
の
名
も
高
き
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
で
あ
る
。
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二
七
五　

ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン

　

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
地
方
の
ア
ラ
ー
川
を
見
下
ろ
す
フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城
で
騒

ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
霊
が
初
め
て
認
め
ら
れ
た
の
は
一
五
八
四
年
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
の
存
在
を
ど
ん
ど
ん
が
ん
が
ん
と
大
変
な
音
を
立
て
て
告
知
し
た
が
、
そ
れ
に
留と

ど

ま
ら
ず
、
し
ば
ら
く
す

る
と
し
ゃ
べ
り
だ
し
、
会
話
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
召
使
い
ら
と
、
そ
れ
か
ら
城
主
と
、
遂
に
は
余よ

そ所
か
ら
来
た
客
た
ち
と
ま
で
。

部
屋
に
い
る
時
、
あ
る
い
は
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房
に
い
る
時
、
だ
れ
か
が
不
意
に
は
っ
き
り
し
た
声
で
話
し
掛
け
、
か
つ
こ
ち
ら
の
言
う
こ
と
も
聞

い
て
い
る
様
子
な
の
に
、
語
る
者
の
姿
が
皆
目
見
え
な
い
と
い
う
の
は
、
最
初
の
内
だ
れ
に
も
至
極
不
気
味
に
思
わ
れ
た
。
け
れ
ど
も

こ
の
声
は
子
ど
も
の
声
の
よ
う
に
と
て
も
優
し
く
綺
麗
だ
っ
た
し
、
妖
怪
と
い
っ
て
も
人
に
危
害
を
加
え
る
ど
こ
ろ
か
、
よ
く
き
ゃ
あ

き
ゃ
あ
笑
っ
た
り
、
お
ど
け
た
こ
と
を
言
っ
た
り
、
唄う

た

を
歌
っ
た
り
し
た
の
で
、
城
の
住
人
は
だ
ん
だ
ん
に
こ
れ
に
慣
れ
て
、
も
う
怖お

じ
恐
れ
た
り
し
な
く
な
り
、
と
う
と
う
思
い
切
っ
て
こ
ん
な
質
問
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
れ
な
の
か
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
名
前

は
な
ん
と
い
う
の
か
、
特
に
こ
の
フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
か
、
と
。
相
手
は
こ
う
返
辞
し

た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
山
地
か
ら
来
た
、
そ
こ
に
自
分
の
家
族
や
親
戚
が
い
る
、
彼
ら
が
自
分
を
お
も
し
ろ
く
な
く
思
っ
て
い
る
の
で
、
ほ
と

ぼ
り
が
冷
め
る
ま
で
旅
に
出
る
こ
と
に
し
た
、
名
前
は
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
、
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
と
も
い
う
、
女
房
が
い
て
、
こ
れ
の
名
は

ヒ
レ
・
ビ
ン
ゲ
ル
ス
、
今
は
別
居
し
て
い
る
、
以
前
は
人
間
に
姿
形
を
見
せ
た
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
こ
こ
ん
と
こ
は
ま
だ
都
合
が
悪

い
、
自
分
は
そ
こ
い
ら
の
家

ハ
ウ
ス
ガ
イ
ス
ト
精
同
様
善
良
で
ち
ゃ
ん
と
し
た
家

ハ
ウ
ス
ガ
イ
ス
ト
精
だ
、
性
悪
な
精
に
較
べ
れ
ば
ず
っ
と
ず
っ
と
良
い
精
だ
、
と
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城
の
城
主
と
召
使
い
一
同
は
妙
な
気
分
に
な
っ
た
し
、
そ
う
そ
う
退
去
な
ど
考
え

そ
う
に
な
い
世
に
も
不
思
議
な
仲
間
と
一
緒
に
暮
ら
す
の
は
至
極
不
気
味
だ
っ
た
。
そ
こ
で
城
主
は
「
あ
い
つ
を
避
け
て
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー

へ
移
る
と
し
よ
う
か
」
と
考
え
、
旅
行
用
馬
車
の
支
度
を
さ
せ
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
エ
ッ
セ
ン
と
ブ
ロ
ッ
ク
ホ
ー

（　

）
 194

（　

）
 195

（　

）
 196

（　

）
 197
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フ
の
間
の
ひ
っ
そ
り
か
ん
と
し
て
荒
涼
た
る
人ひ

と
け気
の
な
い
道
に
差
し
掛
か
っ
た
馭ぎ

ょ
し
ゃ者
と
従
者
は
馬
車
の
脇
を
白
い
小
さ
な
綿
毛
が
絶
え

ず
ふ
わ
ふ
わ
飛
ん
で
い
る
の
を
目
に
し
た
が
、
綿
毛
が
ず
っ
と
馬
車
に
随つ

い
て
来
る
な
ん
て
ど
う
い
う
わ
け
だ
か
皆
目
合が

て
ん点
が
行
か
な

か
っ
た
。
さ
て
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
で
一
夜
過
ご
し
た
城
主
は
頸く

び

に
掛
け
る
黄こ

が
ね金
の
鎖
が
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
騒
ぎ
出
し
、
止
宿
先
の
使

用
人
が
盗
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
言
っ
た
。
止
宿
先
の
主
人
は
、
家
の
者
ど
も
が
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
わ
け
は
な
い
、
証
拠
を
示
し

て
欲
し
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
そ
ん
な
言
い
掛
か
り
の
償
い
を
、
と
応
じ
た
。
す
っ
か
り
悄し

ょ

げ
た
城
主
が
部
屋
に
坐す

わ

っ
て
い
る
と
、
傍そ

ば

で

こ
う
訊き

く
声
が
し
た
。「
ど
う
し
て
悲
し
が
っ
て
る
の
。
黄き

ん金
の
鎖
が
失な

く
な
っ
た
か
ら
な
の
か
な
」。「
あ
れ
、
お
ま
え
、
こ
こ
に
い

る
の
か
、
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
。
わ
た
し
に
随
い
て
来
た
の
か
。
そ
り
ゃ
ま
た
ど
う
し
て
。
で
、
鎖
は
ど
こ
に
あ
る
」。

─
「
あ
ん
た
、

馬
車
の
脇
を
飛
ん
で
い
る
綿
毛
を
見
な
か
っ
た
の
」
と
精
。「
あ
れ
が
お
い
ら
だ
っ
た
の
さ
。
お
い
ら
が
随
い
て
来
た
の
は
ね
、
あ
ん

た
の
役
に
立
と
う
と
思
っ
て
さ
。
鎖
は
ね
、
あ
ん
た
、
昨
日
の
晩
、
自
分
で
一
番
大
き
な
枕
の
下
に
隠
し
た
じ
ゃ
な
い
か
」。

─
お

や
ま
あ
、
な
ん
と
、
鎖
は
そ
の
通
り
そ
こ
に
あ
っ
た
。
城
主
に
し
て
み
れ
ば
黄き

ん金
鎖
に
ま
た
お
目
に
掛
か
れ
た
の
は
嬉う

れ

し
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
に
お
目
に
掛
か
っ
た
の
は
一
向
嬉
し
く
な
か
っ
た
。
で
、
精
に
腹
を
立
て
た
も
の
の
、
こ
や
つ
か
ら
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
ず
、
こ
や
つ
は
自
分
に
付
き
纏ま

と

う
つ
も
り
で
い
る
よ
う
な
の
で
、
フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城
に
戻
ろ
う
と
決
心
し
た
。
さ
て

フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城
で
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
が
厨
房
仕
事
を
こ
な
す
遣や

り
方
と
き
た
ら
ま
こ
と
に
行
き
届
い
た
も
の
だ
っ
た
。
調
理
用

具
や
食
器
を
洗
い
清
め
る
、
拭
き
掃
除
を
す
る
、
床
磨
き
を
す
る
、
下
男
下
女
を
督と

く
れ
い励
し
て
せ
っ
せ
と
働
か
せ
る
、
必
要
と
あ
ら
ば
ぴ

し
ゃ
り
と
一
発
喰く

ら
わ
せ
る
、
と
い
っ
た
具
合
。
馬
た
ち
の
世
話
も
、
体
を
洗
っ
て
や
る
、
馬う

ま
ぐ
し櫛
で
梳す

く
、
刷ブ

ラ
シ子
を
掛
け
る
、
と
堂
に

入
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
、
馬
た
ち
は
肥
え
太
り
、
毛け

づ
や艶
は
鰻う

な
ぎ

の
よ
う
に
滑
ら
か
に
ぴ
か
ぴ
か
輝
い
た
。
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
フ
ー

デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城
の
居
館
の
最
上
階
に
あ
る
小
部
屋
の
一
つ
を
か
ね
て
か
ら
自
分
用
と
定
め
、
そ
こ
に
小
さ
な
丸テ

ー
ブ
ル

卓
子
と
肘ひ

じ

掛
け
椅い

す子

─
椅
子
の
腰
の
座
は
こ
の
上
な
く
優
美
な
藁わ

ら

細
工
で
、
こ
れ
は
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
が
自
分
で
い
と
も
巧
み
に
作
っ
た
も
の
。
人
間
は
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見
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
坐
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た

─
そ
れ
か
ら
寝
具
の
調
っ
た
小
さ
い
寝
台
を
持
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
こ

の
寝
台
に
は
人
が
寝
た
痕あ

と

が
残
る
こ
と
は
な
く
て
、
あ
る
の
は
猫
が
寝
場
所
に
寝
る
時
作
る
よ
う
な
小
さ
な
窪く

ぼ

み
だ
け
だ
っ
た
。
ヒ
ン

ツ
ェ
ル
マ
ン
は
毎
朝
こ
の
寝
場
所
に
い
た
。
そ
う
し
て
小テ

ー
ブ
ル

卓
子
に
白
麵パ

ン麭
を
ち
ぎ
っ
た
の
を
入
れ
た
甘
い
乳ミ

ル
ク

の
深
皿
が
運
ば
れ
て
来

る
と
、
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
猫
が
や
る
よ
う
に
ぴ
ち
ゃ
ぴ
ち
ゃ
舐な

め
て
綺
麗
に
平
ら
げ
る
の
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
時
時
は
食
卓
に
着
い

て
食
事
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
食
卓
に
は
彼
専
用
の
食
器
が
並
べ
ら
れ
た
。
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
陽
気
な
人
た
ち
と
一
緒
に
陽
気
に

や
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
韻
を
踏
ん
だ
詩
や
お
ど
け
唄
を
歌
っ
た
が
、
卑
猥
な
も
の
は
決
し
て
。
か
ら
か
う
の
は
好
き
だ
っ
た
が
、
陰

険
な
真
似
は
し
な
か
っ
た
。
召
使
い
た
ち
が
お
互
い
に
喧け

ん
か嘩
に
な
る
の
を
お
も
し
ろ
が
り
、
ち
ょ
い
と
け
し
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
殴
り
合
い
が
始
ま
る
と
、
紅
い
蚯み

み
ず蚓
腫ば

れ
や
青
い
痣あ

ざ

が
で
き
る
く
ら
い
ま
で
は
放
っ
て
お
い
た
が
、
そ
れ
以
上
は
止
め
た
の
で
、

怪け

が我
を
し
た
り
、命
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
城
へ
の
来
客
が
摑つ

か

み
合
い
に
な
り
、刃に

ん
じ
ょ
う傷
沙ざ

た汰
に
及
ぼ
う
と
し
て
も
、

大
刀
を
鞘さ

や

か
ら
抜
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
致
命
的
な
武
器
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
が
す
っ
か
り
隠
し
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
数
人
の
兵
士
の
力
を
借
り
て
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
を
城
か
ら
追
い
出
そ
う
と
し
た
あ
る
貴
族
を
、
彼
は
こ
っ
ぴ
ど

く
愚
弄
し
、
果
て
は
大
蛇
の
姿
に
化
け
て
脅
か
し
た
。
ま
た
他
の
貴
族
を
か
ら
か
っ
て
、
あ
ん
た
は
自
分
が
大お

お

莫ば

か迦
だ
っ
て
こ
と
を
知

ら
な
い
よ
う
だ
、
と
言
い
放
っ
た
も
の
。
祓ふ

つ
ま魔
師
が
来
て
、
む
に
ゃ
む
に
ゃ
呪
文
を
唱
え
、
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
を
退
散
さ
せ
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
精
は
相
手
の
祓
魔
の
書
を
ず
た
ず
た
に
引
き
裂
い
て
、
部
屋
中
に
撒ま

き
散
ら
し
、
ど
ら
猫
よ
ろ
し
く
祓
魔
師
を
引
っ

搔か

い
て
血
だ
ら
け
に
し
た
。
こ
の
精
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
告
白
箇
条
は
受
け
入
れ
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
を
唱
え
る
際
は
か
す
れ
た
小

声
で
さ
ら
さ
ら
と
流
し
て
し
ま
っ
た
。
幾
つ
か
の
宗
教
歌
も
こ
ん
な
声
で
だ
っ
た
が
、
好
き
な
聖
歌
だ
と
持
ち
前
の
澄
ん
だ
声
で
歌
っ

た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
非
常
に
風
変
わ
り
な
精
だ
っ
た
。
旅
の
途
中
城
の
近
く
を
通
り
掛
か
り
、
そ
の
旨
を
城
中

に
申
し
入
れ
た
も
の
の
、城
主
の
招
待
を
、魔
物
な
ど
と
一
緒
に
食
卓
に
着
き
た
く
な
い
、と
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
の
存
在
を
理
由
に
断
っ
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た
こ
の
家
の
あ
る
友
人
を
、
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
、
仕
返
し
し
て
や
る
、
と
脅
し
、
旅
を
続
け
る
馬
車
の
牽ひ

き
馬
た
ち
を
暴
走
さ
せ
て

家
の
友
人
を
不
安
恐
怖
に
陥
れ
、
と
う
と
う
馬
車
と
荷
物
と
旅
行
者
と
を
フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
と
ア
イ
ケ
ロ
ー
ア
の
中
間
で
引
っ
繰
り

返
し
て
し
ま
っ
た
。

　

女
性
が
相
手
と
な
る
と
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
大
い
に
好
意
を
抱
き
、
親
切
で
、
愛
想
が
好
か
っ
た
。
城
の
姫
君
で
あ
る
ア
ン
ナ
と
カ

タ
リ
ー
ネ
は
と
り
わ
け
こ
の
精
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
。
二
人
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
し
、
彼
女
ら
が
馬
車
で
外
出

す
る
た
び
に
綿
毛
に
な
っ
て
そ
の
お
伴
を
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
姫
た
ち
の
掛
け
布
団
の
上
に
丸
ま
っ
て
、
そ
の
足
元
で

眠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
精
の
こ
う
し
た
愛
着
は
二
人
の
姫
に
は
迷
惑
こ
の
上
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
精
の
や
つ
は
彼
女

ら
に
求
婚
す
る
者
を
悉

こ
と
ご
と

く
脅お

び
や

か
し
て
追
っ
払
い
、
二
人
は
ず
っ
と
独
身
の
ま
ま
で
い
て
、
と
う
と
う
齢と

し

長た

け
て
し
ま
っ
た
の
で
ね
。

ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
が
、
怪
我
災
難
に
遭あ

う
、
と
注
意
し
て
く
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城
の
客
と
な
っ
た

銃
の
上
手
で
大
の
狩
猟
好
き
の
剛
胆
な
陸
軍
大
佐
に
そ
う
し
た
こ
と
が
あ
る
。
大
佐
が
狩
り
に
行
く
支
度
を
し
て
い
る
と
、
ヒ
ン
ツ
ェ

ル
マ
ン
が
こ
う
言
っ
た
。「
ト
ー
マ
ス
、
銃
を
撃
つ
時
に
ゃ
あ
用
心
し
な
よ
。
さ
も
な
い
と
災
難
に
遭
う
ぞ
」。
大
佐
は
そ
れ
き
り
こ
の

警
告
を
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
が
、
狩
り
を
始
め
て
す
ぐ
、
獲
物
目
掛
け
て
引
き
金
を
引
い
た
途
端
、
銃
身
が
破
裂
し
て
、
親
指
が
飛

ん
で
し
ま
っ
た
。
別
の
勇
敢
な
軍
人
が
城
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
の
城
主
で
、
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
相

手
に
随
分
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、彼
を
か
ら
か
い
、い
ろ
い
ろ
精
が
腹
を
立
て
る
よ
う
な
嘲あ

ざ
け

り
言
葉
を
弄ろ

う

し
た
。と
う
と
う
精
は
こ
う
言
っ

た
。「
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
、
あ
ん
た
、
お
い
ら
を
今
は
そ
う
か
ら
か
っ
て
い
る
が
な
あ
、
戦
に
出
掛
け
よ
う

も
ん
な
ら
、
そ
ん
な
毒
口
も
利
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
ぜ
」。

─
こ
れ
を
聞
い
た
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
殿
は
ひ
ど
く
考
え
込
み
、
黙
っ

て
し
ま
い
、
精
を
構
う
の
を
止
め
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
は
あ
る
ド
イ
ツ
の
君
侯
の
軍
旅
に
従
い
出
征
し
た
。
最

初
の
遭そ

う
ぐ
う
せ
ん

遇
戦
で
小フ

ァ
ル
コ
ネ
ッ
ト

鷹
砲
の
弾
丸
に
顎あ

ご

を
も
ぎ
取
ら
れ
、
こ
の
傷
が
元
で
こ
の
上
も
な
い
苦
痛
に
苛さ

い
な

ま
れ
な
が
ら
三
日
後
に
死
ん
だ
。

（　

）
 198

（　

）
 199
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─
あ
る
高
慢
で
自う

ぬ
ぼ惚
れ
屋
の
書
記
を
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
し
ば
し
ば
騙だ

ま

し
、
か
ら
か
い
、
情
事
の
邪
魔
を
し
て
、
そ
の
夜
意
地
悪
を

し
続
け
た
。

─
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
自
分
を
罵の

の
し

っ
た
女
中
を
一
晩
中
錠
の
下
り
た
穴
蔵
に
閉
じ
込
め
、
女
中
は
そ
こ
で
死
ぬ
ほ
ど

怖
い
思
い
を
し
た
。

　

城
主
が
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
に
、
ま
あ
姿
を
見
せ
ろ
、
少
な
く
と
も
体
に
触
れ
さ
せ
て
く
れ
、
と
繰
り
返
し
要
求
し
た
の
で
、
長
い
こ

と
や
い
の
や
い
の
言
わ
れ
た
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
と
う
と
う
譲
歩
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
そ
れ
じ
ゃ
あ
ね
、
ほ
ら
、
こ
れ
が
お
い
ら

の
手
だ
」。

─
城
主
が
手
を
伸
ば
し
て
み
る
と
、
小
さ
な
子
ど
も
の
、
も
っ
と
も
冷
た
い
指
に
触
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

途
端
に
精
は
ぱ
っ
と
手
を
引
っ
込
め
た
。
城
主
が
、
精
の
顔
に
触
ら
せ
て
欲
し
い
、
と
頼
む
と
、
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
承
知
し
た
。
城

主
の
手
は
小
さ
く
冷
た
い
頭
部
を
撫な

で
た
。
肉
が
付
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
は
っ
き
り
そ
れ
と
感
じ
ら
れ
る
前
に
、
頭
部

は
引
っ
込
ん
だ
。

─
城
の
料
理
女
も
ま
た
、
ど
う
し
て
も
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
の
姿
が
見
た
く
て
堪た

ま

ら
ず
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ

な
く
な
っ
た
。
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
の
方
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
ま
だ
時
期
じ
ゃ
あ
な
い
、
知
り
た
が
り
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
な
い
と
ひ
ど
く

後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
言
っ
て
聞
か
せ
た
の
だ
が
、
料
理
女
は
か
の
カ
ナ
ン
の
女
の
よ
う
に
せ
が
み
続
け
た
。
と
ど
の
つ
ま
り
ヒ

ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
い
わ
く
「
明
日
夜
明
け
前
に
穴
蔵
へ
下
り
な
。
だ
が
両
手
に
そ
れ
ぞ
れ
水
の
入
っ
た
桶お

け

を
提さ

げ
て
来
る
ん
だ
ぞ
」。
へ

ん
て
こ
な
注
文
だ
、
と
思
い
は
し
た
が
、
好
奇
心
が
む
ず
む
ず
す
る
の
で
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
く
な
り
、
女
は
〔
言
わ
れ
た
通

り
〕
水
を
持
っ
て
穴
蔵
に
下
り
た
。
最
初
は
何
一
つ
見
え
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
目
が
隅
っ
こ
に
あ
る
水み

ず
ぶ
ね槽
に
落
ち
た
。
す
る
と
槽ふ

ね

の

中
に
三
つ
く
ら
い
の
裸
の
子
が
死
ん
で
横
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
心
臓
に
二
本
の
小ナ

イ
フ刀
が
ぶ
っ
ち
が
い
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
そ
の
小
さ
な
体
は
一
面
血
塗ま

み

れ
だ
っ
た
。
こ
の
光
景
に
女
中
は
び
っ
く
り
し
た
の
な
ん
の
、
大
声
で
絶
叫
す
る
と
、
気

を
失
っ
て
く
た
く
た
と
く
ず
お
れ
た
。
す
る
と
精
は
水
桶
を
取
っ
て
、
桶
の
中
身
を
女
中
の
頭
に
次
次
に
ざ
っ
と
浴
び
せ
掛
け
た
。
そ

こ
で
女
中
が
我
に
返
る
と
、
槽
も
子
ど
も
も
も
う
見
え
ず
、
た
だ
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
の
こ
う
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。「
ほ
ら
な
、
水
の

（　

）
 200



286

武蔵大学人文学会雑誌　第 46 巻第 1 号

用
意
が
な
か
っ
た
ら
、
あ
ん
た
、
気
絶
し
た
ま
ん
ま
、
こ
の
穴
蔵
で
死
ん
じ
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
ぞ
」。

─
ま
あ
、
こ
ん
な
調
子

で
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
は
大
人
に
姿
を
見
せ
る
の
が
嫌
い
、
厭い

や
い
や厭
な
が
ら
だ
っ
た
し
、
姿
を
見
せ
る
と
し
て
も
た
い
て
い
怖
い
恰か

っ
こ
う好
だ
っ

た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
混
じ
る
時
は
綺
麗
な
子
ど
も
の
姿
で
現
れ
、
仲
間
に
な
っ
て
一
緒
に
遊
ぶ
の
が
好
き
だ
っ
た
。
巻
き
毛
の
黄
色

い
髪
を
肩
ま
で
垂
ら
し
、
赤
い
天ビ

ロ
ー
ド

鵞
絨
の
小
さ
な
上
衣
と
い
う
い
で
た
ち
で
。
も
っ
と
も
大
人
た
ち
の
目
に
留
ま
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
子

ど
も
た
ち
と
の
団ま

ど
い居
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
精
は
四
年
間
フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城
で
過
ご
し
て
か
ら
、
自
発
的
に
別
れ
を
告
げ
、
立

ち
去
る
前
城
主
に
三
種
類
の
品
を
記
念
と
し
て
贈
呈
し
た
。
ま
ず
絹
糸
で
編
ん
だ
小
十
字
架

─
指
く
ら
い
の
長
さ
、
中
は
空
ろ
で
、

振
る
と
音
が
す
る

─
、
次
に
極
め
て
精
巧
な
編
み
細
工
の
藁
帽
子
、
最
後
に
不
思
議
な
模
様
を
真
珠
で
縫
い
取
り
し
た
革
の
手
袋
で

あ
る
。
こ
れ
ら
が
き
ち
ん
と
保
管
さ
れ
て
三
つ
纏ま

と

ま
っ
て
い
る
限
り
、
こ
の
家
の
一
族
は
繁
栄
す
る
だ
ろ
う
、
し
か
し
な
お
ざ
り
に
し

て
散
逸
さ
せ
た
ら
、
逆
の
事
態
が
起
こ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
断
り
付
き
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
品
は
そ
の
後
ず
っ
と
二
人
の
老
嬢
ア
ン
ナ

と
カ
タ
リ
ー
ネ
が
持
っ
て
い
て
、
め
っ
た
に
人
目
に
触
れ
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
女
ら
よ
り
長
生
き
し
た
〔
当
主
で
あ
る
〕
兄

弟
の
所
有
に
帰
し
、
つ
い
で
そ
の
兄
弟
の
一
人
娘
の
手
に
渡
っ
た
。
こ
の
姫
君
が
結
婚
す
る
と
、
ど
う
や
ら
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
ら
し

い
。
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
が
フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城
を
去
っ
た
の
は
一
五
八
八
年
の
こ
と
、
そ
の
後
こ
れ
も
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
地
方
に
あ

る
エ
ス
ト
ル
プ
城
に
居い

そ
う
ろ
う候
を
決
め
込
ん
だ
由
。

二
七
六　

ホ
ー
ヤ
伯
爵

　

三
つ
の
贈
り
物
と
申
せ
ば
、
伝
説
で
は
さ
ま
ざ
ま
の
形
態
で
地
の
精
や
水
の
精
、
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
や
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
に
よ
り
た
い
て
い
は
高
貴
な
一

門
に
献
呈
さ
れ
、
そ
の
一
族
の
繁
栄
と
存
続
と
に
結
び
付
い
て
い
る
。
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
が
フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
の
城
主
に
十
字
架
と
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帽
子
と
手
袋
と
を
贈
っ
た
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
の
奥
方
は
三
種
の
金
貨
を
、
最
後
の
オ
ー
ゲ
ヴ
ィ
ー
ラ
ー
伯
爵
は
あ
る
美
女
か
ら
計
量

杓し
ゃ
く
し子
と
酒
杯
と
宝
石
の
嵌は

ま
っ
た
指ゆ

び
わ環
を
、同
じ
く
ラ
ン
ツ
ァ
ウ
の
奥
方
は
小
人
の
男
な
い
し
女
か
ら
数レ

ッ

ヒ

ェ

ン

プ

フ

ェ

ニ

ヒ

取
り
用
の
模
造
貨
幣
と
鰊に

し
ん

と

紡つ

む錘
を
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
の
贈
り
物
か
つ
記
念
の
品
と
し
て
貰も

ら

い
、
ま
た
他
に
も
類
例
が
多
多
あ
る
が
、
ホ
ー
ヤ
の
伯
爵
に
も
昔
か
か

る
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
夜
、
男
の
小
人
が
一
人
伯
爵
に
近
づ
き
、
伯
爵
が
仰
天
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
話
し
掛
け
た
。「
怖
が
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
し
て
、
わ
し
の
つ
か
ま
つ
る
お
頼
み
を
お
聞
き
く
だ
さ
れ
。
わ
し
の
願
い
を
退し

り
ぞ

け
な
さ
る
な
」。

─
「
何
を
し
て

欲
し
い
と
申
す
の
か
」
と
伯
爵
。
そ
し
て
更
に
こ
う
付
け
加
え
た
。「
認
め
て
も
余
と
余
の
家
の
者
に
迷
惑
の
及
ぶ
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

聴
き
届
け
て
と
ら
せ
る
」。
す
る
と
小
人
は
こ
う
言
っ
た
。「
明
日
の
夜
、
わ
し
ら
が
幾い

く
た
り人
か
お
館や

か
た

に
参
上
、
こ
ち
ら
の
厨く

り
や

と
大
広
間

を
使
わ
せ
て
戴い

た
だ

き
た
い
の
で
ご
ざ
る
。
お
召
使
い
た
ち
が
と
や
か
く
気
に
し
た
り
、
様
子
を
窺う

か
が

っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
な
。

あ
の
者
ど
も
に
何
も
知
ら
れ
た
く
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
を
叶か

な

え
て
く
だ
さ
れ
ば
、
殿
と
殿
の
ご
一
門
の
お
た
め
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

し
て
、
決
し
て
ど
な
た
に
も
迷
惑
は
掛
け
ま
せ
ぬ
」。

─
伯
爵
は
男
の
小
人
の
望
み
を
叶か

な

え
る
こ
と
を
承
知
し
、
使
用
人
が
全
て
就

寝
し
て
い
る
よ
う
、
内
一
人
も
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房
や
大
広
間
に
立
ち
入
ら
ぬ
よ
う
配
慮
し
た
。
次
の
夜
に
な
る
と
小
人
た
ち
が
挙こ

ぞ

っ
て
、
ま
る
で

行
軍
す
る
兵
隊
の
よ
う
に
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
う
よ
う
よ
撥は

ね
橋
を
渡
っ
て
城
に
入
り
、
厨
房
に
行
く
と
、
忙せ

わ

し
な
く
立
ち
働
き
始

め
、
煮
た
り
焙や

い
た
り
し
た
あ
げ
く
、
で
き
た
料
理
を
大
食
堂
に
運
び
込
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
こ
こ
で
何
が
あ
っ
た
の
か
は
だ
れ
に
も
分

か
ら
な
い
。
朝
方
に
な
る
と
、
最
初
伯
爵
に
言
葉
を
掛
け
た
の
と
同
じ
小
人
が
現
れ
、
伯
爵
に
鄭て

い
ち
ょ
う重
に
礼
を
述
べ
、
三
つ
の
贈
り
物

を
差
し
出
し
た
。
剣
が
一
振
り
、火ザ

ラ
マ
ン
ダ
ー龍
を
縫
い
取
り
し
た
外ケ

ー
プ衣
が
一
着
、そ
れ
か
ら
赤
い
獅し

し子
を
彫
っ
た
黄
金
の
指
環
が
一
個
だ
っ
た
。

い
わ
く
「
こ
の
三
つ
の
品
を
大
切
に
保
管
な
さ
れ
。
御お

身
の
回
り
、
こ
の
お
館
か
ら
お
離
し
に
な
ら
ぬ
よ
う
。
さ
す
れ
ば
幸
運
が
授
か

り
、
そ
の
幸
運
は
長
続
き
い
た
し
ま
し
ょ
う
」。
そ
の
後
伯
爵
は
、
こ
の
館
で
だ
れ
か
が
死
ぬ
場
合
予
兆
と
し
て
指
環
の
赤
い
獅
子
が

青
白
く
な
る
の
に
気
付
い
た
。
も
っ
と
も
時
が
経
つ
と
こ
れ
ら
の
品
は
失な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
や
が
て
伯
爵
家
は
断
絶
、
ホ
ー
ヤ
伯
爵
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領
は
と
い
え
ば
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
家
に
帰
属
し
た
。

二
七
七　

グ
リ
ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶

　

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
市
か
ら
三
時
間
の
と
こ
ろ
に
デ
ッ
タ
ー
山ベ

ル
ク

が
あ
る
。
昔
こ
の
山
の
上
に
一
人
の
野

ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン
男
が
棲す

ん
で
い
た
。
人
人

は
彼
を
グ
リ
ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
と
呼
ん
だ
。
地
下
深
い
洞ど

う
く
つ窟
が
住
ま
い
で
、
穴
の
入
口
は
草
や
藪や

ぶ

で
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
知
ら

な
い
者
に
は
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
洞
窟
の
中
に
は
鍛か

じ

ば
冶
場
が
あ
り
、
グ
リ
ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
は
世
に
も
優
れ
た
逸
品
を

せ
っ
せ
と
こ
し
ら
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
永
久
に
保も

っ
た
し
、
作
ら
れ
た
錠
は
専
用
の
鍵
で
な
け
れ
ば
絶
対
に
開
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ニ
ー
ン
ブ
ル
ク
の
教
会
の
扉
に
は
い
ま
だ
に
こ
の
工
匠
の
錠
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
に
は
壊
そ
う
と
し
た

泥
棒
を
た
だ
ち
に
ぴ
た
り
と
く
つ
つ
け
て
し
ま
い
、
捕
ら
え
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
特
性
が
あ
っ
た
。
近
在
で
婚
礼
が
あ
る
と
、

農
民
た
ち
は
グ
リ
ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
の
許も

と

に
出
向
い
て
、
焙や

き
肉
用
の
串く

し

を
一
本
借
り
受
け
る
の
が
習
い
だ
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
後
で
焙

き
肉
を
い
く
ら
か
礼
に
持
っ
て
行
く
の
だ
っ
た
。
さ
て
、
と
こ
ろ
が
あ
る
農
夫
が
こ
う
し
た
用
事
で
穴
の
外
に
や
っ
て
来
て
、「
グ
リ

ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
、
串
を
く
ん
な
」
と
叫
ん
だ
。

─
す
る
と
グ
リ
ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
は
こ
う
叫
び
返
し
た
。
こ
の
農
夫
が
信
頼
で
き
な
か
っ

た
も
の
で
。「
串
は
や
れ
ね
え
、
焙
き
肉
よ
こ
す
が
先
だ
あ
」。

─
「
焙
き
肉
は
や
れ
ね
え
。
串
は
取
っ
と
け
」

─
そ
う
農
夫
は
ま

た
下
へ
叫
ん
だ
。
こ
う
言
わ
れ
て
グ
リ
ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
は
洞
窟
の
中
で
か
ん
か
ん
に
腹
を
立
て
、
去
っ
て
行
く
農
夫
に
こ
う
怒
鳴
っ
た
。

「
お
れ
に
焙
き
肉
せ
し
め
ら
れ
ね
え
よ
う
、
用
心
し
ろ
よ
う
」。

─
農
夫
は
悠
悠
閑
閑
家
路
を
辿た

ど

っ
た
が
、
帰
り
着
く
と
大
変
な

愁し
ゅ
う
た
ん
ば

嘆
場
に
迎
え
ら
れ
た
。
一
番
良
い
飼
い
馬
が
死
ん
で
厩う

ま
や

に
横
た
わ
り
、
後
脚
の
一
本
が
腿
も
ろ
と
も
、
猟
獣
肉
解
体
人
が
見
事
に

処
理
し
た
み
た
い
に
綺
麗
に
切
り
取
ら
れ
、ど
こ
へ
行
っ
た
も
の
か
失な

く
な
っ
て
い
た
。
グ
リ
ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
の
焙
き
肉
と
は
こ
れ
だ
っ
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た
の
で
あ
る
。

二
七
八　

猟
師
の
奥
の
手

　

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
地
方
の
さ
る
貴
族
が
広
大
な
森
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
土
地
で
森
番
が
だ
れ
と
も
知
れ
ぬ
者
の
手
に
掛
か
っ

て
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
次
に
そ
の
職
に
就
い
た
者
も
同
様
の
死
を
遂
げ
、
そ
の
跡
を
襲
っ
た
者
も
同
様
と
い
う
始

末
。
そ
こ
で
と
う
と
う
こ
の
森
で
森
番
に
な
ろ
う
と
い
う
者
は
い
な
く
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
界か

い
わ
い隈
一
円
に
事
の
し
だ
い
が
言
い
触
ら
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
謎
の
殺
人
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
、
詳
細
に
語
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
新
任
の
森
番
が
件く

だ
ん

の
森
に
足
を

踏
み
込
ん
だ
途
端
、
遙
か
遠
く
で
ド
ン
と
銃
声
が
し
て
、
弾
丸
が
常
に
森
番
の
額
の
真
ん
中
に
命
中
す
る
の
だ
、
と
。
そ
こ
で
容
易
に

類
推
で
き
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
は
超
自
然
的
な
、
お
ぞ
ま
し
く
も
不
可
思
議
な
何
か
が
関
わ
っ
て
い
る
に
違
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て

こ
の
森
を
監
守
す
る
者
の
な
い
ま
ま
数
年
が
経
っ
た
が
、
や
が
て
渡
り
者
の
猟
師
が
一
人
、
悪
魔
だ
ろ
う
が
そ
の
祖ば

あ母
様
だ
ろ
う
が
一

向
怖
く
は
な
い
と
い
う
顔
で
、
志
願
し
て
来
た
。
も
っ
と
も
貴
族
の
方
は
相
手
に
、
こ
の
森
番
の
地
位
に
は
ど
う
に
も
お
も
し
ろ
か
ら

ぬ
事
情
が
付
き
纏ま

と

っ
て
お
り
、
こ
の
役
目
を
引
き
受
け
て
欲
し
い
、
と
勧
め
る
こ
と
は
で
き
難
い
し
、
ま
た
、
そ
う
し
て
は
な
る
ま
い
、

と
公
明
正
大
に
打
ち
明
け
た
。
自
分
と
し
て
は
所
有
の
山
林
を
以
前
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
管
理
し
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な
の
だ
が
、
と

も
。
な
に
し
ろ

─
現
代
〔
＝
十
九
世
紀
半
ば
〕
で
は
そ
こ
こ
こ
で
わ
ざ
と
忘
れ
た
ふ
り
だ
が

─
当
時
に
し
て
も
よ
く
分
か
っ
て
い

た
の
だ
。
森
を
開
拓
し
て
耕
地
化
す
る
な
ん
て
、
森
の
専
門
家
は
推
奨
し
な
い
こ
と
で
、
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
だ
、
と
ね
。
そ
の
せ

い
で
多
く
の
地
方
の
市
町
村
が
少
な
か
ら
ず
自
業
自
得
な
が
ら
ひ
ど
い
目
に
遭あ

っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
猟
師
は
「
そ
れ
で
も
や
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
そ
の
姿
の
見
え
な
い
狙そ

げ
き
し
ゅ

撃
手
な
ん
ざ
怖
か
あ
あ
り
ま
せ
ん
。
猟
師
の
奥
の
手
な
る
も
の
も
使
え
ま
す
し
、
わ
た
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し
の
命
を
欲
し
が
る
や
つ
用
の
弾
丸
も
ち
ゃ
ん
と
鋳
て
、
銃
に
籠こ

め
る
こ
と
に
し
て
あ
り
ま
す
」
と
応
じ
、
森
番
の
職
を
引
き
受
け
た
。

翌
日
貴
族
は
狩
猟
仲
間
を
何
人
か
集
め
、
新
し
い
森
番
が
初
め
て
森
に
入
る
の
に
随つ

い
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
男
が
森
に
足
を
踏

み
入
れ
た
途
端
、
遠
く
で
ド
ン
と
銃
声
が
響
い
た
。
す
る
と
そ
の
瞬
間
猟
師
は
被か

ぶ

っ
て
い
た
帽
子
を
空
中
高
く
投
げ
た
。
そ
し
て
帽
子

が
落
ち
て
来
る
と
、拾
い
上
げ
た
が
、な
ん
と
、帽
子
の
丁
度
猟
師
の
額
に
当
た
る
箇
所
を
弾
丸
が
貫
い
て
い
た
。「
道

ハ
ン
ス
ヴ
ル
ス
ト
化
の
科せ

り
ふ白
じ
ゃ

な
い
が
、い
よ
い
よ
お
い
ら
の
出
番
だ
わ
い
」
と
猟
師
は
言
い
、銃
を
肩
か
ら
下
ろ
す
な
り
、「
挨あ

い
さ
つ拶
の
お
返
し
だ
よ
う
」
と
怒
鳴
っ
て
、

ぶ
っ
放
し
た
。
居
合
わ
せ
た
者
た
ち
は
不
思
議
で
堪た

ま

ら
ず
、
猟
師
の
後
か
ら
深
く
森
に
分
け
入
る
と
、
森
の
は
ず
れ
の
粉
挽ひ

き
小
屋
に

行
き
着
い
た
。
中
か
ら
苦く

も
ん悶
の
叫
び
が
聞
こ
え
た
。
人
人
が
小
屋
に
入
る
と
、
粉
挽
き
が
中
で
死
ん
で
い
た
。
銃
弾
が
そ
の
額
の
ま
ん

真
ん
中
を
撃
ち
抜
い
て
い
た
。
こ
の
粉
挽
き
こ
そ
あ
の
森
番
た
ち
に
遠
く
か
ら
魔
弾
を
命
中
さ
せ
た
狩
り
の
魔
法
に
通
じ
た
射
手
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
こ
れ
も
森
で
好
き
な
よ
う
に
狩
り
を
し
た
か
っ
た
た
め
に
。
貴
族
は
新
規
雇
い
入
れ
の
森
番
が
こ
う
し
た
伎わ

ざ倆

を
負
け
ず
劣
ら
ず
発
揮
し
た
こ
と
に
ぞ
っ
と
し
た
。
こ
の
森
番
は
携
え
た
猟り

ょ
う
の
う囊
へ
必
要
な
だ
け
山や

ま
う
ず
ら鶉
の
類た

ぐ
い

を
誘
い
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
野
獣
を
呪じ

ゅ
ば
く縛
し
て
撃
つ
の
に
ぴ
た
り
の
と
こ
ろ
で
ほ
し
い
ま
ま
に
動
け
な
く
し
た
。
到
底
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
遠
距
離
の

的
に
い
つ
も
確
実
に
命
中
さ
せ
た
。
そ
こ
で
貴
族
は
間
も
な
く
巧
み
な
口
実
を
設
け
て
こ
の
男
を
解
雇
し
た
。

二
七
九　

エユ
ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自

　

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
地
方
の
森
ダ
ヴ
ァ
ー
ト
に
は
夥

お
び
た
だ

し
い
妖
怪
や
騒

ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
霊
が
呪じ

ゅ
ふ
う封
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
外
へ
出
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
森
の
中
で
の
跳ち

ょ
う
り
ょ
う梁
ぶ
り
は
一
層
恐
ろ
し
い
。
こ
う
し
た
お
化
け
の
一
人
が
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
フ
レ
ッ
ケ

ン
ホ
ル
ス
ト
修
道
院
で
そ
こ
の
敬け

い
け
ん虔
な
女
子
修
道
院
長
に
仕
え
て
い
た
家
政
婦
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
ち
ら
は
敬
虔
ど
こ
ろ
か
、
ひ
ど
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く
性
悪
で
け
ち
で
罪
深
い
女
だ
っ
た
。
こ
の
家
政
婦
、
名
前
は
エ
リ
。〔
助
け
を
求
め
る
〕
貧
者
を
修
道
院
の
門
前
か
ら
笞む

ち

を
ふ
る
っ

て
追
い
払
い
、
物
乞
い
が
鳴
ら
せ
な
い
よ
う
、
門
扉
に
付
い
て
い
る
呼
び
鈴
を
括く

く

っ
て
し
ま
っ
た
。〔
修
道
院
の
下
働
き
を
し
て
い
る
〕

下
僕
や
女
中
を
苛い

じ

め
抜
く
は
、
罵ば

詈り

雑ぞ
う

言ご
ん

を
浴
び
せ
る
は
、
と
り
わ
け
女
中
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
平
手
打
ち
や
ら
び
ん
た
や
ら
に
不
自

由
し
た
覚
え
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
は
白
い
羽
を
何
本
か
飾
っ
た
小
さ
い
緑
色
の
帽
子
を
被か

ぶ

っ
て
い
て
、〔
修
道
院
の
〕
庭
を

歩
い
た
り
、
そ
こ
に
坐す

わ

っ
た
り
し
て
い
る
の
が
見
掛
け
ら
れ
た
も
の
。
あ
る
日
修
道
院
の
女
中
が
一
人
急
い
で
主
任
司
祭
の
と
こ
ろ
に

や
っ
て
来
て
、
す
ぐ
に
修
道
院
に
来
て
欲
し
い
、
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
が
今
に
も
死
に
そ
う
だ
、
と
告
げ
た
。
司
祭
が
取
る
物
も
と
り
あ
え
ず

出
掛
け
、
途
中
〔
近
道
を
し
て
修
道
院
の
〕
庭
を
通
る
と
、
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
が
白
い
羽
根
飾
り
を
付
け
た
例
の
小
さ
な
緑
の
帽
子
を
被
っ

て
一
本
の
林り

ん
ご檎
の
樹き

の
枝
に
坐す

わ

っ
て
い
た
。
そ
れ
に
構
わ
ず
院
の
建
物
に
入
っ
た
司
祭
を
や
ん
ご
と
な
い
女
子
修
道
院
長
が
自
ら
出
迎

え
て
病
者
の
寝
台
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
す
る
と
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
が
ち
ゃ
ん
と
そ
こ
に
横
た
わ
っ
て
い
て
、
が
み
が
み
罵の

の
し

し
っ
た
。「
莫ば

か迦

な
や
つ
が
、
あ
た
し
が
死
に
そ
う
だ
、
な
ん
て
ぬ
か
し
て
さ
。
そ
ん
な
こ
た
な
い
、
あ
た
し
ゃ
死
ぬ
つ
も
り
は
な
い
。
死
に
ゃ
あ
し
な

い
よ
。
え
え
も
う
業
が
煮
え
る
。
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
失う

せ
や
が
れ
」。

─
け
れ
ど
も
結
局
の
と
こ
ろ
、
つ
も
り
が
あ
ろ
う
が
あ
る

ま
い
が
、
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
は
息
を
引
き
取
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
が
死
ぬ
と
、
修
道
院
附
属
教
会
の
鐘
の
一
つ
に
罅ひ

び

が
入
っ
た
。
そ
の
後

間
も
な
く
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
の
亡
霊
が
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房
や
厩う

ま
や

、
階
段
や
廊
下
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旋つ

む
じ
か
ぜ風
の
よ
う
に
修
道
院
全
館
を
ひ
ゅ
う

ひ
ゅ
う
ざ
っ
ざ
っ
と
徘は

い
か
い徊
す
る
ば
か
り
か
、
修
道
院
所
有
の
森
で
も
枝
か
ら
枝
へ
と
飛
ぶ
姿
を
雇
わ
れ
の
木き

こ
り樵
た
ち
が
見
掛
け
た
。
生

前
や
っ
た
よ
う
に
、見
事
な
円

ト

ル

テ

形
飾
り
焼
き
菓
子
を
厨
房
か
ら
院
長
の
私
室
へ
と
運
ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
そ
し
て
菓
子
を〔
途

中
で
出
逢
う
〕
女
中
た
ち
に
見
せ
び
ら
か
し
、「
ほ
れ
、
ト
ル
ト
だ
よ
、
ト
ル
ト
だ
よ
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
女
中
た
ち
が
怖
が
っ
て

受
け
取
ら
な
い
で
い
る
と
、
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
は
〔
一
緒
の
盆ぼ

ん

に
載の

せ
た
〕
飲ポ

ッ

ト

み
物
入
れ
が
チ
リ
チ
リ
鳴
る
ほ
ど
大
笑
い
し
、
彼
女
ら
の
足

元
に
菓
子
を
投
げ
つ
け
た
。
こ
れ
は
た
い
て
い
丸
い
牛ぎ

ゅ
う
ふ
ん糞
だ
っ
た
。
女
子
修
道
院
長
で
さ
え
か
ら
か
わ
れ
ず
に
は
置
か
れ
な
か
っ
た
。
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馬
車
で
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
へ
赴
こ
う
と
し
た
折
、
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
の
亡
霊
が
院
長
の
傍そ

ば

に
乗
り
込
ん
で
来
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
院
長

は
一
計
を
案
じ
て
漸よ

う
や

く
逃
れ
た
。
彼
女
は
手
袋
を
片
方
落
と
し
、
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
が
屈か

が

ん
で
拾
お
う
と
し
て
い
る
間
に
、
馭ぎ

ょ
し
ゃ者
に
命
じ
て

急
に
疾
走
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
女
子
修
道
院
長
は
と
う
と
う
界か

い
わ
い隈
全
域
の
聖
職
者
を
招
き
、
亡
霊
を
祓は

ら

お
う
と
し
た
。
高
僧
た
ち
が

祓ふ
つ
ま魔
に
必
要
な
も
ろ
も
ろ
の
聖
具
を
携
え
て
集
ま
り
、
修
道
院
附
属
教
会
の
内
陣
で
亡
霊
召
喚
を
開
始
し
た
。
す
る
と
「
覗の

ぞ

い
て
ら
、

覗
い
て
ら
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。
探
し
て
み
る
と
、男
の
子
が
一
人
教
会
に
忍
び
込
ん
で
、こ
っ
そ
り
窺う

か
が

っ
て
い
た
の
が
見
つ
か
っ

た
。こ
の
男
の
子
が
追
い
出
さ
れ
る
と
、教
会
の
外
で
け
た
た
ま
し
い
哄こ

う
し
ょ
う笑
が
起
こ
っ
た
。男
の
子
は
実
は
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
だ
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
高
僧
た
ち
自
身
に
よ
っ
て
召
喚
を
免
れ
た
し
だ
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
こ
と
も
無
益
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
も
っ
と
強
力
な
呪じ

ゅ
ば
く縛
が
行

使
さ
れ
、
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
は
ダ
ヴ
ァ
ー
ト
に
封
じ
ら
れ
た
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
エユ

ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自
は
毎
年
一
度
、
さ
な
が
ら
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
の
女

性
版
の
ご
と
く
、
フ
レ
ッ
ケ
ン
ホ
ル
ス
ト
修
道
院
上
空
を
ど
う
ど
う
轟ご

う
ご
う轟
と
通
過
、
煙
突
を
何
本
か
吹
き
飛
ば
し
た
り
、
窓
硝ガ

ラ
ス子
を
幾

枚
か
壊
し
た
り
す
る
と
か
。
あ
る
い
は
、
大
祭
日
の
た
び
に
鶏
の
一
歩
ず
つ
修
道
院
に
近
づ
い
て
来
る
と
か
。

─
因ち

な

み
に
こ
の
「
鶏

の
一
歩
」
の
こ
と
は
バ
ッ
ス
ム
近
郊
の
さ
す
ら
い
の
農
夫
の
伝
説
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。

二
八
〇　

三
種
の
貢
ぎ
物

　

テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
あ
る
伯
爵
は
教キ

ル
ヒ
ェ
ン
フ
ォ
ー
ク
ト

会
の
保
護
者
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
も
っ
て
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
市
の
管
理
を
委
ね
ら
れ

て
い
た
。
市
の
肉
屋
は
伯
爵
に
規
定
販
売
料
金
を
決
め
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
も
そ
の
権
限
の
一
つ
だ
っ
た
。
こ
の
規
定

料
金
表
を
携
え
テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
城
山
を
下
り
市
に
や
っ
て
来
る
の
は
驢ろ

ば馬
に
乗
っ
た
ち
っ
ぽ
け
な
城
の
侏し

ゅ
じ
ゅ儒
で
、
こ
れ
が
料
金

表
と
と
も
に
現
れ
な
い
う
ち
は
、肉
屋
た
ち
は
一
ロ
ー
ト
の
肉
も
売
れ
な
か
っ
た
。彼
ら
に
と
っ
て
こ
れ
は
な
ん
と
も
癪し

ゃ
く

の
種
だ
っ
た
。
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そ
れ
も
当
然
で
、〔
待
ち
兼
ね
た
〕
買
い
手
が
市
場
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
び
、
商
品
の
肉
を
自
分
で
喰く

う
ほ
か
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
殊
更
急
ご
う
と
も
し
な
い
侏
儒
を
嚇お

ど

か
し
て
み
た
が
徒
労
だ
っ
た
。
と
ど
の
つ
ま
り
肉
屋
連
中
は
堪
忍
袋
の
緒
を
切
ら
し
、

侏
儒
を
捉つ

か

ま
え
て
切
り
刻
み
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
体
を
驢
馬
の
背し

ょ負
い
籠か

ご

に
収
め
る
と
、
牽ひ

き
手
も
添
え
ず
に
驢
馬
を
テ
ッ
ク
レ
ン

ブ
ル
ク
の
城
山
へ
と
追
い
立
て
た
。
伯
爵
の
怒
り
た
る
や
恐
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
市
を
攻
撃
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
危
害
を
加
え
、

長
い
こ
と
責
め
苛さ

い
な

ん
だ
の
で
、
と
う
と
う
市
側
は
宥ゆ

う
じ
ょ恕
を
乞
う
た
。
し
か
し
な
が
ら
テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
に
し
て
み
れ
ば
赦
免

を
与
え
る
意
図
な
ど
毛
頭
無
く
、
こ
う
申
し
渡
し
て
嘲ち

ょ
う
ろ
う弄
し
た
。「
背
信
の
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
で
は
あ
る
が
、
一
箇
年
以
内
に
二

シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
の
ヴ
ィ
ー
フ
ェ
リ
ン
グ
ヘ
ー
フ
ァ
ー

─
こ
れ
は
ヴ
ェ
ー
ケ
リ
ン
グ
ホ
ー
フ
ェ
ン
伯
爵
一
族
出
身
の
昔
の
司
教
が
鋳
造

さ
せ
た
小
さ
い
ヘ
ラ
ー
銀
貨
の
こ
と
で
、
も
う
滅
多
に
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た

─
、
そ
れ
か
ら
青
い
毛
色
の
風

ヴ
ィ
ン
ト
フ
ン
ト
犬
を
二
頭
、
更

に
加
え
て
、
棘と

げ

の
無
い
薔ば

ら薇
の
木
を
二
株
納
入
い
た
さ
ば
、
許
し
て
と
ら
せ
よ
う
」
と
。
ど
う
す
れ
ば
こ
の
三
種
を
貢
納
で
き
る
か
、

良
い
知
恵
は
と
ん
と
浮
か
ば
ぬ
。
至
る
と
こ
ろ
に
使
い
の
者
を
派
遣
し
た
。
粗
悪
な
ヘ
ラ
ー
は
ど
っ
さ
り
あ
っ
た
が
、
ヴ
ィ
ー
フ
ェ
リ

ン
グ
ヘ
ー
フ
ァ
ー
は
見
つ
か
ら
な
い
。
青
い
靄

ド
ゥ
ン
ス
ト

は
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
が
、
青
い
風

ヴ
ィ
ン
ト
フ
ン
ト
犬
な
ん
ぞ
い
は
し
な
い
。
薔
薇
の
生
け
垣
は

ざ
ら
に
あ
っ
た
が
、
棘
の
無
い
の
な
ん
て
ど
こ
に
も
。
な
に
し
ろ
あ
り
き
た
り
の
諺

こ
と
わ
ざ

だ
っ
て
は
っ
き
り
「
棘
無
き
薔
薇
の
あ
ら
ば
こ

そ
」
と
申
し
て
い
る
道
理
だ
も
の
。
も
っ
と
も
結
局
の
と
こ
ろ
貨
幣
調
達
に
関
し
て
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク

市
参
事
会
は
、
ヴ
ィ
ー
フ
ェ
リ
ン
グ
ヘ
ー
フ
ァ
ー
に
打プ

レ
ミ
ア
ム歩
を
支
払
う
旨
、
布
告
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
近
隣
諸
邦
か
ら
浜
の

真ま
さ
ご砂
の
ご
と
く
貧
民
の
群
れ
が
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
司
教
管
区
に
蝟い

し
ゅ
う集
、
ヴ
ィ
ー
フ
ェ
リ
ン
グ
ヘ
ー
フ
ァ
ー
を
提
供
し
た
の
で
、
市
参

事
会
は
、
も
う
結
構
、
た
く
さ
ん
だ
、
と
あ
い
な
っ
て
、〔
銀
行
家
の
〕
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
相
場
を
引
き
下
げ
た
。

ま
た
一
方
、
牡お

す
め
す牝
一
組
の
白
い
風

ヴ
ィ
ン
ト
フ
ン
ト
犬
を
青
い
硝ガ

ラ
ス子
窓
の
嵌は

ま
っ
た
青
塗
り
の
部
屋
に
入
れ
た
。
何
人
か
の
飼
育
係
は
皆
青
装
束
で
、

食
べ
さ
せ
る
餌え

さ

は
青あ

お
が
ら雀
、
青あ

お
の
ど喉
、
ゆ茹
で
た
青
甘キ

ャ
ベ
ツ藍
で
、
食
器
は
青
。
間
も
な
く
番つ

が
い

の
風

ヴ
ィ
ン
ト
フ
ン
ト
犬
は
仔こ

い
ぬ犬
を
儲も

う

け
た
が
、
こ
の
ち
び
た
ち
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は
い
く
ら
か
青
み
が
か
っ
て
い
た
。
や
が
て
こ
の
犬
た
ち
に
ま
た
仔
犬
を
生
ま
せ
る
の
に
成
功
、
こ
の
子
た
ち
は
真
っ
青さ

お

だ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
そ
う
こ
う
す
る
内
、
市
参
事
会
は
薔
薇
の
苗
を
細
い
硝ガ

ラ
ス子
の
管
の
中
で
育
て
る
こ
と
を
考
え
つ
い
た
。
薔
薇
と
し
て
は
な
に
し

ろ
狭
い
も
の
だ
か
ら
、
棘
を
生
や
す
わ
け
に
は
行
か
ず
引
っ
込
め
た
ま
ま
。
か
く
し
て
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
市
民
は
大
骨
折
っ
た
あ
げ

く
三
種
の
過か

ち
ょ
う重
な
貢
ぎ
物
納
入
を
完
遂
、
ほ
っ
と
一
安
心
し
た
し
だ
い
。
肉
屋
同
業
組
合
は
、
肉
捌さ

ば

き
の
伎わ

ざ倆
を
二
度
と
侏
儒
た
ち
に

用
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
青
い
毛
色
の
風

ヴ
ィ
ン
ト
フ
ン
ト
犬
の
血
統
は
断
絶
し
た
が
、
棘
の
無
い
薔
薇
の
栽
培

は
続
け
ら
れ
、
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
ド
イ
ツ
全
土
の
庭
園
に
広
ま
っ
た
。

二
八
一　

ヒ
ュ
ッ
ゲ
レ
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶

　

オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
近
郊
、
ハ
ー
ゲ
ン
村
の
傍そ

ば

に
鉱
山
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
は
ヒ
ュ
ッ
ゲ
レ
。
昔
こ
の
山
に
は
金
銀
の
鉱
石
が
ど
っ

さ
り
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
。
山
中
に
は
洞ど

う
く
つ窟
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
多
く
の
点
で
グ
リ
ン
ケ
ン
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
と
共
通
し
て
い
る
奇
妙
な
鍛か

じ

や
冶
屋

が
棲す

ん
で
い
た
。
彼
は
人
間
と
し
て
生
き
て
い
た
時
に
は
善
良
な
男
で
、オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
の
住
民
だ
っ
た
。
し
か
し
あ
る
日
曜
日
、

彼
の
妻
は
教
会
か
ら
帰
る
途
中
雷
に
撃
た
れ
て
死
ん
だ
。
そ
こ
で
絶
望
の
ど
ん
底
に
落
ち
た
彼
は
神
を
非
難
し
、
自
分
自
身
を
も
呪の

ろ

っ

た
。
す
る
と
白は

く
ぜ
ん髯
を
長
く
垂
ら
し
た
厳
か
な
老
人
が
訪
れ
、
同
行
す
る
よ
う
に
命
じ
て
、
ヒ
ュ
ッ
ゲ
レ
山
の
か
の
洞
窟
に
連
れ
て
行
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
山
の
精
た
ち
を
監
督
し
、
自
分
自
身
も
鍛
冶
を
営
み
、
休
み
無
く
仕
事
に
励
む
こ
と
に
よ
っ
て
贖し

ょ
く
ざ
い罪
せ
よ
、

と
告
げ
た
。
以
来
ヒ
ュ
ッ
ゲ
レ
の
男
は
絶
え
ず
働
き
続
け
、
槌つ

ち

を
揮ふ

る

っ
て
夥

お
び
た
だ

し
い
製
品
を
こ
し
ら
え
、
馬
た
ち
に
蹄て

い
て
つ鉄
を
も
打
っ
た
。

頼
み
た
い
人
人
は
こ
こ
へ
来
て
、
馬
を
柱
に
繫つ

な

ぎ
、
暫し

ば
ら

く
置
き
去
り
に
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
戻
っ
て
み
る
と
、
馬
は
ち
ゃ
ん
と

蹄
鉄
を
打
た
れ
て
い
る
の
で
、
石
の
上
に
礼
金
を
載の

せ
て
、
馬
を
牽ひ

い
て
去
る
の
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ッ
ゲ
レ
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
は
決
し
て
そ
の
姿
を
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見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
つ
て
欲
に
目
が
眩く

ら

ん
だ
あ
る
若
者
が
ヒ
ュ
ッ
ゲ
レ
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
の
洞
窟
に
入
り
込
ん
で
、
黄
金
が
欲
し
い
、

と
せ
が
ん
だ
。
ヒ
ュ
ッ
ゲ
レ
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
は
黄
金
の
犁す

き

の
刃
を
く
れ
た
。
若
者
は
洞
窟
の
外
へ
出
る
や
い
な
や
、
本
当
に
黄
金
か
ど
う
か
調

べ
よ
う
と
、
そ
れ
を
手
で
撫な

で
た
。
そ
の
手
は
た
ち
ま
ち
そ
っ
く
り
焼
け
焦
げ
た
。
洞
窟
の
中
の
黄
金
の
輝
き
は
地
表
で
見
る
と

灼し
ゃ
く
ね
つ熱
の
輝
き
だ
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
犁
の
刃
は
鉄
製
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
莫ば

か迦
者
が
も
し
貰も

ら

っ
た
犁
の
刃
を
使
っ
て
せ
っ
せ
と

耕
作
を
し
た
ら
、裕
福
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
に
。け
れ
ど
も
若
者
は
手
を
火や

け
ど傷
し
た
の
で
犁
の
刃
と
ヒ
ュ
ッ
ゲ
レ
鍛シ

ュ
ミ
ー
ト冶
を
呪じ

ゅ
そ詛
し
た
。

す
る
と
犁
の
刃
は
地
面
に
潜
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
潜
る
時
再
び
純
金
の
よ
う
に
き
ら
き
ら
輝
い
た
。

二
八
二　

聖
な
る
湖う

み

　

リ
ン
ゲ
ン
下

ニ
ー
ダ
ー

伯グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト

爵
領
と
イ
ッ
ベ
ン
ビ
ュ
ー
レ
ン
の
間
の
街
道
沿
い
に
「
聖
な
る
湖う

み

」
が
あ
る
。
広
い
湖
で
、周
囲
は
二
千
五
百
歩
。

湖
面
に
は
木
材
も
舟
も
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
昔
こ
こ
に
は
裕
福
な
修
道
院
が
建
っ
て
い
た
が
、
院
の
日

常
は
聖
職
者
に
あ
る
ま
じ
く
世
俗
に
堕
し
、
院
長
も
修
士
会
一
同
も
、
宗
規
・
法
規
の
あ
ら
ば
こ
そ
、
肉
欲
の
快け

ら
く楽
に
耽ふ

け

っ
て
い
た
。

あ
る
恐
ろ
し
い
嵐
の
夜
、
修
道
院
は
神
の
怒
り
に
よ
っ
て
沈
み
、
代
わ
り
に
こ
の
湖
が
生
じ
た
。
湖
水
は
明
澄
な
の
で
、
天
気
の
良
い

日
に
は
湖
底
に
修
道
院
の
幾
つ
も
の
塔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
へ
巡
礼
に
来
る
人
人
も
少
な
く
な
く
、
彼
ら
は
湖
の
水
を
い
わ

ば
聖
水
と
し
て
持
ち
帰
り
、
聖
な
る
用
途
に
使
う
。
嵐
が
起
こ
る
と
、
聖
な
る
湖う

み

は
沈
ん
だ
修
道
院
の
建
物
の
梁は

り

や
棰た

る
き

を
岸
辺
に
打

ち
寄
せ
る
。
こ
れ
を
目
に
し
た
通
り
す
が
り
の
土
地
の
者
は
主フ

ァ
ー
タ
ー
ウ
ン
ザ
ー

の
祈
り
か
天ア

ー

ヴ

ェ

使
祝
詞
を
唱
え
る
。
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二
八
三　

奇
妙
な
泉

　

パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
近
郊
に
メ
ト
ロ
ン
と
呼
ば
れ
る
泉
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
三
つ
の
せ
せ
ら
ぎ
が
流
れ
出
し
て
い
る
。
一
番
目
は
明
澄

な
温
水
、
二
番
目
は
白
く
濁
っ
た
冷
水
で
強
烈
な
味
が
し
、
三
つ
目
は
緑
色
で
澄
ん
で
お
り
、
酸
っ
ぱ
い
。
小
鳥
が
二
番
目
の
小
川
の

水
を
飲
む
と
、
体
を
震
わ
せ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
し
た
小
鳥
の
内
臓
と
肺
は
す
っ
か
り
収し

ゅ
う
れ
ん斂
・
萎い

し
ゅ
く縮
し
て
い
る
。
ま
た
パ
ー
ダ
ー

ボ
ル
ン
か
ら
一
哩マ

イ
ル

、
ア
ル
テ
ン
ベ
ッ
ケ
ン
村
の
傍そ

ば

で
平
坦
な
砂
地
の
真
ん
中
か
ら
大
き
な
泉
が
噴
出
す
る
。
そ
の
名
を
ブ
ラ
ー
ボ
ル

ン
あ
る
い
は
ポ
ル
ダ
ー
ブ
ル
ン
ネ
ン
と
い
う
。
泉
が
湧
く
な
ん
て
思
い
も
掛
け
な
い
よ
う
な
場
所
で
、
日
に
三
度
噴
出
し
て
は
消
え
る

の
で
あ
る
。
噴
出
力
は
毎
回
恐
ろ
し
く
激
し
い
の
で
、
三
組
の
碾ひ

き
臼う

す

で
も
押
し
動
か
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
一
大
轟ご

う
お
ん音
を
挙
げ
て
平
地

全
体
に
溢あ

ふ

れ
、
そ
れ
か
ら
ま
た
砂
に
浸し

み
込
む
。
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
市
自
体
で
も
大
聖
堂
の
主
祭
壇
の
下
か
ら
三
つ
の
泉
が
流
れ
出
し

て
い
る
。
こ
の
都
市
の
名
は
そ
れ
に
因ち

な

ん
で
附
け
ら
れ
た
由
。

二
八
四　

ケ
ー
タ
ー
山ベ

ル
ク

　

パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
、
リ
ッ
ペ
の
三
領
域
の
境
に
聳そ

び

え
る
ケ
ー
タ
ー
山ベ

ル
ク

だ
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
神ゲ

ッ
タ
ー
ベ
ル
ク

神
の
山
と
い
わ
れ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
山
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。
い
わ
く
。
山
の
胎
内
に
は
宝
物
が
ど
っ
さ
り
あ
り
、
木
の

生
い
繁し

げ

っ
た
南
麓
に
は
そ
の
昔
ハ
ー
ル
ツ
の
城
が
あ
っ
て
、
い
ま
だ
に
そ
の
廃は

い
き
ょ墟
が
見
ら
れ
、
こ
の
城
か
ら
二
時
間
の
行
程
に
あ
る

ツ
ィ
ー
レ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
に
は
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ブ
ル
ク

人
の
城
が
あ
る
、
と
。
こ
れ
ら
の
城
に
棲す

ん
で
い
た
巨
人
た
ち
は
し
ば
し
ば
手
に
し
た
槌つ

ち

を
お
互
い

に
投
げ
っ
こ
し
た
そ
う
な
。
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ケ
ー
タ
ー
山ベ

ル
ク

で
羊
の
群
れ
の
番
を
し
て
い
た
あ
る
羊
飼
い
の
前
に
豪ご

う
し
ゃ奢
な
装
い
の
魅
惑
的
な
乙
女
が
現
れ
、
手
に
し
た
開シ

ュ
プ
リ
ン
グ錠
根ヴ

ル
ツ

を

羊
飼
い
に
差
し
出
し
、「
わ
た
し
に
随つ

い
て
お
い
で
」
と
言
っ
た
。

─
羊
飼
い
が
乙
女
の
後
に
従
う
と
、
洞
窟
を
通
っ
て
ケ
ー
タ
ー

山ベ
ル
ク

の
中
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
。
地
底
深
く
の
通
路
の
は
ず
れ
に
は
鉄
の
扉
が
あ
っ
て
、
行
く
手
を
阻は

ば

ん
だ
。「
錠
に
開シ

ュ
プ
リ
ン
グ
ヴ
ル
ツ

錠
根
を
押
し

当
て
な
さ
い
」
と
乙
女
に
命
じ
ら
れ
た
羊
飼
い
が
そ
う
す
る
と
、
扉
は
轟ご

う
ぜ
ん然
と
音
を
立
て
て
開
い
た
。
中
へ
入
っ
た
二
人
は
な
お
も
山

の
胎
内
へ
と
更
に
深
く
歩
き
続
け
、
ど
う
や
ら
山
の
中
心
部
に
行
き
着
い
た
。
そ
こ
で
は
二
人
の
乙
女
が
卓テ

ー
ブ
ル子
に
向
か
っ
て
糸
紡
ぎ
を

し
て
お
り
、
卓テ

ー
ブ
ル子
の
下
に
は
悪
魔
が
横
た
わ
っ
て
い
た
が
、
鎖
に
繫つ

な

が
れ
て
い
た
。
周
囲
に
は
金
貨
と
宝
石
の
入
っ
た
幾
つ
も
の
籠か

ご

が

あ
っ
た
。「
さ
あ
、
こ
れ
を
取
り
な
さ
い
。
で
も
、
一
番
大
事
な
物
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」
と
乙
女
が
羊
飼
い
に
言
っ
た
。
そ

こ
で
羊
飼
い
は
開シ

ュ
プ
リ
ン
グ
ヴ
ル
ツ

錠
根
を
卓テ

ー
ブ
ル子
の
上
に
置
き
、
隠ポ

ケ
ッ
トし
と
い
う
隠ポ

ケ
ッ
トし
を
一
杯
に
し
て
そ
こ
か
ら
立
ち
去
っ
た
。
け
れ
ど
も
開シ

ュ
プ
リ
ン
グ
ヴ
ル
ツ

錠
根

は
卓
上
に
置
き
忘
れ
た
。
扉
を
通
り
抜
け
た
時
、
背
後
で
扉
が
轟
音
を
立
て
て
閉
じ
、
羊
飼
い
は
す
ん
で
の
と
こ
ろ
踵か

か
と

を
挟
ま
れ
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。
や
っ
と
こ
さ
っ
と
こ
洞
窟
か
ら
這は

い
出
し
た
羊
飼
い
は
手
に
入
っ
た
宝
を
日
の
光
で
眺
め
て
喜
ん
だ
。
宝
を
数
え
終

わ
っ
て
か
ら
、
羊
飼
い
は
、
折
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん
持
ち
帰
る
た
め
に
こ
こ
へ
の
道
を
よ
く
憶お

ぼ

え
て
お
こ
う
、
と
思
っ
た
が
、

振
り
返
っ
て
い
く
ら
探
し
て
も
自
分
が
通
っ
た
出
入
り
口
は
皆
目
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
一
番
大
事
な
物
、
つ
ま
り
こ
こ
へ
戻
っ
て
来

る
た
め
に
肝
心
な
道
具
、
開シ

ュ
プ
リ
ン
グ
ヴ
ル
ツ

錠
根
を
忘
れ
て
来
た
の
だ
か
ら
。

二
八
五　

デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

　

ケ
ー
タ
ー
山ベ

ル
ク

同
様
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

も
山
の
胎
内
に
宝
物
が
夥

お
び
た
だ

し
く
隠
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
連
れ
て
行
か
れ
た
者
た
ち
が
か
な
り

い
る
が
、「
一
番
大
事
な
物
」
を
忘
れ
て
来
た
、
と
い
う
こ
と
で
広
く
評
判
で
あ
る
。
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

山
上
の
城
は

─
そ
う
い
う
主
張 （　

）
 251

（　

）
 252
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が
少
な
く
な
い
の
だ
が

─
カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
が
建
設
、ザ
ク
セ
ン
族
と
の
諸
戦
争
の
間
こ
こ
に
居
所
を
構
え
、

後
そ
の
本
営
の
同
勢
も
ろ
と
も
こ
の
山
の
胎
内
に
呪じ

ゅ
ふ
う封
さ
れ
た
由
。
大
帝
は
そ
こ
で
か
の
赤バ

ル

バ

ロ

ッ

サ

髭
王
・
帝
と
同
じ
く
石
の
卓テ

ー
ブ
ル子
に
着
き
、

そ
の
卓テ

ー
ブ
ル子
を
貫
い
て
髭ひ

げ

が
伸
び
て
い
る
。
そ
し
て
い
つ
の
日
か
そ
こ
か
ら
再
び
世
に
現
れ
出
で
て
、
崩
壊
し
た
彼
の
帝
国
を
回
復
す
る

で
あ
ろ
う
、
と
。

─
そ
の
昔
、
年
老
い
た
皇
帝
が
坐す

わ

っ
て
い
る
姿
を
時
折
見
た
こ
と
の
あ
る
牧
人
や
羊
飼
い
は
何
人
も
い
る
。
そ
し

て
皇
帝
に
口
笛
で
唄う

た

を
披
露
し
た
者
た
ち
は
贈
り
物
を
貰も

ら

っ
た
。
山
の
近
く
に
あ
る
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ブ
ル
ク
の
麵パ

ン

や
麭
屋
は
、
老
皇
帝
に
白

麵パ

ン麭
を
献
上
し
て
、
こ
れ
ま
た
豊
か
な
賜た

ま
も
の物
を
拝
領
し
た
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
こ
と
を
除
け
ば
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ブ
ル
ク
市
が
デ
ー
ゼ
ン

山ベ
ル
ク

か
ら
蒙こ

う
む

っ
た
の
は
幸
い
よ
り
災
厄
と
申
す
べ
き
か
。
別
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ル
大
帝
以
前
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

山
上
に
は
既
に
古

代
ザ
ク
セ
ン
族
の
山さ

ん
さ
い塞
が
あ
っ
た
、
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
こ
の
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

こ
そ
か
の
往
昔
の
デ
ィ
ス
パ
ル
グ
ム
に
他
な
ら
ぬ
、

と
主
張
す
る
向
き
が
い
く
ら
も
出
た
。
従
っ
て
か
つ
て
は
大
帝
の
髭
の
数
ほ
ど
多
く
の
や
く
た
い
も
な
い
学
者
論
争
が
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
な
に
し
ろ
太
古
の
異
教
時
代
神
神
の
聖
所
と
し
て
防
備
を
施
さ
れ
た
城
跡
は
悉

こ
と
ご
と

く
デ
ィ
ス
パ
ル
グ
ム

─
複
数
形
で
デ
ィ

ス
パ
ル
ゲ
と
で
も
言
わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
な

─
と
さ
れ
た
の
だ
か
ら
。
そ
の
後
こ
の
名
が
残
っ
た
ま
ま
に
な
っ
た
の
は
一
、二
箇
所
、

ま
あ
、
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

に
も
デ
ィ
ス
パ
ル
ゲ
の
一
つ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
い
い
か
。
さ
て
カ
ー
ル
大
帝
は
こ
の
地
方
の
全
て
の
古
城
、

す
な
わ
ち
イ
ー
ブ
ル
ク
、
ジ
ュ
ー
ブ
ル
ク
、
エ
ー
レ
ス
ブ
ル
ク
、
ブ
ラ
ー
ン
ス
ベ
ル
ク
、
ブ
ッ
ケ
等
等
を
皆
手
中
に
収
め
る
と
、
こ
の
強

大
な
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

の
防
備
を
更
に
固
め
、
腹
心
の
臣
下
の
一
人
、
そ
の
名
コ
ン
ラ
ー
ト
・
シ
ュ
ペ
ー
ゲ
ル
を
城
代
に
据
え
た
。
こ
れ

が
有
名
な
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

の
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
一
族
の
始
祖
で
あ
る
。
後
に
な
る
と
こ
の
城
は
歴
代
の
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
司
教
お
よ
び
コ

ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
長
の
目
の
上
の
た
ん
瘤こ

ぶ

と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
城
主
は
い
ず
れ
も
周
辺
諸
地
域
、
と
り
わ
け
町
町
や
修
道
院
を

劫ご
う
り
ゃ
く略
し
て
回
っ
た
の
で
。
何
度
も
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

城
攻
囲
戦
が
行
わ
れ
、
城
は
占
領
、
破
壊
さ
れ
た
が
、
ま
た
ま
た
再
建
さ
れ
る
と
い

う
始
末
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
に
増
え
た
城
主
の
子
孫
が
山
麓
に
四
箇
所
居
城
を
築
き
、
山
の
頂
き
の
古
い
砦と

り
で

を
棄
て
る
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ま
で
続
い
た
。

二
八
六　

パ
ー
ド
ベ
ル
ク
伯
爵
エ
ル
ポ

　

こ
れ
も
異
教
の
古
代
ザ
ク
セ
ン
族
時
代
に
由
来
す
る
ブ
ッ
ケ

─
後
に
ボ
ッ
ケ
と
な
っ
た

─
の
城
に
は
パ
ー
ド
ベ
ル
ク
と
フ
レ
ヒ

ト
ル
プ
を
治
め
る
あ
る
伯
爵
が
居
を
構
え
て
い
た
。
こ
の
ひ
と
は
粗
暴
短
気
な
性
分
で
、
一ひ

と
た
び度
怒
り
に
駈か

ら
れ
る
と
全
く
容
赦
を
知
ら

な
か
っ
た
。
あ
る
時
ホ
ル
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
村

─
も
は
や
現
存
し
な
い

─
の
住
民
が
伯
爵
に
叛そ

む

く
と
、
処
罰
権
を
行
使
し
て
人
も
家
畜

も
虐
殺
し
、
村
を
焼
き
払
お
う
と
、
す
ぐ
さ
ま
兵
を
率
い
て
進
発
し
た
。
な
に
し
ろ
そ
の
時
代
貴
族
た
ち
が
叛は

ん

乱ら
ん

側
と
ま
ず
は
委
細
を

尽
く
し
て
協
議
す
る
こ
と
な
ん
ぞ
あ
り
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
報
復
が
始
ま
り
、
既
に
最
初
の
家
並
み
が
燃
え
上
が
る
と
、
恐

慌
狼ろ

う
ば
い狽
そ
の
極
に
達
し
た
住
民
が
何
人
も
聖
殉
教
者
マ
グ
ヌ
ス
教
会
に
逃
げ
込
み
、
祭
壇
か
ら
磔た

く
け
い刑
像
を
も
ぎ
取
っ
て
、
狂
暴
な
領
主

に
向
け
て
突
き
出
し
、
磔

は
り
つ
け

に
架
け
ら
れ
た
方
の
御み

姿
に
免
じ
て
な
に
と
ぞ
お
許
し
を
、
と
懇
願
し
た
。
し
か
し
エ
ル
ポ
伯
爵
は
そ
う

し
た
こ
と
を
歯し

が牙
に
も
掛
け
ず
、
手
に
し
た
剣
を
我
ら
が
救
世
主
の
像
に
打
ち
下
ろ
し
た
の
で
、
荊け

い
か
ん冠
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
地
面
に

落
ち
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
瞬
間
伯
爵
の
手
に
劇
痛
が
走
り
、
剣
は
手
か
ら
離
れ
、
指
は
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
伯
爵
は
、
神
罰

を
蒙こ

う
む

っ
た
、
と
悟
り
、
懲
罰
行
為
を
中
止
、
聖
者
マ
グ
ヌ
ス
教
会
に
喜
捨
を
し
、
フ
レ
ヒ
ト
ル
プ
修
道
院
を
建
立
、
こ
れ
に
以
前
か

ら
ボ
ッ
ケ
城
に
保
管
さ
れ
て
い
た
聖
者
ラ
ン
デ
リ
ン
の
遺
骨
を
〔
聖
遺
物
と
し
て
〕
奉
納
し
た
。
こ
の
遺
骨
は
主し

ゅ

の
御
降
誕
後
八
三
六

年
に
カ
ン
ブ
レ
ー
か
ら
バ
ド
ゥ
レ
ー
ト
司
教
が
入
手
し
、
昔
の
ブ
ッ
ケ
村
に
贈
っ
た
も
の
。
エ
ル
ポ
伯
爵
は
嗣
子
の
な
い
ま
ま
没
し
、

領
地
の
全
て
は
フ
レ
ヒ
ト
ル
プ
修
道
院
の
所
有
と
な
っ
た
。
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二
八
七　

三
角
形
の
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
城ブ

ル
ク

　

パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
の
下
手
、
ア
ル
メ
河
谷
の
高
み
、
険こ

ご

し
い
巖い

わ
や
ま山
の
上
に
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
城ブ

ル
ク

の
廃は

い
き
ょ墟
が
あ
っ
て
同
名
の
村
落
を

眼
下
に
望
ん
で
い
る
。
そ
の
名
の
元
と
な
っ
た
の
は
ベ
ー
レ
ン
騎
士
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ロ
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
ず
っ
と
古
い
城

─
生
ま
れ
は
ザ
ク
セ
ン
族
だ
が
カ
ー
ル
大
帝
自
ら
が
洗
礼
式
で
代
父
と
な
っ
た
聖
者
マ
イ
ノ
ル
フ
が
所
有
し
、
住
ん
で
い
た

─
が

あ
っ
た
こ
の
場
所
に
狩
猟
の
館
を
建
て
た
の
だ
。
も
っ
と
も
後
代
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ロ
の
こ
の
狩
猟
の
館
は
ま
た
し
て
も
堅
固
な
城じ

ょ
う
さ
い塞
と

な
っ
た
。
こ
の
城
塞
に
は
聖
者
ノ
ー
バ
ー
ト
が
囚と

ら

わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
敬け

い
け
ん虔
な
こ
の
人
物
は
こ
こ
の
深
い
地
下
牢

で
衰す

い
き
ゅ
う朽
し
て
行
っ
た
。
今
日
に
至
っ
て
も
ノノ

ー

バ

ー

ツ

ロ

ッ

ホ

ー
バ
ー
ト
の
窖
と
呼
ば
れ
る
そ
の
牢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
城
塞
の
持
ち
主

は
ア
レ
ン
ス
ベ
ル
ク
伯
爵
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
で
、
ノ
ー
バ
ー
ト
を
虜り

ょ
し
ゅ
う囚
の
辛
き
憂
き
目
に
遭あ

わ
せ
た
の
は
こ
の
男
で
あ
る
。
ノ
ー
バ
ー

ト
を
釈
放
せ
よ
、
と
い
う
再
三
の
苦
言
を
ア
レ
ン
ス
ベ
ル
ク
城
主
は
頑
と
し
て
受
け
つ
け
ず
、
城
で
宴
会
が
催
さ
れ
た
折
、
い
と
も
厳

粛
に
〔
釈
放
は
し
な
い
、
と
〕
誓
い
を
立
て
た
。
す
る
と
並
み
居
る
客
の
眼
前
で
な
ん
と
も
恐
ろ
し
い
椿ち

ん
じ事
が
起
こ
っ
た
。
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
レ
ン
ス
ベ
ル
ク
が
突
然
悲
鳴
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。「
助
け
て
く
れ
い
、
助
け
て
く
れ
い
、
わ
し
は
破
裂
し
て
し

ま
う
」
と
。
そ
し
て
事
実
す
ぐ
さ
ま
腹
が
裂
け
、
腸
が
体
か
ら
の
た
く
り
出
し
て
下
に
落
ち
た
。
こ
の
後あ

と

ノ
ー
バ
ー
ト
は
即
刻
自
由
の

身
に
さ
れ
た
。

　

ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
城ブ

ル
ク

は
三
角
形
に
建
て
ら
れ
た
。
数
数
の
私フ

ェ
ー
デ闘
、
争
い
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
城
は
や
が
て
ア
レ
ン
ス

ベ
ル
ク
一
族
か
ら
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
爵
家
の
手
に
渡
り
、
そ
れ
か
ら
も
転
転
と
所
有
者
を
変
え
、
最
後
に
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
司
教
に
帰

属
し
た
。
領
主
司
教
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
城ブ

ル
ク

の
古
い
基
礎
の
上
に
美
し
い
新
城
を
築
い
た
。
建
築
費
用
は
賦ふ

え
き役
と
材

料
運
搬
代
を
抜
き
に
し
て
三
万
六
千
タ
ー
ラ
ー
を
要
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
四
十
年
後
ク
ル
ー
ゼ
マ
ル
ク
指
揮
下
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
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ン
軍
が
な
ん
と
も
惨さ

ん
た
ん憺
た
る
状
態
に
荒
廃
さ
せ
た
。
忘
れ
ら
れ
た
昔
の
騎
士
物
語「
ク
ー
ノ
・
フ
ォ
ン
・
キ
ー
ブ
ル
ク
」で
も
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ

ル
ス
城ブ

ル
ク

は
一
役
演
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
ク
ー
ノ
・
フ
ォ
ン
・
キ
ー
ブ
ル
ク
が
読
者
の
脳の

う
り裡
で
活
躍
し
て
い
た
当
時
、
こ
の
城
を
種

に
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
。
英
国
の
あ
る
富
裕
な
殿ロ

ー
ド様
が
三
角
形
に
建
て
ら
れ
た
城
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の

珍
奇
さ
は
珍
奇
な
こ
と
を
鍾し

ょ
う
あ
い愛
す
る
こ
の
白ア

ル
ビ
オ
ン

き
島
の
息
子
〔
＝
英
国
人
〕
に
と
っ
て
、
計
り
知
れ
な
い
価
値
が
あ
る
、
と
思
わ
れ
た
。

彼
は
、
三
角
の
城
な
ん
ぞ
こ
の
世
に
ま
た
と
あ
り
は
せ
ぬ
、
唯
一
英
国
に
あ
る
の
み
、
そ
れ
も
＊
＊
＊
＊
＊
州

シ
ャ
イ
ア

に
あ
る
の
み
、
そ
し

て
そ
れ
は
こ
の
我
が
身
の
も
の
、
と
思
い
も
し
、
語
り
も
し
、
信
じ
込
ん
で
も
い
た
。
と
こ
ろ
が
遺い

か
ん憾
な
が
ら
こ
の
殿ロ

ー
ド様
の
許も

と

へ
フ
ラ

ン
ス
か
ら
一
人
の
亡エ

ミ

グ

レ

命
貴
族
が
や
っ
て
来
た
。
こ
の
流
浪
の
人
は
世
間
を
巡
り
歩
い
て
い
て
、ド
イ
ツ
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、ヴ
ェ

ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
地
方
も
知
っ
て
い
て
、
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
城ブ

ル
ク

を
訪
れ
も
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
殿ロ

ー
ド様
が
三
角
形
の
己お

の

が
城
の
自

慢
を
す
る
と
、
旅
人
は
「
こ
う
い
う
城
は
他
に
も
ご
ざ
い
ま
す
ぞ
、
そ
れ
が
し
、
ド
イ
ツ
で
も
一
つ
存
じ
て
お
り
ま
す
」
と
言
っ
た
。

殿ロ
ー
ド様
は
そ
の
言
葉
を
決
し
て
信
じ
よ
う
と
せ
ず
、
い
わ
く
「
い
い
や
、
三
角
形
の
城
が
ま
た
と
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
そ
な
た
、
わ
し

と
一
緒
に
旅
に
出
る
が
よ
い
。
わ
し
は
是
非
と
も
そ
の
城
を
こ
の
目
で
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
路
用
は
全
て
わ
し
が
負
担
い
た
す
。
こ

の
わ
し
だ
け
が
唯
一
の
三
角
城
の
持
ち
主
だ
、
と
そ
な
た
が
恥
じ
入
っ
て
白
状
す
る
だ
け
で
、
わ
し
は
充
分
満
足
だ
」
と
。

　

さ
て
二
人
の
貴
族
は
連
れ
立
っ
て
出
発
、
夜
に
日
を
継
い
で
旅
を
重
ね
、
英
仏
海
峡
を
渡
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
向
か
い
、
ホ
ラ

ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〕
と
麗
し
の
オ
ー
フ
ァ
ー
エ
イ
セ
ル
地
方
を
通
過
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
に
入
り
、
ミ
ュ

ン
ス
タ
ー
と
テ
ル
ヒ
テ
を
目
指
し
、
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
を
経
由
し
て
レ
ー
ダ
と
ヴ
ィ
ー
デ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ク
へ
、
そ
れ
か
ら
リ
ー
ト
ブ

ル
ク
を
通
っ
て
ラ
ウ
ア
ー
・
ブ
ル
ー
フ
を
過よ

ぎ
り
、
リ
ッ
ペ
川
と
ア
ル
メ
川
の
合
流
点
ま
で
到
達
、
漸よ

う
や

く
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
城ブ

ル
ク

に
辿た

ど

り
着
い
た
。
さ
て
つ
ら
つ
ら
城
を
眺
め
た
殿ロ

ー
ド様
は
、残
念
な
が
ら
噓う

そ

で
は
な
か
っ
た
、三
角
形
の
城
の
持
ち
主
は
自
分
だ
け
で
は
な
か
っ

た
、
と
認
め
、
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
な
が
ら
帰
国
の
途
に
就
き
、
己
が
城
を
破
却
さ
せ
て
四
角
形
の
新
城
を
造
っ
た
。
自
分
一
人
が
三
角
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形
の
城
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
肝
に
銘
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
八
八　

ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
の
鋳
鐘

　

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
地
方
の
都
市
ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
に
住
ん
で
い
た
あ
る
寡か

ふ婦
に
一
粒
種
の
息
子
が
あ
っ
た
。
こ
の
息
子
は
他
国

の
ホ
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〕
に
出
掛
け
、
真
面
目
に
せ
っ
せ
と
働
き
母
親
に
仕
送
り
を
す
る
傍
ら
、
貯た

く
わ

え
も

残
し
て
こ
れ
を
全
て
母
親
の
許も

と

に
送
り
、
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
他
の
品
品
と
一
緒
に
黒
く
塗
っ
た
、
小
さ
い

け
れ
ど
と
て
も
重
い
金
属
の
板
が
届
い
た
の
で
、
さ
さ
や
か
な
店
を
営
ん
で
い
た
母
親
は
こ
の
金
物
を
売
り
台
の
下
に
ほ
っ
た
ら
か
し

に
し
た
。
大
事
に
し
ま
っ
て
お
く
べ
き
か
ど
う
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、ろ
く
す
っ
ぽ
注
意
も
し
な
か
っ
た
わ
け
。
さ
て
、ア
ッ

テ
ン
ド
ル
ン
の
人
人
は
新
し
い
鐘
を
鋳
造
さ
せ
よ
う
と
志
し
、
地
区
の
男
た
ち
が
一
軒
一
軒
家
家
を
訪
ね
、
青
銅
、
真し

ん
ち
ゅ
う鍮
、
銅
、
錫す

ず

と
い
っ
た
古ふ

る
か
ね金
の
類た

ぐ
い

で
鋳
鐘
材
料
と
な
る
壊
れ
た
、
あ
る
い
は
使
い
古
し
の
鍋な

べ
か
ま釜
や
所
帯
道
具
の
醵き

ょ
し
ゅ
つ出
を
頼
ん
で
回
っ
た
。
寡
婦
に

は
折
か
ら
こ
う
し
た
不
要
品
が
な
か
っ
た
が
、
息
子
が
送
っ
て
よ
こ
し
た
例
の
黒
い
金
属
の
板
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
れ
を
男
た
ち

に
提
供
し
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
〔
鋳
鐘
を
任
さ
れ
た
〕
鋳い

も

じ
物
師
は
や
は
り
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
ア
レ
ン
ス
ベ
ル
ク
へ
旅
に
出
、

そ
の
間
彼
の
職
人
は
所
定
の
期
限
に
親マ

イ
ス
タ
ー方
が
帰
る
ま
で
ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
で
鋳
造
の
準
備
を
万
端
執
り
行
い
、
鐘
の
鋳
型
を
作
り
、

と
り
あ
え
ず
金
属
を
全
部
溶
融
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
別
の
仕
事
に
阻は

ば

ま
れ
て
一
向
戻
っ
て
来
な
い
。
職
人
は
致
し
方
な
く
鋳

造
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
若
者
、
腕
は
確
か
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
仕
事
は
と
び
き
り
見
事
に
成
功
、
鐘
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ

る
と
な
ん
と
も
素
敵
な
響
き
が
し
た
。
そ
こ
で
だ
れ
も
か
れ
も
、
そ
れ
か
ら
何
に
も
増
し
て
作
品
そ
の
も
の
が
こ
の
名マ

イ
ス
タ
ー匠
を
誉
め
讃

え
た
。
も
っ
と
も
名マ

イ
ス
タ
ー匠
自
身
は
〔
親マ

イ
ス
タ
ー方
で
は
な
く
て
〕
ま
だ
職
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
。
さ
て
こ
の
若
者
は
心
浮
き
浮
き
、
気
も
晴
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れ
晴
れ
、
自
分
も
ア
レ
ン
ス
ベ
ル
ク
へ
出
掛
け
て
親マ

イ
ス
タ
ー方
の
手
伝
い
を
し
よ
う
、
と
考
え
た
。
出
発
す
る
と
な
る
と
、
親
し
い
職
人
仲

間
が
た
く
さ
ん
同
行
を
申
し
出
、
背
後
か
ら
職
人
が
鋳
た
鐘
が
彼
を
誉
め
讃
え
て
素
晴
ら
し
く
鳴
り
渡
っ
た
。
さ
て
旅
の
職
人
が
道
連

れ
た
ち
と
一
緒
に
シ
ュ
ネ
レ
ン
ベ
ル
ク
城
の
辺
り
ま
で
や
っ
て
来
る
と
、
向
こ
う
か
ら
馬
に
乗
っ
た
親マ

イ
ス
タ
ー方
が
石
の
橋
を
渡
っ
て
来
る

の
に
行
き
逢
っ
た
。
職
人
が
自
分
を
抜
き
に
し
て
見
事
に
鋳
鐘
を
仕
上
げ
た
こ
と
を
既
に
耳
に
し
て
怒
り
狂
っ
て
い
た
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
「
こ

ん
畜
生
、
な
ん
て
え
こ
と
を
し
や
が
っ
た
」
と
喰く

っ
て
掛
か
る
な
り
、
や
お
ら
職
人
の
頭
に
弾
丸
を
撃
ち
込
み
、
び
っ
く
り
仰
天
し
た

道
連
れ
た
ち
に
こ
う
言
っ
た
。「
こ
の
野
郎
は
や
く
ざ
者
の
癖
し
て
鐘
を
鋳
た
り
し
お
っ
た
ん
で
。
鋳
直
さ
な
く
っ
ち
ゃ
な
り
ま
せ
ん

や
」。
そ
し
て
、
至
極
当
然
な
こ
と
を
や
っ
て
の
け
た
と
い
う
顔
で
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
へ
馬
を
走
ら
せ
た
。
本
当
に

鐘
を
鋳
直
す
つ
も
り
で
。
し
か
し
な
が
ら
殺
人
行
為
の
目
撃
者
た
ち
が
市
参
事
会
に
こ
の
男
を
告
訴
、
参
事
会
は
た
だ
ち
に
親マ

イ
ス
タ
ー方
を

逮
捕
さ
せ
、こ
の
国
に
は
親マ

イ
ス
タ
ー方
が
奉
公
し
て
い
る
職
人
の
死
刑
執
行
吏
に
な
る
な
ん
て
慣な

ら

わ
し
は
あ
り
ゃ
せ
ん
の
だ
、と
説
き
聞
か
せ
、

そ
れ
か
ら
ど
う
し
て
ま
た
こ
の
よ
う
な
非
道
を
働
い
た
の
か
問
い
質た

だ

し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
頭
の
ご
く
良
い
ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
市
参

事
会
の
面
面
は
、
こ
の
事
件
の
背
後
に
は
職
人
の
見
事
な
製
作
ぶ
り
に
た
だ
立
腹
・
嫉
妬
し
た
と
い
う
以
上
の
も
の
が
潜
ん
で
い
る
に

違
い
な
い
、
と
賢
明
に
も
洞
察
し
た
の
で
。
訊じ

ん
も
ん問
は
最
初
の
内
こ
そ
穏
や
か
だ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
厳
し
く
な
り
、
果
て
は
鉄
の
疑
問

符
〔
＝
拷
問
用
具
〕
を
用
い
て
苛か

れ
つ烈
に
行
わ
れ
た
。
当
時
は
親ダ

ウ
メ
ン
シ
ュ
ラ
ウ
ベ

指
締
め
、
イシ

ュ
パ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
・
シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル

ス
パ
ニ
ア
長
靴
、
刺ゲ

シ
ュ
ピ
ッ
ク
タ
ー
・
ハ
ー
ゼ

し
脂
兎
等
等
が
存
在
。
で
、

と
う
と
う
鋳
鐘
師
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
は
こ
う
自
白
し
た
。
自
分
が
職
人
に
あ
れ
ほ
ど
激
怒
し
た
の
は
他
で
も
な
い
、
引
き
渡
さ
れ
た
金
属
類
の

中
に
ず
っ
し
り
重
い
、
黒
く
塗
ら
れ
た
黄
金
の
板
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
自
分

─
親マ

イ
ス
タ
ー方

─
は
こ
れ
を
ち
ょ
ろ
ま
か
し
て
隠
し
て
お

く
つ
も
り
だ
っ
た
。
そ
れ
を
あ
の
職
人
が
何
も
知
ら
ず
に
他
の
金
属
と
一
緒
に
溶
か
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
新
鋳
の
鐘
の
響
き

が
素
晴
ら
し
い
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
自
分
は
鐘
を
も
う
一
度
溶
か
し
直
し
、黄
金
を
分
離
し
た
あ
と
で
新
た
に
鐘
を
鋳
る
つ
も
り
だ
っ
た
、

と
。
訊
問
に
対
し
こ
う
し
た
回
答
が
得
ら
れ
た
の
に
満
足
し
た
ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
市
参
事
会
は
親マ

イ
ス
タ
ー方
の
首
を
刎は

ね
さ
せ
、
無む

こ辜
の
職
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人
を
偲し

の

ぶ
よ
す
が
と
し
て
例
の
石
橋
に
石
造
り
の
十
字
架
を
立
て
た
。
さ
り
な
が
ら
市
の
鐘
に
か
く
も
莫
大
な
醵き

ょ
き
ん金
を
弾
ん
で
く
れ
た

の
は
だ
れ
な
の
か
、
と
ん
と
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
か
な
り
の
資
産
を
持
っ
て
ホ
ラ
ン
ト
の
地
か
ら
帰
っ
て
来
た
寡
婦
の
息

子
が
間
も
な
く
母
親
に
、
自
分
が
送
っ
た
あ
の
重
い
黄
金
の
延
べ
板
は
ど
こ
に
し
ま
っ
て
あ
る
か
、
と
訊た

ず

ね
た
。「
黄き

ん金
だ
っ
て
。
あ

れ
が
黄き

ん金
だ
っ
た
の
」
と
母
親
は
叫
び
声
を
挙
げ
、
驚き

ょ
う
が
く愕
の
あ
ま
り
蒼
白
に
な
っ
て
あ
や
う
く
失
神
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
し
て

震
え
戦お

の
の

き
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
し
た
っ
て
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
、
あ
の
重
い
板
は
鐘
を
鋳
る
材
料
と
し
て
供
出
し
た
、

と
打
ち
明
け
た
。
息
子
は
「
ま
あ
ま
あ
、
落
ち
着
き
な
よ
、
お
っ
か
さ
ん
。
あ
り
ゃ
あ
神
様
の
御み

栄
え
の
た
め
に
な
っ
た
ん
だ
よ
」
と

応
じ
た
。
そ
こ
で
女
は
息
子
に
鋳
鐘
に
纏ま

つ

わ
る
一
件
を
逐
一
物
語
り
、
こ
の
こ
と
で
は
例
の
黄
金
の
せ
い
で
二
人
の
人
間
が

─
一
人

は
罪
無
く
し
て
、
一
人
は
有
罪
で

─
命
を
失
っ
た
の
だ
が
、
あ
ん
な
に
も
評
判
に
な
っ
た
黄
金
が
自
分
の
手
か
ら
出
た
も
の
だ
な
ん

て
考
え
も
付
か
な
か
っ
た
、
と
結
ん
だ
。
息
子
は
言
っ
た
。「
こ
う
な
る
よ
う
に
神
様
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
も
う
た
の
さ
。
お
れ
た

ち
は
失
く
し
た
物
を
と
や
か
く
嘆
か
ず
、
あ
の
黄き

ん金
が
生
ん
だ
不
幸
を
悼い

た

む
だ
け
に
し
よ
う
」。

　

そ
の
後
永な

が

の
歳
月
を
経
て
か
ら
雷
が
ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
の
鐘
楼
に
落
ち
て
こ
れ
を
炎
上
さ
せ
、
鐘
も
溶
け
て
し
ま
っ
た
。
金
属
は
回

収
さ
れ
て
分
析
さ
れ
た
。
そ
し
て
黄
金
を
含
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
そ
の
代
価
で
鐘
楼
を
再
建
し
、
屋
根
を
鉛
で
覆
う
こ
と
が
で

き
た
。

─
怒
り
狂
っ
た
親マ

イ
ス
タ
ー方
の
手
に
掛
か
っ
て
殺
さ
れ
た
鋳
鐘
師
の
職
人
に
つ
い
て
の
類
似
の
伝
説
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
ド

イ
ツ
に
行
わ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
地
方
の
大

グ
ロ
ー
ス

メ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
、そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
。

訳
注

 

プ
ロ
イ
セ
ン
の
地　

Land Preußen.　

こ
こ
で
は
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
晩
年
時
（
十
九
世
紀
後
半
）
の
、
広
大
な
版
図
を
領
有
し
つ
つ
あ
っ
た
勃
興
す
る
プ
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ロ
イ
セ
ン
王
国
全
体
で
は
な
く
、
同
王
国
の
北
東
端
を
占
め
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
を
指
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
九
一
注
参
照
。

 
キ
ン
ブ
リ
族　

der Cym
brische V

olksstam
m

.　

古
代
北
欧
の
部
族
の
一
つ
。
ゲ
ル
マ
ン
人
と
思
わ
れ
る
が
、
ケ
ル
ト
人
と
す
る
説
も
あ
る
。
古
文
献

に
よ
れ
ば
デ
ン
マ
ー
ク
の
ユ
ラ
ン
半
島
が
母
国
の
由
。
紀
元
前
二
世
紀
後
半
に
テ
ウ
ト
ネ
ス
族
や
ア
ン
ブ
ロ
ネ
ス
族
と
共
に
共
和
政
ロ
ー
マ
を
脅
か
し
た

こ
と
も
あ
る
。

 

ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王　

K
önig W

idew
ut.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
私
淑
し
た
同
郷
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
大
先
輩
、
文
人
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
民

話
を
素
材
と
し
て
大
人
向
け
の
物
語
に
仕
立
て
上
げ
た
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』
所
収
の
一
編
「
愛ア

モ
ー
ル神
に
な
っ
た
精
霊
」D

äm
on A

m
or. > Johann K

arl 
A

ugust M
usäus: D

ie V
olksm

ärchen der D
eutschen. 

─
鈴
木
滿
訳
『
沈
黙
の
恋　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』、国
書
刊
行
会
、平
成
十
九
年

─
に
ヴ
ァ

イ
デ
ヴ
ー
トW

eidew
uth 

と
し
て
登
場
、
主
人
公
を
庇
護
・
援
助
す
る
。
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
原
注
に
い
わ
く
「
プ
ロ
イ
セ
ン
に
住
ん
で
い
た
ヴ
ェ
ン
ド
人
の

古
王
の
名
。
民
族
の
言
葉
で
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ヴ
ル
フW

ittew
urf 

。
伝
承
に
よ
れ
ば
偉
大
な
魔
法
使
い
で
あ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
諸
地
方
の
名
称
は
そ
の
十

二
人
の
息
子
に
因
ん
で
い
る
、
と
の
こ
と
」。

 

蜂メ

ー

ト
蜜
酒　

M
eth.　

現
代
ド
イ
ツ
語
の
綴
り
で
は ,M

et , 

。
リ
ト
ア
ニ
ア
語
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
語
で
は
ミ
ー
ド
ゥ
スM

idus

。
英
語
で
は
ミ
ー
ドm

ead 

（
英

国
北
西
部
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
地
方
に
は
い
ま
だ
に
ミ
ー
ド
醸
造
所
が
少
な
く
な
い
）。
古
代
か
ら
中
世
初
期
に
か
け
て
ス
ラ
ヴ
人
と
ゲ
ル
マ
ン
人
に
ビ
ー
ル

と
並
ん
で
愛
飲
さ
れ
た
。
蜂
蜜
に
二
倍
な
い
し
三
倍
の
水
を
混
ぜ
て
放
置
す
る
と
、
蜂
蜜
に
含
ま
れ
て
休
眠
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
空
中
か
ら
落
ち
た
天

然
酵
母
に
よ
り
醱
酵
が
始
ま
り
、
夏
期
は
二
─
三
日
、
冬
期
は
一
週
間
程
度
で
酒
と
な
っ
た
由
。
現
代
で
は
純
粋
培
養
酵
母
を
用
い
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
分

は
二
〇
％
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
通
常
は
一
一
─
一
六
％
。
美
し
い
黄
金
色
の
酒
で
あ
る
。

 

柏
ア
イ
ヒ
ェ

の
樹　

Eiche.　

橅ぶ
な

科
の
落
葉
樹
。
日
本
の
柏か

し
わ

（
周
囲
約
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
八
メ
ー
ト
ル
）、
水み

ず

楢な
ら

な
ど
に
似
て
い
る
が
遥
か
に
大
木
と
な
る
。

周
囲
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
の
木
や
、
高
さ
二
三
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
木
が
あ
る
。
巷
間
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
樹
齢
二
千
年
に
も
及
ぶ
も
の
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
疑
わ
し
い
が
、
一
千
年
く
ら
い
か
、
と
類
推
さ
れ
る
も
の
が
ド
イ
ツ
に
現
存
す
る
ほ
ど
長
命
で
あ
り
、
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
幹
か
ら
太
枝
を
周
囲
に

伸
ば
し
た
巨
木
は
珍
し
く
な
い
。
ケ
ル
ト
人
の
宗
教
に
お
い
て
祭
司
を
務
め
た
人
人
は
今
日
ド
ル
イ
ド
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
柏

ア
イ
ヒ
ェ

＝
「
ダ
ル
」
の

樹
下
で
儀
式
を
行
う
賢
者
＝
「
ヴ
ィ
ド
」、
す
な
わ
ち
「
ダ
ル
ヴ
ィ
ド
」D

aru-vid 

（
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
賢
者
）
の
意
で
あ
る
。
聖
な
る
樹
は
寄
生
木
の
巻
き
付
い
た

特
定
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

だ
っ
た
。

 

ブ
リ
コ
と
ニ
ュ
エ
モ
（
ブ
ク
と
ニ
ー
メ
ン
）　Briko und N

yem
o 

（Bug und N
iem

en

）．
ブ
ク
川
は
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
を

流
れ
る
河
川
。
ニ
ー
メ
ン
（
ロ
シ
ア
語
ネ
マ
ン
、
ド
イ
ツ
語
メ
ー
メ
ル
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
ネ
ム
ナ
ス
）
川
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
源
を
発
し
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と

ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
を
流
れ
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ラ
ニ
海ザ

レ

フ
岸
湖
を
経
て
バ
ル
ト
海
に
注
ぐ
。

 

タ
ム
ゾ
ア
ン
の
森　

der W
ald T

ham
soan.　

未
詳
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

）（（）（（）（（）（（）（（）（（
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リ
ト
ア
ニ
ア　

Litauen.　

現
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
は
バ
ル
ト
三
国
中
最
南
。
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
州
に
接
す
る
。
首
都
は
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
スV

ilnus

。
近
代
的
独
立
国
と
し
て
は
一
九
一
八
─
四
〇
年
お
よ
び
一
九
九
〇
年
以
降
の
歴
史
し
か
な
い
。

た
だ
し
栄
光
の
過
去
を
持
つ
。
異
教
国
だ
っ
た
リ
ト
ア
ニ
ア
の
大
公
ヨ
ガ
イ
ラ
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
名
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォJagiełło

）
は
一
三
八
六
年
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
と
な
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
女
王
ヤ
ド
ヴ
ィ
ガJadw

iga

と
結
婚
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヴ
ワ
デ
ィ
ス
ワ
フ
二
世W

ładysław
 II.

（
在
位
一
三
八
六
─

一
四
三
四
）
と
し
て
即
位
、ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
リ
ト
ア
ニ
ア
同
君
連
合
を
創
建
、一
四
一
〇
年
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
を
グ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
（
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
）

の
戦
い
で
撃
破
、
後
者
の
勢
力
を
究
極
的
に
排
除
し
た
。
連
合
と
そ
の
後
身
は
続
く
三
世
紀
近
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
有
力
国
の
一
つ
と
な
る
。

 

ク
ロ
ノ
と
ハ
イ
リ
ボ
の
川　

Crono und H
ailibo.　

未
詳
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ス
カ
ラ
川　

Skara.　

メ
ー
メ
ル
川
と
並
ん
で
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
最
重
要
河
川
で
あ
る
プ
レ
ー
ゲ
ル
（
現
プ
レ
ゴ
リ
ャ
）
川
の
こ
と
。
ゴ
ー
ト
族
の
時
代
に

は
ス
カ
ラ
川
と
呼
ば
れ
た
。

 

ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地　

Sam
land.　

バ
ル
ト
海
に
突
き
出
て
い
る
サ
ン
ビ
ア
半
島
。

 

プ
レ
ー
ゲ
ル　

Pregel.　

現
プ
レ
ゴ
リ
ャ
川
。
サ
ン
ビ
ア
半
島
の
南
端
を
成
す
。
河
口
に
は
現
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
州
都
カ
リ
ー
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
（
か
つ
て
の
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
）
が
あ
る
。

 

マ
ゾ
ヴ
ィ
ア
の
民　

M
assovier.　

マ
ゾ
フ
シ
ェM

azow
ieckie

は
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
東
中
央
の
地
域
。
首
都
ヴ
ァ
ル
シ
ャ
ヴ
ァ
（
＝
ワ
ル
シ
ャ
ワ
）
を

含
む
。
ヴ
ィ
ス
ワ
川
河
畔
の
古
都
プ
ウ
ォ
ツ
ク
を
首
邑
と
す
る
マ
ゾ
フ
シ
ェ
公
国
で
も
あ
っ
た
。
プ
ウ
ォ
ツ
ク
は
一
〇
七
九
─
一
一
三
八
年
ポ
ー
ラ
ン
ド

王
国
の
首
都
。

 

ブ
ル
ー
テ
ィ　

Bruti.　

ろ
く
で
な
し
、
け
だ
も
の
。

 

プ
ル
デ
ン
テ
ス
と
か
プ
ラ
エ
ス
キ
イ　

prudentes und puraescii.　

前
者
は
ラ
テ
ン
語
的
、
後
者
は
ス
ラ
ヴ
的
表
現
。

 

新ロ
ー
マ
・
ノ
ウ
ァ

ろ
ー
ま　

Rom
a nova. 

ラ
テ
ン
語
。

 

ロ
モ
ー
フ
ェ　

Rom
ove.　
「
ロ
ム
ー
フ
ァ
」Rom

uva

と
も
。「
平
和
な
」「
安
ら
か
な
」
ほ
ど
の
意
味
の,ram

us , 

あ
る
い
は ,rom

us , 

に
基
づ
く
よ
う
だ
。

長
い
こ
と
異
教
国
プ
ロ
イ
セ
ン
の
首
邑
で
聖
所
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
一
〇
一
五
年
プ
ロ
イ
セ
ン
に
侵
攻
し
た
フ
ロ
ー
ブ
ル
ィChrobry

（
勇
者
）
と
添

え
名
の
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
・
王
ボ
レ
ー
ス
ワ
フ
一
世Bolesław

 I.
（
在
位
公
九
九
二
─
一
〇
二
五
／
王
一
〇
二
五
）
が
劫
略
し
、異
教
の
神
神
を
焼
き
払
っ

た
。

 

ラ
グ
ニ
ー
ト　

Ragnit.　

か
つ
て
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
に
所
属
。
現
在
は
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
ネ
マ
ン
地
域
の
行
政
的
中
心
ネ
マ
ン
市
。

 

フ
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖　

Frisches H
aff.　

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
「
ヴ
ィ
シ
ュ
ラ
ニ
海ザ

レ

フ
岸
湖
」Zalew

 W
iślany 

、
ロ
シ
ア
語
「
カ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
海ザ

リ

ブ
岸
湖
」
。

バ
ル
ト
海
の
一
部
だ
が
湖
状
。
プ
レ
ゴ
リ
ャ
（
ド
イ
ツ
語
プ
レ
ー
ゲ
ル
）
川
が
こ
こ
に
流
入
し
て
い
る
。

）（（）（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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聖
者
ア
ー
ダ
ル
バ
ー
ト　

der heilige A
dalbert.　

プ
ラ
ハ
（
ド
イ
ツ
語
プ
ラ
ー
ク
）
の
司
教
ア
ー
ダ
ル
バ
ー
ト
は
「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
使
徒
」
と
も
呼
ば

れ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
の
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
殉
教
者
。
九
九
七
年
フ
リ
ッ
シ
ュ
海
岸
湖
湖
畔
の
町
テ
ン
キ
ッ
テ
ン
で
布
教
中
プ
ロ
イ
セ
ン
人
に
槍
で
突

か
れ
て
殺
さ
れ
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
の
諸
侯
の
家
柄
で
、
九
五
六
年
生
ま
れ
。

 

クク
ル
マ
ー
・
ラ
ン
ト

ル
ム
の
地　

Culm
er Land.　

,K
ulm

er Land

, 

。
伝
説
に
よ
れ
ば
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王
の
十
二
番
目
の
息
子
ヒ
ェ
ル
モChelm

o 

が
与
え
ら
れ
た
封

土
と
の
こ
と
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
「
ヘジ

エ
ミ
ア
・
ヘ
ウ
ミ
ン
ス
カ

ウ
ミ
ン
の
地
」Ziem

ia chełm
ińska

。

 

ポポ
メ
ザ
ー
ニ
エ
ン

メ
ゾ
の
邦　

Pom
esanien.　

伝
説
に
よ
れ
ば
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王
の
十
一
番
目
の
息
子
ポ
メ
ゾPom

eso 

が
与
え
ら
れ
た
封
土
と
の
こ
と
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
「
ポポ

メ

ザ

ニ

ア

メ
ゾ
の
邦
」Pom

ezania

。

 

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ゼ
ン　

Fischhausen.　

ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
の
南
西
、
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
か
ら
三
五
キ
ロ
の
町
プ
リ
モ
ル
ス
ク
。
現
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
。

 

ボ
レ
ス
ラ
ウ
ス
・
ゴ
ル
ヴ
ィ
ン　

Boleslaus Golvin.　

前
掲
注
「
ロ
モ
ー
フ
ェ
」
に
記
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
・
王
ボ
レ
ー
ス
ワ
フ
一
世
の
こ
と
。

 

エ
ル
メ
ラ
ン
ト　

Erm
eland.　

,Erm
land

, 

。
伝
説
に
よ
れ
ば
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王
の
九
番
目
の
息
子
ヴ
ァ
ル
モW

arm
o 

が
与
え
ら
れ
た
封
土
と
の
こ

と
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
「
ヴヴ

ァ

ル

ミ

ア

ァ
ル
モ
の
邦
」W

arm
ia

。

 

異
教
の
神
が
一
柱　

ein H
eidengötze.　

ロ
モ
ー
フ
ェ
の
聖
樹
の
下
に
は
三
柱
の
神
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
、
と
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
七
に
あ
る
し
、
こ
の
話
で
も

「
神
神
も
ろ
と
も
柏

ア
イ
ヒ
ェ

を
燃
や
さ
せ
」
と
あ
る
の
で
、「
一
柱
」
な
る
記
述
は
不
審
。

 

聖ハ
イ
リ
ゲ
ン
バ
イ
ル

者
の
斧　

H
eiligenbeil.　

か
つ
て
の
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
。
一
三
〇
一
年
創
建
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
名
が
付
い
た
の
は
一
三
四
四
年
。
現
在
は
ロ

シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
州
都
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
の
一
部
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
マ
モ
ノ
ヴ
ォM

am
onow

o

。

 

琥
珀　

Bernstein. 

ド
イ
ツ
語「
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」の
語
源
は
中
世
低
地
ド
イ
ツ
語,Börnsteen

,　
（「
燃
え
る
石
」Brennstein

）。
数
千
年
来
知
ら
れ
、

特
に
バ
ル
ト
海
地
域
北
方
に
広
く
分
布
し
て
い
る
樹
脂
化
石
で
、
黄
色
か
ら
黄
褐
色
、
透
明
か
ら
不
透
明
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
先
史
時
代
か
ら
宝
石

類
と
見
な
さ
れ
、
工
芸
品
に
加
工
さ
れ
て
来
た
。
バ
ル
ト
海
沿
岸
か
ら
は
交
易
に
よ
っ
て
遠
く
地
中
海
世
界
に
ま
で
運
ば
れ
た
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
六
千
年

前
の
琥
珀
装
飾
品
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

 

聖マ

リ

ー

エ

ン

オ

ル

デ

ン

母
マ
リ
ア
兄
弟
団　

M
arienorden.　

「
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
」
の
正
式
呼
称
は
「
エ
ル
サ
レ
ム
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
の
聖
母
マ
リ
ア
病
院
兄
弟
団
」 

D
om

us H
ospitalis T

heutonicorum
 sancte M

arie in Ierusalem
 

で
あ
る
。
十
三
世
紀
初
頭
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
か
ら
東
欧
に
拠
点
を
移
す
。
一
二
三
〇

年
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
（
在
位
一
二
二
七
─
四
一
）
の
認
可
を
受
け
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
旗
印
に
制
圧
を
開
始
し
た
。
十
四
世
紀
に

は
プ
ロ
イ
セ
ン
全
土
の
支
配
を
確
立
す
る
。

 

ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖　

K
urisches H

aff.　

現
在
で
は
リ
ト
ア
ニ
ア
と
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
に
属
す
。
リ
ト
ア
ニ
ア
語
「
ク
ル
シ
ュ
ー

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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海マ
リ
オ
ス

岸
湖
」K

uršių m
arios 

、
ロ
シ
ア
語
「
ク
ル
シ
ュ
海ザ

リ

ブ
岸
湖
」。

 

ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
砂ネ

ー
ル
ン
グ嘴　

K
urische N

ehrung.　

ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖
と
バ
ル
ト
海
の
間
に
堤
防
状
に
延
び
て
い
る
砂
嘴
。
長
さ
九
八
キ
ロ
、
幅
は
最

大
で
三
・
八
キ
ロ
。

 
遙
か
ラ
イ
ン
河
畔
の
ル
ー
ル
ラ
イ　

die Lurlei am
 fernen Rheinstrom

.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
九
五
参
照
。

 

グ
ロ
ー
ム
ス
乾チ

ー
ズ酪　

Glom
skäse.　

未
詳
。

 

プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
領
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
の
ズ
ー
ラ　

Suhla im
 Preußichen H

enneberg.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
綴
っ
て
い
る
が
、
現
テ
ュ
ー
リ
ン

ゲ
ン
州
南
部
の
都
市
ズ
ー
ルSuhl 

で
あ
ろ
う
。
な
お
ズ
ー
ル
産
チ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
お
し
ゃ
べ
り
は
相
変
わ
ら
ず
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
一
流
の
脱
線
で
あ
る
。

 

メ
ー
メ
ル　

M
em

el.　

現
リ
ト
ア
ニ
ア
の
海
港
ク
ラ
イ
ペ
ダK
laipėda

。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
在
世
時
は
メ
ー
メ
ル
な
い
し
メ
ー
メ
ル
ブ
ル
クM

em
elburg 

と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
最
北
の
都
市
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
最
北
の
都
市
だ
っ
た
。
一
三
二
八
年
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
所
有
に
帰
し
要
塞
化
さ
れ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
リ
ト
ア
ニ
ア
連
合
と
の
戦
い
で
十
五
世
紀
ま
で
大
き
な
被
害
を
蒙
り
、
再
三
炎
上
。
そ
の
後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

一
七
五
七
年
に
は
ロ
シ
ア
帝
国
領
、
一
七
六
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
領
と
転
転
。

 

ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー　

Zentner.　

重
量
単
位
。
五
〇
キ
ロ
。

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
エ
ー
リ
ヒ　

K
önig Erich von Schw

eden.　

ヴ
ァ
ー
サ
王
朝
第
二
代
エ
リ
ク
十
四
世
（
在
位
一
五
六
〇
─
六
八
）
か
。

 

マ
タ
イ
伝
の
最
後
の
文
句　

M
atthäi am

 letzten.　

ル
タ
ー
訳
ド
イ
ツ
語
新
約
聖
書
マ
タ
イ
伝
の
最
後
の
語
句
は
「
世
の
終
わ
り
」der W

elt Ende

。

そ
こ
で
、「
す
っ
か
ら
か
ん
」「
無
く
な
っ
た
」
の
意
に
用
い
ら
れ
る
慣
用
句
。

 

骨シ
ュ
マ
ー
ル
ハ
ン
ス

皮
筋
右
衛
門
が
で
ん
と
構
え
て
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房
を
と
り
し
き
っ
た　

w
ar...... Schm

alhans sehr bedeutend K
üchenm

eister.　
「
シ
ュ
マ
ー
ル
ハ
ン
ス
」

Schm
alhans 

は
「
が
り
が
り
の
瘠
せ
っ
ぽ
ち
」。
こ
れ
が
料
理
人
頭が

し
らK

üchenm
eister

に
な
っ
た
、と
い
う
の
は
、「
喰
う
や
喰
わ
ず
の
暮
ら
し
に
な
っ
た
」

「
飢
餓
状
態
に
な
っ
た
」
の
意
の
慣
用
句
。

 

投と
う
て
き擲

機　

Blide.　
「
投
石
機
」
と
も
邦
訳
。「
ブ
リ
ー
デ
」Blide
と
は
梃
子
の
原
理
に
よ
り
物
を
投
擲
す
る
中
世
最
大
の
攻
城
用
木
造
兵
器
（
他
に
も
大

小
さ
ま
ざ
ま
、
か
つ
投
擲
原
理
の
異
な
る
投
擲
機
が
あ
っ
た
）。
支
点
の
軸
で
可
動
す
る
よ
う
に
し
た
長
大
な
腕
木
の
短
い
片
方
の
端
に
極
め
て
重
い
錘
を
、

長
い
片
方
の
端
に
は
敵
側
に
投
げ
込
む
石
弾
や
武
具
の
折
れ
の
類
の
金
物
屑
、
あ
る
い
は
火

フ
ァ
イ
ア
・
ポ
ッ
ト

壺
を
入
れ
た
吊ス

リ
ン
グ

り
帯
を
吊
る
し
、
人
力
で
撓
め
た
長
い
方

の
腕
木
を
一
挙
に
解
放
す
る
と
、
腕
木
が
撥
ね
て
危
険
な
代
物
が
投
擲
さ
れ
る
仕
組
み
。
腕
木
の
長
短
の
比
率
は
四
：
一
、
あ
る
い
は
六
：
一
。
一
五
キ

ロ
の
重
さ
の
石
弾
を
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
飛
ば
し
た
機
械
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
物
語
で
は
要
塞
側
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
城
壁
の
上
に
設
置
可
能

な
小
さ
い
投
擲
機
だ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
が
…
…
。

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
飲
み
物　

Schw
edentrunk.　

三
十
年
戦
争
時
代
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
拷
問
法
。
汚
水

─
し
ば
し
ば
糞
尿
な
ど
が
混
ぜ
ら
れ
た

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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─
を
犠
牲
者
の
口
に
バ
ケ
ツ
か
ら
、
あ
る
い
は
漏じ

ょ
う
ご斗
で
流
し
込
む
。
三
十
年
戦
争
時
代
を
活
写
し
た
小
説
Ｈ
・
Ｊ
・
Ｃ
・
ｖ
・
グ
リ
ン
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ

ン
著
『
ジ
ン
プ
リ
チ
シ
ム
ス
の
冒
険
』H

ans Jakob Christoffel von Grim
m

elshausen: D
er abenteuerliche Sim

plicissim
us. 1668. 

第
一
巻
第
四

章
に
は
こ
う
し
た
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
邦
訳
。
望
月
市
恵
訳
『
阿
呆
物
語
』 

上
中
下
、
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
─
五
四
年
。

 

テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト　

T
ilsit.　

ネ
マ
ン
（
ド
イ
ツ
語
メ
ー
メ
ル
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
ネ
ム
ナ
ス
）
川
南
岸
の
都
市
。
か
つ
て
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
に
所
属
。
現
在
の

名
称
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
ク
。
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
。
対
岸
は
リ
ト
ア
ニ
ア
。

 

国ケ
ン
メ
ラ
イ
ド
ル
フ

有
村　

K
äm

m
ereidorf.　

国
庫
な
ど
公
的
機
関
の
財
務
部
門
に
所
属
す
る
村
。
市
有
村
か
も
知
れ
な
い
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ラ
グ
ニ
ー
ト　

Ragnit.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
七
に
既
出
。

 

ロ
ン
ビ
ヌ
ス　

Rom
binus.　

リ
ト
ア
ニ
ア
語
ラ
ン
ビ
ナ
スRam

bynas

。こ
の
伝
説
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
異
教
時
代
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
聖
地
の
一
つ
。

現
在
辛
う
じ
て
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
南
端
、
ビ
ッ
テ
ー
ネ
ンBittehnen

村
と
バ
ル
デ
ー
ネ
ン Bardehnen 

村
の
間
に
あ
る
。

 

神
ポ
ト
リ
ン
ポ
ス　

Gott Potrim
pos.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
七
で
は
「
戦
争
と
豊ほ

う
じ
ょ
う饒
の
神
」、
二
二
八
で
は
「
戦
の
神
」
と
し
て
登
場
。

 

知
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
事　

Landvogt.　

こ
の
訳
語
で
適
切
か
ど
う
か
自
信
が
な
い
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

グ
ン
ビ
ン
ネ
ン　

Gum
binnen.　

か
つ
て
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
に
所
属
。
現
在
の
名
称
は
グ
セ
フ
。
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
の
都
市
。

 

今
で
も
生
き
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が　

noch am
 Leben ist.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
八
五
三
年
。

 

バ
イ
エ
ル
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ　

H
erzog H

einrich von Baiern.　

バ
イ
エ
ル
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
十
四
世H

einrich X
IV

., H
ezog von Bayern.

（
在
位

一
三
一
〇
─
三
九
）。

 

管コ
ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長　

Com
thur.　

現
代
ド
イ
ツ
語 ,K

om
tur , 

。
騎
士
修
道
会
の
上
級
騎
士
修
道
士
で
、
騎
士
修
道
会
管
区
の
長
。

 

ヴ
ィ
ル
ナ　

W
ilna.　

現
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
首
都
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
スV

ilnus

。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
ヴ
ィ
ル
ノ
。

 

ヴ
ィ
ト
ウ
ト　

W
itoudt.　

綴
り
は ,W

itold

, 

・,W
itardus , 

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
。
ボ
ヘ
ミ
ア
の
王
位
請
求
者
。
一
四
三
〇
年
死
す
。

 

旗バ

ナ

ー

幟
部
隊　

Banner.　

正
方
形
な
い
し
長
方
形
の
旗バ

ナ
ー幟

を
掲
げ
る
資
格
を
持
つ
旗
幟
騎
士
（
平
騎
士
を
家
臣
と
し
て
従
え
る
高
位
の
騎
士
）
に
率
い
ら
れ

た
重
装
騎
兵
隊
。
こ
の
場
合
騎
士
修
道
会
の
騎
士
修
道
士
で
は
な
く
、
異
教
徒
相
手
の
「
聖
戦
」
に
志
願
し
た
世
俗
の
大
領
主
と
そ
の
家
臣
団
か
も
知
れ

な
い
。

 

レ
ー
デ
ミ
ュ
ン
ネ　

Redem
ynne.　

未
詳
。

 

ゼ
ヴ
ェ
ー
リ
エ
ン　

Sew
erien.　

現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
／
ロ
シ
ア
南
西
部
に
亘
る
歴
史
的
地
域
名
称
シ
ヴ
ェ
ー
リ
ヤSiw

erija

。
中
心
都
市
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・

シ
ヴ
ィ
エ
ル
ス
キ
。

 

カ
リ
ェ
ブ
ー
ト　

K
arjebut.　

シ
ヴ
ェ
ー
リ
ヤ
の
ト
ル
ブ
ト
シ
ェ
ヴ
ス
ク
の
領
主
デ
ィ
ミ
ー
ト
リ
・
オ
ル
ゲ
ル
ボ
ヴ
ィ
ッ
チ
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク　

Lauenburg.　

東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
と
し
て
は
未
詳
。
な
お
、
こ
の
呼
称
は
か
つ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
郡
名
に
あ
り
、
同
領
域
は
現

在
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
モ
ー
ジ
ェ
（
ポ
ン
メ
ル
ン
）
県
に
属
す
。

 
カ
ッ
ス
ー
ベ
ン　

Cassuben.　

か
つ
て
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
に
所
属
。
現
在
の
名
称
は
イ
リ
ン
ス
コ
エ
。
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
の
小
村
。

 
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ　

D
anzig.　

バ
ル
ト
海
に
臨
む
、
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
大
の
港
湾
都
市
グ
ダ
ニ
ス
クGdańsk 

の
ド
イ
ツ
語
名
。
グ
ダ
ニ
ス
ク
と
い
う
名
称
は

同
市
を
流
れ
る
モ
ト
ワ
ヴ
ァM

otław
a

川
の
古
称
グ
ダ
ニ
ャGdania

川
に
よ
る
。
十
四
世
紀
初
頭
既
に
有
力
な
貿
易
港
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
地
方

に
勢
力
を
伸
張
し
て
来
た
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
同
世
紀
半
ば
に
は
王
国
か
ら
騎
士
団
に
貸
与
さ
れ
る
と
い

う
形
に
な
っ
た
。
騎
士
修
道
会
支
配
下
で
も
順
調
に
発
展
、
一
三
六
一
年
に
は
ハ
ン
ザ
同
盟
に
加
入
、
ヴ
ィ
ス
ワ
川
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
長
の
河
川
で
、

そ
の
流
域
面
積
は
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
六
割
に
も
及
ぶ
）
の
河
口
附
近
に
位
す
る
と
い
う
地
の
利
を
活
用
、
穀
物
（
特
に
小
麦
）、
木
材
、
タ
ー
ル
な
ど
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
物
産
を
大
い
に
輸
出
し
て
繁
栄
し
た
。
一
四
六
六
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
直
接
支
配
下
に
戻
り
、
数
数
の
都
市
の
特
権
を
獲
得
、
続
く
十
六
、
十

七
世
紀
を
通
じ
て
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。

 

ヴ
ィ
ー
ク　

W
iek.　

低
地
ド
イ
ツ
語
で
「（
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
）
小
さ
な
湾
、
入
江
」
の
こ
と
。

 

初
代
ポ
ン
メ
レ
ン
公
ゾ
ビ
ス
ラ
ウ
ス　

der erste H
erzog von Pom

m
eren, Sobislaus.　

ボ
ヘ
ミ
ア
公
ゾ
ビ
ェ
ス
ラ
ウ
一
世Soběslav I.

（
在
位
一
一

二
五
─
四
〇
）
を
指
す
か
。

 

デ
ン
マ
ー
ク
王
ヴ
ォ
ル
デ
マ
ー
ル　

K
önig W

oldem
ar von D

änem
ark.　

名
が
該
当
す
る
の
は
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
一
世V

aldem
ar I.

（
在
位
一
一
四
六

─
八
二
）
の
み
だ
が
、
年
代
が
合
わ
な
い
。

 

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
大
聖
堂
と
同
様
…
…
見
事
な
時
計
装
置
が
あ
っ
た　

W
ie im

 M
ünster zu Straßburg, ...... w

ar ein treffl
iches U

hrw
erk.

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
七
参
照
。

 

ハ
ン
ス
・
デ
ュ
ー
リ
ン
ガ
ー　

H
ans D

üringer.　

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
出
身
の
時
計
師
。
一
四
七
七
年
ロ
ス
ト
ッ
ク
に
死
す
。
彼
の
最
も
有
名
な
作
品
は

グ
ダ
ニ
ス
ク
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会
の
天
文
時
計
（
一
四
七
〇
年
）
と
ロ
ス
ト
ッ
ク
の
聖
母
マ
リ
ア
教
会
の
天
文
時
計
（
一
四
七
二
年
）
で
あ
る
。

 

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
と
そ
の
兄
弟
ヘ
オ
ル
ヘ　

Johann van Eyck und seines Bruders Georg.　

こ
の
画
家
が
日
本
で
知
ら
れ
て
い
る
オ
ラ
ン

ダ
語
近
似
値
の
片
仮
名
表
記
を
用
い
た
。
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
（
一
三
九
五
頃
─
一
四
四
一
）
は
初
期
フ
ラ
ン
ド
ル
派
で
、
十
五
世
紀
北
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
最
も
重
要
な
画
家
。
兄
の
フ
ー
ベ
ル
ト
も
優
れ
た
画
家
で
、
他
に
も
画
家
の
兄
弟
ラ
ン
ベ
ル
ト
が
い
る
が
、
ヘ
オ
ル
ヘ
は
未
詳
。

 

オ
リ
ー
フ
ァ
修
道
院　

K
loster O

liva.　

十
二
世
紀
末
建
立
さ
れ
た
シ
ト
ー
会
修
道
院
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
争
（
一
六
五
五
─
六
〇
）
は

一
六
六
〇
年
五
月
三
日
「
オ
リ
ー
フ
ァ
の
和
約
」
で
終
結
。

 

ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル　

W
eichsel.　

ポ
ー
ラ
ン
ド
最
長
の
河
川
ヴ
ィ
ス
ワW

isła

。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ちプ
ッ
ツ
ガ
ー
・
ヴ
ィ
ー
ク

っ
ぽ
け
な
入
江　

das Putzger W
ieck.　

前
掲
注
の
ご
と
く
、,W

ieck

, （,W
iek

, 

と
も
）
と
は
低
地
ド
イ
ツ
語
で
「（
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
）
小
さ
な
湾
、

入
江
」
な
の
で
、
こ
れ
は
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
湾
の
北
西
部
の
ヘ
ラ
半
島
で
囲
い
込
ま
れ
た
小
湾
の
名
称
か
。

 
ヘ
ラ　

H
ela.　

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
ヘ
ルH

el.　

広
大
な
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
湾
の
中
に
延
び
て
い
る
長
細
い
半
島
の
名
で
も
あ
り
、
そ
の
突
端
に
あ
る
漁
村
の
名
で

も
あ
る
。
こ
の
村
は
七
百
年
の
歴
史
を
持
つ
。

 

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン　

Stavoren.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
八
、
一
五
九
参
照
。

 

ヴ
ィ
ネ
タ　

V
ineta.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
三
参
照
。

 

ユ
ー
リ
ン　

Julin.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
五
参
照
。

 

お
の
れ
の
富
を
恃た

の

む
も
の
は
仆た

ほ

れ
ん　

W
er sich auf seinen Reichtum

 verlässet, der w
ird untergehen.　

旧
約
聖
書
箴
言
十
一
章
二
十
八
節
。

 
 

聖プ
フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭　

Pfingsten.　

復オ
ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
か
ら
五
十
日
後
の
祝
日
。
五
月
初
め
か
ら
六
月
上
旬
の
日
曜
日
。
翌
日
も
休
日
と
さ
れ
る
。

 

人
ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
狼　

W
ehrw

olf oder W
ärw

olf.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
普
通 ,W

erw
olf

, 

と
綴
る
。,w

er , 

は 

「
男
」

M
ann

、「
人
間
」M

ensch

の
意
。
あ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
狼
の
形
を
取
る
こ
と
の
で
き
る
、
あ
る
い
は
、
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
人
間
。

 

吸ヴ
ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼　

V
am

pir.　

矛
盾
し
た
言
い
方
だ
が
、
死
ぬ
こ
と
の
な
い
、
あ
る
い
は
、
で
き
な
い
死
人
。
昼
は
陽
光
を
避
け
て
柩
の
中
で
静
止
し
て
い
る
が
、

夜
に
な
る
と
そ
こ
か
ら
出
て
、
人
間
の
生
き
血
を
そ
の
喉
か
ら
吸
う
。
血
を
吸
わ
れ
た
者
は
衰
弱
す
る
が
、
す
ぐ
に
で
は
な
い
。
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
と
そ
の
犠
牲
者

の
間
に
色
情
関
係
に
似
た
も
の
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
犠
牲
者
が
消
耗
し
て
死
に
、
土
葬
に
さ
れ
る
と
、
こ
れ
も
新
た
な
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
と
な
る
。
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
を

滅
ぼ
す
に
は
、
柩
の
中
に
い
る
時
、
そ
の
心
臓
に
木
の
杭
を
打
ち
込
み
、
更
に
首
を
切
る
し
か
手
段
は
な
い
。
陽
光
に
耐
え
ら
れ
な
い
、
鏡
に
姿
が
映
ら

な
い
、
飲
食
は
し
な
い
、
大
蒜
を
嫌
う
、
十
字
架
を
恐
れ
る
、
極
め
て
力
が
強
い
、
蝙
蝠
、
狼
な
ど
に
変
身
、
ま
た
は
こ
れ
ら
を
使
役
す
る
こ
と
が
で
き

る
等
等
、
民
間
信
仰
が
語
る
属
性
は
さ
ま
ざ
ま
。

 

セ
ル
ビ
ア　

Serbien.　

現
在
共
和
国
。
首
都
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
。
バ
ル
カ
ン
半
島
中
西
部
に
位
置
す
る
。
一
四
九
六
年
以
降
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
に
征
服

さ
れ
る
。
一
八
一
七
─
七
八
年
名
目
上
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
属
す
る
自
治
公
国
。
一
八
七
八
─
八
二
年
独
立
公
国
。
一
八
八
二
─
一
九
一
八
年
王
国
。
一
九

二
九
年
か
ら
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
の
中
心
的
存
在
。一
九
四
一

─
四
五
年
、ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
る
。一
九
四
五
─
九
二
年
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
を
形
成
す
る
社
会
主
義
共
和
国
。
同
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
の
解
体
後
の
動
乱
を
経
て
、
二
〇
〇
六
年
独
立
。

 

プ
ロ
イ
セ
ン
の
ア
ル
バ
ー
ト
公　

H
erzog A

lbert in Preußen.　

該
当
者
は
い
な
い
。
初
代
プ
ロ
イ
セ
ン
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世A

lbrecht I.

（
在
位

一
五
二
五
─
六
八
）
か
そ
の
息
子
で
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
二
世
フ
リ
ー
ド
リ
ヒA

lbrecht II. Friedriich

（
在
位
一
五
六
八
─
一
六
一
八
）
で
あ
ろ
う
。

 

ヨヨ
ハ
ン
ニ
ス
フ
ェ
ス
ト

ハ
ン
ニ
ス
祭　

Johannisfest.　

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生
日
と
さ
れ
る
「
ヨ
ハ
ネ
の
日
」Johannistag

＝
六
月
二
十
四
日
の
祝
祭
。
夏
至
（
六
月
二
十

一
日
）
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
六
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
掛
け
て
の
「
ヨ
ハ
ン
ニ
ス
の
夜
」Johannisnacht

に
は
「
ヨ
ハ
ン
ニ
ス
の
篝か

が
り
び火

」

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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Johannisfeuer

を
焚
き
、
そ
れ
を
囲
ん
で
踊
る
習
慣
が
各
地
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
篝
火
は
太
陽
の
象
徴
で
も
あ
り
、
悪
霊
を
追
い
払
う
も
の
で
も
あ
る
。

 

リ
ー
フ
ラ
ン
ト　

Liefland.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、こ
の
綴
り
は
既
に
廃
れ
た
。
現
在
は ,Livland

, 

。
ラ
テ
ン
語
リ
ヴ
ォ

ニ
アLivonia

。
中
世
に
お
け
る
広
い
意
味
で
は
、
現
在
の
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
と
エ
ス
ト
ニ
ア
を
完
全
に
含
む
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
刀
剣
騎
士
修
道
会
（
帯
剣
騎
士
団
）

Schw
ertbrüderorden （

一
二
〇
二
─
三
七
）、
次
い
で
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
傘
下
の
自
治
分
団
と
し
て
の
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
騎
士
団
領
で
あ
り
、
狭
い
意
味
で

は
、
現
在
の
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
東
北
部
か
ら
エ
ス
ト
ニ
ア
南
部
に
掛
け
て
の
地
域
を
指
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
在
世
時
は
ロ
シ
ア
帝
国
領
。

た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
バ
ル
ト
・
ド
イ
ツ
人
が
か
な
り
多
数
居
住
し
て
い
た
。

 

クク

リ

ス

ト

ナ

ハ

ト

リ
ス
マ
ス
の
夜　

Christnacht.　

十
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
に
掛
け
て
の
夜
。

 

跛は
こ
う行
す
る
若
者　

ein henkender Junge.　

俗
信
で
は
、
悪
魔
は
片
足
が
馬
の
脚
、
と
さ
れ
、
従
っ
て
跛
行
す
る
の
で
、
こ
の
「
若
者
」
は
悪
魔
で
あ
ろ

う
。

 

三ド
ラ
イ
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
タ
ー
ク

王
来
朝
日　

D
reikönigstag.　

東
方
か
ら
三
人
の
王
が
幼
児
イ
エ
ス
の
生
誕
を
祝
い
に
来
た
祝
日
。
一
月
六
日
。
御
公
現
の
祝
日Erscheinung des 

H
errn 

で
も
あ
る
。

 

大
グ
ロ
ー
セ
ス
・
ノ
イ
ヤ
ー
ル

新
年　

großes N
eujahr.　

高ホ
ー
エ
ス
・
ノ
イ
ヤ
ー
ル

新
年H

ohes N
eujahr 

＝
御
公
現
の
祝
日
。

 

十
二
夜　

die zw
ölf N

ächte.　

こ
の
期
間
は
魑
魅
魍
魎
が
跳
梁
す
る
、
と
さ
れ
る
。

 

地
面
の
下
に
棲す

む
小
人
た
ち　

U
ntererdschken.　

ウ
ン
タ
ー
エ
ル
チ
ュ
ケ
ン
。

 

ア
ー
ヘ
ン
の
ペ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
演
奏
し
た
あ
の
楽
士　

dem
 M

usikanten auf dem
 Pervisch zu A

achen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
二
九
参
照
。

 

ママ

リ

ー

エ

ン

グ

ロ

ッ

シ

ェ

ン

リ
ア
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨　

M
ariengroschen.　

十
六
世
紀
半
ば
頃
ま
で
北
西
ド
イ
ツ
一
帯
に
広
く
流
通
し
た
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
。
初
め
て
鋳
造
さ

れ
た
の
は
ゴ
ス
ラ
ー
ル
で
一
五
〇
三
年
。
元
来
は
マ
リ
ア
像
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

 

ル
ダ
ウ
の
会
戦　

die Rudausche Schlacht.　

一
三
七
〇
年
二
月
十
七
日
ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
の
町
ル
ダ
ウ
近
郊
で
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
と
リ
ト
ア
ニ
ア
軍
と

の
間
で
行
わ
れ
た
戦
い
。
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
側
が
勝
利
し
た
。

 

ク
ナ
イ
プ
ホ
ー
フ　

K
neiphof.　

プ
レ
ー
ゲ
ル
島
（
プ
レ
ー
ゲ
ル

─
現
プ
レ
ゴ
リ
ャ

─
川
の
中
州
。
現
カ
ン
ト
島
）
に
建
て
ら
れ
た
町
で
、
一
三
二

七
年
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
か
ら
都
市
権
を
獲
得
、
一
七
二
四
年
ま
で
行
政
的
に
自
主
独
立
を
維
持
し
た
。
同
年
以
降
は
ア
ル
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
レ
ー
ベ
ニ
ヒ
ト
と

合
併
、
よ
り
大
き
な
都
市
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
を
形
成
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
以
前
で
も
こ
れ
ら
の
町
は
十
三
世
紀
半
ば
に
築
造
さ
れ
た
ケ
ー
ニ
ヒ
ス

ベ
ル
ク
城
の
周
囲
に
順
次
建
設
さ
れ
、相
互
に
連
携
す
る
存
在
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
大
聖
堂
は
ク
ナ
イ
プ
ホ
ー
フ
に
置
か
れ
て
い
た
。

 

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク　

K
önigsberg.　

現
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
。
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
州
都
。
一
二
五
五
年
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
が

異
教
徒
制
圧
の
た
め
古
プ
ロ
イ
セ
ン
の
地
に
侵
攻
し
た
折
築
造
し
た
城
塞
を
中
心
と
し
て
発
展
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
時
ま
で
ドド

イ
チ
ュ
オ
ル
デ
ン
ス
シ
ュ
タ
ー
ト

イ
ツ
騎
士
修
道
会
国
家

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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→
プ
ロ
イ
セ
ン
公
国
→
ド
イ
ツ
帝
国
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
首
邑
だ
っ
た
。

 
昇
天
祭
当
日　

H
im

m
elfahrtstag.　

キ
リ
ス
ト
昇
天
祭Christi H

im
m

elfahrt

で
あ
れ
ば
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
後
四
十
日
目
（
移
動
祝
日
）、
聖
母
被
昇
天
祭M

ariä 
H

im
m

elfahrt

で
あ
れ
ば
八
月
十
五
日
。

 

子こ

孵か
え

し
を
し
続
け
て
く
れ
る
シ
リ
ン
グ
銀
貨　

ein Schilling, der stets Geld heckte.　

引
っ
繰
り
返
す
つ
ど
金
貨
を
生
ん
で
く
れ
る

─
手
が
疲
れ

る
の
が
欠
点
だ
が

─
素
晴
ら
し
い
呪
具
と
、
一
晩
寝
か
せ
て
お
く
と
同
じ
貨
幣
を
も
う
一
枚
と
い
う
さ
ほ
ど
で
な
い
呪
具
と
二
種
類
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
後
者
か
。
後
者
と
す
れ
ば
Ｄ
Ｓ
八
七
参
照
。
十
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
で
シ
リ
ン
グ
銀
貨
と
い
え
ば
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
プ

フ
エ
ニ
ヒ
銅
貨
十
二
枚
相
当
だ
か
ら
大
し
た
値
打
ち
で
は
な
い
。「
子
孵
し
銭
」Brutpfennig 

に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
六
注
参
照
。

 

サ
ン
テ
ィ
ア
ー
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ　

St. Jacob in Com
postell.　

イ
ス
パ
ニ
ア
北
西
部
ガ
リ
シ
ア
州
の
州
都Santiago de Com

postela

。
十

二
使
徒
の
内
最
初
の
殉
教
者
と
さ
れ
る
聖
ヤ
コ
ブ
（
大
）
＝
サ
ン
テ
ィ
ア
ー
ゴ
（
サ
ン
ト
・
イ
ア
ー
ゴSant Jago

）
の
遺
骨
が
埋
葬
さ
れ
た
場
所
と
い
う

宗
教
伝
説
が
あ
り
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
三
大
聖
地
の
一
つ
と
し
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
ロ
ー
マ
と
並
び
、
巡
礼
が
多
い
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
〇
七
注
参
照
（
た

だ
し
、
こ
の
注
で
は
聖
ヤ
コ
ブ
を
「
十
二
使
徒
中
最
後

0

0

の
殉
教
者
」
と
誤
記
し
た
。
謹
ん
で
訂
正
す
る
）。

 

修ホ
ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
テ
ィ
ー
フ
ェ
ン　

H
ochm

eisteer H
ans von T

ieffen.　

第
三
十
五
代
ヨ
ー
ハ
ン
（
ハ
ン
ス
）・
フ
ォ
ン
・
テ
ィ
ー
フ
ェ

ンJohann von T
iefen

（
在
位
一
四
八
九
─
九
八
）。

 

あ
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
古
伝
説 die alte thüringische Sage.　

以
下
は
Ｄ
Ｓ
三
三
八
参
照
。 

 

幸
運
の
船　

Glücksschiff.　
『
グ
リ
ム
ド
イ
ツ
語
辞
典
』D

eutsches W
örterbuch von Jacob u. W

ilhelm
 G

rim
m

に
よ
れ
ば
、「
幸
運
に
恵
ま
れ
た

船
」
お
よ
び
「
幸
運
を
齎
す
船
」
の
両
義
が
あ
る
と
の
こ
と
。
ド
イ
ツ
語
圏
民
間
伝
承
の
登
場
形
態
と
し
て
は
訳
者
に
は
未
詳
。
ど
な
た
か
ご
高
教
を
。

 

エ
ア
フ
ル
ト　

Erfurt.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
州
都
。

 

嘴
靴　

spitzer Schuhschnäbel　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

 

指シ
ュ
パ
ン
ネ尺　

Spanne.　

親
指
と
そ
れ
以
外
の
指
を
ぴ
ん
と
張
っ
た
時
の
長
さ
。
約
二
〇
セ
ン
チ
。

 

腕エ

レ尺　

Elle.　

五
五
─
八
〇
セ
ン
チ
。

 

短プ
ル
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ

寛
袴　

Pluderhose.　

膨
ら
ん
だ
半
ズ
ボ
ン
で
、
縦
に
並
ん
だ
風
船
状
の
布
地
（
大
抵
は
ウ
ー
ル
）
の
間
か
ら
厖
大
な
嵩
の
裏
地
（
極
め
て
高
価
で

は
あ
る
が
、
美
し
く
て
軽
い
絹
が
好
ま
れ
た
）
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
十
六
世
紀
後
半
に
も
て
は
や
さ
れ
始
め
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
た

文ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

芸
復
興
期
の
高
級
男
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。

 

マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク　

M
arienburg.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
ル
ボ
ル
クM

alborg
。
グ
ダ
ニ
ス
ク
か
ら
約
六
〇
キ
ロ
南
東
、
ノ
ガ
ー
ト
河
畔
の
都
市
。
こ

こ
に
は
同
名
の
城
が
あ
る
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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嘴
靴　

Schnabelschuhe.　

爪
先
が
鋭
く
尖
っ
て
お
り
、
足
指
よ
り
も
ず
っ
と
先
に
突
き
出
て
い
る
男
性
用
短
靴
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
十
四
世
紀
後
期
に

流
行
し
始
め
、
十
五
世
紀
初
頭
に
一
度
廃
れ
、
十
五
世
紀
半
ば
に
再
流
行
開
始
、
同
世
紀
末
頃
ま
で
は
命
脈
を
保
っ
た
。
最
初
は
王
侯
貴
族
に
限
ら
れ
た
が
、

時
と
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
洒
落
男
た
ち
が
履
い
た
。
あ
ま
り
に
長
い
嘴
の
場
合
、
上
へ
反
り
返
し
て
、
紐
で
脚
に
括
り
付
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

 
い
ろ
ん
な
こ
と
が
悪
魔
の
靴
に
押
し
込
ま
れ
る　

dem
 T

eufel so viel in die Schuhe schiebt.　
「
あ
る
こ
と
を
あ
る
人
の
靴
の
中
に
押
し
込
む
」 jm

. 
et. in die Schuhe schieben 

と
は
「
あ
る
人
に
あ
る
こ
と
の
責
め
を
な
す
り
つ
け
る
」
の
意
の
慣
用
句
。
こ
の
辺
り
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
お
ふ
ざ
け

で
あ
る
。

 

ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖　

K
urisches H

aff.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
三
二
注
参
照
。

 

ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
砂ネ

ー
ル
ン
グ嘴　

K
urische N

ehrung.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
三
二
注
参
照
。

 

フ
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖　

Frisches H
aff.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
七
注
参
照
。

 

ヴ
ァ
イ
デ
ヴ
ー
ト
王　

K
önig W

aidew
ut.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
六
注
参
照
。

 

ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地　

Sam
land.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
六
注
参
照
。

 

最
高
神
ペ
ル
ク
ン
ノ
ス
、
ピ
コ
ッ
ル
ス
、
ポ
ト
リ
ン
プ
ス　

die höchsten Götter Perkunnos, Pikollus und Potrim
pus.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
八
で
は
「
雷

神
ペ
ル
ク
ノ
スPerkunos

、
死
の
神
ピ
コ
ッ
ロ
スPikollos

、
戦
争
と
豊ほ

う
じ
ょ
う饒
の
神
ポ
ト
リ
ン
ポ
スPotrim

pos

」
と
あ
る
。

 

聖マ

リ

ー

エ

ン

オ

ル

デ

ン

母
マ
リ
ア
兄
弟
団　

M
arienorden.　

「
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
」
の
こ
と
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
三
一
注
参
照
。

 

脚フ
ー
ス尺　

Fuß.　

ほ
ぼ
三
分
の
一
メ
ー
ト
ル
。

 

執
事　

H
auskom

thur.　

こ
の
訳
は
類
推
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ラ
ビ
ア
ウ
の
町　

Stadt Labiau.　

か
つ
て
の
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ラ
ビ
ア
ウ
郡
（
一
八
一
八
─
一
九
四
五
）
の
中
心
都
市
。
ダ
イ
メ
（
現
ロ
シ
ア
語
「
デ
ィ

マ
」）
河
畔
に
位
置
。
現
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
の
ポ
レ
ッ
ス
ク
。

 

聖
者
ヨ
ド
ク
ス　

der heilige Jodocus.　

多
く
の
職
業
・
事
物
の
守
護
聖
人
で
あ
る
。
六
〇
〇
年
頃
の
生
ま
れ
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
出
身
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
、

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
で
も
大
層
崇
拝
さ
れ
て
い
る
。

 

ダ
イ
メ
川　

D
eine.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が ,D

eim
e , 

の
誤
記
な
い
し
誤
植
な
の
で
、
片
仮
名
標
記
は
こ
れ
に
従
っ
た
。

 

四
十
マ
ル
ク　

vierig M
ark.　

一
マ
ル
ク
は
百
プ
フ
エ
ニ
ヒ
。
木
の
空
洞
に
溜
ま
っ
て
い
た
浄
財
は
四
千
プ
フ
エ
ニ
ヒ
近
く
も
あ
っ
た
わ
け
。

 

タ
ピ
ア
ウ　

T
apiau.　

か
つ
て
の
プ
ロ
イ
セ
ン
公
国
第
二
の
首
都
。
ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
の
南
東
端
に
位
置
す
る
。
現
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
の

グ
ヴ
ァ
ル
デ
イ
ス
ク
。
タ
ピ
ア
ウ
城
は
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
城
塞
の
一
つ
で
、
難
攻
不
落
の
要
衝
だ
っ
た
。

 

修ホ
ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク　

H
ochm

eister H
einrich von Richtenberg.　

第
三
十
三
代
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
レ
フ
レ
・
フ
ォ

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その六）　鈴木　滿　訳・注

ン
・
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
クH

einrich Reffl
e von Richtenberg （

在
位
一
四
七
〇
─
七
七
）。

 
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ー
バ　

D
ietrich von Cuba.　

ザザ

ー

ム

ラ

ン

ト

ー
モ
の
地
の
司
教
（
在
位
一
四
七
〇
─
七
四
）。
就
任
後
開
始
し
た
免
罪
符
販
売
が
原

因
で
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
と
激
し
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
争
い
は
拡
大
、
司
教
が
総
長
を
失
脚
さ
せ

よ
う
と
計
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
総
長
に
よ
っ
て
一
四
七
四
年
逮
捕
さ
れ
、
タ
ピ
ア
ウ
城
に
幽
閉
さ
れ
る
。
同
年
分
明
な
ら
ざ
る
状
況
下
で
獄
死
。

 

両
法
学
博
士　

beider Rechte D
octor.　

普
通 ,D

oktor beider Rechte , 

と
表
記
す
る
。
世
俗
法
と
教
会
法
の
両
法
の
博
士
。

 

ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク　

K
reuzburg.　

一
二
四
〇
年
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
に
創
設
さ
れ
た
要
塞
を
起
源
と
し
、
一
三
一
五
年
都
市
権
を
得
た
町
だ
っ
た
が
、

現
在
は
ス
ラ
ヴ
ス
コ
エ
な
る
名
の
小
村
に
過
ぎ
な
い
。
現
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
。

 

蝦が

ま蟇
や
ら
蟇ひ

き
が
え
る蛙　

K
röten und U

nken.　

も
と
よ
り
日
本
語
の
「
蝦
蟇
」
も
「
蟇
蛙
」
も
同
じ
生
き
物
。
一
応
「
蟇
蛙
」
と
訳
し
た
も
の
の
、「
ウ
ン
ケ
」

U
nke 

は
時
代
に
よ
り
、
地
方
に
よ
り
無
毒
の
蛇
の
一
種
を
指
す
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ばK

H
M

105 M
ärchen von der U

nke 

の
タ
イ
ト
ル
で
纏
め

ら
れ
て
い
る
三
つ
の
話
の ,U

nke , 

の
内 I, II

の
そ
れ
は
明
ら
か
に
蛇
（
頭
に
斑
紋
）
で
あ
り
、 III

の
み
が
蛙

─
こ
れ
は
「
啼
く
」
の
で
蛙
に
違
い
な

い

─
で
あ
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
は
全
部
を
蛙
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
…
…
。
こ
の
伝
説
で
も
蛇
の
方
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。

 

醸
造
鍋な

べ　

Braupfanne.　

ビ
ー
ル
の
醸
造
に
用
い
ら
れ
る
鍋
で
、
極
め
て
大
き
い
。
山
の
精
な
ど
の
妖
精
や
小
人
族
は
ど
う
い
う
も
の
か
こ
の
容
器
一
杯

の
銀
貨
や
金
貨
を
人
間
に
見
せ
る
。

 

プ
ッ
ツ
ィ
ガ
ー
麦ビ

ー
ア酒　

Putziger Bier.　

ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
産
の
普
通
の
褐
色
ビ
ー
ル
の
名
。

 

ダダ
ン
ツ
ィ
ガ
ー
・
ゴ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

ン
ツ
ィ
ヒ
黄
金
水　

D
anziger Goldw

asser.　

た
だ
「
ダ
ン
ツ
ィ
ガ
ー
」D

anziger 

と
も
。
一
五
九
八
年
創
業
の
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
特
産
リ
キ
ュ
ー
ル
。

甘
く
て
強
く
、
往
古
は
黄
金
色
を
し
て
い
た
（
現
代
の
そ
れ
は
無
色
で
金
箔
片
が
混
入
さ
れ
て
い
る
）。
オ
レ
ン
ジ
・
レ
モ
ン
の
皮
、
茴う

い
き
ょ
う香
＝
胡コ

リ
ア
ン
ダ
ー荽
、

肉に
く
ず
く

豆
蒄
、
小し

ょ
う
ず
く

豆
蒄
な
ど
の
実
、
肉に

っ
け
い桂

の
樹
皮
で
香
味
を
つ
け
た
も
の
。

 

ス
カ
プ
ラ
リ
オ　

Sucapulier.　

修
道
士
・
修
道
女
が
肩
か
ら
前
後
に
垂
ら
す
外
衣
。
し
か
し
、「
カ
ル
メ
ル
会
」
の
「
ス
カ
プ
ラ
リ
オ
」
は
聖
母
の
茶
色

の
ス
カ
プ
ラ
リ
オ
を
授
か
っ
た
男
の
伝
説
に
因
み
、
紐
で
結
ん
だ
二
枚
の
方
形
の
画
像
で
、
メ
ダ
ル
の
よ
う
に
携
行
す
る
。
こ
の
場
合
ロ
ザ
リ
オ
（
祈
禱

用
の
数
珠
）
と
一
緒
な
の
で
、
外
衣
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

 

そ
の
さ
ま
は
か
の
ラ
イ
ン
河
畔
ニ
ー
ダ
ー
ラ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
近
郊
の
呪
わ
れ
た
修
道
院
に
お
け
る
の
と
同
様　

w
ie dort im

 verw
ünschten K

loster 
bei der N

iederlahnstein am
 Rhein.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
九
八
参
照
。

 

願
ハ
ク
ハ
父
ト
子
ト
聖
霊
ト
ニ
栄
ヱ
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ Gloria patri, filio et spiritui sancto.　

ラ
テ
ン
語
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
典
礼
中
の
「
栄
唱
」。

 

バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

Bartenstein.　

か
つ
て
の
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
。
ア
レA

lle
（
現
ウ
ィ
ナŁyna

）
川
河
畔
に
位
置
す
る
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド

北
東
部
、
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
と
の
国
境
に
接
す
る
中
都
市
バ
ル
ト
シ
ュ
チ
ェBartoszyce

。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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聖
母
マ
リ
ア
兄
弟
団　

M
arienorden.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
三
一
注
参
照
。

 

ア
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

A
llenstein.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
北
東
部
の
か
な
り
大
き
な
都
市
オ
ル
シ
ュ
テ
ィ
ンO

lsztyn

。

 
ガガ

リ

ン

デ

ィ

エ

ン

リ
ン
ド
の
地　

Galindien.　

ま
た
は
「
ガ
リ
ン
デ
ン
」Galinden

。
伝
説
に
よ
れ
ば
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王
の
八
番
目
の
息
子
ガ
リ
ン
ドGalindo 

が
与

え
ら
れ
た
封
土
と
の
こ
と
。

 

ババ
ル
テ
ン
ラ
ン
ト

ル
ト
の
地　

Bartenland.　

伝
説
に
よ
れ
ば
ヴ
ィ
ー
デ
ヴ
ー
ト
王
の
七
番
目
の
息
子
バ
ル
トBalto 

が
与
え
ら
れ
た
封
土
と
の
こ
と
。

 

ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク　

Rastenburg.　

か
つ
て
の
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
。
現
ロ
シ
ア
連
邦
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
州
都
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
南
東
九

〇
キ
ロ
に
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
都
市
ケ
ン
ト
シ
ンK

ętrzyn

。

 

グ
リ
ン
メ
ン
タ
ー
ル　

Grim
m

enthal.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
村
オ
ー
バ
ー
マ
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
＝
グ

リ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
あ
る
巡
礼
地
で
、
奇
蹟
を
行
う
マ
リ
ア
像
を
奉
安
す
る
礼
拝
堂
が
あ
っ
た
が
、
宗
教
改
革
と
と
も
に
終
焉
を
迎
え
た
。

 

ク
ル
ム　

Culm
.　

か
つ
て
の
西
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ヘ
ウ
ム
ノChełm

no

。

 

修ホ
ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト　

H
ochm

eister A
lbrecht.　

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
クA

lbrecht von Brandenburg 

（
在
位
一

五
一
一
─
二
五
）
か
。
た
だ
し
こ
の
人
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ジ
グ
ム
ン
ト
一
世
の
甥
で
あ
り
、
一
五
二
三
年
ル
タ
ー
派
に
改
宗
、
一
五
二
五
年
に

ドド
イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
を
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
放
逐
、
ジ
グ
ム
ン
ト
一
世
に
臣
従
の
誓
い
を
立
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
主
権
の
下
、
初
代
プ
ロ
イ
セ
ン
公
（
在
位

一
五
二
五
─
六
八
）
に
即
位
し
て
い
る
。

 

エ
ル
ビ
ン
グ　

Elbing.　

現
在
は
バ
ル
ト
海
岸
に
近
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
北
部
の
都
市
エ
ル
ブ
ロ
ン
クElbląg

。

 

プ
ロ
イ
ス
ィ
シ
ュ
・
ホ
ラ
ン
ト
な
る
小
さ
な
町　

Städtchen preußisch H
olland.　

東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ポポ

メ
ザ
ー
ニ
エ
ン

メ
ゾ
の
邦
の
要
塞
都
市
で
堅
固
強
力
だ
っ
た
。

一
五
二
三
年
以
降
ホ
ラ
ン
ト
（
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
）
の
人
間
に
入
植
さ
れ
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

 

十
字
を
描
い
た
白
の
陣サ

ー
コ
ー
ト

羽
織　

eine w
eiße bekreuzte T

unika.　
「
陣サ

ー
コ
ー
ト

羽
織
」surcoat 「
上タ

バ
ー
ド

羽
織
」tabard 

は
騎
士
が
鎧
の
上
に
着
用
す
る
外
衣
。
長

さ
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
り
、
十
字
軍
時
代
の
踵
ま
で
達
す
る
も
の
か
ら
英
仏
百
年
戦
争
時
代
の
腰
あ
た
り
ま
で
の
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
。
こ
の
十
字
が

黒
十
字
な
ら
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
印
と
な
る
。

 

凶ノ
ー
ト
シ
ュ
ラ
ン
ゲ

蛇
砲　

N
otschlange.　

十
六
世
紀
の
大
砲
の
一
種
。
野
戦
砲
と
攻
城
砲
（
こ
ち
ら
は
「
怪バ

ジ
リ
ス
ク

蛇
砲
」
と
も
呼
ば
れ
た
）
が
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
一
一

─
一
六
ポ
ン
ド
の
、
後
者
の
場
合
三
〇
─
六
六
ポ
ン
ド
も
の
重
量
の
鉄
弾
を
射
出
で
き
た
。「
蛇
」Schlange 

な
る
名
は
こ
の
種
の
砲
が
長
砲
身
で
あ
る

こ
と
に
拠
る
。

 

黒
十
字
を
描
い
た
白
外マ

ン
ト套

の
兵
た
ち　

M
änner m

it w
eißen schw

arzbekreuzten M
änteln.　

白
地
に
黒
十
字
の
マ
ン
ト
は
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の

制
服
。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク　

M
arienburg.　

す
な
わ
ち
「
ママ

リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク

リ
ア
の
城
」。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
ル
ボ
ル
クM

alborg

。
豪
壮
な
建
築
の
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク

は
一
三
〇
九
年
か
ら
一
四
五
四
年
ま
で
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
の
居
城
で
あ
り
、
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
行
政
上
の
中
心
に
し
て
ドド

イ
チ
ュ
オ
ル
デ
ン
ス
シ
ュ
タ
ー
ト

イ
ツ
騎
士
修
道
会
国
家
支
配
の

象
徴
的
存
在
だ
っ
た
。
広
大
な
城
郭
は
現
存
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
煉
瓦
建
築
で
あ
る
。

 

修ホ
ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ン
ギ
ン
ゲ
ン　

H
ochm

eister Conrad von Jungingen.　

第
二
十
五
代
（
在
位
一
三
九
三
─
一
四
〇
七
）。

 

そ
れ
に
自
ら
の
〔
残
り
の
〕
全
生
涯
〔
を
修
道
会
が
養
う
〕
と
い
う
値
を
付
け
た　

setzte daran den Preis seines ganzen Lebens.　

直
訳
「
そ
れ

に
彼
の
全
生
涯
と
い
う
値
を
付
け
た
」。
こ
の
意
訳
は
類
推
。
た
だ
し
、
以
下
の
よ
う
な
事
実
を
参
考
と
し
た
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
た
と
え

ば
中
年
を
過
ぎ
た
騎
士
夫
妻
が
召
使
い
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
一
人
く
ら
い
と
と
も
に
修
道
院
の
客
房
に
寄
宿
、
全
員
の
飲
食
物
と
被
服
等
の
供
給
を
含
め
、

修
道
院
が
そ
の
生
涯
の
面
倒
を
見
る
代
わ
り
に
、
不
自
由
民
付
き
所
領
を
修
道
院
に
永
代
譲
渡
す
る
と
い
う
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。

 

タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
戦
い　

die Schlacht bei T
annenberg.　

ポ
ー
ラ
ン
ド
側
で
は
「
グ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
戦
い
」Bitw

a pod Grunw
aldem

と
称

す
る
。
一
四
一
〇
年
七
月
十
五
日
、ドド

イ
チ
ュ
オ
ル
デ
ン
ス
シ
ュ
タ
ー
ト

イ
ツ
騎
士
修
道
会
国
家
プ
ロ
イ
セ
ン
の
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
村
お
よ
び
グ
ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
村
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
平
野
で
、

第
二
十
六
代
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ン
ギ
ン
ゲ
ン
（
在
位
一
四
〇
七
─
一
〇
）
率
い
る
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
軍
勢
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
諸

等シ
ュ
テ
ン
デ族
の
部
隊
、夥
し
い
傭
兵
、お
よ
び
西
欧
・
東
欧
か
ら
馳
せ
参
じ
た
騎
士
た
ち
を
合
わ
せ
総
勢
二
万
七
千
が
、ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヴ
ワ
デ
ィ
ス
ワ
フ
二
世
（
ヤ

ギ
ェ
ウ
ォ
）
率
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
ヴ
ィ
タ
ウ
タ
ス
率
い
る
リ
ト
ア
ニ
ア
軍
の
連
合
軍
、
お
よ
び
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
か
ら
成
る
援
軍

を
合
わ
せ
総
勢
三
万
九
千
と
衝
突
し
た
。
最
終
的
に
は
前
者
が
大
敗
を
喫
し
、
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ン
ギ
ン
ゲ
ン
は
死
亡
し
た
。
こ
の

会
戦
で
の
敗
北
に
よ
り
、
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
は
西
プ
ロ
イ
セ
ン
を
失
い
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
そ
の
勢
力
は
決
定
的
に
衰
退
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト

ア
ニ
ア
同
君
連
合
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
強
国
の
一
つ
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
リ
ト
ア
ニ
ア
人
と
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
か
ら
成
る
援
軍
に
は
異
教
徒
が
少
な
か
ら

ず
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
て
か
ら
久
し
く
、
こ
の
伝
説
の
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
君
侯
が
マ
リ
ア
像
を
射

撃
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

 

ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城　

W
artburg.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
近
郊
の
険
し
い
山
上
に
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
史
実
と
結
び
付
い
て
い
る
。

 

マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
包
囲
さ
れ
た
時　

als dieselbe von den Polen belagert w
urde.　

タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
戦
い
で

ドド
イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
軍
勢
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
連
合
軍
に
壊
滅
的
敗
北
を
蒙
っ
た
後
、
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ウ
エ
ン

H
einrich von Plauen

─
第
二
十
七
代
修ホ

ッ
ホ
マ
イ
ス
タ
ー

道
会
総
長
（
在
位
一
四
一
〇
─
一
三
）

─
指
揮
下
の
僅
か
な
支
隊
に
守
備
さ
れ
た
修
道
会
の
本
拠
マ
リ
ー

エ
ン
ブ
ル
ク
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
ル
ボ
ル
ク
）
城
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
連
合
軍
に
攻
囲
さ
れ
た
。
包
囲
攻
撃
は
一
四
二
〇
年
七
月
二
十
六

日
か
ら
同
年
九
月
十
九
日
ま
で
続
い
た
が
、
修
道
会
は
城
を
保
ち
堪
え
た
。

 

ア
ル
ケ
ビ
ュ
ー
ズ　

A
rkebusir.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
、,arquebus , 

・,harquebus ,　

な
ど
が
一
般
的
。
こ
こ
で
の
片

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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仮
名
表
記
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
近
似
値
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
大
砲
の
名
称
で
は
な
く
、
十
五
─
十
七
世
紀
の
先
籠
め
式
滑
腔
火
縄
銃
の
こ
と
で
、
歩

兵
が
用
い
た
も
の
。
こ
の
物
語
の
時
代
と
用
途
に
相
応
し
い
の
は
大
口
径
の
射ボ

ン
バ
ー
ド

石
砲
で
あ
ろ
う
。　

 
リ
ヒ
テ
ナ
ウ　

Lichtennau.　

か
つ
て
の
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ベ
ル
ク
郡
に
属
す
る
村
「
大

グ
ロ
ー
ス
・

リ
ヒ
テ
ナ
ウ
」Groß-Lichtenau

。

 
富
は
罪
に
誘
ひ
、
至
福
へ
の
道
の
妨
げ
と
な
ら
ん　

D
er Reichtum

 verleitet zu Sünden und hindert den W
eg zur Seligkeit.　

出
典
不
明
。

ご
高
教
を
俟
つ
。

 

あ
の
邪

よ
こ
し
ま

な
ノ
ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ン
ト
島
の
ル
ン
グ
ホ
ル
ト
村
の
住
民　

die bösen Rungholder auf N
ordstrand.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
九
一
参
照
。　

 

牝め
ぶ
た豚

に
聖
体
拝
領　

eine Sau zu com
m

uniciren.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
九
一
注
参
照
。

 

あ
の
ハ
レ
の
大
学
生
た
ち　

jene Studenten zu H
alle.　

未
詳
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ママ

リ

ー

エ

ン

グ

ロ

ッ

シ

ェ

ン

リ
ア
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨　

M
ariengroschen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
四
四
注
参
照
。

 

ノ
ガ
ー
ト
河
畔　

an der N
ogat.　

「
ノ
ガ
ー
ト
」
は
ヴ
ィ
ス
ワ
川
河
口
の
分
支
流
の
一
つ
。
バ
ル
ト
海
に
注
ぐ
本
流
と
は
異
な
り
フ
リ
ッ
シ
ュ
海ハ

フ
岸
湖
に

注
ぐ
。
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
も
こ
の
川
の
河
畔
に
位
置
す
る
。

 

乳バ
タ
ミ
ル
ク漿　

Butterm
ilch.　

ミ
ル
ク
か
ら
乳
脂
肪
分
を
除
い
た
液
体
。
ミ
ル
ク
を
攪
拌
し
て
バ
タ
ー
を
製
造
す
る
と
後
に
残
る
。
チ
ー
ズ
製
造
の
際
も
大
量

に
出
る
。
酸
味
が
あ
る
。「
乳ホ

エ
イ清
」
と
も
。

 

君
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
ー
デ
侯　

W
oyew

ode.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
、,W

oiw
ode , 

が
一
般
的
。
昔
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
君
侯
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
県
知
事
。

 

ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ
ス
・
コ
ス
ト
ゥ
カ　

Stanislaus K
ostka.　

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
コ
ス
ト
ゥ
カStanisław

 K
ostka

。
同
姓
同
名
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
貴
族
出
身
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
聖
人
（
一
五
五
〇
─
六
八
）
が
存
在
す
る
が
、
無
論
こ
の
人
で
は
な
い
。

 

凝カ
ー
ド乳　

M
atte und Q

uark.　

ミ
ル
ク
に
酸
や
一
種
の
酵
素
を
作
用
さ
せ
る
と
凝
固
す
る
が
、
こ
の
凝
固
成
分
。「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
チ
ー
ズ
」
と
も
い
わ
れ

る
。
こ
れ
を
成
形
・
熟
成
さ
せ
た
も
の
が
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
チ
ー
ズ
」
で
あ
る
。
凝
固
成
分
を
除
い
た
後
の
液
体
が
バ
タ
ミ
ル
ク
（
ホ
エ
イ
）。
従
っ
て
こ

の
物
語
の
よ
う
に
「
乳バ

タ
ミ
ル
ク漿
」
が
「
凝カ

ー
ド乳
」
に
な
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
…
…
。

 

マ
リ
ー
エ
ン
ヴ
ェ
ル
ダ
ー　

M
arienw

erder.　

か
つ
て
の
西
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
。
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
（
マ
ル
ボ
ル
ク
）
の
南
方
。
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会

の
最
も
重
要
な
城
塞
都
市
の
一
つ
で
、
後
に
修
道
会
は
こ
こ
に
司
教
座
を
置
い
た
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
フ
ィ
ジ
ンK

w
idzyn

。

 

司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿　

D
om

herr.　

,K
anoniker , 

と
も ,Chorherr , 

と
も
。
通
常
「
司
教
座
聖
堂
参
事
」
と
邦
訳
さ
れ
る
。
司
教
座
聖
堂
の
成
員
。
詳
し
く

は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
注
参
照
。

 

デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝　

D
iocletian.　

ガ
イ
ウ
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
ウ
ァ
レ
リ
ウ
ス
・
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
スGaius A

urelius V
alerius 

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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D
iocletianus （

在
位
二
八
四
─
三
〇
五
）。「
最
後
の
大
迫
害
」
と
呼
ば
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫
害
を
行
っ
た
。

 
同
名
の
別
の
聖
女
が
…
…
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
カ
エ
サ
レ
ア
で
や
は
り
同
じ
刑
を
受
け
た　

Eine zw
eite H

eilige des gleichen N
am

ens ...... zu 
Cäsarea in Cappadocien.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
こ
の
附
言
は
、
こ
れ
で
三
人
も
ド
ロ
テ
ー
ア
と
い
う
聖
女
が
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、
ロ
ー
マ
教
会
は

も
う
一
人
列
聖
し
て
も
よ
か
っ
た
で
は
な
い
か
、
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
舌
足
ら
ず
で
あ
る
。

 

ク
リ
ス
ト
ブ
ル
ク　

Christburg.　

か
つ
て
の
西
プ
ロ
イ
セ
ン
の
町
。
マ
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
（
マ
ル
ボ
ル
ク
）
の
東
南
方
、エ
ル
ビ
ン
グ
（
エ
ル
ブ
ロ
ン
ク
）

の
南
方
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ジ
ェ
ジ
ゴ
ンD

zierzgoń

。

 

聖マ

リ

ー

エ

ン

オ

ル

デ

ン

母
マ
リ
ア
兄
弟
団　

M
arienorden.　

「
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
」
の
こ
と
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
三
一
注
参
照
。

 

勇
猛
果
敢
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ　

der tapfere Polenkönig Jagello.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
六
注
参
照
。

 

司コ

ー

ル

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿　

Chorherr.　

前
掲
注
「
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿
」
に
同
じ
。

 

悲
惨
な
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
戦
い　

die unglückliche Schlacht am
 T

annenberge.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
六
一
注
参
照
。

 

代
父　

Gevatter.　

,Pate , 

と
も
。「
名
付
け
親
」。
す
ぐ
後
に
あ
る
よ
う
に
、
嬰
児
の
洗
礼
に
立
ち
会
っ
て
そ
の
子
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
成
長
す
る

こ
と
の
証
人
に
な
る
男
性
。
同
様
の
女
性
で
あ
る
「
代
母
」Gevatterin, Patin 

と
と
も
に
、
嬰
児
に
祝
い
の
贈
り
物
を
し
て
く
れ
る
ば
か
り
か
、
万
一

嬰
児
の
両
親
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
親
代
わ
り
に
も
な
る
は
ず
の
重
要
な
存
在
。
な
お
、
貴
族
が
庶
民
の
代
父
・
代
母
に
な
っ
た
例
は
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ

イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
集
』
四
「
泥
棒
の
親
方
の
認
定
作
品
」D

ie Probestücke des M
eisterdieb > Ludw

ig Bechstein: D
eutsches 

M
ärchenbuch （1857

）.　

─
鈴
木
滿
試
訳
（
そ
の
六
）、武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
第
四
十
二
巻
第
二
号
、平
成
二
十
二
年
十
二
月

─
に
も
見
ら
れ
る
。

 

管コ
ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ン
ガ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
騎
士
修
道
士　

der Bruder des Com
thurs O

tto von Sangerw
itz.　

「
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ

ン
・
ザ
ン
ガ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
兄
弟
」
と
も
訳
せ
る
が
、
結
び
で
は
こ
れ
が
管コ

ン
ト
ゥ
ー
ア

区
長
本
人
と
な
っ
て
い
る
の
で
、,des Com

thurs , 

は
「
と
い
う
」
の
二
格

と
解
釈
し
た
。,Bruder , 

に
は
勿
論
「
修
道
士
」
の
意
味
が
あ
る
。

 

溺で
き
し死

刑　

Ersäufen.　

溺
死
刑
は
本
来
女
性
に
対
し
て
行
わ
れ
た
が
、
聖
所
を
破
り
、
聖
な
る
も
の
に
暴
行
を
振
る
っ
た
者
も
こ
の
刑
を
受
け
た
由
。

 

リ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ク　

Riesenburg.　

か
つ
て
の
西
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
プ
ラ
ブ
テ
ィPrabuty

。

 

グ
ラ
ウ
デ
ン
ツ　

Graudenz.　

か
つ
て
の
西
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
ル
ジ
ョ
ン
ツGrudziądz

。
ヴ
ィ
ス
ワ
河
畔
に
あ
る
。

 

ク
ル
ム　

Culm
.　

か
つ
て
の
西
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ヘ
ウ
ム
ノChełm

no

。
ヴ
ィ
ス
ワ
河
畔
に
あ
る
。
クク

ル
マ
ー
・
ラ
ン
ト

ル
ム
の
地
の
中
心
。
名

は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
五
八
に
既
出
。

 

カ
シ
ュ
ー
ブ
人　

Cassuben.　

ヴ
ェ
ン
ド
人
と
並
ぶ
ポ
ン
メ
ル
ン
土
着
の
西
ス
ラ
ヴ
系
住
民
。

 

ス
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ポ
ー
ル　

Sw
entipol.　

Johann Georg T
heodor Grässe: Sagenbuch des Preußischen Staats. Glogau 1868. 

に
よ
れ
ば
「
リ
ト
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ア
ニ
ア
公
」
と
な
っ
て
い
る
。

 

ト
ル
ン　

T
horn.　

一
二
三
一
年
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
リ
ッ
タ
ー
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
統
治
下
で
最
初
の
入
植
地
と
し
て
成
立
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ト
ル
ンT

oruń

。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
北
西

ほ
ぼ
一
八
〇
キ
ロ
、
ヴ
ィ
ス
ワ
河
畔
の
堂
堂
た
る
都
市
で
あ
る
。

 
地ラ

ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー

方
長
官　

Landm
eister.　

ドド
イ
チ
ュ
オ
ル
デ
ン
ス
シ
ュ
タ
ー
ト

イ
ツ
騎
士
修
道
会
国
家
地
方
行
政
の
最
高
行
政
官
。

 

そ
こ
で
皆
町
を
目
指
し
て
走
っ
た　

D
a liefen die Leute nach der Stadt.　

ド
イ
ツ
の
諸
都
市
の
場
合
絞
首
台
は
市
外
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
の

が
普
通
だ
っ
た
。

 

バ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ケ
ン　

Barstukken.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
五
七
参
照
。

 

レ
ー
ネ
ン
ブ
ル
ク　

Lenenburg.　

未
詳
。

 

シ
ュ
プ
ロ
イ　

Spreu.　

Ｄ
Ｓ
六
三
で
は
「
シ
ュ
ト
ロ
イ
」Streu

。

 

細シ
ュ
リ
ッ
ツ
エ
ー
ア
ヒ
ェ
ン

長
耳
小
人　

Schlitzöhrchen.　

Ｄ
Ｓ
六
三
に
登
場
。

 

フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト　

V
oigtland.　

「
代フ

ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト

官
地
方
」V

ogtland 

の
こ
と
。
現
バ
イ
エ
ル
ン
州
、
ザ
ク
セ
ン
州
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
お
よ
び
チ
ェ
コ
の
境

界
地
域
。
名
称
は
か
つ
て
ヴ
ァ
イ
ダ
、
ゲ
ラ
、
プ
ラ
ウ
エ
ン
、
グ
ラ
イ
ツ
の
代
官
た
ち
に
管
理
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。

 

屠と
ち
く畜
用
の
小
刀
を
背
中
に
突
き
刺
さ
れ
た
小
さ
な
子
ど
も
の
姿　

in kleiner K
indesgestalt, ein Schlachtm

esser durch den Rücken.　

家コ
ー
ボ
ル
ト

の
精

は
そ
れ
が
出
没
す
る
家
で
か
つ
て
横
死
し
た
者
の
霊
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
類
推
を
導
き
出
す
伝
説
の
一
例
で
あ
る
。
日
本
の
岩
手
県
を
中
心
と
し

て
報
告
さ
れ
て
い
る
座
敷
童わ

ら
し

も
そ
れ
が
出
没
す
る
家
で
か
つ
て
間
引
か
れ
た
、あ
る
い
は
水
子
に
さ
れ
た
子
ど
も
の
霊
な
の
で
は
、と
の
説
あ
り
。
た
だ
し
、

家コ
ー
ボ
ル
ト

の
精
も
座
敷
童
も
別
の
家
へ
転
居
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
元
の
家
に
対
す
る
執
着
は
ど
う
な
る
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

 

フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
ア
ウ　

Flügelau.　

現
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ル
郡
の
町
ク
ラ
ー
リ
ス
ハ
イ
ム
＝
ロ
ス
フ
ェ
ル

ト
の
南
西
ほ
ぼ
一
キ
ロ
の
と
こ
ろ
、
ヘ
ッ
レ
ン
バ
ッ
ハ
（
川
）
が
マ
ウ
ル
ア
ッ
ハ
（
川
）
に
流
れ
込
む
低
湿
地
に
こ
の
名
の
水

ヴ
ァ
ッ
サ
ー
ブ
ル
ク
城
が
あ
る
。

 

戸ク
ロ
プ
フ
ァ
ー

叩
き　

K
lopfer.　

Ｄ
Ｓ
七
七
参
照
。

 

長
シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル
靴　

Stiefel.　

Ｄ
Ｓ
七
八
参
照
。

 

エ
ー
カ
ー
ケ
ン　

Ekerken.　

Ｄ
Ｓ
七
九
参
照
。

 

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
地
方　

Lüneburger Land.　

現
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
郡
を
考
え
れ
ば
よ
か
ろ
う
か
。
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
は
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
中

心
部
に
あ
る
都
市
。

 

フ
ー
デ
ミ
ュ
ー
レ
ン
城　

Schloß H
udem

ühlen.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ハ
イ
デ
ク
ラ
イ
ス
郡
の
町
ホ
ー
デ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
あ
っ
た
城
。
貴
族
ホ
ー

デ
ン
ベ
ル
ク
一
門
の
根
拠
地
。
美
し
い
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
城
郭
が
十
七
世
紀
の
銅
版
画
に
見
ら
れ
る
。
十
九
世
紀
初
頭
破
却
さ
れ
た
。
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騒
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
霊　

Poltergeist.　

特
定
の
家
に
出
没
す
る
、
姿
を
見
せ
な
い
精
霊
で
、
家
具
類
、
食
器
類
を
投
げ
た
り
、
家
鳴
り
震
動
さ
せ
た
り
、
極
め
て
騒
が

し
い
。
乱
暴
な
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
憎
ま
れ
る
家
人
は
怪
我
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
雄コ

ッ
ク
・
レ
イ
ン

鶏
小
路
の
そ
れ
は
有
名
。
日
本
に
も
同
様

の
現
象
が
江
戸
随
筆
に
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
根
岸
鎮や

す
も
り衛

（
一
七
三
七
─
一
八
一
五
）
著
『
耳み

み
ぶ
く
ろ囊

』
巻
之
二
に
見
え
る
「
池
尻
村
の
女
召め

し
つ
か仕

ふ
間ま

じ
き舗

事
」

に
は
、
こ
の
村
出
身
の
若
い
女
性
を
使
っ
て
い
た
幕
府
役
人
の
家
で
、
大
石
な
ど
が
落
ち
る
よ
う
な
音
が
し
た
り
、
臼
や
行
灯
が
宙
を
飛
ん
だ
り
、
天
井

裏
が
騒
が
し
か
っ
た
り
、
そ
れ
を
検
分
に
登
っ
た
男
の
顔
に
煤
が
塗
ら
れ
た
り
、
と
い
っ
た
怪
奇
現
象
が
続
き
、
く
だ
ん
の
女
性
を
里
に
帰
し
た
と
こ
ろ
、

変
事
は
止
ん
だ
、
と
あ
る
。
騒

ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
霊
と
少
女
の
存
在
と
は
何
か
関
係
が
あ
る
の
で
は
、
と
前
記
英
国
で
雄コ

ッ
ク
・
レ
イ
ン

鶏
小
路

─
こ
の
家
に
は
思
春
期
後
期
の
少
女

が
い
た

─
の
件
を
調
べ
た
者
も
考
え
て
い
る
。
こ
の
伝
説
で
も

─
結
局
老
嬢
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
あ
る
が
、
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
が
活
躍
し
始
め

た
頃
は
妙
齢
だ
っ
た

─
姫
が
二
人
も
存
在
す
る
。

 

ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー　

H
annover.　

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
、
ツ
ェ
レ
、
カ
レ
ン
ベ
ル
ク
な
ど
幾
つ
も
の
領
邦
か
ら
成
る
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
国
は
一
族
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
家
に
よ
り
分
割
相
続
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
が
、
領
邦
の
内
カ
レ
ン
ベ
ル
ク
と
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

ゲ
ン
を
相
続
し
た
ゲ
オ
ル
ク
は
一
六
三
六
年
首
邑
を
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
に
移
し
た
。
や
が
て
ほ
ぼ
再
統
一
さ
れ
た
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ

ル
ク
公
国
は
こ
の
た
め
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
公
国
→
選
帝
侯
国
→
王
国
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
は
現
在
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
州
都
。

 

ア
イ
ケ
ロ
ー
ア　

Eickelohr.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ハ
イ
デ
ク
ラ
イ
ス
郡
の
小
村
ア
イ
ケ
ロ
ーEickeloh

。

 

小フ
ァ
ル
コ
ネ
ッ
ト

鷹
砲　

Falkonet.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
、
普
通
は ,Falkonett , 

。
十
六
─
十
七
世
紀
の
軽
砲
。

 

か
の
カ
ナ
ン
の
女　

das cananäische W
eib.　

普
通
は ,die kana

（a

）näische Frau

, 

の
表
記
。
新
約
聖
書
マ
タ
イ
伝
十
五
章
二
十
一
─
二
十
八
節
、

マ
ル
コ
伝
七
章
二
十
四
─
三
十
節
。「
娘
が
悪
霊
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
助
け
て
く
だ
さ
い
」
と
叫
び
続
け
て
イ
エ
ス
に
付
き
纏
い
、
と
う
と
う
娘
の

病
を
癒
や
し
て
も
ら
っ
た
女
性
。

 

ハ
ー
ン
の
奥
方
は
三
種
の
金
貨
を　

die Frau von H
ahn dreierlei Stücke Goldes.　

Ｄ
Ｓ
六
九
参
照
。

 

最
後
の
オ
ー
ゲ
ヴ
ィ
ー
ラ
ー
伯
爵
は
あ
る
美
女
か
ら
計
量
杓し

ゃ
く
し子

と
酒
杯
と
宝
石
の
嵌は

ま
っ
た
指ゆ

び
わ環

を　

der letzte Graf von O
rgew

iler von einer 
Feine ein Streichm

aß, einen T
rinkbecher und einen K

leinodring.　

Ｄ
Ｓ
七
一
に
詳
し
い
。,Streichm

aß

, 

と
は
穀
物
を
計
る
の
に
用
い
ら
れ

る
大
き
な
杓
子
ら
し
い
。

 

ラ
ン
ツ
ァ
ウ
の
奥
方
は
…
…
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
の
贈
り
物
か
つ
記
念
の
品
と
し
て
貰も

ら

い　

die F
rau von R

anzau ...... zum
 G

eschenke und 
A

ndenken von den U
nterirdischen bekam

.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
三
、
Ｄ
Ｓ
四
一
参
照
。

 

ホ
ー
ヤ　

H
oya.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ニ
ー
ン
ブ
ル
ク
＝
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
郡
の
小
都
市
。か
つ
て
は
ホ
ー
ヤ
伯
爵
領
の
首
邑
。片
仮
名
標
記
は「
ホ
イ
ア
」

で
も
よ
い
。
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火ザ
ラ
マ
ン
ダ
ー龍
を
縫
い
取
り
し
た
外ケ

ー
プ衣　

Salam
anderlacken.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
、
誤
記
か
誤
植
で
、,Salam

anderlaken

, 

の
誤
り
。「
火ザ

ラ
マ
ン
ダ
ー龍

」
は
蜥
蜴
の
よ
う
な
形
の
火
の
精
。
こ
こ
の
訳
は
類
推
で
あ
る
。
Ｄ
Ｓ
邦
訳
（
桜
沢
正
勝
／
鍛
冶
哲
郎
訳
『
グ
リ
ム　

ド
イ
ツ
伝
説
集
』

上
下
、
人
文
書
院
、
一
九
八
七
）
で
は
「
緋
毛
氈
」、
Ｄ
Ｓ
英
訳
（
＝
Ｇ
Ｌ
）
で
は ,a festive cape , 

と
な
っ
て
い
る
。

 
や
が
て
伯
爵
家
は
断
絶
、
ホ
ー
ヤ
伯
爵
領
は
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
家
に
帰
属
し
た　

das Grafenhaus ist darauf erloschen; die Grafschaft H
oya aber 

ist dem
 H

ause H
annover zugefallen.　

一
五
八
二
年
二
月
二
十
五
日
最
後
の
ホ
ー
ヤ
伯
爵
オ
ッ
ト
ー
八
世
は
ホ
ー
ヤ
城
で
逝
去
、
伯
爵
領
は
傍
系
の

ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
家
の
家
系
に
分
割
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
家
系
の
一
つ
は
後
に
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
選
帝
侯
、
次
い
で
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
王
と
し
て
ホ
ー
ヤ
伯
爵
領

の
領
主
と
な
っ
た
。

 

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
市　

Stadt M
ünster.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
大
都
市
。

 

野
ヴ
ィ
ル
ダ
ー
・
マ
ン
男　

w
ilder M

ann.　
 「

野ヴ

ィ

ル

デ

人
た
ち
」W

ilde

の
中
の
男
性
で
あ
る
。
野

ヴ
ィ
ル
デ
・
フ
ラ
ウ
女w

ilde Frau

、
野

ヴ
ィ
ル
デ
・
フ
ロ
イ
ラ
イ
ン

乙
女w

ilde Fräulein

、

小

人

で

は

野ヴ
ィ
ル
ト
マ
ン
リ

小
人W

ildm
annli 

な
ど
が
同
類
の
伝
説
登
場
形
態
と
な
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
民
間
信
仰
に
お
い
て
こ
れ
ら
は
「
木ホ

ル
ツ
ロ
イ
テ

人
た
ち
」H

olzleute

、

「
苔モ

ー
ス
ロ
イ
テ

人
た
ち
」M

oosleute
の
仲
間
ら
し
い
。
山
地
や
森
林
に
棲
息
す
る
精
霊
と
考
え
れ
ば
よ
か
ろ
う
。「
野
育
ち
の
」「
荒
荒
し
い
」
と
い
う
形
容
詞 

,w
ild

, 

か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
間
に
対
し
て
乱
暴
か
と
思
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う
だ
。
援
助
を
惜
し
ま
ぬ
、
友
好
的
な
、
善
意
の
存
在
で
も
あ

り
得
る
。

 

ニ
ー
ン
ブ
ル
ク　

N
ienburg.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ニ
ー
ン
ブ
ル
ク
＝
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
郡
の
郡
庁
所
在
地
。
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
河
畔
に
位
置
す
る
。

 

焙や

き
肉
用
の
串
を
一
本　

einen Bratspieß.　

た
と
え
ば
仔
豚
を
一
頭
丸
焙
き
に
す
る
と
し
た
ら
、
頑
丈
で
長
い
木
製
な
い
し
金
属
製
の
串
が
必
要
だ
が
、

木
製
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
金
属
製
の
串
と
な
る
と
、
普
通
の
農
家
で
常
備
し
て
お
く
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
人
間
が
近
く
の
精
か
ら
何
か
借
用

す
る
と
い
う
話
は
、
日
本
で
も
、
本
膳
の
出
る
宴
会
の
た
め
に
碗
や
膳
を
貸
し
て
も
ら
う
伝
説
と
し
て
あ
る
。
Ｄ
Ｓ
三
六
、
Ｄ
Ｓ
一
五
五
な
ど
参
照
。

 

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
地
方　

M
ünsterland.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
北
西
部
に
あ
る
地
域
。
地
域
の
中
心
は

大
都
市
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
。

 

森
番　

Förster.　

王
侯
貴
族
や
都
市
が
所
有
す
る
森
の
監
視
に
当
た
り
、
密
猟
を
防
止
す
る
の
が
役
目
だ
っ
た
猟
師
。
山
林
監
守
。
現
代
ド
イ
ツ
の
山
林

官
（
林
務
官
）
は
山
林
の
保
護
育
成

─
野
獣
（
た
と
え
ば
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
）
の
間
引
き
に
よ
る
種
族
保
護
を
目
的
と
す
る
狩
猟
も
そ
の
中
に
入
る

─
を
任
務

と
す
る
。

 

悪
魔
だ
ろ
う
が
そ
の
祖ば

あ母
様
だ
ろ
う
が　

w
eder den T

eufel noch seine Großm
utter.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
注
参
照
。

 

中
か
ら
苦く

も
ん悶

の
叫
び
が
聞
こ
え
た　

aus w
elchem

 K
lagegeschrei erscholl.　

額
を
撃
ち
抜
か
れ
て
は
即
死
の
は
ず
だ
か
ら
、
こ
れ
は
奇
妙
で
あ
る
。

 

粉
挽
き　

M
üller.　

粉
挽
き
小
屋
は
通
常
村
外
れ
に
あ
り
、
粉
挽
き
は
そ
の
独
占
的
職
業
の
た
め
村
民
か
ら
羨
ま
れ
、
か
つ
憎
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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ま
た
現
代
人
に
は
理
解
し
難
い
そ
の
他
の
理
由
か
ら
、
森
番
と
と
も
に
特
殊
視
さ
れ
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。

 
魔
弾　

Freikugel.　

銃
か
ら
発
射
す
れ
ば
必
ず
的
に
命
中
す
る
「
魔
弾
」（
＝
自フ

ラ
イ
ク
ー
ゲ
ル

在
弾
）と
、悪
魔
と
の
契
約
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
弾
丸
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
「
魔
弾
の
射
手
」（
＝
自フ

ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ

在
射
手
）Freischütz

の
伝
説
の
一
例
と
し
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
六
参
照
。

 

こ
の
森
番
は
携
え
た
猟り

ょ
う
の
う囊
へ
必
要
な
だ
け
山や

ま
う
ず
ら鶉
の
類た

ぐ
い

を
誘
い
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た　

D
ieser konnte die Feldhühner nach seiner T

asche 
fliegen lassen.　

Ｄ
Ｓ
二
五
八
の
該
当
箇
所
は
「
彼
は
…
…
…
猟
囊
か
ら
山
鶉
の
類
を
放
つ
こ
と
が
で
き
た
」er......die Feldhühner aus der T

asche 
fliegen lassen konnte 

で
あ
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
猟
師
が
放
鳥
す
る
の
は
奇
妙
だ
、
と
考
え
て
加
筆
訂
正
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
猟

鳥
が
い
な
い
と
い
う
憂
き
目
に
遭
っ
た
狩
猟
隊
に
、
魔
法
を
駆
使
す
る
こ
の
森
番
が
こ
ん
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
し
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
…
…
。

 

ダ
ヴ
ァ
ー
ト　

D
avert.　

「
ダ
ヴ
ェ
ル
ト
」
と
も
表
記
で
き
る
。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
地
方
の
中
心
部
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
市
の
す
ぐ
南
西
に
当
た
る
平
坦
な
盆

地
に
拡
が
る
森
。

 

フ
レ
ッ
ケ
ン
ホ
ル
ス
ト　

Fleckenhorst.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
郡
の
小
都
市
。

 

エユ
ン
グ
フ
ァ
ー
・
エ
リ

リ
刀
自　

Jungfer Eli.　
「
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
」
は
「
未
婚
の
女
性
」「
処
女
」Jungfrau 

の
古
い
縮
小
形
。
一
応
敬
称
で
も
あ
る
の
で
「
刀と

じ自
」（
＝
「
年

輩
の
女
性
」）
と
し
て
み
た
。
エ
リ
は
後
の
女
子
修
道
院
長
（
貴
族
出
身
だ
っ
た
に
違
い
な
い
）
の
実
家
で
（
お
そ
ら
く
年
上
の
）
侍
女
だ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
そ
う
し
た
女
性
が
、
女
主
人
が
修
道
誓
願
し
た
の
に
そ
の
ま
ま
随
き
従
い
、
平
信
徒
の
修
道
院
使
用
人
と
な
り
、
女
主
人
が
お
と
な
し
い
の
を

良
い
こ
と
に
、
院
長
と
な
っ
た
女
主
人
の
威
を
借
り
、
い
つ
し
か
修
道
院
の
使
用
人
全
体
に
権
力
を
振
る
う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

 

庭　

Garten.　

修
道
院
の
場
合
、
通
常
敷
地
南
端
に
あ
り
、
果
樹
園
、
薬
草
・
香
草
栽
培
区
域
、
野
菜
畑
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。

 

主
任
司
祭　

Pfarrer.　

こ
の
女
子
修
道
院
の
す
ぐ
近
く
の
教
区
司
祭
で
あ
ろ
う
。
女
子
修
道
院
な
の
で
修
道
司
祭
は
当
然
い
な
い
か
ら
、
急
遽
呼
び
に
や

ら
れ
た
も
の
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
は
告
解
（
赦
し
の
秘
蹟
）
の
中
で
も
臨
終
が
近
づ
い
た
時
の
そ
れ
は
極
め
て
重
要
。
ま
た
、
告
解
聴
聞
に
当

た
る
の
は
司
祭
（
な
い
し
そ
れ
以
上
の
地
位
の
聖
職
者
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

牛ぎ
ゅ
う
ふ
ん糞　

K
uhplappert.　

,Plappert , = ,Plaphart , 

＝
「
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銀
貨
の
よ
う
な
物
」。
Ｄ
Ｓ
一
二
二
の
該
当
箇
所
は ,K

uhfladen

, 

。
こ
れ
は
「
牛

の
落
と
し
た
丸
い
平
べ
っ
た
い
菓
子
」、
す
な
わ
ち
「
牛
糞
」。

 

ヴ
ァ
ー
レ
ン
ド
ル
フ W

ahrendorf.　

現
在
の
綴
り
は ,W

arendorf , 
。
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
郡
郡
庁
所

在
地
。

 

大
祭
日　

H
ohes Fest.　

,H
ochfest , 

と
も
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
最
高
の
典
礼
に
属
す
る
祝
祭
日
。「
主
の
大
祭
」
は
復
活
祭
の
三
日
間
、
降
誕
祭
、
昇

天
祭
な
ど
多
数
、「
聖
母
の
大
祭
」
は
聖
母
マ
リ
ア
の
日
（
一
月
一
日
）、
マ
リ
ア
被
昇
天
祭
な
ど
、「
聖
人
の
大
祭
」
は
万
聖
節
、
万
霊
節
な
ど
。

 

バ
ッ
ス
ム　

Bassum
.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
デ
ィ
ー
プ
ホ
ル
ツ
郡
の
都
市
。
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テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
あ
る
伯
爵　

ein Graf von T
eklenburg.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
、 

現
行
の
綴
り
は 

,T
ecklenburg

, 

な
の
で
、
片
仮
名
表
記
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
は
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
都
市
。
オ
ス
ナ
ブ

リ
ュ
ッ
ク
の
南
西
約
二
〇
キ
ロ
、
トト

イ
ト
ブ
ル
ガ
ー
・
ヴ
ァ
ル
ト

イ
ト
ブ
ル
ク
の
森
の
縁
に
位
置
す
る
。
こ
こ
の
テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
城
を
本
拠
と
し
た
テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
家

は
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
掛
け
て
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
と
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
大
司
教
管
区
に
対
す
る
教キ

ル
ヒ
ェ
ン
フ
ォ
ー
ク
ト

会
の
保
護
者
の
諸
権
利
を
一
時
的
に
保
有
。
伯

爵
家
は
近
隣
の
幾
つ
も
の
司
教
管
区
や
領
主
一
門

─
と
り
わ
け
ベ
ン
ト
ハ
イ
ム
伯
爵
家

─
と
さ
ま
ざ
ま
な
協
定
や
相
続
、
婚
姻
に
よ
っ
て
結
び
付
い

て
い
た
。

 

教キ
ル
ヒ
ェ
ン
フ
ォ
ー
ク
ト

会
の
保
護
者　

K
irchenvogt.　

中
世
、
教
会
は
本
来
防
禦
力
な
い
し
私フ

ェ
ー
デ闘

を
行
う
能
力
が
全
然
無
い
か
、
あ
る
い
は
限
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た

の
で
、
場
合
に
よ
り
世
俗
社
会
に
武
力
面
で
の
援
助
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
多
く
の
高
位
聖
職
者
、
教
会
、
修
道
院
な
ど
は
、
武
力
の
行

使
に
長
け
た
特
定
の
貴
族
に
保
護
を
依
託
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
族
が
「
教キ

ル
ヒ
ェ
ン
フ
ォ
ー
ク
ト

会
の
保
護
者
」
で
あ
る
。
教キ

ル
ヒ
ェ
ン
フ
ォ
ー
ク
ト

会
の
保
護
者
の
活
動
範
囲
は
一
修
道
院
か
ら
一

地
区
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
保
護
対
象
範
囲
に
よ
っ
て
更
に
幾
つ
も
の
名
称
に
分
か
れ
る
。

 

オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
市　

die Stadt O
snabrück.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
第
三
の
都
市
。

 

城
の
侏し

ゅ
じ
ゅ儒　

Burgzw
erg.　

道
化
役
な
い
し
気
慰
み
の
話
し
相
手
と
し
て
中
世
の
王
侯
貴
族
が
身
近
に
養
っ
て
い
た
男
女
の
小
人
。
こ
の
場
合
は
男
性
。

 

こ
れ
が
料
金
表
と
と
も
に
現
れ
な
い
う
ち
は　

ehe er m
it der T

axe da w
ar.　

テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
城
か
ら
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
ま
で
驢
馬
で
は
四

─
五
時
間
の
道
の
り
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

 

ロ
ー
ト　

Loth.　

現
代
ド
イ
ツ
語
の
綴
り
で
は ,Lot , 

。
ご
く
僅
か
な
重
量
単
位
。
か
つ
て
は
半
オ
ン
ス
＝
一
五
グ
ラ
ム
弱
。

 

シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル　

Scheffel.　

穀
物
を
計
る
昔
の
単
位
。
三
〇
リ
ッ
ト
ル
か
ら
三
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
地
方
に
よ
っ
て
異
な
る
。

 

ヴ
ィ
ー
フ
ェ
リ
ン
グ
ヘ
ー
フ
ァ
ー　

W
ifelinghöfer.　

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
司
教
（
在
位
一
三
六
四
─
七
九
）
だ
っ
た
ヴ
ェ
ー
フ
ェ
リ
ン
グ
ホ
ー
フ
ェ
ン

W
evelinghofen

家
出
身
の
司
教
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
鋳
造
さ
せ
た
薄
い
銀
貨
ら
し
い
（827. D

ie drei A
uflagen. > Johann Georg T

heodor 
Grässe: Sagenbuch des Preußischen Staats. 2Bde. D

resden 1866-71

）。
い
ず
れ
に
せ
よ
貨
幣
の
名
称
も
司
教
の
一
門
の
姓
も
綴
り
が
ま
ち
ま
ち
。

 

ヴ
ェ
ー
ケ
リ
ン
グ
ホ
ー
フ
ェ
ン
伯
爵　

Grafen von W
ekelinghofen.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

 

ヘ
ラ
ー
銀
貨　

Silberheller.　

中
世
ド
イ
ツ
の
貨
幣
で
半
プ
フ
エ
ニ
ヒ
に
相
当
し
た
。
や
が
て
質
は
劣
悪
に
な
り
、
銀
貨
で
も
な
く
な
っ
た
。

 

風
ヴ
ィ
ン
ト
フ
ン
ト
犬　

W
indhund.　

グ
レ
ー
ハ
ウ
ン
ド
。
極
め
て
俊
足
。

 

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
か
な
ん
ぞ　

ein Rothschild.　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
一
大
金
融
財
閥
の
始
祖
マ
イ
ア
ー
・
ア
ム

シ
ェ
ル
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
の
三
男
ネ
イ
サ
ン
・
メ
イ
ア
ー
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
（
ナ
ー
タ
ン
・
マ
イ
ア
ー
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
）（
一
七
七
七
─
一
八
三
六
）

を
仄
め
か
し
て
い
る
か
。
彼
は
ロ
ン
ド
ン
で
銀
行
業
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
い
わ
ゆ
る
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
（
一
八
一
五
）
の
折
、
緒
戦
で
の
カ
ト
ル
・
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ブ
ラ
に
お
け
る
一
旦
の
敗
報
に
よ
り
下
落
し
て
い
た
英
国
コ
ン
ソ
ル
公
債
を
、
そ
の
後
い
ち
早
く
究
極
的
勝
利
の
情
報
を
得
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
ず
投

げ
売
り
し
た
。
当
然
な
が
ら
大
暴
落
し
た
と
こ
ろ
で
今
度
は
公
債
を
大
量
に
購
入
、
公
式
報
道
の
結
果
大
暴
騰
し
た
公
債
で
巨
利
を
博
し
た
。

 
青あ

お
が
ら雀　

Blaum
eise.　

雀
目
四
十
雀
科
の
小
鳥
。

 

青あ
お
の
ど喉　

Blaukehlchen.　

小
川
駒
鳥
。
雀
目
鶫
科
の
小
鳥
。

 

青
甘キ

ャ
ベ
ツ藍　

Blaukohl.　

紫
キ
ャ
ベ
ツ
。

 

リ
ン
ゲ
ン
下

ニ
ー
ダ
ー

伯グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト

爵
領　

N
iedergrafschaft Lingen.　

リ
ン
ゲ
ン
伯
爵
領
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
一
地
域
で
、
帝
国
領
域
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
に
あ

り
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
お
よ
び
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
大
司
教
管
区
と
テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
領
に
囲
ま
れ
、
上

オ
ー
バ
ー

伯グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト

爵
領
と
下

ニ
ー
ダ
ー

伯グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト

爵
領
に
分
か
れ
て

い
た
。

 

イ
ッ
ベ
ン
ビ
ュ
ー
レ
ン　

Ibbenbüren.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
シ
ュ
タ
イ
ン
フ
ル
ト
郡
テ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ガ
ー
・
ラ
ン
ト
地
域

の
中
心
都
市
。

 

パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン　

Paderborn.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
東
部
の
大
都
市
。
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
郡
の
郡
庁
所
在
地
。
都
市
名
は

「
パ
ー
ダ
ー
」Pader

（
流
れ
）
と
「
ボ
ル
ン
」Born

（
泉Brunnen 

の
古
語
）
が
結
び
付
い
た
も
の
。
長
い
間
領
主
司
教Fürtbischof 

の
城
下
町
で
も

あ
っ
た
。
グ
リ
ム
兄
弟
が
民
話
を
集
め
た
時
代
の
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
地
方
の
中
心
。

 

三
組
の
碾ひ

き
臼う

す　

drei M
ühlgänge.　

粉
挽
き
小
屋
な
ど
で
用
い
た
上
下
一
組
の
重
い
石
の
碾
き
臼
の
三
組
。

 

コ
ル
ヴ
ァ
イ　

Corvey.　

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
最
も
重
要
な
修
道
院
の
一
つ
で
あ
り
、
十
八
世
紀
に
な
っ
て
も
多
く
の
支
配
下
住
民
と
豊
か
な
収
入
を
擁
し

て
い
た
大
修
道
院
。
常
に
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
領
主
司
教
の
支
配
か
ら
の
脱
却
を
試
み
て
い
た
よ
う
だ
。
一
七
八
八
年
遂
に
ロ
ー
マ
教
皇
の
認
可
を
得
て
、

コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
長
は
領
主
司
教
に
昇
格
し
た
が
、
そ
れ
も
僅
か
な
間
だ
っ
た
。
こ
の
修
道
院
は
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヘ
ク

ス
タ
ー
に
あ
る
。

 

リ
ッ
ペ　

Lippe.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
リ
ッ
ペ
郡
。
三
十
年
戦
争
後
か
ら
十
八
世
紀
に
掛
け
て
シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
＝
リ
ッ
ペ
伯

領
、
一
八
〇
七
年
か
ら
ド
イ
ツ
帝
国
終
焉
ま
で
シ
ャ
ウ
ム
ブ
ル
ク
＝
リ
ッ
ペ
侯
領
。

 

ケ
ー
タ
ー
山ベ

ル
ク　

K
öterberg.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
と
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
州
境
に
あ
る
リ
ッ
ペ
山
地
の
最
高
峰（
と
言
っ

て
も
海
抜
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
な
だ
ら
か
な
丘
）。
昔
は
コ
イ
タ
ー
ス
山ベ

ル
クK

eutersberg 

と
も
呼
ば
れ
た
。

 

ハ
ー
ル
ツ
の
城　

eine H
arzburg.　

「
ハ
ー
ル
ツ
城ブ

ル
ク

」
は
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ゴ
ス
ラ
ー
ル
郡
の
ハ
ー
ル
ツ
山
地
北
縁
に
あ
る
か
つ
て
の
神
聖
ロ
ー

マ
帝
国
皇
帝
の
城
。
廃
墟
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
不
定
冠
詞
を
附
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
う
訳
し
た
。
Ｄ
Ｓ
二
〇
で
は „die 

H
arzburg, w

ovon die M
auern noch zu sehen und noch vor kurzem

 Schlüssel gefunden sind. D
arin w

ohnten H
ünen, ..... ,, 

と
あ
っ
て
、
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特
定
の
城
で
あ
る
上
、
そ
こ
に
巨
人
が
居
を
構
え
て
い
た
、
と
明
記
し
て
あ
る
の
で
、
分
か
り
易
い
が
、
こ
ち
ら
で
は
奇
妙
な
記
述
で
あ
る
。「
ハ
ー
ル
ツ
」

に
「
巨ヒ

ュ
ー
ネ人

」H
üne 

の
意
が
あ
れ
ば
氷
解
す
る
が
…
…
…
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 
ツ
ィ
ー
レ
ン
ブ
ル
ク　

Zierenburg.　

現
ヘ
ッ
セ
ン
州
カ
ッ
セ
ル
郡
の
小
都
市
。

 
開シ

ュ
プ
リ
ン
グ
ヴ
ル
ツ

錠
根　

Springw
urz.　

,Springw
urzel , 

と
も
。
灯
台
草ぐ

さ

科
の
毒
草
「
ホ
ル
ト
草そ

う

」
の
ド
イ
ツ
語
名
で
は
あ
る
が
、
伝
説
に
登
場
す
る
呪
具
と
し
て

は
こ
の
植
物
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
必
要
も
あ
る
ま
い
。
甘あ

ま
ど
こ
ろ

野
老
あ
る
い
は
恋マ

ン
ド
ラ
ゴ
ラ

茄
子
と
す
る
説
も
あ
る
。
押
し
当
て
る
と
ど
ん
な
錠
前

で
も
開
く
と
い
う
の
が
こ
の
呪
具
の
効
用
。
Ｄ
Ｓ
九
「
開

シ
ュ
プ
リ
ン
グ
ヴ
ル
ツ
ェ
ル

錠
根
」
に
は
こ
れ
を
入
手
す
る
方
法
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｓ
第
一
巻
出
版
（
一

八
一
六
）
に
三
十
年
先
立
つ
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
著
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』
第
五
部
所
収
「
宝
物
探
し
」D

er Schatzgräber > Johann K
arl 

A
ugust M

usäus: V
olksm

ärchen der D
eutschen. FÜ

N
FT

ER T
EIL. 1786. 

─
鈴
木
滿
訳
『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』、
国
書
刊
行

会
、
平
成
十
九
年

─
で
語
ら
れ
て
い
る
の
と
内
容
は
ほ
ぼ
同
様
。

 

デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク　

D
eesenberg.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヘ
ク
ス
タ
ー
郡
の
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
沃
野W

arburger Börde 

の
特
徴

あ
る
丘
陵
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
クD

esenberg 

（
標
高
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
弱
）。
頂
上
に
デ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
城
の
廃
墟
が
あ
る
。
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
市
近
郊
。
デ
ー
ゼ

ン
山ベ

ル
ク

は
一
二
五
〇
年
貴
族
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
一
門
が
手
に
入
れ
、
今
日
に
至
る
も
デ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

と
デ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
城
の
廃
墟
は
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
・
ツ
ム
・

デ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
伯
爵
家
の
所
有
で
あ
る
と
か
。

 

赤バ

ル

バ

ロ

ッ

サ

髭
王
・
帝　

Barbarossa.　

ド
イ
ツ
王
・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
一
一
二
二
？
─
九
〇
）。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
一
注
参
照
。

 

デ
ィ
ス
パ
ル
グ
ム　

D
ispargum

.　

フ
ラ
ン
ク
族
ザ
リ
ア
ー
部
族
の
首
長
（
王
）
ク
ロ
デ
ィ
オChlodio

（
三
九
〇
頃
─
四
五
〇
頃
）

─
フ
ラ
ン
ス
語

「
長ル

・
シ
ュ
ヴ
リ
ュ

髪
王
ク
ロ
デ
ィ
オ
ン
」Clodion le Chevelut 
─
が
根
拠
地
と
し
た
、
と
い
わ
れ
る
山
塞
。

 

デ
ィ
ス
パ
ル
ゲ　

D
isparge.　

,D
ispargum

, 

と
い
う
語
が
ラ
テ
ン
語
め
い
て
い
る
の
で
、
複
数
形
な
ら
こ
う
も
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン

の
遊
び
。

 

イ
ー
ブ
ル
ク　

Iburg.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヘ
ク
ス
タ
ー
郡
バ
ー
ト
・
ド
リ
ー
ブ
ル
ク
近
郊
の
エ
ッ
ゲ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

に
あ
る
山
城
の
廃

墟
。
フ
ラ
ン
ク
族
と
ザ
ク
セ
ン
族
の
戦
争
時
代
に
建
設
さ
れ
た
。

 

ジ
ュ
ー
ブ
ル
ク　

Syburg.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
大
都
市
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
一
部
。
山
城
ホ
ー
エ
ン
ジ
ュ
ー
ブ
ル
ク
の
廃
墟

が
あ
る
。

 

エ
ー
レ
ス
ブ
ル
ク　

Ehresburg.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ホ
ッ
ホ
ザ
ウ
ア
ー
郡
の
都
市
マ
ー
ル
ス
ベ
ル
クM

arsberg

の
一
部

上
オ
ー
バ
ー

マ
ー
ル
ス
ベ
ル
ク
に
あ
る
古
代
ザ
ク
セ
ン
族
最
大
の
有
名
な
山
城
エ
ー
レ
ス
ブ
ル
クEresburg 

の
廃
墟
（
残
る
の
は
城
壁
）。

 

ブ
ラ
ー
ン
ス
ベ
ル
ク　

Bransberg.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
郡
の
都
市
ハ
ミ
ン
ケ
ル
ン
に
あ
っ
た
か
。
地
名
は
あ
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『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その六）　鈴木　滿　訳・注

る
が
、
廃
墟
は
な
い
よ
う
だ
。

 
ブ
ッ
ケ　

Bukke.　

次
の
話
で
は「
ボ
ッ
ケ
」Bocke 

と
も
あ
る
が
、「
ボ
ー
ケ
」Boke

で
あ
る
。
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
パ
ー
ダ
ー

ボ
ル
ン
郡
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
の
一
区
域
。

 

コ
ン
ラ
ー
ト
・
シ
ュ
ペ
ー
ゲ
ル　

K
onrad Speegel.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

 

パ
ー
ド
ベ
ル
ク
と
フ
レ
ヒ
ト
ル
プ
の
あ
る
伯
爵　

ein Graf von Padberg und Flechtorp.　

パ
ー
ド
ベ
ル
ク
伯
爵
エ
ル
ポ
（
エ
ル
フ
ォ
と
も
）
二
世

Erpo 

（Erpho
） II., Graf von Padberg

は
一
一
一
三
年
フ
レ
ヒ
ト
ド
ル
フFlechtdorf 

（
現
デ
ィ
ー
メ
ル
ゼ
ー
の
東
の
部
分
）
で
亡
く
な
っ
た
。
文
書

に
登
場
す
る
の
は
一
一
〇
一
年
の
こ
と
で
、
彼
は
こ
の
年
ヴ
ェ
ル
ド
ー
ル
の
領ア

イ
ゲ
ン
キ
ル
ヒ
ェ

主
私
立
聖
堂
と
か
な
り
の
所
領
を
夫
人
イ
ッ
タ
ー
家
出
身
の
ベ
ア
ト
リ
ク

ス
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
ボ
ー
ケ
修
道
院K

loster Boke

に
贈
与
し
た
。夫
人
が
子
ど
も
の
な
い
ま
ま
亡
く
な
る
と
、彼
女
の
遺
産
を
同
修
道
院
に
寄
附
し
、

そ
れ
を
拒
ん
だ
彼
女
の
兄
弟
親
戚
と
苛
烈
な
争
い
を
行
っ
た
。
そ
の
後
エ
ル
ポ
伯
爵
は
同
修
道
院
を
フ
レ
ヒ
ト
ド
ル
フ
に
移
し
た
。
ど
う
や
ら
極
め
て
信

心
深
か
っ
た
彼
に
つ
い
て
の
言
い
伝
え
が
こ
の
物
語
で
あ
る
。

 

聖
殉
教
者
マ
グ
ヌ
ス　

der heilige M
artyrer M

agnus.　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ニ
ー
諸
島
の
領
主
で
殉
教
者
（
一
一
〇
七
死
）。

 

聖
者
ラ
ン
デ
リ
ン　

der heilige Landelin.　

ク
レ
ス
ピ
ン
の
ラ
ン
デ
リ
ン
（
六
八
六
死
）。
ヘ
ン
ネ
ガ
ウ
修
道
院
建
立
者
で
同
修
道
院
長
。

 

カ
ン
ブ
レ
ー　

Cam
bray.　

現
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ー
ル
＝
パ
・
ド
・
カ
レ
ー
地
域
の
都
市
。
十
二
─
十
三
世
紀
建
造
の
大
聖
堂
は
有
名
で
、
中
世
に
は
大
い

に
信
仰
を
集
め
た
。
司
教
座
、
次
い
で
十
六
世
紀
半
ば
大
司
教
座
が
置
か
れ
た
。

 

ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
城ブ

ル
ク　

W
evelsburg.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
郡
ビ
ュ
ー
レ
ン
市
に
あ
る
堂
堂
た
る
山
城
。

三
角
形
の
中
庭
を
囲
む
重
厚
な
三
角
の
城
郭
か
ら
成
る
。
平
面
図
が
三
角
形
の
城
は
ド
イ
ツ
に
は
少
数
し
か
な
い
。
一
一
二
三
年
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
伯
爵

フ
リ
ー
ド
リ
ヒGraf Friedrich von A

rnsberg 

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
が
、そ
の
死
後
農
民
に
破
壊
さ
れ
た
。そ
の
後
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
爵
家
お
よ
び
パ
ー

ダ
ー
ボ
ル
ン
領
主
司
教
が
こ
こ
に
何
度
も
城
を
構
え
た
。
現
在
の
建
築
は
一
六
〇
三
─
〇
六
年
の
も
の
。
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
掛
け
て
は
必
要
最

低
限
の
維
持
が
な
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
一
般
の
綴
り
は ,W

ew
elsburg

, 

。
片
仮
名
発
音
表
記
は
こ
れ
に
従
っ
た
。

 

聖
者
マ
イ
ノ
ル
フ　

der heilige M
ainolf.　

未
詳
。Erna u. H

ans M
elchers. Bearbeitung Carlo M

elchers : D
as große Buch der H

eiligen. 
1982 Südw

est V
erlag. 1982 M

ünchen. 

に
見
当
た
ら
ず
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

聖
者
ノ
ー
バ
ー
ト　

der heilige N
orbert.　

一
〇
八
〇
年
頃
─
一
一
三
四
年
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
。
プ
レ
モ
ン
ト
レ
修
道
会
の
創
始
者
。

 

ノノ

ー

バ

ー

ツ

ロ

ッ

ホ

ー
バ
ー
ト
の
窖　

N
orbertsloch.　

ノ
ー
バ
ー
ト
の
穴
、
窖

あ
な
ぐ
ら

。

 

ア
レ
ン
ス
ベ
ル
ク
伯
爵
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

Friedrich, Graf von A
rensberg.　

ア
ル0

ン
ス
ベ
ル
ク
伯
爵
家Grafschaft A

rnsberg 

は
、
ヴ
ェ
ル
ル
伯

爵
家

─
一
〇
〇
〇
年
頃
北
ド
イ
ツ
の
ヴ
ェ
ル
ルW

erl

を
中
心
と
し
て
強
勢
を
誇
っ
て
い
た
一
門

─
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
二
世
が
十
一
世
紀
半
ば
ア
ル
ン
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ス
ベ
ル
ク
（
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
行
政
管
区
の
中
心
都
市
と
な
っ
て
い
る
）
の
近
く
に
リ
ュ
ー
デ
ン
城ブ

ル
ク

（
い

わ
ゆ
る
旧

ア
ル
テ
・
ブ
ル
ク

城
）
を
築
き
、
次
い
で
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世
（
ヴ
ェ
ル
ル
＝
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
伯
爵
）
が
一
〇
八
〇
年
頃
新
城

─
後
に
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
城

に
発
展
す
る

─
を
営
ん
だ
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世
の
息
子
の
一
人
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
時
代
に
伯
爵
家
の
勢
力
の
拠
点
は
最
終
的
に
ヴ
ェ

ル
ル
か
ら
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
に
移
っ
た
の
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
伯
爵
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
最
後
の
伯
爵
は
嗣
子
が
い
な
か
っ

た
の
で
一
三
六
八
年
伯
爵
領
を
ケ
ル
ン
大
司
教
に
売
却
し
た
。

 

ク
ル
ー
ゼ
マ
ル
ク　

K
rusem

ark.　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
に
よ
く
あ
る
姓
で
は
あ
る
が
未
詳
。

 

そ
の
四
十
年
後
ク
ル
ー
ゼ
マ
ル
ク
指
揮
下
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
が
な
ん
と
も
惨さ

ん
た
ん憺

た
る
状
態
に
荒
廃
さ
せ
た　

die Schw
eden unter K

rusem
ark 

verw
üsteten es vierzig Jahre nachher auf die gräulichste W

eise.　

一
六
四
六
年

─
三
十
年
戦
争
終
結
の
直
前

─
僅
か
な
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
軍
守
備
隊
が
籠
も
っ
て
い
た
だ
け
の
こ
の
城
は
、
折
し
も
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
に
侵
攻
し
て
い
た
ク
ル
ー
ゼ
マ
ル
ク
指
揮
下
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
分
遣
隊

に
よ
っ
て
占
領
、
略
奪
さ
れ
、
殆
ど
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。

 

「
ク
ー
ノ
・
フ
ォ
ン
・
キ
ー
ブ
ル
ク
」　K

uno von K
yburg.　

ス
イ
ス
の
騎
士
ク
ー
ノ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
キ
ー
ブ
ル
クK

uno von der K
yburg 

を

主
人
公
と
し
た
物
語
。
挿
絵
の
多
い
児
童
向
け
の
再
話
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

 

オ
ー
フ
ァ
ー
エ
イ
セ
ル
地
方　

O
ber-Y

ssel.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
王
国
東
部
の
州
オ
ー
フ
ァ
ー
エ
イ
セ
ルO

verijssel 

（
エ
イ
セ
ルIJssel

─
ド
イ

ツ
語
ア
イ
セ
ル

─
川
彼
方
の
地
）
に
当
た
る
。
こ
の
州
は
東
南
で
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
に
接
す
る
。

 

テ
ル
ヒ
テ　

T
elgte.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
郡
の
都
市
。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
東
ほ
ぼ
一
二
キ
ロ
。

 

ヴ
ァ
ー
レ
ン
ド
ル
フ　

W
ahrendorf.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
郡
郡
庁
所
在
地
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ド
ル
フ

W
arendorf 

。

 

レ
ー
ダ　

Rheda.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ギ
ュ
ー
タ
ー
ス
ロ
ー
郡
の
都
市
レ
ー
ダ
＝
ヴ
ィ
ー
デ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ク
の
一
部
。

 

ヴ
ィ
ー
デ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ク　

W
iedenbrück.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ギ
ュ
ー
タ
ー
ス
ロ
ー
郡
の
都
市
レ
ー
ダ
＝
ヴ
ィ
ー
デ
ン
ブ

リ
ュ
ッ
ク
の
一
部
。

 

リ
ー
ト
ブ
ル
ク　

Rietburg.　

未
詳
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ラ
ウ
ア
ー
・
ブ
ル
ー
フ　

Lauer Bruch.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ギ
ュ
ー
タ
ー
ス
ロ
ー
郡
郡
庁
所
在
地
ギ
ュ
ー
タ
ー
ス
ロ
ー
の

南
東
、
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
の
北
に
あ
る
地
名
。

 

さ
て
二
人
の
貴
族
は
連
れ
立
っ
て
出
発
、
…
…
…
漸よ

う
や

く
ヴ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
ス
城ブ

ル
ク

に
辿た

ど

り
着
い
た　

D
a haben sich die beiden H

erren m
iteinander 

auf die Reise gem
acht 

…
… und endlich sind sie auch die W

evelsburg gekom
m

en.　

五
代
目
古
今
亭
志
ん
生
演
ず
る
落
語
「
黄
金
餅
」
で
、
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下
谷
山
崎
町
か
ら
麻
布
絶ぜ

っ
こ
う口
釜
無
村
の
木
蓮
寺
ま
で
貧
乏
葬
い
の
一
行
が
辿
る
道
筋
の
言
い
立
て
に
さ
も
似
た
滑
稽
。

 
ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン　

A
ttendorn.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
オ
ル
ペ
郡
の
都
市
。

 
ア
レ
ン
ス
ベ
ル
ク　

A
rensberg.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ア
ル0

ン
ス
ベ
ル
クA

rnsberg

行
政
管
区
の
中
心
都
市
。

 

シ
ュ
ネ
レ
ン
ベ
ル
ク
城　

Schloß Schnellenberg.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
オ
ル
ペ
郡
ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
の
近
く
、
ビ
ッ
ゲ
谷タ

ー
ル

を
見
下
ろ
す
山
城
ブ
ル
ク
・
シ
ュ
ネ
レ
ン
ベ
ル
クBurg Schnellenberg

。

 

親ダ
ウ
メ
ン
シ
ュ
ラ
ウ
ベ

指
締
め　

D
aum

enschraube.　

二
枚
の
鉄
片
か
ら
成
り
、
一
片
に
は
両
の
親
指
を
入
れ
る
穴
が
二
つ
開
い
て
い
る
。
入
れ
た
親
指
を
も
う
一
枚
の
鉄

片
で
締
め
付
け
る
。
ね
じ
で
締
め
付
け
る
方
式
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
拷
問
用
具
と
し
て
は
ご
く
初
歩
的
な
も
の
で
、
か
よ
わ
い
女
性
に
も
用
い
ら
れ
た
と

い
う
。

 

イシ
ュ
パ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
・
シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル

ス
パ
ニ
ア
長
靴　

spanishcer Stiefel.　

二
枚
の
彎
曲
し
た
鉄
片
か
ら
成
り
、
一
枚
を
ふ
く
ら
は
ぎ
に
あ
て
が
い
、
も
う
一
枚
を
脛
に
当
て
て
押
し
つ

け
る
。
脛
に
当
て
る
方
に
は
小
さ
な
と
げ
と
げ
が
ぎ
っ
し
り
附
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

 

刺ゲ
シ
ュ
ピ
ッ
ク
タ
ー
・
ハ
ー
ゼ

し
脂
兎　

gespickter H
ase.　

ベ
ー
コ
ン
の
脂
身
を
細
切
り
に
し
た
も
の
を
針
山
の
よ
う
に
一
面
に
差
し
込
ま
れ
た
丸
焙
き
用
の
兎
。
こ
れ
に
似

た
形
の
拷
問
用
具
で
、
木
釘
を
一
面
に
植
え
付
け
た
木
製
の
ロ
ー
ラ
ー
。

 

マ
ル
ク
地
方
の
大

グ
ロ
ー
ス

メ
ー
リ
ン
ゲ
ン　

Groß-M
öhringen in der M

ark.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
シ
ュ
テ
ン
ダ
ル
郡
の
小
村
メ
ー
リ
ン
ゲ
ン
。

 

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン　

W
altershausen in T

hüringen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
第
二
の
都
市
。

 

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で　

und am
 m

anchem
 andern O

rt.　

既
出
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
九
九
。
Ｄ
Ｓ
一
二
六
も
ま
さ
に
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ブ
レ
ス

ラ
ウ
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
都
市
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ W

rocław
）
の
教
会
の
鐘
の
話
。

結
び
に
一
言
。

　

こ
の
拙
い
訳
稿
を
、
年
来
ご
知
遇
を
忝
な
く
し
た
元
同
僚
、
敬
愛
す
る
平
林
和
幸
教
授
に
捧
げ
る
し
だ
い
で
す
。
人
文
学
部
長
、
学

長
と
し
て
多
年
一
方
な
ら
ず
公
務
に
お
心
を
煩
わ
さ
れ
た
先
生
に
は
ぼ
く
と
し
て
も
格
段
の
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
分
載
訳
業

の
一
つ
で
は
な
く
、
纏
ま
っ
た
論
文

─
そ
れ
も
先
生
の
ご
専
門
フ
ラ
ン
ス
詩
に
う
ま
く
結
び
付
く
よ
う
な
テ
ー
マ
の
も
の

─
を
書

き
下
ろ
し
に
し
て
献
上
、「
平
林
教
授
記
念
号
」
の
席
末
に
控
え
さ
せ
て
戴
き
た
い
の
は
山
山
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
二
年
足
ら
ず
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ぼ
く
の
関
心
と
時
間
は
こ
れ
に
集
中
し
て
お
り
ま
す
。
一
部
に
も
せ
よ
、
不
出
来
に
も
せ
よ
、
我
が
愛
し
児
的
存
在
で
あ
る
こ
と
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
平
林
さ
ん
、
な
に
と
ぞ
ご
笑
納
賜
り
ま
す
よ
う
。

　

最
後
に
右
の
ご
と
く
記
し
た
試
訳
（
そ
の
五
）
の
校
正
を
終
え
た
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
一
月
下
浣
、
平
林
さ
ん
は
逝
っ
て

し
ま
っ
た
。「
平
林
教
授
記
念
号
」
は
「
平
林
教
授
追
悼
号
」
に
変
わ
る
。
そ
こ
で
試
訳
（
そ
の
五
）
を
「
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十

五
巻
第
三
・
第
四
合
併
号
（
普
通
号
）
に
、
試
訳
（
そ
の
六
）
を
こ
の
「
追
悼
号
」
に
入
れ
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ

平
林
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
た
だ
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
の
み
で
あ
る
。


